
現 場 説 明 書（技術的事項） 

 

工事名         竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事         

 

１ 現場の状況 

(1)  工事場所は，竹ケ端運動公園内です。 

(2)  工事期間中は，公園及び各施設は通常どおり利用・運営をしています。 

 

２ 留意事項 

(1) 工事期間中は第三者の安全確保に細心の注意を払い，必要な対策を講じてください。 

(2) 工事場所周辺では，多数の公園利用者が見込まれます。利用者の支障とならないよう

事前に公園管理者と協議した上で，適切な仮設計画を作成し，監督員の承諾を受けて

ください。 

(3) 工事車両の出入は，芦田川側（芦田川右岸３号線）を想定しています。工事車両の構

内通路においては最徐行とし，公園利用者と重複する箇所については，交通誘導員等

を配置し第三者の安全対策を講じてください。なお，交通誘導員の  配置について

は，176人を見込んでいます。 

(4) 工事用出入口から前面道路へ泥等を持ち出すことのないよう十分留意し，必要に応じ

てタイヤ洗浄等を行い，日常的に道路や水路の清掃に努めてください。 

(5) 工事着手時期については，監督員及び公園管理者と協議が必要です。 

(6) 公園西側は，住宅地が近接しているため，工事中の重機等による振動・騒音・粉塵等

の作業を行う際は十分対策を講じてください。 

(7) 高所作業にあたっては，適切な安全対策を講じ，転落・墜落災害の防止に努めてくだ

さい。 

(8) 現場の排水は周辺環境に十分配慮し，適切に処理したうえで排水してください。 

(9) 公園内の既存施設等に損傷を与えないように必要な対策を講じてください。なお，損

傷を与えた場合には，監督員及び公園管理者と協議のうえ，速やかに復旧してくださ

い。 

(10) 別途工事業者との調整を行い，円滑な工事の遂行に努めてください。 

(11) 休日及び時間外に作業を行う場合は，監督員及び公園管理者と事前に協議してくださ

い。 

(12) 本工事は，建設リサイクル法の対象工事に該当します。特定建設資材の再資源化に努

めるとともに，産業廃棄物は適切に処理してください。 

(13) 契約後，実施工程表は 14 日以内に提出するとともに，施工計画書等の承諾は速やか

に受けてください。 

(14) 工事施工上必要な官庁署への手続きは，受注者の責任において速やかに行ってくださ



い。 

(15) 本工事の受注者は，地元企業・地場製品の活用に努めてください。また，木工事で使

用する木材は，可能な限り県産材を使用するよう努めてください。 

(16) 本工事においては，工事のイメージアップとして，仮囲いや外部足場養生シート等へ

の環境整備費用を見込んでいます。具体的な整備内容については，工事着手前に提案

し監督員の承諾を受けてください。 

 

３ 別途工事 

・電気設備工事 

・給排水衛生ガス設備工事 

・冷暖房換気設備工事 

・昇降機設備工事 

・カーテン取付工事 

   ・庭球場整備工事 

 

４ 工事における「第 20 回世界バラ会議福山大会 2025」ロゴの標示について 

「第 20 回世界バラ会議福山大会 2025」が 2025 年 5 月 18 日から 24 日にかけて開催されま

す。ついては，周知と機運醸成を図るため，工事現場に掲げる標識として，大会ロゴの標示

のご協力をお願いします。 

(1) 使用するロゴは「第 20 回世界バラ会議福山大会 2025 ロゴ利用規程」に沿った指定の

デザインとしてください。 

(2) 「第 20 回世界バラ会議福山大会 2025 ロゴ利用規程」に定められた「大会ロゴ利用許

諾申請書」の提出は不要です。 

(3) 使用する大会ロゴは「大会ロゴデザインガイド」にて配色等が定められているので留

意してください。 

(4) 大会ロゴの標示は任意事項とし，標示する際は，発注課へ連絡してください。 

(5) ロゴ標示期限は 2026 年（令和 8 年）3月 31 日です。 

(6) デザインデータについては福山市建設管理部技術検査課へ問合せてください。 

 

５ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に係る設計変更等 

(1) 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため，次のとおり実施に努めてください。 

ア 「３つの密を避けるための手引き」の活用 

各現場に配布し工事等の関係者に周知を図るとともに，作業所等で掲示してください。 

・https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html#kokumin 

イ 「建設現場の「三つの密」の回避等に向けた取組事例」の活用 

各現場に配布し始業前の朝礼やKY活動等において工事等の関係者に周知してください。 



・http://chotatsu.pref.hiroshima.jp/file/kakudaibousi_5.pdf 

※各現場での対策事例については，TwitterやFacebook等のSNS活用により普及・展開に努

めてください。 

例）「＃建設現場の３密対策」を付けたツイートが行われるよう同ハッシュタグを周知す

る等 

(2) 上述の１を参考に，新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策を実施することにより

追加費用が発生する場合は，実施計画書（様式１）により監督員と事前に協議を行い，必要

と認められる対策については変更施工計画書（変更業務計画書）を提出してください。 

なお，必要と認められる対策については，設計変更の対象とします。 

(3) 最終精算変更時点においては，実際に履行したことがわかる全ての証明書類（領収書の写

し，領収書の出ないものは金額の妥当性を証明する書類等）及び実績報告書（様式２）を監

督員に提出してください。 

(4) 受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については，法的措置及び指名除外

等の措置を行う場合があります。 

(5) 疑義が生じた場合は，監督員と協議してください。 

【設計変更の対象とする対策に係る費用の例】 

＜共通仮設費＞ 

〇労働者宿舎での密集を避けるための，近隣宿泊施設の宿泊費・交通費 

〇現場事務所や労働者宿舎等の拡張費用・借地料 

※いずれも，その後の積算における現場管理費率や一般管理費率による計算の対象外とします。  

＜現場管理費（業務においては直接経費）＞ 

〇現場従事者のマスク，インカム，シールドヘルメット等の購入・リース費用 

〇現場に配備する消毒液，赤外線体温計等の購入・リース費用 

〇テレビ会議等のための機材・通信費 

※いずれも，その後の積算における一般管理費等率による計算の対象外とします。 

このほかにも，感染拡大防止のために必要と認められる対策については，設計変更の対象とし

ます。 

 

６ 墜落制止用器具の着用について 

労働安全衛生法施行令第１３条第３項第２８号における墜落制止用器具の着用は，「墜

落制止用器具の規格」（平成３１年１月２５日厚生労働省告示第１１号）による墜落制止

用器具（フルハーネス型墜落制止用器具，胴ベルト型墜落制止用器具及びランヤード等）

としてください。 

 

７ 法定外の労災保険の付保について 

   本工事は，法定外の労災保険を見込んでいます。 
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【庭球場屋根】外構図

【庭球場屋根】外構詳細図(1)
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設計施工標準図

DS柱はり接合工法設計標準図
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・

Ver.2304

記号・略号

ＯＳ……オイルステイン

ＵＣ……ウレタン樹脂ワニス

ＬＥ……ラッカーエナメル塗り

ＷＰ……木材保護塗料

ＥＰ－Ｇ…つや有合成樹脂

エマルションペイント

ＥＰ－Ｔ…合成樹脂エマルション模様塗料

ＳＯＰ…合成樹脂調合ペイント

ＣＬ……クリアラッカー

ＮＡＤ…アクリル樹脂系非水分散形塗料

ＤＰ……耐候性塗料

内装薄塗材Ｅ…内装合成樹脂エマルション系

外装厚塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系

ＣＢ……コンクリートブロック

　Ｓ……鉄（鋼）

　Ｗ……木

ＬＧＳ…軽量形鋼

（一　般）

ＢＭ……ベンチマーク

ＧＬ……基準地盤面

ＦＬ……基準床面

　Ｗ……内法巾

　Ｈ……内法高

ＵＰ……上がる

ＤＮ……下がる

ＰＳ……パイプスペース

ＤＳ……ダクトスペース

ＥＶ……エレベータ

（構造材料）

ＡＤ……アルミ製ドア

ＡＷ……アルミ製窓

ＡＧ……アルミ製ガラリ

ＳＤ……鋼製ドア

ＳＷ……鋼製窓

ＳＧ……鋼製ガラリ

（建　具）

ＳＴＷ…ステンレス製窓

ＳＴＧ…ステンレス製ガラリ

ＳＴＳ…ステンレス製シャッター

ＷＤ……木製ドア

ＳＴＤ…ステンレス製ドア

ＳＳ……鋼製シャッター ＷＷ……木製窓

ＷＧ……木製ガラリ

　Ｆ……ふすま

ＴＤ……強化ガラス製ドア

ＴＷ……強化ガラス製窓

ＡＬ……アルミ製リンググリルシャッター

ＳＬ……鋼製リンググリルシャッター

ＳＴＬ…ステンレス製リンググリルシャッター

ＳＰ……鋼製間仕切

ＳＲＣ……鉄骨鉄筋コンクリート

ＲＣ………鉄筋コンクリート

ＰＣ………プレキャストコンクリート

ＡＬＣ……軽量気泡コンクリート

外装薄塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系

（塗装関係）（左官関係）

（薄付け仕上塗材）

（厚付け仕上塗材）

ＥＰ………合成樹脂エマルションペイント

・

163,000㎡

第一種住居地域

AI-3 2階 ﾊﾞﾙｺﾆｰ

2階 ﾊﾞﾙｺﾆｰ 排水溝部分

EVｼｬﾌﾄ(1FLより下の範囲)

S-M2 高反射塗料(ｶﾗｰ) 屋根 平場

高反射塗料(ｶﾗｰ)S-F2 屋根 立上り

中空ｾﾒﾝﾄ板

X-2 ｶﾗｰ

30

【庭球場屋根】建築面積:2,800.00㎡、延床面積:2,800.00㎡

【管理棟】床面積

【庭球場屋根】床面積

396.25㎡2階

490.02㎡

2,800.00㎡

1階

1階

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

広島県福山市水呑町4748番地

【管理棟】鉄骨造2階建て、【庭球場屋根】鉄骨造平屋建て

【管理棟】建築面積:508.13㎡、延床面積:886.27㎡

建設発生土

事務室、授乳室、観覧ﾛﾋﾞｰ

事務室:1ヶ所、授乳室:1ヶ所、観覧ﾛﾋﾞｰ:2ヶ所

1

・

・

・

新　築

１．

工事場所

用途地域

２．

３．

４．

５．

６．

工事種別

防火地域

７． 建物概要

敷地面積

・

・ 防火地域 ・

・ 増　築

準防火地域 ・

２）

構　造

面　積

１）

指定なし

・

３）付属施設

８． 別途工事 電気設備工事

・

・

１． 共通仕様

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修，公共建築工事

官公署手続き(1)

地元企業及び地場製品の活用(2)

　受注者は，地元企業及び地場製品の積極的な活用に努める。

疑義に対する協議等(3)

　設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり，取り合い等の関係で，設計図書によるこ

特記仕様２．

(1) 章，項目は番号に○印のついたものを適用する。

特記事項は(2)

特記事項に記載の（ ）内表示番号は，「建築標準仕様書」の当該項目，当該図又は当該表を示す。

材料および製造所等の記載順序は不同である。

(3)

(4)

・ 印のついたものを適用する。

印のつかない場合は，※印のついたものを適用する。

・ 印と ※ 印のついた場合は共に適用する。

章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 特　　　記　　　事　　　項項 項章 特　　　記　　　事　　　項

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）による。

　電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は，それぞれ公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編），

とが困難若しくは不都合が生じた場合は，監督員と協議する。

工事名称

　受注者は関係官公署への必要な手続きを代行する。（官公署手続きは監督員の承諾後とする。）

保証書

工事区分

・防水工事

材料名

・アスファルト防水

・改質アスファルト防水

・合成高分子ルーフィング防水

・塗膜防水

・長尺金属板葺き

・折板葺き

・瓦葺き

・屋根工事

・植栽工事

・プール工事

・特殊床工事

・防錆工事

・フローリング及び塗装

・プール本体

・塗装（通常塗装の場合）

・活着

保証年限

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

備考

漏水の場合等

漏水の場合等

漏水の場合等

・ｱﾙﾐ・ｽﾃﾝﾚｽ・FRP

10

10

10

10

　1

施工図及び

施工計画書

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は，発注者に移譲するものとする

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

１ 工事現場仮囲い ・ ナイロンロープ張り ・ 木製仮囲い ・ 鋼製仮囲い

２ 監督員事務所 ・ 設ける （ ㎡程度） ・ 設けない (2.3.1)

・ 備品等 （ ）

３ 受注者事務所等 ・ 敷地内へ建てることができる (2.3.1)

４ 工事用水 構内既存の施設 ・ 有償で利用できる（副メーター設置等）

・ 無償で利用できる

・ 利用できない

５ 工事用電力 構内既存の施設 ・ 有償で利用できる ・ 無償で利用できる ・ 利用できない

６ 引渡しまでの ・ 本引込みより引渡しまでの基本料金 ※ 受注者負担 ・ 別途

光熱水費 ・ ※ 受注者負担 ・ 別途

７ 安全対策 ・

８ 足場その他 (2.2.4)

※ 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては，同ガイドラインの

９ 現況確認 ・ 工事の着手に先立ち，関係者立会いのうえ図面に基づいて敷地や周辺の状況及び高低差

などを確認する。

　

土

工

事

１ 埋戻し及び盛土 種　別 ・ Ａ　種 ※ Ｂ　種 ・ Ｃ　種 ・ Ｄ　種 （表3.2.1)３

２ 建設発生土の処理 ※ 構外搬出適切処理（再資源化処理施設へ搬入する） ・ 構内指示の場所に敷きならし (3.2.5)

・ 構内指示の場所に堆積 ・ 構外指示の場所に処分

　

地

業

工

事

特記仕様書（構造関係）による

４

Ｄ種

種類・厚さ

空胴ブロック16-W・

※ 空胴ブロック16ブロックの種類及び厚さ

・ 空洞ブロック08

(8.2.2)(8.3.2)

各部の配筋

※ ・

８
　
Ｃ
Ｂ
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

ＡＬＣパネルの種類等

種　類

外壁用・

間仕切用・

・ 屋根用

床用・

耐火性能 工　法　種　別

Ａ種・ ・ Ｂ種

・ Ｅ種・Ｃ種・

30分 Ｆ種

Ｆ種

・

・

(8.3.3)

(8.4.2～7)(表8.4.2～4)

図示による

適　用　箇　所

厚さ(mm) 単位荷重(N／m2)

　
鉄
　
骨
　
工
　
事

７

特記仕様書（構造関係）による

　
コ
　
ン
　
ク
　
リ
　ー

　
ト
　
工
　
事

６

特記仕様書（構造関係）による

　
鉄
　
筋
　
工
　
事

５

特記仕様書（構造関係）による

セメント板

(ＥＣＰ)

表　面　形　状 耐火性能 取付工法の種別

・Ａ種　・Ｂ種

・Ｂ種　・Ｃ種

フラットパネル※

・ デザインパネル(図示)

フラットパネル※

デザインパネル(図示)・
間仕切壁・

・ 外壁

製造所

(8.5.2～5)(表8.5.1～2)

厚さ(mm)

１
　

防

　

水

　

工

　

事

種　　別 施　　工　　場　　所

・

９ (9.2.2)(表9.2.1～表9.2.10)

コンクリート

ブロック

１

ＡＬＣパネル２

３ 押出成形 押出成形セメント板の種類等

アスファルト防水

・

屋根保護防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）

厚さ ・ 　mm

屋根露出防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）

厚さ ・ 　mm

種類 ・

材質及び種類 ※ 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA（ｽｷﾝ層付き)(JIS A 9521（建築用断熱材))

材質 発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材（JIS A 9521）※

(9.3.2～3)(表9.3.1～3)

施　　工　　場　　所種　　別

シート防水

ルーフィング

合成高分子系

シート防水

改質アスファルト

３

種　別 厚さ 仕上げ塗料 施　　工　　場　　所

製造所　　　評価名簿による乾式保護材※

防水立上り部の保護

屋根露出防水絶縁工法の脱気装置

・ 設けない

※

２

(9,4.2～4)(表9.4.1～2)

４ 塗膜防水

種　別 仕上げ塗料 施　　工　　場　　所

(9.5.2～4)(表9.5.1)

※屋内については水張り試験を行う。６ 漏水試験

種　別

ケイ酸質系５

塗布防水

※C-UI

・C-UP

施　　工　　場　　所

(9.6.1～3)(表9.6.1～2)

※ 搬出先は，処分状況が確認できるよう，写真撮影を行うとともに，計量伝票等（原本）

を監督員に提出する。

     処分先

・

・

３．

引渡し後点検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後

引渡し後点検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後

引渡し後，次に示す点検を行う。（○印のついたものを適用する。）

別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(２)手すり据置方式

又は(３)手すり先行専用足場方式により行う。

次の工事について保証書を提出する

枯死の場合

外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能 ※ 図示による

※

※ 契約締結後１４日以内に実施工程表を提出する。

※ 本工事は，法定外の労災保険を見込んでいる。

標準仕様書（建築工事編）令和４年版（以下「建築標準仕様書」という。）による。ただし，アスベスト成形

板の処理等は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修，公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版

（以下「建築改修標準仕様書」という。）による。

本工事の工期は設備工事の工期及び工事検査期間としての14日を含んでいる。

脱気装置（種別Ｘ－１）

設置数量

種類 ※製造所の仕様による ・

・※製造所の仕様による

・種類

平場部脱気型・種類

設置数

設ける ・ 立上り部脱気型

箇所

箇所

外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能 ※ 図示による

伸縮目地への耐火目地材の充填　　・ 適用する　　・ 適用しない

項 特　　　記　　　事　　　項

　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

・

・

・ 建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修

・ 建築工事安全施工技術指針　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達

・

・ 建築基準法，消防法，その他関係法令

・ 高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律への対応

適用基準等

監理(主任)技術者

工期，写真，所属会社名及び証明印の入った名札を着用する。

受注者は，監理技術者及び主任技術者を建設業法により定め，工事現場内において工事名，

・

章

・ 建築物移動等円滑化誘導基準（認定）

建築構造設計基準及び同解説　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成２２年版）　　

建築工事標準詳細図　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（令和４年版）

建築改修標準仕様書　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版）

公共住宅建設工事共通仕様書　（令和元年度版）

工 事 完 成 時請 負 金 額

500万円以上

工 事 受 注 時

契約後10日以内 変更契約後10日以内

登録内容の変更時

工事完成後10日以内

変更登録は，工期，技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合，登録不要）

工事実績情報の登録 ※ 受注者は，次表に従い，工事実績情報を登録する。

登録内容について，あらかじめ監督員の承諾を受けたのちに，次表の期間内に登録申請を

行う。ただし，期間には，土曜日，日曜日，祝日，年末年始の閉庁日を除く。

登録後は速やかに登録されたことを証明する資料を監督員に提出する。※

(1.1.4)

なお，変更時と工事完成時の間が10日に満たない場合は，変更時の提出を省略できる。（登録要）

調整に協力し，当該工事関係者とともに円滑な施工に努める。

(1.1.7)

※ 別契約の関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。

※ 別契約の関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行い，監督員の

別契約の関連

工事との調整等

施工範囲 「工事区分表」による。

関連工事との調整

受注者は施工管理体制を確立し，品質，工程，安全等の施工管理を行う。

※

技術者台帳（施工体制台帳に添付）

監理技術者・主任技術者（下請を含む）及び専門技術者の写真，名前，生年月日，所

属会社名を記載する。

※

施工管理 (1.3.1)

(1.1.5)施工体制台帳（建設業法等に従って作成し，写しを提出する。）

施工体系図（建設業法に基づき，当該現場の見やすい場所に掲示する。）

電気保安技術者 (1.3.3)適用する ・ 適用しない

施工条件 (1.3.5)

撮影を行い監督員に提出する。

・

施工中の安全確保

搬 入

搬 出

施 工 計 画 時

再生資源利用計画書

再生資源利用促進計画書

工 事 完 了 時

再 生 資 源 利 用 実 施 書

再生資源利用促進実施書

画書（実施書）を提出する。なお，これにより難い場合は，監督員と協議する。

また，建設リサイクル法に規定する建設資材を搬入（搬出）する場合は，次表により計

変更が生じた場合は速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。

本工事は登録対象工事であるため，受注者は，施工計画時，工事完了時及び登録情報の

建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター※

正処理推進要綱に従い適正に処理する。

律」（以下，「廃棄物処理法」という）その他関係法令等によるほか，建設副産物適

律」（以下，「資源有効利用促進法」という），「廃棄物の処理及び清掃に関する法

法律」（以下「建設リサイクル法」という），「資源の有効な利用の促進に関する法

※ 上記以外のものはすべて構外に搬出し，「建設工事に係る資材の再資源化等に関する

・

・ アスファルトコンクリート

コンクリート及び鉄からなる建設資材

・ コンクリート ・ 木材

※ 再資源化を図るもの

現場において再利用を図るもの・ （ ）

） (1.3.11)（・ 引渡しを要するもの発生材の処理

※ 計画書を提出し，監督員の承諾を受ける。

（建築改修標準仕様書　9.1.5）

なお，本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。

いては，広島県産業廃棄物埋立税が課税される。

※ 本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物につ

建築材料の製造所，製品及び施工業者などは，特記されたもの又は同等のものとする。た

だし，同等とする場合は，監督員の承諾を受ける。

また（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によって

所要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は，評価書の写

建築材料等

しを監督員に提出する。

材料の選定に当たっては，揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。

工事に使用する材料は，アスベストを含有しないものとする。

(1.4.1)

購入法」という）により，環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号。「グリーン

本工事の施工に当たり，東洋ゴム化工品（株）又はニッタ化工品（株）で製造された製品や

材料を用いる場合には，第三者機関による品質を証明する書類を提出すること。

工事別 適　用　種　別 工事別 適　用　種　別技能士 (1.5.2)

受注者は，引渡し前に次の対象物質について室内空気中に含まれる濃度を測定し，

厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し，監督員に報告する。

対象物質

化学物質の濃度測定 (1.5.9)

・

測定箇所数

対象室名

測定方法

・

特別な材料の工法

安全衛生管理

※ 石綿作業主任者

石綿障害予防規則（平成17年厚生労働省令第21号。以下，「石綿則」という。）に基

づき，石綿作業主任者を選定する。なお，石綿作業主任者は，石綿作業主任者技能講

習修了者，又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者の有資格者とする。

・ 除去作業者

アスベスト含有建材の除去に従事する作業者（以下「除去作業者」という。）は，石

綿則に基づく特別の教育を受けた者とする。

・ 表示及び掲示

作業現場の見やすい場所に，石綿則第34条に基づく掲示をする。

除去作業者の呼吸用保護具・保護衣

呼吸用保護具（国家検定合格品・

※ その他の仕様は建築改修標準仕様書による。

ＲＬ２又はＲＳ２・ ・ ）

・

・

アスベスト含有成形板の仕様

石綿スレート

石綿セメントけい酸カルシウム板

・ その他

使 用 部 位

アスベスト含有

成形板の処理等

処理を行うアスベスト含有成形板の仕様及び部位

（ ）

※ 事前に施工調査等により広く確認を行う。

分 類

着 手 前

工 事 中

完 成 時

規 格 撮 影 枚 数

必要に応じた数

必要に応じた数

各 室 ４ 面

外 景 ４ 面

提出部数

１

１

１

・

Ｌ判程度（カラー）

Ｌ判程度（カラー）

Ｌ判程度（カラー）

２Ｌ判程度（カラー）

完成時の提出図書

・

・

・ Ａ３判を２つ折りにして製本

竣工図電子データ

(1.7.1)施工図 ）・ 承諾図※ 完成図（竣工図※

速やかに次の図書を提出する。

（電子データ形式等は，監督員の指示による。）

※ 完成時のみ　 ・ 全て） しない・原版の提出

完　成　時　写　真

着手前・工事中写真 ※ Ａ４判印刷，若しくはＡ４判写真帳

※ アルバム（Ａ４判程度） ・ 写真帳

（検査後１４日以内に提出する。）

※ する （

工事及び完成写真

部

部

一式（竣工図電子データ作成要領による。）

ＣＡＤデータ（媒体（ＣＤ－Ｒ等），データ形式等は監督員の指示による。） (1.7.2)

(1.7.3)部保全に関する資料

３

７

17

18

(注)

４項目 （ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,パラジクロロベンゼン）

５項目 （ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン）

６項目

　文部科学省の「学校環境衛生の基準」による。

(注)

この限りではない。

作業時間は，原則午前８時から午後５時までとし，通学時間帯を考慮すること。・

(1.1.4)

(1.1.7)

(1.3.1)

(1.3.3)

(1.3.5)

(1.3.7)

(1.3.11)

(1.5.2)

(1.5.9)

(2.3.1)

(2.3.1)

(2.2.4)

(3.2.5)

(8.2.2)

(8.4.2～7)

(3.2.3)

(8.5.2～5)

(8.3.2～3)

(9.2.2)

(9.3.2～3)

(9,4.2～4)

(9.5.2～4)

(9.6.1～3)

(1.7.1～3)

労働安全衛生法第３０条第２項の規定に基づく指名

工事中は，騒音，振動の発生，粉塵の飛散（散水），道路の汚染等の防止に努めること。

※低騒音型・低振動型建設機械を使用すること（近隣住民の生活環境の保全の必要性がある場合）

・

・ 有り ・ 無し (1.3.7)

・ 日曜日及び祝日に作業を行わないこと。ただし，あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は，

昇降機設備工事

・

・

・

・ カーテン取付工事

１ １

２

４

５

16

15

14

13

12

11

10

９

８

・ガードフェンス

：

：

：

：

：

床面積 ：

：

：

：

：

本工事は，交通誘導員として

・

・

福 山 市 建 築 工 事 特 記 仕 様 書
Ⅰ

Ⅱ 建築工事仕様

工 事 概 要

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-
-

登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月 建築工事特記仕様書(1)

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

・

・

冷暖房換気設備工事

2６

2

2.0mm

2.0mm

・

本引込みより引渡しまでの使用料金

敷地内の工作物は必要に応じて養生を行い、被害を及ぼした場合は請負者の責任に於いて復旧する

交通誘導員の配置については，実施伝票（原本）および配置状況のわかる立会写真の

１７６ 人を見込んでいる。

・

（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン,ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ）

庭球場整備工事

植栽工事

給排水衛生ガス設備工事
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図示

図示

屋根:鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ100φ用、2階 ﾊﾞﾙｺﾆｰ:鋳鉄製中継ﾄﾞﾚｲﾝ100φ用

ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

掲示板
(ﾏｸﾞﾈｯﾄ式)
木胴縁

杉 15図示 素地

掃除道具掛
画桟

建具 額縁

ﾍﾞｲﾂｶﾞ

桧

図示

図示
15

15
SOP塗装

木材保護
塗料塗り

事務室 ｶｳﾝﾀｰ ｶﾊﾞ集成材
図示桧集成材

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-
-

登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月 建築工事特記仕様書(2)

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

・「JIS A 5905」によるミディアムデンシティファイバーボード（MDF）

化粧薄板の厚さ

※特記なき場合は，薬剤の製造所の仕様による。

シーリング用材料７

ＳＲ－１

ＭＳ－２

ＰＵ－２

ＭＳ－２

ＭＳ－２

ＳＲ－１

シ リ コ ー ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系

ポ リ ウ レ タ ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系

シ リ コ ー ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系ＭＳ－２

ＭＳ－２

ＰＵ－２

ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系

シ リ コ ー ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系

ポ リ ウ レ タ ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系

ＭＳ－２

ＭＳ－２

ＳＲ－１

1.（注）

ＳＲ－１

ＰＵ－２

ＭＳ－２

ＰＵ－２

ＭＳ－２

ＰＵ－２

ＭＳ－２

ＰＵ－２

ＭＳ－２

ＰＳ－２

ポリサルファイド系

シ リ コ ー ン 系

ポ リ ウ レ タ ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系

ポ リ ウ レ タ ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系

ポ リ ウ レ タ ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系

ポ リ ウ レ タ ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系

ポリサルファイド系

ＰＵ－２

ＰＳ－２

ＰＳ－２

ポ リ ウ レ タ ン 系

ポリサルファイド系

ポリサルファイド系

ＰＳ－２

ＭＳ－２

ＭＳ－２

変 成 シ リ コ ー ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系

「仕上げあり」とは，シーリング材表面に仕上塗材，吹付け又は塗装等を行う

（注）２

記　号 主成分による区分
　被　着　体　の　組　合　せ

シーリング材の種類 JIS A5758

(表9.7.1)

金　属

金　属

コンクリート

ガラス

石，タイル

ＡＬＣ
仕上げなし

仕上げあり

押出し成形セメント板

ガラス

石

コンクリート

押出し成形

セメント板

ＡＬＣ

水回り

タイル

アルミニウム製建具等の工場シール

コンクリート

ガラス

石，タイル

ＡＬＣ
仕上げなし

仕上げあり

押出成形セメント板

ガラス

石 外壁乾式工法の目地

上記以外の目地

プレキャストコンクリート

仕上げなし

仕上げあり

打継目地

ひび割れ

誘発目地

石，タイル

ＡＬＣ

押出し成形

セメント板

ＡＬＣ

セメント板

押出し成形

浴室，浴槽

キッチン，キャビネット回り

洗面，化粧台回り

タイル（伸縮調整目地）

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げあり

仕上げなし

４ セメントモルタルに ・タイル張りの種類　工法 (表11.2.2)

よるセラミック 施工箇所 形状（mm） きじ うわぐすり 工法

タイル張り ※

・ 改 良 積 上 げ 張 り
壁

・ 改 良 圧 着 張 り

・ ユニットタイル

・ ユニットタイル
床

・ その他のタイル

　

石

　

工

　

事

床 ※２等品 ・

その他 ※１等品 ・

・石材の種類及び表面仕上げ

厚さ施工箇所 種類・産地・名称 工　法仕上げの種類

・

・

・

(10.2.1)

(10.2.1)(10.2.2)

・適用しない

乾式工法用金物式 ・スライド方式 ・ロッキング方式 (10.2.2)(表10.2.4)

・石裏面処理材

・裏打ち処理材

・ドレンパイプの材質

・金物固定充填材料

（

（

（

（

）

）

）

）

(10.2.3)

１

２

３

天然石

取付け金物

その他の材料

建築基準法に基づき定められた風速（Ｖ0）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分

※図示による

10 ・石材の品質

・

(11.1.3)

※屋外のタイル張り及び吹抜け部分

下地ひび割れ誘発目地，打継ぎ目地，構造スリットの位置及び他部材との取合い部には，※

※表11.1.1による。

試験

施工後の確認及び

ひび割れ誘発目地

伸縮調整目地及び

　

タ

　

イ

　

ル

　

工

　

事

・図示による

11 １

２

・行わない※行う

施工箇所の躯体の増打ちは，図示による。

は監督員の承諾を受ける。

高圧水洗による目荒しは，５０Ｎ／ｍ㎡の水圧で２．５分／㎡とし，仕上り面の程度

目荒し工法

施工箇所の躯体の増打ちは，図示による。

ＭＣＲ工法の仕様はシート製造所若しくは販売店の仕様による。

ＭＣＲ工法

※密着工法

・改良圧着張り

・行わない

※ポリマーセメント

（高圧水洗）

・目荒し工法

・ＭＣＲ工法

工　　法下地モルタル塗り躯　体　表　面適用タイル

・二丁掛タイル

・小口タイル

・下地コンクリート素地面

（標準一体成型品以外は接着成型品とする）天端

出隅，窓台，マグサ

出隅内　装

外　装

・行う（　　　　　　　　　　　　　　　）

・行う（　　　　　　　　　　　　　　　）※行わない

※行わないタイルの見本焼き

タイルの試験張り

※各部の形状は図示による役物使用箇所

・特注色※標準色タイルの種類

(11．2～3．7)

３ セラミック (11.1.2～1.4)

ポリマーセメントモルタルの調合は，15.2.3(4)による。

タイル張り

・モルタル下塗り

・接着剤張り

８ シーリング材の試験 接着性試験 ※ 簡易接着性試験 ・ 引張接着性試験 (9.7.5)

・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ

単材の厚さ（mm） 施工箇所 単材の厚さ（mm）

造作用集成材６ 「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

・化粧ばり造作用集成材

杉 ※１．０以上

杉 ※０．６以上

杉 ※０．２以上

※１．５以上

－ メラミン樹脂化粧板 ※１．０以上

・化粧ばり構造用集成柱

「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ

・化粧ばり造作用集成材

(mm)化粧薄板の厚さ

※15％以下

※15％以下

※15％以下

・化粧ばり構造用集成柱

(mm)

※15％以下

※15％以下

※15％以下

１等

１等

１等

１等

※15％以下

※15％以下

※15％以下

見付け材面の品質

※

※

※

※

(12.3.1)防腐･防蟻処理

　適用部位

・防腐,防蟻処理が不要な樹種による製材

）（

・薬剤の加圧注入による防腐･防蟻処理

適用部位

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

保存処理性能区分

適用部位

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

処理の方法

　適用部位 ）（

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

・合板等の加圧注入による防腐･防蟻処理

　保存処理性能区分　・Ｋ３　・（　　　　　）

(12.3.1.ｱ)

(12.3.1.ｲ)

(12.3.1.ｳ)

(12.3.1.ｴ)

11

７ 造作用単板積層材

・単板積層材

・単板積層材

※14％以下

※14％以下

８ 直交集成材

12 防虫処理 ・行う（ＪＡＳ保存処理の性能区分Ｋ１） ・行わない (12.3.2)

13 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造等の 間仕切軸組に用いる木材　　　　　　（・杉　・松　） (12.4.1)

内部間仕切軸組 床組に用いる木材　　　　　　　　　（・杉　・松　・　　　）

及び床組

(12.5.1)14 窓,出入口その他 窓,出入口その他に用いる木材

吊元枠,水掛りの下枠及び敷居　（・ひのき　　　　・　　　　　　　）

その他　　　　　　　　 　　　（・松　　・杉　　・　  　　　　　）

(12.6.1)15 床板張り 縁甲板及び上がりがまちに用いる木材 （・ひのき　　・　　　　　　　　　）

16 壁及び天井下地 木材　　　　　　　　　　　　　　　 （・杉　　・松　　・　　 　　   　） (12.7.1)

・図示による※

タイトフレーム，けらば納めは屋根ふき工法に応じた専門業者の仕様による。

・かん合形・はぜ締め形

㎜

※重ね形形による区分

㎜山のピッチ

厚さ

㎜山高種類

材種

・図示による※

※　0.4一般部

鋼板の厚さ（mm）

・

・・※　0.4谷　部・・

・

・

塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）・種類

・・形式

折板葺

長尺金属板葺

２

１

下葺材料　　・アスファルトルーフィング９４０　　・改質アスファルトルーフィング下葺材

塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）※

（Ａ種，ＳＧ）・

塗装溶融亜鉛－５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)・

・

・

　

屋

根

及

び

と

い

工

事

13

（Ａ種，ＳＧ）

※

ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯

ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯

塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CGLCCR-20-AZ)JISG3322

塗装溶融55%アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)

塗装溶融亜鉛-５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)

(13.2.2～3)

(表13.2.1)

(表13.2.1)

(13.3.3)

(13.3.2)

溶融亜鉛めっき※ ステンレス（ＳＵＳ304）・

ステンレス（ＳＵＳ304）・亜鉛めっき※とい受け金物

たてどい ・

・軒どい３ (13.5.2)とい

足　金　物

天井 ※　３０

※１５０床高さ（mm）

・

※　F☆☆☆☆

防露材のホルムアルデヒドの放散量防露材

防露を行わない場合

屋内見え掛りの場合

※屋内床：ステンレス鋼板幅木（厚0.2mm），天井取合い部：廻り縁

・　

※ステンレス製シーリングプレートを取り付ける（床，天井共）

(13.5.2.3)(表13.5.3)

５

巻工法

鋼管製といの防露

ルーフドレン４

※ 打込み ・ 後付け

防露巻き仕様

防露部

14
　

金

　

属

　

工

　

事

引張試験機による試験※引抜き耐力の確認試験あと施工アンカー ・ (14.1.3)

設計用基準強度 N／本

１

施　　工　　箇　　所

・

・ＳＵＳ304

・ＳＵＳ304

表面仕上げの種類種　　類

ステンレス２

※ＨＬ（ＪＩＳ）

・鏡面

※行わない（試験成績書の提出）・行う皮膜の品質試験

施　　　工　　　箇　　　所

・

・

・

表面処理の種別アルミニウム合金

アルミニウム及び３

種　別

鉄鋼の亜鉛めっき４

適用箇所適用箇所

適用箇所適用箇所

適用箇所適用箇所

・天井のふところが1.5m以上の補強　　　　　　

・25形※19形屋内

野緑などの種類（ＪＩＳ Ａ 6517）軽量鉄骨天井下地５

※25形・19形屋外

・耐震性を考慮した補強

・屋外における耐風圧性を考慮した補強

(14.4.2)(表14.4.1)

施工箇所 施工箇所種　別

仕　様 仕　様

仕　様

仕　様

仕　様

仕　様

(14.4.4.8)

(14.4.4.8)

(14.4.4.8)

軽量鉄骨壁下地６

・100形・90形・65形・50形

スタッド，ランナーの種類（ＪＩＳ Ａ 6517） (14.5.3)(表14.5.1)

・特定天井

適応箇所，仕様 ※図示による

※　打診による確認

・（　　　　　　　）

樹脂製建具

樹脂製建具

場合を示す。なお，仕上げを行わない場合は特記による。

　　　　　　　　　　　　・専門工事業者の指定する製品とし，実績等の資料を監督員に提出する

・　引張接着試験

(11.1.7)

・浸透性吸水防止剤　　　※図示による

(12.2.1.3)

(12.2.1.4)

寸法品名 種別曲げ強度（強度等級） 接着性能（使用環境）

厚さ（㎜）

※１類　　　　・２類 ・１等　　　※２等

・

厚さ（㎜）

※１２ ・特類　　　　※１類

・

※Ｃ－Ｄ

表面の品質　接着の程度　

接着の程度　 表面の品質　

・普通合板

・構造用合板

合板等９

※１５

・

その他合板

・

・直交集成材

立て平葺 ・ 心木なし瓦棒葺 ・ 横葺

建築基準法に基づき定まる耐風圧に対応した工法

(13.5.3)

(14.2.1)(表14.2.1)

(14.2.2)(表14.2.2)

樹種名

芯材の樹種名 化粧薄板の厚さ（mm）化粧薄板の樹種名

化粧薄板の樹種名 化粧薄板の厚さ（mm）

柱

かも居，なげし，廻縁

天井板

敷居

カウンター

施　工　箇　所

施　工　箇　所 芯材の樹種名

含水率単材の厚さ（mm）樹種名見付け材面の品質施工箇所

施工箇所 見付け材面の品質 芯材の樹種名 化粧薄板の樹種名 含水率

含水率芯材の樹種名見付け材面の品質施工箇所 化粧薄板の樹種名

施　工　箇　所

施　工　箇　所 表面の品質

表面の品質 防虫処理

防虫処理 含水率

樹種名

「合板の日本農林規格」による下地用合板

厚さ（㎜）

・18ﾀｲﾌﾟ　※13ﾀｲﾌﾟ　・8ﾀｲﾌﾟ・Ｍﾀｲﾌﾟ　　　・Ｐﾀｲﾌﾟ

「JAS 3079」に規定する直交集成板

「JAS0701」に規定するもの以外の造作用単板積層材

「JAS0701」に規定する造作用単板積層材

・「JIS A 5908」によるパーティクルボード

・

接合具等 (12.2.2.1)湿潤状態となる場所　　※ステンレス製

それ以外の場所　　　　※表面処理された鉄製

　釘

　木ねじ　　　　※ステンレス　　　　　　・　

(12.2.2.2)　諸金物　　　　※亜鉛めっき品　　　　　・　

(12.2.2.3)　接着剤 ホルムアルデヒドの放散量 ※　F☆☆☆☆

10

厚さ（㎜）

・「JAS 0360」による構造用パネル

寸　法

厚さ（㎜）

耐水性 曲げ強さ

(注)4

耐水性 曲げ強さ

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

現場施工のシーリング材と打継が発生する場合の工場シーリング材を示す。

防かびタイプの１成分形シリコーン系とする。

被着体がＡＬＣパネルの場合に用いるシーリング材は，JIS A 1439（建築用シーリング

材の試験方法）に基づく養生後の引張接着性試験における50％引張応力が0.2Ｎ／ｍ㎡

以下の製品を使用する。

2.

3.

4.

5.

6.

異種シーリング材が接する場合は，監督員と協議する。

・外壁の伸縮調整目地

伸縮調整目地を設ける。

２ 寸法

３ 表面仕上げ 見え掛り面の表面仕上げ

(12.2.1.ｲ)(表12.2.1)４ 木材の含水率 下地材 ※Ａ種 ・Ｂ種

造作材 ※Ａ種 ・Ｂ種

（ただし，５～８項で含水率が規定されているものは，その規定による）

見え掛り面の表面仕上げ程度は，プレーナー加工のうえ，超自動機械かんな，

サンダー等により，使用箇所，樹種，仕上げ等に適したものとする

(12.1.4)

５ 製材 「製材の日本農林規格」による製材

含水率 保存処理 表面の材質施工箇所 樹種 寸法 等級 形状

(耳付材･押角）
・１級　※２級

・１級　※２級

・　％以下・１級　※２級

・　％以下・１級　※２級

含水率 保存処理 表面の材質施工箇所 樹種 寸法 等級 形状

(板類･角類）
・無節 ※上小節 ・　％以下

・小節

・無節 ※上小節 ・　％以下

・小節

・無節 ※上小節 ・　％以下

・小節

・無節 ※上小節 ・　％以下

・小節

・広葉樹製材　　樹種,寸法,等級,含水率,保存処理,材面の品質

含水率 保存処理 表面の材質施工箇所 樹種 寸法 等級

※10％以下・特等 ※１等 ・２等

※10％以下・特等 ※１等 ・２等

※10％以下・特等 ※１等 ・２等

※10％以下・特等 ※１等 ・２等

「製材の日本農林規格」以外による製材

・下地,造作及び仕上げに用いる製材　　樹種,寸法,材面の品質,防虫処理,含水率

含水率寸法施工箇所 樹種 材面の品質 防虫処理

・　％以下

・　％以下

・　％以下

・　％以下

・造作材の材面の品質 ※Ａ種 ・Ｂ種 (表12.2.2)

樹種

区分 樹種

下地材

・杉　・松　・（　　　）壁・天井下地

畳下・下張り用床板等

造作材 ・杉　・松　・ひのき　・（　　　）

・ホルムアルデヒドの放散量　　　　※F☆☆☆☆（※１）

※１：F☆☆☆☆又はホルムアルデヒド放散量表示がない場合は，

塗装していないものは「非ホルムアルデヒド系接着剤使用」

塗装したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び

ホルムアルデヒドを放散しない塗料使用」

化粧加工したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び

ホルムアルデヒドを放散しない材料使用」

・造作用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(板類･角類),含水率,保存処理,材面の品質

・下地用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(耳付材･押角),含水率,保存処理,表面の材質

(9.7.2)

(9.7.5)

(10.2.1～2)

(10.2.2)

(10.2.3)

(11.1.3)

(11.1.7)

(11.1.2～4)

(11.2～3.7)

(11.2.5)

(12.1.4)

(12.2.1.ｲ)

(12.2.1.3)

(12.2.1.4)

(12.2.1.5)

(12.2.1.6)

(12.2.2.1～3)

(12.3.1)

(12.3.1.ｱ～ｴ)

(12.3.2)

(12.4.1)

(12.5.1)

(12.6.1)

(12.7.1)

(13.2.2～3)

(13.3.2～3)

(13.5.2)

(13.5.2.3)

(13.5.3)

(14.1.3)

(14.2.1)

(14.2.2)

(14.4.2)

(14.4.4.8)

(14.5.3)

(注)1

(注)1

(注)1

(注)1

(注)1

(注)1

(注)1

外壁壁タイル接着剤張りにおける伸縮調整目地は，11.3.4(ｲ)による。 ・　％以下

樹種名施工箇所

※５．５

　１２

章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項章 項

密 着 張 り

５ 接着剤による (11.3.1)(11.3.2)

セラミック 施　工　箇　所 形状（mm） きじ うわぐすり そ　の　他

タイル張り

(11.3.1～2) 有機質接着剤の種類 (11.3.3)

・タイプⅠ

※ F☆☆☆☆ ・

・タイプⅡ ・その他（　　　）

・タイル張りの種類　工法

きじ うわぐすり 工法

セメントモルタルに

よる磁器質タイル

張り ・ ユニットタイル無釉1階 男子・女子・ｼｬﾜｰ室 50×50

形状（mm）施工箇所

６

密 着 張 り・無釉1階 ﾎｰﾙ、廊下

図面上の寸法は構造材はひき立て寸法，造作材は仕上り寸法とする。

12 １ 適用基準等 ※ 「建築標準仕様書」12.1.1 ：内装の木下地,木造作及び木仕上げの工事
　

木

　

工

　

事

・ 木造建築工事標準仕様書（官庁営繕関係統一基準）：軸組工法等の木造建築工事に適用

・ 住宅金融支援機構木造住宅工事仕様書（最新版）の木造躯体工事

・ 福山市公共建築物等木材利用促進方針

床
密 着 張 り・無釉玄関ﾎﾟｰﾁ・ｽﾛｰﾌﾟ・階段 150×150

密 着 張 り・無釉

300×300

300×300玄関ﾎﾟｰﾁ(注意喚起用ﾀｲﾙ)

3

型式（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1～2FL 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管φ100(ｶﾗｰ)、2～RFL SGP 100A DP(3級)塗装



非防火

80℃

※耐風圧性について、AD-1～3はS-3、AD-4はS-1とする。

1

屋内のため対象外

ステンレスパイプ16mm(PSN-16)

(図示の箇所)

(図示の箇所)

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-
-

登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月 建築工事特記仕様書(3)

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

Ver.2304
章 項 特　　　記　　　事　　　項章 項

・

章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項

(15.2.6)

その他のボード下地

・

16
　
建
　
具
　
工
　
事

・セメント系

(14.6.2～3)７ 金属成形板張り

種　　別 アルミスパンドレル（既製品）

製　　　　　法 ・押出し形材 ・板曲げ

板幅
寸　　　法（mm)

板厚

形　　　　　状

表　面　処　理

伸　縮　継　手 ※設けない ・設ける（場所は図示）

(14.7.2～3)(表14.7.1)※押出形材 ・曲げ材８ アルミニウム製笠木

部材の種類

・300形　（呼称肉厚は1.8以上）

・350形　（呼称肉厚は2.0以上）

表面処理

15
　

左

　

官

　

工

　

事

１ ラス系下地 ※図示による。 (15.2.4)

材料２ せっこうボード，

せっこうボード，せっこうラスボード及び木質系セメント板の種類及び厚さ

(15.2.5)

　せっこうラスボード　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）
　せっこうボード　　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）

　木質系セメント板　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）

３ こまい下地 建築基準法に基づく耐力壁の指定　　　・なし　　　・あり (15.2.6)

(15.2.7)

ロックウール吹付け ロックウールのホルムアルデヒド放散量

接着剤のホルムアルデヒド放散量

※　F☆☆☆☆ ・

※　F☆☆☆☆ ・

・　図示による ・　25mm

(15.12.2)

仕上げ吹付け厚さ(mm)

しっくい塗り ※図示による (15.10.1)(15.10.2)(15.10.3)(15.10.4)(表15.10.1～表15.10.5)

※図示による (15.11.2～5)(15.11.7～8)(表15.11.9)

(15.3.5)

(15.3.2)

モルタル

・現場調合材料　　　・既調合材料

・行う ・行わない

・設けない・設ける（工法　※押し目地　　・　　　　）

外装タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験

床目地

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）形状，寸法

既製目地材

吸水調整材の品質

・使用する・使用しない

材料モルタル塗り

※表15.3.2による

(15.6.2.1)

(15.5.2)(表15.5.1)

施工箇所種　類

※　F☆☆☆☆　　・　　内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量

厚さ（mm）

材料

セルフレベリング

材塗り

仕上塗材仕上げ

※　10

・※　10

(15.6.2)(表15.6.1)

(15.6.2)

(15.6.2)(表15.6.1)

(15.6.2)(表15.6.1)

(15.6.2)(表15.6.1)

種　類

上塗材

工　法

種　類

種　類 工　法

工　法種　類

・※耐候形３種複層仕上塗材の耐候性

仕上げの形状

・軽量骨材仕上塗材

・こて塗り

・吹付け・砂壁状

・平たん状・こて塗用軽量塗材

・吹付用軽量塗材

・ ・ ・

・・・・・・

・

・ﾛｰﾗｰ

仕上げの形状 工法

・ゆず肌状

・凹凸状

・ﾒﾀﾘｯｸ

・つやなし

・ｼﾘｶ系

・ふっ素系

・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系

・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

・弱溶剤系

・溶剤系

※つやあり※ｱｸﾘﾙ系※水系・複層塗材Ｅ ※吹付け

・凸部処理

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材ＣＥ

・複層仕上塗材

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材ＲＥ

・内装厚塗材Ｅ

・適用しない

・適用する・吹放し

・凸部処理

・吹付け

・適用しない

・適用する

吸放湿性

吸放湿性

・吹放し

・凸部処理 ・行わない

・行う

上塗材

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・

・砂壁状 ・吹付け

・

仕上げの形状

・厚付け仕上塗材

・吹付け・外装厚塗材Ｅ

薄付け仕上塗材・

・外装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｅ ・砂壁状じゅらく

・

・砂壁状

仕上げの形状

・吹付け

・吹付け

マスチック塗材塗り 種別 ・Ａ種 (15.7.2)・Ｂ種

５

６

７

８

９

10

11

建具見本の製作

特殊な建具の仮組

製作する（図示）・ ※ 製作しない

※ 行わない・ 行う（図示）

※ 監督員の承諾する製作所建具の製作所

２

※ 図示による防火戸の指定

見本の製作等

１16
　
建
　
具
　
工
　
事

３ 性能及び構造

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級

※

性能項目

種　別

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法

Ｓ－４

※ Ｓ－５

※ Ｓ－６ ※ Ａ－４

※ Ａ－３ 70mm（注）

Ｗ－５※

※ Ｗ－４

（　　　㎜）

引違い・片引き・上げ下げ窓で，複層ガラスを使用する場合は，100㎜とする。（注）

・コンクリート系下地及び鉄骨下地

(16.1.3)

(16.1.4)

アルミニウム
製建具

性能項目

種　別

・

・

耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法

・木下地

Ｄ種

Ｅ種

※ （　　　㎜）※

※ （　　　㎜）※

Ａ－３

Ａ－３

※

※

Ｓ－２

Ｓ－３

Ｗ－３

Ｗ－３

耐風圧性は取付高さに適応したものとする。

・ 防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級 ※ 図示による ・

着色の色合 ・ アンバー ・ ブロンズ ・ ブラック系 ・ステンカラー

表　面　処　理 ・外部

・内部

・ Ｂ－１種

・ Ｃ－１種

・

・

・ 断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級 ※ 図示による ・断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級

表面処理 (16.2.4)

　外部に面する建具　　種別　・BB-1種　・BB-2種
　　　　　　　　　　　着色　・標準色　・特注色

(表14.2.1)

　　　　　　　　　　　着色　・標準色　・特注色
(表14.2.1)

ステンレス鋼板の種類　　※SUS304，SUS430J1L又はSUS443J1　　・　　 (16.2.3)(16.6.3)

(16.2.4)

結露水の処理方法　　※図示による　　・　　 (16.2.4)

水切り板，ぜん板　　※図示による　　・　　 (16.2.5)

(16.2.5)木下地の内付け建具　　・適用する（建具の製造所の仕様）　　・適用しない　　

外部に面する樹脂製建具の性能等級

５ 性能及び構造樹脂製建具

性能項目

種　別

Ｓ－５

耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法

・ Ａ種 Ｓ－４ Ｗ－４

・ Ｂ種

・ Ｃ種 Ｓ－６
Ｗ－５

Ａ－４

・コンクリート系下地及び鉄骨下地

性能項目

種　別
耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法

・

・

・木下地

Ｄ種

Ｅ種

Ｓ－２

Ｓ－３
Ａ－４ （　　　㎜）

・

・ 断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級

※ 図示による

※ 図示による

・

・断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級

防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級

(16.3.2～16.3.4)(表16.3.1)(表16.3.2)

４ 防虫網 ・ ・ ステンレス製網戸 ガラス繊維入り合成樹脂製 合成樹脂製 (16.2.3)

防鳥網 ・ ステンレス製　径1.5㎜　ピッチ15㎜

　線径　　　※0.25mm以上　　　・　　

　網目　　　※16～18メッシュ　　　　・　　

※

(16.2.2～16.2.5)(表16.2.1)(表16.2.2)

・外部に面する建具の日射熱取得性の等級

６ ・ 簡易気密型ドアセット 気密性，水密性の等級 ・

外部に面する建具の耐風圧性 ※ Ｓ－４ ・ Ｓ－５

・

・ Ｓ－６

・ 防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級 ※ 図示による ・

・

・

・ 断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級 ※ 図示による

※ 図示による耐震ドアセット，面内変形追従性の等級・

鋼製建具 (16.4.2)

(表16.2.1)

(16.3.3)

(16.4.4)

表面色　　・標準色　・特注色　　 (16.3.4)

水切り板，ぜん板　　・図示による　　・　　 (16.3.5)(16.2.5)

(16.3.5)(16.2.5)木下地の内付け建具　・適用する（建具の製造所の仕様）　・適用しない　　

建具表による

標準仕様書　表16.4.1よる

ステンレス鋼板の種類　※SUS304，SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　 (16.4.3)(16.6.3)
(16.4.3)

鋼板類の厚さ

(W)１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜

(W)を超える場合

(W)以下の場合

※ 図示による

※ 表16.4.2による

・

・ (16.4.4)

ガラス　　※複層ガラス　・　　　　　・　　

(16.4.4)

９

８

断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級・ 図示による※ ・

・図示による※防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級・

・気密性の等級簡易気密型ドアセット・

Ｂ種Ａ種建具材の含水率

鋼製軽量建具

ステンレス製建具

木製建具

７

・

耐震ドアセット，面内変形追従性の等級・ 図示による ・※

(16.5.2)

(16.5.3)

（16.7.2）(表16.7.1)

標準型鋼製建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　
・適用する(建具符号，形式及び寸法は建具表による。)　

(16.4.6)

Ａ－３

建具表による。

鋼板 ・ 鋼板（16.5.3.1.ｱ） カラー鋼板・・ ・ ステンレス鋼板ビニル被膜鋼板

召合せ，縦小口包み板，押縁 鋼板（16.5.3.1.ｱ）※ ・ (16.5.3)

１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜(W)

(W)を超える場合 図示による※

表16.5.1による※(W)以下の場合鋼板類の厚さ

・

・ (16.5.4)

(16.4.4)

・適用する(建具符号，形式及び寸法は建具表による。)　

(16.5.4)
標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　 (16.5.6)

耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級　　　　・建具表による　　・　　 (16.6.2)

図示による※

図示による※

耐震ドアセット，面内変形追従性の等級・

断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級・

・

・

・図示による※防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級・

・※表面の仕上げ

Ｓ－６・Ｓ－５・Ｓ－４※外部に面する建具の耐風圧性

ステンレス鋼板

ＨＬ

(表16.2.1)(16.6.2)

(16.6.3)

(16.6.4)

※ SUS304，SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　

(16.4.4)(16.6.4)
ステンレス鋼板の曲げ加工 ※ 普通曲げ　　・角出し曲げ　 (16.6.5)

※ ・
接着材のホルムアルデヒド放散量 ※ Ｆ☆☆☆☆　　・　　 (16.7.2)

(16.7.2)

・フラッシュ戸　表面材の合板の種類 （16.7.2）(表16.7.2)
　・普通合板　・天然木化粧合板　・特殊加工化粧合板　　(接着の程度，板面の品質は16.7.2による)
　・ＭＤＦ（表裏面の状態，曲げ強さ，接着材，難燃性による区分は図示による。）

　表面材の材料のホルムアルデヒド放散量　※標準仕様書16.7.2(ｲ)(a)による　　・　　
(16.7.3)

　引戸の定規縁　　・召し合わせかまちをいんろう付きとする　　・　　
　表面板の厚さ　　※標準仕様書表16.7.6による　　・　　

(16.7.4)

・かまち戸　かまち樹種，鏡板樹種，見込み寸法は図示による

・ふすま　種別，工法、上張り，縁仕上，見込み寸法は図示による

・戸ぶすま　表面材の種類，品質等，見込み寸法は図示による（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4）

（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)

（16.7.2)(表16.7.3)(16.7.3)
（表16.7.7)(16.7.4)(表16.7.10)

・紙張り障子　見込み寸法は図示による (16.7.3)(表16.7.7)

枠に解錠機構用切込開口補強・扉にラッチ受座用切込開口補強※

煙感知器連動とする防火戸の解錠機構は別途とする。

マスターキー

鍵箱

見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。

建具表による

既存マスター合わせ

鍵札設けない

製作しない

設ける（　　　個用）

製作する（　　　組）

・

・

・

・

・

・

建具用金物 (16.8.1～4)(表16.8.1～4)10

種別（　　　　）種

笠木等の固定金具の工法等

※ 図示による ・

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

・せっこう系

　屋内の建具　　　　　種別　・BC-1種　・BC-2種

ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　

点検口の類のくつずりの材料　　・　　　　　　

ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　

ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　

ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　

枠，くつずりの材料　　　　・建具表による　　・　　

Ｗ－３

(14.6.2～3)

(14.7.2～3)

(15.2.4)

(15.2.5)

４ 木ずり下地 材料

木ずり用小幅板の材種　　　※杉（心去り材）　　　・　　(15.2.7)

(15.3.2～5)

(15.6.2)

(15.7.2)

(15.12.2)

(16.1.3)

(16.1.4)

(16.2.2～16.2.5)

(15.5.2)

(16.2.3)

(16.3.2～16.3.5)

(16.4.2～6)

(16.5.2～6)

(16.6.2～5)

（16.7.2～4）

(16.8.1～4)

(17.2.2～6)

(17.3.2～6)

(19.5.4)(19.5.5)

(19.7.2)(19.9.3)

こまい壁塗り

・250形　（呼称肉厚は1.6以上）

・

・275形

モルタル面及びせっこうプラスター面

亜鉛めっき鋼面

図示による・その他の性能

引き戸用検出装置の種類　標準仕様書表16.9.4による

11 自動ドア開閉装置

Ｗ－５・Ｗ－４・

ＲＣ，ＳＲＣ造

水密性・

Ａ－４・Ａ－３・・

・ 耐火性

耐温度差性・

Ｔ－４・Ｔ－３・・Ｔ－２・Ｔ－１遮音性・

断熱性・

1/300以上※

1/200以上※

※

※

層間変位追従性 Ｓ造

鉛直方向に対する地震力係数

水平方向に対する地震力係数

正圧　　Ｎ/㎡以上，負圧　　Ｎ/㎡以上に対して安全なもの・

※

耐風圧性

１

気密性

カーテンウォール

建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた

・

・

耐

震

性

1.0

0.5

(17.1.3)(17.2.2～6)(17.3.2～6)

風圧力に対して安全を確認したもの。

17
　
カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

18
　
塗
　
装
　
工
　
事

１ 材料 (18.1.3)

４ 錆止め塗料塗り戸の開閉方式 (16.9.2)

自動ドア開閉装置の性能 (16.9.2)

　　防錆の適用　・適用する　　・適用しない　

　駆動装置の性能　※引き戸用駆動装置の場合，標準仕様書表16.9.1による　・　

　　防錆の適用　・適用する　　・適用しない　

　車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能　※標準仕様書表16.9.1による　・　

検出装置の性能

　　※引き戸用検出装置の性能は標準仕様書表16.9.3による　・　
　　防錆の適用　・適用する　　・適用しない　

(16.9.2)
　種類・光線(反射)センサー　・熱線センサー　・音波センサー　・光電センサー　・電波センサー
　　　・タッチスイッチ(・無線式タッチスイッチ　・光電式タッチスイッチ)　・押しボタンスイッチ
　　　・車椅子使用者便房スイッチ(・大形(開・閉)押しボタンスイッチ　　・非接触スイッチ)

(16.9.2)凍結防止措置　　・適用する　　・適用しない

・図示による　　・　　

12 ※自閉式上吊り

引戸装置

性能 標準仕様書　表16.10.1による　・図示による (16.10.3)

13

防煙シャッター・

・・

屋内用防火シャッター・

シャッターの種類重量シャッター 管理用シャッター 外壁用防火シャッター (16.11.2)

外壁開口部に設ける重量シャッター　　耐風圧強度(　　　)pa

・※ (表16.11.1)開閉方式の種類 電動式（手動併用） 手動式

とする。

防火・防煙シャッターは，自動閉鎖機構及び随時閉鎖機構付とし，連動制御盤及び煙感知器は別途

安全装置の設置箇所

設置箇所

・障害物感知装置

安全装置

・急降下制動装置　・急降下停止装置

・危害防止機構

・図示による

・図示による

・図示による

設けない・設ける・管理用シャッターのシャッターケース (16.11.2)

スラット及びシャッターケース用鋼板 (16.11.3)

　めっきの付着量　　※Z12又はF12　　　・　　　

　　　　　　　　　　・JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)

　鋼板の種類　　　　・JIS G3302(溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)

ステンレス鋼板の種類　　※SUS304，SUSJ1L又はSUS443J1　　・　　　 (16.11.3)(表16.12.1）

14 軽量シャッター ※ 手動式開閉形式 電動式（手動併用） (16.12.2)(表16.12.1)

(16.12.2)耐風圧強度　　(　　　)pa

電動式の場合の安全装置

・障害物感知装置

安全装置

スラットの材質の種類

　・JIS G3322(塗装溶融亜鉛55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯)

　・JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)　　めっき付着量　　※Z06又はF06　　・　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 めっきの付着量　　※AZ90　　　・　　　

(16.12.3)

ガラス

・※ 図示による

ガラス留め材

・シーリング材

・

・

・

・

シーリング材

ガスケット（注）・

シーリング材

ステンレス製

アルミニウム製

※

ガラス溝の大きさ

防火戸のガラス留め材は認定を受けた条件による。

外部に面する複層ガラス，合わせガラス，網入り板ガラス，線入り板ガラスを除く（注）

建具の種類

・

・

・

(16.14.2)15

材　種

ガラスの種類，厚さの組合せ，品質等

(図16.14.1)

鋼製及び鋼製軽量

樹脂製 ガスケット

(16.14.2)(16.14.3)(表9.7.1)

建具の製造所の仕様による　　　・　　　

図示による※

種類 ・ メタルカーテンウォール

金属材料その他の材料

ＰＣカーテンウォール・

製作所

性能の確認方法及び判定方法　　※性能の確認及び判定方法が確認できる適切な資料　　　・　　

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 ※ F☆☆☆☆ ・

防火材料

２ 塗装面の確認等 工事現場塗装 ※ 使用量から単位面積当たり塗付け量を推定

工場塗装 ※ 適切な測定器具により膜厚を確認

(18.1.7)

３

木部

(18.2.2～7)(表18.2.1～18.2.7)種別

押出成形セメント板面

鉄鋼面

素地ごしらえ
４ 合成樹脂塗床 ・ 厚膜型塗床材

塗床の種類 仕上げの種類

・ 弾性ウレタン樹脂系塗床 ※ 平滑仕上げ ・ 防滑仕上げ

・ つや消し仕上げ

・ エポキシ樹脂系塗床 ・ ・ ・平滑仕上げ

・ ・ ・防滑仕上げ

・ 薄膜型塗床材

塗床の種類 仕上げの種類

※ エポキシ樹脂系塗床 ※ 平滑仕上げ

※

※ F☆☆☆☆ ・

種別 (18.3.2)(18.3.3)(表18.3.1～表18.3.4)

鉄鋼面 見え掛り部分

下地面等

ＳＯＰ

ＤＰ

ＥＰ－Ｇ

錆止め塗料の種別

Ａ種

１回目Ｃ種　２，３回目Ｄ種

工程の種別

※ ・Ｂ種Ａ種

標準仕様書　表18.3.4

Ａ種・ ※Ｂ種 ※ ・Ｂ種Ａ種

ＳＯＰ

ＤＰ

ＥＰ－Ｇ

Ａ種

１回目Ｃ種　２，３回目Ｄ種

※ ・Ｂ種Ａ種

標準仕様書　表18.3.4

Ａ種・ ※Ｂ種 ※ ・Ｂ種Ａ種

見え隠れ部分

ＳＯＰ

ＤＰ

ＥＰ－Ｇ

※ ・Ｂ種Ａ種

※ ・Ｂ種Ａ種

ＳＯＰ

ＤＰ

ＥＰ－Ｇ

Ａ種

Ａ種

亜鉛めっき

鋼面

鋼製建具等

鋼製建具以外

Ａ種※ ・Ｂ種

Ｃ種

Ｂ種

Ａ種・ ※Ｂ種

Ｃ種

・ ※Ｂ種

標準仕様書　表18.3.6

標準仕様書　表18.3.6

・ ※Ｂ種

５ 塗装 種別 (18.4.1～18.12.2)(表18.4.1～表18.12.1)

※ ・Ｂ種Ａ種・合成樹脂調合ペイント塗(SOP)

・クリアラッカー塗り(CL)

Ａ種・ ※Ｂ種

Ａ種・ ※Ｂ種

標準仕様書　表18.4.3

Ａ種・ ※Ｂ種

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)

塗装 種別

Ａ種・ ※Ｂ種

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

・耐候性塗料塗り(DP) 鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面及び押出成形

セメント板面

標準仕様書　表18.7.1

標準仕様書　表18.7.2

Ａ種・ ・・Ｂ種 Ｃ種

・つや有合成樹脂エマルション

　ペイント塗り(EP-G)

コンクリート面，

モルタル面等

Ａ種・ ※Ｂ種

木部

屋内の鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

標準仕様書　表18.8.2

標準仕様書　表18.8.4

Ａ種・ ※Ｂ種

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) Ａ種・ ※Ｂ種

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) Ａ種・ ※Ｂ種

・ステイン塗り ・ピグメントステイン塗り

・オイルステイン塗り(OS)

―

―

・木材保護塗料塗り(WP) 屋外 Ａ種・ ※Ｂ種

塗料の種類等 (表18.5.1）

　クリアラッカー塗り(CL)
　　種別がＡ種の場合における，標準仕様書　表18.5.1の工程2　　・塗料の種類(　　　)

　耐候性塗料塗り(DP)
　　上塗り塗料の等級　　鉄鋼面　　(　　　)級　　　亜鉛めっき鋼面(　　　)級

(表18.7.2）

　ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)
　　標準仕様書　表8.10.1の工程１の着色　　・適用する

(表18.10.1）

　オイルステイン塗り(OS)の仕様
　　・図示による

(表18.11.2）

１ 接着剤のホルムアルデヒド放散量

※ F☆☆☆☆ ・
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接着剤等 (19.2.2)(19.3.2)(19.5.4)(19.5.5)(19.7.2)(19.9.3)

(19.2.2)(表19.2.2)施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の
ゴム床タイル用接着剤の主成分による区分　　・図示による　　　・　　　　

下地の施工 (19.2.3)
　標準仕様書19.2.3(1)(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法　　・図示による　　　・　

・ ビニル床シート

※ 発泡層のないもの ・ 突付け

・ 熱溶接

・ ビニル床タイル

記　号 色柄 厚さ（mm） 特殊機能

・ ※ 標準柄 ・ＴＴ 2 ・ 3

・ 特殊柄 ・ＦＴ・

ＫＴ

4以上・ ＦＯＡ ※ 標準柄 ・ 帯電防止・

・ ＦＯＢ ・ 特殊柄 ・・ 4未満

・ 特殊機能床材

形状，寸法，性能等

・ 視覚障害者用

床タイル

・ ビニル幅木

厚さ（mm）

※ 1.5以上 ・ ※

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

２ ビニル床シート

ビニル床タイル

※

(19.2.2～3)

帯電防止

防滑性

防滑性

種　　類 厚さ（mm）

寸法 備考

※ 図示による

高　さ（mm）

60 75・ ・ 100 ※ 軟質 ・ 硬質

種　類

※ 標準柄

色　柄

・

形状，寸法，性能等

・

(19.2.2)

種　　類 厚さ（mm）

ゴム床タイル

単層品

・ 積層品

３ カーペット敷き タイルカーペット

種　別 パイル形状

※ 一種 ※ ループパイル ※ 500×500

・ ・ カットパイル ・

製造所及び製品名

(19.3.2)(19.3.3)

寸法（mm） 総厚さ（mm）

※ ６．５ ・ 無地

・ ・ 柄物

色　柄 敷き方

平場　※市松敷き・模様流し

階段　・市松敷き※模様流し

・

・

織じゅうたん　　　・図示による　　・　　 (19.3.2)(表19.3.1)
(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)タフデットカーペット　　　・図示による　　　・ 

薄膜流しのべ工法 厚膜流しのべ工法

樹脂モルタル工法

(19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～表19.4.8)

合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド発散量

・屋内の壁，天井仕上げは防火材料とする。　
・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　）　

※ Ａ種 ・ Ｂ種

・ Ａ種 ※ Ｂ種

・ Ｃ種

種別

・ Ｂ種※

Ｂ種

Ｂ種※ ・

・ Ｃ種Ｂ種

Ａ種

Ａ種 ・ ※

・ Ｂ種Ａ種 ・

Ａ種

※・ Ａ種

Ｂ種Ａ種※ ・

Ｂ種※・ Ａ種

Ｂ種Ａ種※ ・

Ｂ種※・ Ａ種

不透明塗料塗り

透明塗料塗り

下地面等

上記以外

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

ＤＰ塗り

コンクリート面（ＤＰ以外)及びＡＬＣパネル面

コンクリート面（ＤＰ）の場合

せっこうボード面

及びその他ボード面

Ａ種

(16.9.2)

(16.10.3)

(16.11.2～3)

(16.12.2～4)

(16.14.2～3)

(17.1.3)

(18.1.3)

(18.1.7)

(18.2.2～7)

(18.3.2)(18.3.3)

(18.4.1～18.12.2)

(19.2.2)(19.3.2)

(19.2.2～3)

(19.3.2)(19.3.3)

(19.4.2)(19.4.3)

・

・

設置箇所

オーバーラッピング形

インターロッキング形・ (16.12.4)スラットの種類

・

・

※ ＦＳ

・

※ プレーン

・ マーブル

・ 特殊柄

厚さ（mm）

※ 2

・ 2.5

・ 帯電防止

・ 耐動荷重

種　　　類 記　号 色　柄 特殊機能 工　法

・ 防滑性

・ 抗菌性

4

シャッター下部(座板)

観覧ロビー、多目的室(1)～(4)

40

・

・

・ 300×300・



Ver.2304

t=12(不燃)

大建工業(株)　ﾀﾞｲﾗｲﾄ軒天30(化粧ｼｰﾄ品) 同等品

亜鉛めっき鋼板
(焼付塗装)

ｽﾁｰﾙ 2

ｽﾁｰﾙ 2

図示(2階天井内、居室外壁面)

図示(遮音壁)

図示(2階観覧ﾛﾋﾞｰ 床ｽﾗﾌﾞ下)

・

・

・

36dB以上

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-
-

登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月 建築工事特記仕様書(4)

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項章

・ 単層フローリングフローリング張り５

無塗装品

塗装品・

仕上塗装大きさ（㎜）厚さ（mm）

・

・

・

12以上・

15

樹　種

・

・

・

・

なら※接着工法・

なら

なら

※

※

なら※

接着工法・

釘留め工法・

釘留め工法・

工　法種　類

１等

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ・

・

塗装品

無塗装品・

・

（根太張り）

（直張り）

板幅75以上

板長さ400以上

板幅75以上

板長さ400以上

8以上 板幅75以上

板長さ400以上

・ ・

７ せっこうボード

その他ボード

及び合板張り

※

材　種・規　格

・ せっこうボード

(JIS A6901)

・ 壁

・ 天井

・ 化粧せっこうボード

(トラバーチン模様)

(JIS A6901)

・ 化粧せっこうボード

(プリント) ・ 天井

・ 吸音用穴あきせっこう

ボード(JIS A6301)

(JIS A6901)

・ ロックウール化粧吸音板

(JIS A6301)

天井

厚さ（mm）等

・

・

・

9.5（準不燃）

12.5（不燃）

・

・

9.5（準不燃）

12.5（不燃）

※ 9.5（準不燃）

・ 9.5（準不燃）

・ 15（不燃）

張　　り　　方

・

・

・

下張り

上張り

直張り

・

・

・

目透し

突付け

継目処理

・

・

・

下張り

上張り

直張り

・

・

・

目透し

突付け

継目処理

・ 直張り ・ 突付け

・ 直張り ・ 目透し

・ ・ 目透し

・ 突付け

・

・

上張り

直張り

・ 突付け

天井及び壁に使用する材料は，建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたものとする。

施工箇所

・ 不燃性原紙裏張り

・

(19.7.2)(表19.7.1～表19.7.5)・ せっこうボード製品

・ 繊維強化セメント板

タ
イ
プ
２

種　類 施工箇所 張　　り　　方

・ 普通板

(JIS A5430)

・ 化粧ボード

(JIS A5430)

・

・ 天井

壁

・

・ 天井

壁

目透し

突付け

突付けＶ目地・

・

・

目透し・

（シーリング）

突付け・

ジョイナ・

厚さ（mm）

・ 8（不燃）

・ 10（不燃）

・ 12（不燃）

・

・ 合板

・

・

普通合板

天然木化粧合板

樹種名

ラワン

シナ

・

・

防虫

防虫

・

・

5.5

4

・

・

12 ・ 15

・

　類

　類

合板のホルムアルデヒド放散量等

※ F☆☆☆☆，非ホルムアルデヒド系接着剤使用（普通合板及び天然木化粧合板に限る），

非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用（天然木化粧

合板に限る）並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材

料使用（特殊加工化粧合板に限る）とする。

・

接着の程度，厚さ（㎜）等

・ その他ボード

・

・

・

(JIS A5404)

規　　格　　等

　類 ・・ 防虫

(19.7.2～3)

種　類

材　料 処　理

建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの

施工箇所 防火性能の種別

・

・

・

壁紙のホルムアルデヒドの発散量

※ F☆☆☆☆ ・

種　類（製造所）

(19.8.2)壁紙張り８

断熱材 断熱材打込み工法９

・ Ａ種硬質ウレタンフォーム

ビーズ法・

※ 押出法

施工箇所

ポリスチレンフォーム

ポリスチレンフォーム

・ 硬質ウレタンフォーム

種　別材　種 厚さ

・ 断熱材
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１ フリーアクセス

フロア 施工箇所 耐震性能寸法・高さ

※ 表面仕上材 ※ 図示による ・

・ 帯電防止性能 ・ 漏えい抵抗

所定荷重

(20.2.2)

材　質

２ 可動間仕切 ・ パーティション

構造形式種別

スタッド式・ ※

・ スチール

アルミ

構成基材の種類 パネル表面材・仕上 遮音性能 防火性能

・

・

不燃

パネルのホルムアルデヒドの放散量 ※ F☆☆☆☆

(20.2.3)

３ 移動間仕切 ・ スライディングドア

・

・ 手動式

操作方法種別 パネル表面材・仕上 圧接装置操作方法

・ プッシュ式

ハンドル回転式

遮音性能 防火性能

・

・

不燃

製造所

(20.2.4)

スクリーン 種　別

形　式

寸法（mm） 幅

※

※ ホワイトスクリーン

スプリング巻上（ノーショック）式

（ ） 高さ （ ）

・

くつふきマット

排　水

マット

　枠

※

※

※

設ける（排水目皿ＶＰ50φ）

塩化ビニル製

ステンレス製

・

・

ゴム製

黄銅製

・ 設けない

・ アルミ合金製

厨房器具 器　具　名

・

・

・

・

・

・ 水切だな

つり戸だな

ガステーブル

コンロ台

調理台

流し台 市販品

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

規格・施工箇所等

消火器ボックス

ピクチャーレール タイプ

安全荷重

・ 天井面付け

溝幅×深さ（㎜）※ 図示による ・ １２０×８０

表面処理

材質

※

※

Ｃ－１

アルミニウム製

・ Ｃ－２（色調：　　　　　）

・

カーテンボックス

誘導ブロック

ブラインドボックス

・

・ コンクリート製（厚さ30mm）

※ ３００×３００塩化ビニル製 厚さ ※ ７㎜（2+5）材種

フック　耐荷重　30㎏程度　２個／ｍ・

・・既製品(図示による)

家具類

２ 排水桝 ・

１ 排水管

・ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）

・ 遠心力鉄筋コンクリート管（※外圧管Ｂ形） １種
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(21.2.1)コンクリート現場打ち桝

・

・

桝蓋 グレーチング （ ）

マンホール

鉄板・

樹脂製

（

（

・ ＭＨＡ ・ ＭＨＢ ）

ｔ＝ ㎜ ）

（

４

５ 溝蓋

・

・

・

・ 既製コンクリート板

鉄板

グレーチング （

（

（ ｔ＝

ｔ＝

㎜

㎜ ）

）

）

）

材質： 耐荷重：

材質： 耐荷重：

(21.2.1)

(21.2.1)

Ｔ－

Ｔ－

種類 ※ 普通コンクリート ・ 設計基準強度 ※ 18N/m㎡ ・

スランプ ※ 15cm ・ 鉄筋種別 ※ ・

・ 樹脂製溜め桝

埋戻しに用いる材料 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種３

・ コンクリート既製桝

・

１ 路床

砂の粒度試験 行わない ・ 行う

(22.2.2)フィルター層 ※ 適用しない ・ 適用する（厚 ㎜）

路床安定処理 ※ 適用しない ・

路床の盛土材料 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 Ｄ種 (表3.2.1)(22.2.3)

路床の試験 ＣＢＲ試験 行わない 行う (22.2.5)・

路床締固め度の試験 行わない 行う・

行わない 行う・現場ＣＢＲ試験

・

・

・

・

　
舗
　
装
　
工
　
事
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２ 路盤 路盤の構成 ・ ・ 図示による

材料 ・ 砕石クラッシャラン

・ クラッシャラン鉄鋼スラグ

※ 再生材クラッシャラン

(22.3.2)

(22.3.3)

締固め度の試験 行わない 行う・ ※ (22.3.5)

車路：100，歩行者用通路：100

アスファルト舗装 舗装厚

アスファルト 再生アスファルト

・・ (22.4.2)

(22.4.3)

切り取り検査 ※ 行う （　　　箇所） ・ 行わない

アスファルト混合物等の抽出試験 ・ 行う 行わない・

・

(22.4.6)

車路

歩行者用通路

・

30・

50

・ ストレートアスファルト

※ 60～80 ・ 80～100

表層 ※ 密粒度アスファルト混合物 (13) ・

(22.4.4)

※ ・

加熱アスファルト混合物等の種類

70

４ コンクリート舗装 舗装厚 ・ (22.5.2)

６ 透水性 舗装の構成及び厚 (22.7.2)

アスファルト舗装

コンクリート

目地材

溶接金網

コンクリート版の厚さの試験

・

・

・ 使用する（150□×6φ）・ 使用しない

行わない・ 行う (22.5.6)

(22.5.3)

・

５ カラー舗装 舗装厚及び種類 (22.6.2)

切り取り検査 ※ 行う （　　　箇所） ・ 行わない (22.6.6)

・歩行者用通路

車路及び駐車場

(22.7.6)

７ ブロック系舗装 ・ インターロッキングブロック舗装

基層 ・ アスファルト混合物

クッション材 ※ 砂 ・

・ コンクリート版

・

・

50

70

空練りモルタル

(22.8.2～3)

種類，形状，厚さ

製造所

・

８ 区画線 路面標示用塗料 ・ １種 ・ ２種 ※ ３種１号

色 ※ 白

塗布幅 ※ 図示 塗布厚さ ※ １．０

・

１ 植栽地の確認 ・ ※ 行わない (23.1.3)

２ 植栽基盤 植栽基盤 ・ 適用する (23.2.2)

・

有効土層の厚さ（㎝）

樹　高 12ｍ以上

有　効 ※ 100 ・ ※ 80 ・ ※ 60 ・ ※ 50 ・ ※ 20

土　層 ・

工法 樹木

土壌改良材

土壌の水素イオン濃度指数，電気伝導度等の試験

７～12ｍ未満 ３～７ｍ未満 ３ｍ未満

芝，地被類

（表23.2.1）

芝及び地被類

※ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種

・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種

※ バーク堆肥 ・ 汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）

適用しない（ただし，芝及び地被類の植栽の場合は整備する。）

・行う

樹　木

高　木 低　木

　
植
　
栽
　
工
　
事
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３ 支柱材 支柱材

４ 芝 種類

※ 杉の焼丸太 ・ 竹

※ コウライシバ ・ ノシバ

・※　Ｆ☆☆☆☆

合板類，ＭＤＦ及びパーティクルボード，接着剤及び塗料のホルムアルデヒドの放散量

・ （ ※ ＶＵ ・ ＶＰ ） (21.2.1)硬質ポリ塩化ビニル管

(19.5.2～5)

１等

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ・

・ 複合フローリング

仕上塗装樹　種工　法種　類

釘留め工法

釘留め工法

（根太張り）

（直張り）

・

・

※ なら

・

・ 接着工法

・

・

塗装品

無塗装品・ 天然木化粧

複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

厚さ等

適用しない

適用する

防湿処理

・

・

※ 図示による

(19.5.2～5)

フローリングのホルムアルデヒド放散量等

※ F☆☆☆☆，接着剤等不使用（単層フローリングに限る），ホルムアルデヒドを放

散しない塗料等使用（単層フローリングに限る），非ホルムアルデヒド系接着剤

使用並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料

等使用とする。

・※ 合成樹脂発泡シート (19.5.5)

※ 製造所及び製品名（　　　　　　　　　　　　）

接着工法の場合の不陸緩衝材

６ 畳敷き 種別

防虫処理

・ Ａ種 Ｂ種・ Ｃ種 ・

防虫加工紙を使用する場合は，薬事法の承認を受けたものとする。（Ａ，Ｂ，Ｃ種）

・ Ｄ種（畳床：　　　　） (19.6.2)(表19.6.1)

木質系セメント板

合板の張付け ・ Ａ種 Ｂ種 (19.7.3)(表19.7.3)

(19.9.3)

４ トイレブース

表面材の材質（下小口共）

※

・

メラミン樹脂系化粧板

ポリエステル樹脂系化粧板

※

・

幅木

支柱

※ ＳＵＳ

・

・

※

標準

Ｒ付

・

・

アルミ

ＳＵＳ

ドアエッジ

※ 図示による（見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。）金物

パネルのホルムアルデヒドの放散量

※ ・F☆☆☆☆

(20.2.5)

脚　部

５ 手すり (20.2.6)

11

12

13

14

15

16

17

18

(表3.2.1)(21.2.1)

細粒度度アスファルト混合物（13）

・

・

加熱系カラー舗装　　　　・図示による　　　・　　

常温系カラー舗装　　　　・図示による　　　・　　

・図示による

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験 行う ・ 行わない・

切り取り検査 ※ 行う （　　　箇所） ・ 行わない

SD295

視覚障がい者用

(19.5.2～5)

(19.6.2)

(19.7.2～3)

(19.8.2)

(19.9.3～4)

(20.2.2)

(20.2.3)

(20.2.4)

(20.2.5)

(20.2.6)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(22.2.2～5)

(22.3.2～5)

(22.4.2～6)

(22.5.2～6)

(22.6.2～6)

(22.7.2～6)

(22.8.2～3)

(23.1.3)

(23.2.2)

(23.4.2)

・ 9.5（準不燃）

・ 9.5（不燃）

・ けい酸カルシウム板

・

・

・ 天井

・ 天井

・

・

・

・

9（不燃）

12（不燃）

・

・

耐水せっこうボード 壁

壁強化せっこうボード

12.5（準不燃）

12.5（不燃）

・ 6（不燃）

・ 6（不燃）

・ 25

※ 難燃性 ・ ２級 ※ ３級

・ 吹付け硬質ウレタンフォーム ※ Ａ種１

施工箇所

断熱材

断熱材現場発泡工法

材　種 種　別

難燃性

Ａ種１Ｈ・

厚さ

・

(19.9.4)

※ フェノールフォーム断熱材のホルムアルデヒド放散量 ※ Ｆ☆☆☆☆

・ 断熱材と同材

・ 吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材

断熱材補修材

・ フェノールフォーム

・

・

・ ３種ｂ

２種ｂ ※ 25

20・

・

・
グラスウール

24㎏/m3

32㎏/m3

50

50・

・

・ ・

・ 鉄製 ・ ｽﾃﾝﾚｽ製

・ 壁面付け

・ 木製

・ 磁器質タイル製 ・ 図示

5

３

図示

図示

図示

図示

図示

13文字

200 200

階段滑り止め

ホワイトボード

黒板及び

・

・ アルミ製

ステンレス製

・

※ タイヤ入

タイヤなし

※ 35㎜

形状・寸法

接着工法※

埋込工法・ ・ なし

有・ （ ）

フラットエンド工　法材　種

・

・ ホワイトボード

※

※

色

※ 緑

黒・

白・

焼付

ほうろう

有・

なし・

有・

なし・

施工箇所

形状 ・

・

・

平面

平面（行事）

箇所

箇所

暗　線種　類

・

鋼製黒板

ほうろう黒板

枠 ・ 木製（図示による） ※ アルミ製

チョークボックス

ピクチャーレール

・

・ 有（図示による）

アルミ製 ・

・

表示

・ 施 設 名 文 字

・

ピ ク ト グ ラ フ

・

・

・

・

・

箱文字

切抜文字

・

・

ステンレス

ステンレス

）

）

）

）

）

）

）

字数 ）（

車 イ ス マ ー ク

室 名 札

衝 突 防 止 表 示

案 内 板・

ブラインド

ボックス等の材種

スラットの材種

スラットの幅

種　　類

※

※

※

※ 横形(JIS A4801)

鋼製

アルミニウム合金

25mm ・35mm・

ギア式 ・ コード式

※

※

・

※

・ 縦形

コード方式

100

アルミ（ヘッドレール）

アルミニウム合金

・ 75

・ クロス

形　式

カーテン及び

カーテンレール きれ地の品質等（製造所） ひだの種類

暗幕用カーテンの両端，上部及び召合せの重なり

カーテンレール ・材　種 ステンレス製 ※ アルミニウム製

※ 300以上

６

７

９

10

(20.2.7)

(20.2.9)

(20.2.11)

(20.2.14)

(20.2.16)

視 覚 障 が い 者 案 内 板

（

（

（

（

（

（

（

市　　　　　　　章

(20.2.7)

(20.2.9)

(20.2.11)

(20.2.14)

(20.2.16)

・

・

文字の大きさ（　　×　　）

８

　　　　　　　・ガラス手摺H=1,150(バルコニー東・西・南面)　 仕上　　・　　　　　

　　　　　　　・ステンレス製手摺H=1,150(バルコニー北面)　　 仕上　　・　　　　　

材料の種類　　・ステンレス製手摺H=900、1,150(内部階段)　　　仕上　　・　　　　　

　　　　　　　・ステンレス製手摺H=800(ポーチ)　　　　　 　　仕上　　・　　　　　

※

S仕様 PK9548～9553程度(サンゲツ)同等品 シャワーカーテン
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登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
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2.

1.
※

※

現場製作の床，間仕切り壁類，天井の補強を伴わない開口

ブロック，れんがへの設備機器取付け用開口，取付け枠の製作，

福 山 市 工 事 区 分 表 区分

建

築

電

気

給

排

水

空

調

ガ

ス

昇

降

機

分

類

項 目

区分

建

築

電

気

給

排

水

空

調

ガ

ス

昇

降

機

分

類

項 目

区分

建

築

電

気

給

排

水

空

調

ガ

ス

昇

降

機

項 目

躯
体
以
外
の
貫
通
・
開
口

４

昇降路内点検用タラップの製作及び設置

昇降路内ピットの防水、集水桝の製作及び設置

3.

4. 間仕切り壁開口部の空隙充填及び補修

7.

5.

6. ALC版，押出し成形セメント板，PC版類の設備機器取付け用開口，

8.

床，壁及び天井の点検口の製作及び設置1.

点
検
口
・
ガ
ラ
リ

５

2. 外壁に取りつく大口径の給排気用ガラリの製作及び配置

同上化粧用特殊ガラリの製作及び設置

外壁ガラリのチャンバ－の製作及び設置

3.

4.

5.

6.

外壁に取りつく小口径の給排気用ガラリの製作及び配置

7.

同上内設備配管類の架台の製作及び設置

同上マンホ－ル蓋及びタラップの設置

同上付属蓋類及びタラップの設置

屋外マンホ－ルの化粧蓋の設置

同上化粧蓋の仕上

同上用マンホ－ル蓋及びタラップの設置

屋内の排水溝，配管ピット及び配線ピットの内外の防水及び仕上げ

ピ
ッ
ト
・
マ
ン
ホー

ル
・
水
槽
等

湧水槽，蓄熱槽等のRC造躯体，断熱層，内外の防水及び仕上げ

排水槽，浄化槽等の内外装置の設置

湧水槽，蓄熱槽等用液面電極取付け座の設置

同上用各種満減水警報，液面電極棒取付け

FRP製浄化槽等の設置（RC造躯体は除く）

浄化槽設備のRC造躯体，内外防水及び仕上げ

屋外マンホ－ルのRC造躯体，鋳鉄蓋の設置

屋内マンホ－ルのRC造躯体，鋳鉄蓋及び化粧蓋の設置

１１

空
調
・
換
気
設
備
等

空調機器のスイッチの設置

１０

電
気
設
備
等

敷地内汚水，雑排水工事

屋内汚水，雑排水工事

防火戸の扉，枠の製作・設置（自動閉鎖装置用切り込み補強共）

防火（煙）シャッタ－及び自動閉鎖装置の製作及び設置

排
水
工
事

建
具
等

６

７

９

同上枠廻り空隙の充填及び補修

軌条、中間ビ－ム、ブラケット等昇降路内の鋼製部材一式の製作

出入り口扉三方枠及び沓摺の製作及び設置

軌条、中間ビ－ム、ブラケット等昇降路内の鋼製部材一式の製作

出入り口三方枠取付け用下地鉄骨の設置（S造に限る）

及び設置（S造を除く）

同上の設置

昇降路，ピット内の保守用コンセントの設置

ホ－ル押し釦，インジケ－タ－，鋼索等の躯体開口の設置及び補強

機械室天井フックの製作及び設置（S造に限る）

機械室天井フックの製作（S造を除く）

１３

昇
降
機

分

類

1.

2.

3.

4.

5.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

1.

2.

3.

1.

2.

3.

4.

5.

13.

14.

15.

16.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

6.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

7.

同上用連動制御器及び感知器の製作・設置5.

6.

7.

8.

可動式防煙壁及び自動降下装置緩衝装置の製作・設置

9.

10.

11.

12.

屋内，敷地内雨水排水工事（側溝等への放流を含む）

自動制御などの現場盤への電源接続

自家発電設備用一次側給排水配管工事

自家発電運転用給排気設備工事

設備用機器，付属制御盤への電源接続及び接地工事

2.

3.

4.

5.

6.

7.

同上用自動閉鎖装置の製作・設置4.

及び油配管工事

自家発電設備用オイルタンク及びサ－ビスタンクの製作・設置1.

同上用防油堤RC造躯体及び仕上げ

一般換気扇（壁付型を含む）の設置

同上用の取付枠の製作及び設置

消
火
設
備
等

１２

ガス漏れ警報設備

消火栓ボックスの設置1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

防火（煙）ダンパーの製作及び設置8.

9.

※ ※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※ ※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※ ※

同上給排水管及び排水金物の接続

同上フ－ドへのダクト接続

洗面化粧台の製作及び設置

同上陶製洗面器の設置

流し台，ガス台，戸棚及びフードの製作及び設置

ユニットバス・ユニットシャワ－類の設置

同上ダクト接続

同上給排水管接続

同上一次側電気配管配線

同上給排水管接続

同上給排水管接続

特注化粧鏡の設置

大便器等水平区画の耐火区画の製作及び設置

手すり

洗濯機パン

ベビーベット，ベビーチェアー

ペーパーホルダー

同上一次側電気配管配線

同上一次側電気配管配線

同上給排水管接続

電気湯沸器，電気温水器，電磁ヒーターの設置

８

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

11. オストメイト対応トイレパック（既製品）

（汚物流し・シャワー・電気温水器・ライニング含む）

便
所
・
浴
室
・
湯
沸
室
・
調
理
室
等

※

※

※

※ ※ ※ ※ ※ ※

設備機器類の取付け用インサ－ト及び吊りボルトの製作及び設置

外灯基礎の製作及び設置

小規模な機器類の基礎や架台の製作及び設置

1.

2.

3.

4.

1.

2.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

地下室等の二重壁内の水抜き管の製作及び設置

RC造梁貫通スリ－ブの製作及び設置

各貫通穴あけ箇所の空隙充填及び補修

床や壁の貫通及び半貫通部分のスリ－ブ，箱等の製作及び設置

同上アンカ－ボルト，箱入れ，埋込み設置

3.

区分

建

築

電

気

給

排

水

空

調

ガ

ス

昇

降

機

分

類

項 目

躯
体
貫
通

設
備
機
器
類
取
付
下
地

設
備
基
礎

１

２

３

※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※

※

※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※

※

※

※ ※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※ ※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※ ※ ※ ※

同上電気配管配線工事

同上用連動制御器と感知器の製作・設置及び電気配管配線工事

同上用自動閉鎖装置，連動制御器及び感知器の電気配管配線工事

同上用連動制御器，感知器の製作・設置及び電気配管配線工事

電動式排煙窓の開放装置の製作・設置及び二次側電気配管配線工事

同上一次側電気配管配線工事

電動シャッタ－，自動ドアなどの制御盤及び二次側電気配管配線工事

同上一次側電気配管配線工事

同上電気配管配線工事

同上二次側電気配管工事

同上二次側電気配線工事

同上一次側電気配管配線工事

同上一次側電気配管配線工事

機器類付属制御盤の設置及び二次側電気配管配線工事

同上起動押釦，表示灯，電話の設置及び電気配管配線工事

消火ポンプ起動制御盤の設置及び二次側電気配管配線工事

同上一次側電気配管配線工事

同上一次側電気配管配線工事

昇降機の制御盤及び二次側電気配管配線工事

※ ※ ※ ※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

１４

そ
の
他

ブラインドボックス，カーテンボックスの設置

カーテンレール，カーテンの設置

同上取付け用の開口及び補強

電動ロールスクリーン，電動カーテンの取付け用下地補強

同上本体・スイッチとの結線

消火器

電動ロールスクリーン，電動カーテンのスイッチの設置

電動ロールスクリーン，電動カーテンの設置

消火器ボックスの設置

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

区分

建

築

項 目

分

類

ブ
ラ
イ
ン
ド

カー

テ
ン
・
　

ブラインドボックス等の電気配線用開口

同上一次側電気配管配線工事

同上二次側電気配管配線工事（本体・スイッチとの結線を除く）

※

※

電

気

別
途
工
事

同上一次側電気配管配線工事

下水道本管への接続（雨水・汚水） ※

玄関マット等の排水管 ※

昇降路内の換気設備の設置

昇降路内の煙感知器の設置

昇降路内の換気設備及び煙感知器の電気配管配線工事

※

※

※

※

※

昇降路外の遠方操作盤及び警報監視インターホン用電気配管配線工事

遠方操作盤，警報監視盤及びインターホンの設置及び調整

※

※

※

15.

16.

17.

18.

19.※

※

※

※

工場製作の床パネル，間仕切り壁類の開口，取付け枠の製作，

※

地中梁の連通管，通気管及び人通孔の製作，設置及び開口補強

大規模な機器類の基礎や架台の製作及び設置

鉄骨造の設備機器類吊り下げ用取付け金物の製作及び設置

設備機器類の取付け用下地補強

各室建具ガラリの製作及び設置

1. 区分は設計図書に明記なき限り，※印のついたものを適用する。

3. 複数の区分が適用となる場合は，関連工事別に施工する。

※

※

防火区画，排煙区画床，壁貫通部処理

床や壁の石材面の設備機器取付け用開口

取付け枠の製作，設置及び開口補強

設置及び開口補強

現場製作の床，間仕切り壁類，天井の補強を伴う開口及び開口補強

設置及び開口補強

同上開口補強

同上開口補強

S，SRC造梁貫通鋼管スリ－ブの製作，設置及び開口補強

洗面器・衛生陶器の設置及び給排水管接続

排煙窓手動開放装置のリミットスイッチの設置

防火区画，排煙区画床，壁貫通部処理

（接続用アングル，防鳥ネット，ウェザ－カバ－を含む）

内壁等に取りつく吹出口，吸込口のガラリ等の製作及び設置

（接続用アングル，防鳥ネット，ウェザ－カバ－を含む）

※2 2 2 2 2

1 2 2 2 2 2

1 2 2 2 2 2

1

12. ※ は設計図書に明記されたものに限る。明記がない場合は※ による。2

既製化粧鏡の設置 ※

※

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

※

※

※

※

※ ※

軌条
ﾌﾞﾗｹｯﾄ

その他及び設置（S造に限る）

※

※

※

※

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

(多目的便所(1)、(2)の手洗器)

(男子便所、女子便所)

(建築工事・昇降機工事の区分
 について、別途協議を行うこと。)

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

6

※

※
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(庭球場整備:別途工事)
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設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-
-敷地求積図

登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
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番号 底辺 高さ

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

21

22

23

24

25

26

27

15

19

20

16

17

18

1 125.33

125.48

125.93

126.48

126.54

43.32

51.98

126.54

147.82

162.01

467.80

601.69

189.34

132.66

132.99

134.84

244.10

244.10

240.12

241.24

43.22

42.90

47.77

246.70

252.17

242.91

11.51

5.09

7.15

5.82

0.32

0.74

1.51

8.00

32.40

12.12

7.20

48.65

117.11

80.06

10.53

7.22

6.37

107.35

10.54

9.40

9.60

2.10

2.36

28.83

8.09

7.62

5.61

番号 底辺 高さ倍面積 面積 倍面積 面積

1,442.5483

638.6932

900.3995

736.1136

40.4928

65.4132

90.7620

101.2440

1,377.2091

415.8400

4,099.8960

1,791.5784

1,166.4720

70,463.9159

15,158.5604

22,758.4700

1,396.9098

960.1878

858.9308

2,572.8140

2,257.1280

2,315.9040

1,362.7251

26,204.1350

1,995.8030

1,921.5354

721.27415

319.34660

450.19975

368.05680

20.24640

32.70660

45.38100

50.62200

688.60455

207.92000

2,049.94800

895.78920

583.23600

11,379.23500

7,579.28020

698.45490

480.09390

429.46540

35,231.95795

13,102.06750

1,286.40700

1,128.56400

1,157.95200

681.36255

997.90150

960.76770

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

53

47

48

49

50

51

52

257.34

261.79

264.04

264.04

148.76

142.08

121.59

214.68

112.54

210.25

207.88

209.17

214.71

257.15

314.89

264.50

271.44

269.05

275.03

288.36

288.36

134.01

31.83

99.51

110.01

270.88

6.99

6.07

6.72

120.91

5.23

13.73

5.89

17.20

4.58

22.96

4.74

7.18

13.11

41.76

114.61

7.67

15.59

5.44

6.10

13.84

103.45

43.78

32.39

1.20

9.53

1.93

1,798.8066

1,589.0653

1,774.3488

31,925.0764

778.0148

1,950.7584

716.1651

3,692.4960

515.4332

4,827.3400

985.3512

1,501.8406

2,814.8481

10,738.5840

36,089.5429

2,028.7150

4,231.7496

1,473.5872

1,641.2050

3,806.4152

29,830.8420

12,624.4008

4,340.5840

38.1960

948.3303

212.3193

15,962.53820

389.00740

975.37920

358.08255

1,846.24800

257.71660

2,413.67000

492.67560

750.92030
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5,369.29200

18,044.77145

899.40330

794.53265

887.17440

1,014.35750

2,115.87480

736.79360

820.60250

1,903.20760

14,915.42100

6,312.20040

2,170.29200

19.09800

474.16515

106.15965

合計

敷地面積 163,000.00 m2
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7.18 26
4.
50

271.44

270.88269
.05

27
5.
03

5.44
6.10

13
.8
4

99.51

11
0.
01

47.77

6.37

15.59

16

17

21

22
24
26

28
30

31

33
34

35 37 40
41

42

4344

48

49

1

2

3

4

5

8

7

6

9

10
11 12 13

14 15

18
20

19

23

25

27

29

39

38

45

46

47

28.83

1
3.7

3

121.59 112.5436

32

32.39

50

53

52

31.83

51

6.
99

43.66 32.3084 16.15420

163,000.0027

43.66×0.74
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縮尺

図面No

A-

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称

記号 計算式(m×m)

【庭球場屋根】面積算出表

1

A

B

C

D

A

B

C

D

登録　２２（１）第０５８７号

建築面積

延床面積

2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

40.000 ×  70.000

計(㎡)

2,800.0000

2,800.0000

2,800.0000

2,800.00

2,800.00

A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

庭球場屋根求積図　1/200

管理棟 2階求積図　1/200

管理棟 1階求積図　1/200

1/200

8

9

10

11

12

4

7

a

a

a

a

5

EV部分

6

3

1

EV部分

2

5.100 ×  1.775

5.100 ×  1.775

39.050 ×  0.775

39.050 ×  0.775

0.775 ×  9.950

+

1

7

1階床面積

2階床面積

9.0525

9.0525

30.2637

30.2637

7.7112

490.0275 490.02

886.27

建築面積 1 ++ 2 508.1325 508.13

8

9

10

11

12

【管理棟】面積算出表

記号 計算式(m×m) 計(㎡)

35.775 × 12.500 447.1875

+ 2 + +3

+ 10 + +11 12

延床面積

昇降機の
昇降路の部分

+ 62

396.2586 396.25

4

+ 65

+

+3 4 + +8 9

4

5

6

7

1

3

2 EV
部分

EV
部分

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ Ⅱ

3.200 ×  5.450

3.200 ×  2.950

1.900 ×  8.400

3.200 ×  2.950

3.200 ×  5.450

35.850 ×  8.400

17.4400

9.4400

15.9600

17.4400

9.4400

301.1400

18.8800 18.88
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建物求積図

8
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00
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75

9
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50

775 2,000
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41,825

41,825

5,100
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4
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00
0

35,775

7
75

39,050

7
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2,
9
50

5,
45

0
2,

95
0

5,
45

0

3,200 35,850

3,200 1,900



捨て張りの上岩綿吸音板t=12
上裏:石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5[不燃] EP-G

耐水合板t=12の上

Ver.2004

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-
-

外部仕上表(管理棟)

登録　２２（１）第０５８７号
仕上表

A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

内部仕上表(管理棟)

階

床高 下地

±0 C1
階

[内装制限:
 下地共不燃]

[内装制限:
 下地共不燃]

授乳室

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

多目的更衣室

倉庫(1)・(2)

男子・女子ｼｬﾜｰ室

-100

±0 C

C

男子・女子更衣室
±0 C

[内装制限:準不燃]

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上 防塵塗料塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

多目的ｼｬﾜｰ室

[内装制限:準不燃]

男子・女子便所

多目的便所(1)

SK

ﾎｰﾙ

廊下

±0

±0

±0

±0

C

C

C

C

2
階

多目的室(1)～(4)

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質300角ﾀｲﾙ張り

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質300角ﾀｲﾙ張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
抗菌・防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

観覧ﾛﾋﾞｰ
±0 C

湯沸室

多目的便所(2)

ﾎｰﾙ
±0 C

±0 C

共
通

階段

EVｼｬﾌﾄ

±0 C

C

廊下

±0 C
ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
抗菌・防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

±0 C ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

±0 C

±0 ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
抗菌・防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

C

±0 C
ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

±0 C

±0 C ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

室名

事務室

<　>内は濃度測定
箇所数を示す。

<1か所>

<1か所>

<2か所>
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仕上表(庭球場屋根)

屋根
四ﾌｯ化ｴﾁﾚﾝ樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞｶﾞﾗｽ繊維布t=0.8
酸化ﾁﾀﾝ光触媒微粒子含有(両面)同等品

屋根

軽量鉄骨天井下地 高圧岩綿複層板t=12(木目調)

巾木 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)

その他

下地

PB ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

PB

PB

ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

PB

PB

PB

PB

ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木H=60

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木H=60

PB ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

PB ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

PB ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

PB ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

C
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)の上
ｹｲ酸系塗布防水(1FLまで)

PB ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

PB ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

PB ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

PB ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

C
ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質50角ﾀｲﾙ張りH=100

C
ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質50角ﾀｲﾙ張りH=100

PB ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

下地

LGS
遮音壁

LGS

LGS

LGS

遮音壁

遮音壁

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5

LGS

LGS

LGS

LGS

遮音壁

遮音壁

遮音壁

LGS

LGS
遮音壁

LGS
遮音壁

LGS

LGS

LGS

LGS

遮音壁

LGS
遮音壁

LGS

LGS

LGS

LGS

下地

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

C

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

EP

EP

EP-G

EP-G

EP

EP-G

EP-G

EP-G

EP

EP

塗装 塗装

EP-G

EP-G

NAD

NAD

仕上名

床 巾木

仕上名 仕上名

壁

仕上名

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
ｹｲ酸系塗布防水(C-UI) 軽量鉄骨壁下地・鉄骨胴縁現し

遮音壁

C ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

LGS 軽量鉄骨下地

PB 石こうﾎﾞｰﾄﾞ下地

略記号

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ(管理棟)

ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ(管理棟)

ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ(管理棟)

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼｰﾄ(管理棟)

防鳥ﾈｯﾄ(庭球場屋根)

TOTO(株)　YKA24R

TOTO(株)　YKA15R

TOTO(株)　YKA41R

(株)LIXIL　AC-US-41

(株)ﾌｼﾞﾅｶﾞ　BF3ﾊﾞｰﾄﾞﾈｯﾄ 50

参考品番

認定番号

特記事項

1.使用材料は､全て無石綿とする｡

2.内部仕上材は､F☆☆☆☆仕様とする｡(接着材､塗料､合板を含む)

4.ｶｰﾃﾝ･ｶｰﾍﾟｯﾄ･ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ等は全て防炎仕様とする｡

3.天井裏･小屋裏等仕上材は､F☆☆☆以上の仕様とする｡

6.仮囲いは、成形鋼板(H=2,000)とする。

5.工事車両は指定した進入路を通ること｡

耐水合板t=12の上

遮音壁+耐水合板t=12、気密・防湿ｼｰﾄ、

遮音壁+耐水合板t=12、気密・防湿ｼｰﾄ、

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
32kg/m3,t=50充填
(外壁面)

廻り縁 天井高

室名札

塩ﾋﾞ製 2,600

塩ﾋﾞ製

平付型
((1):1か所

  (2):1か所)

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ
(1か所)

2,600

2,600

塩ﾋﾞ製 2,600
ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

(男子:1か所
  女子:1か所)

塩ﾋﾞ製 2,600
平付型
(1か所)

塩ﾋﾞ製 2,600

塩ﾋﾞ製 2,600

塩ﾋﾞ製 2,600 ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ
(1か所)

塩ﾋﾞ製 平付型
(1か所)

2,800

塩ﾋﾞ製 2,600

塩ﾋﾞ製 2,600

塩ﾋﾞ製

直天

塩ﾋﾞ製 2,600
ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ
(1か所)

塩ﾋﾞ製 2,600 ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ
(1か所)

塩ﾋﾞ製
平付型

(計4か所)2,800

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ
(1か所)

塩ﾋﾞ製 2,600

塩ﾋﾞ製 2,600
ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ
(1か所)

塩ﾋﾞ製 2,600
ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

(男子:1か所
  女子:1か所)

塩ﾋﾞ製 2,600 ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ
(1か所)

空調区分

C・H

C・H L型手摺

C・H

C・H

ｽﾃﾝﾚｽ製点字鋲、案内板

C・H

C・H

天板:SUS t=20、掃除道具掛ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ

ｽﾃﾝﾚｽ製床見切りW=20
通路:塩ﾋﾞ製すのこ、ｽﾃﾝﾚｽ製排水目皿50φ

ｽﾃﾝﾚｽ製点字鋲、手摺H=900・1,150、樹脂被膜2段手摺40φ、
段鼻:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ(ﾀｲﾔ付)

ﾐﾆｷｯﾁﾝL=1,200、ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ、天吊りｶｰﾃﾝ(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共)

塩ﾋﾞ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW=150、ｺｲﾝｼｬﾜｰ、L型手摺、
ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共(出入口三方枠上部に設置))、
ｽﾃﾝﾚｽ製排水目皿50φ

天板:SUS t=20、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼｰﾄ、ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ、ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ、
可動手摺、L型手摺、天吊りｶｰﾃﾝ(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共)

ﾐﾆｷｯﾁﾝL=1,200

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ
(ｶｳﾝﾀｰ窓上部)

ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ

ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

天井

備考

ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900、ｺｲﾝｼｬﾜｰ、ｽﾃﾝﾚｽ製折り畳み棚、
天板付ﾀｵﾙ掛け、ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ(ｶｰﾃﾝﾛｯﾄﾞ共)、
ｽﾃﾝﾚｽ製排水目皿50φ

天板:SUS t=20、ﾄｲﾚﾌﾞｰｽH=2,600、隔て板H=2,600、
L型手摺、化粧鏡、ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ、小便器用手摺(男子)、
汚垂石W=600,L=4,250,t=6.0(男子)、
掃除道具掛ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ(女子)

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
32kg/m3,t=50敷込
(天井内)

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ

2階床ｽﾗﾌﾞ下:硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑt=25吹付

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

床:ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(AI-3)、押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA（ｽｷﾝ層付き)t=30、
　 押えｺﾝｸﾘｰﾄt=80、防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(木目調)t=2.5
軒天:軽量鉄骨天井下地 高圧岩綿複層板t=12(木目調)
手摺:ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150(東・西・南面)、ｽﾃﾝﾚｽ製手摺H=1,150(北面)
ﾙｰﾊﾞｰ:樹脂被覆ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ30×50 @≒500(東・西・南面)

外壁

ﾎﾟｰﾁ

天井:軽量鉄骨天井下地 高圧岩綿複層板t=12(木目調)
床:ﾓﾙﾀﾙ下地 磁器質150角ﾀｲﾙ張り
ｽﾛｰﾌﾟ床:ﾓﾙﾀﾙ下地 ｽﾛｰﾌﾟ用磁器質150角ﾀｲﾙ張り
外部階段 床:ﾓﾙﾀﾙ下地 150角ﾀｲﾙ張り
立上り:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)
手摺:ｽﾃﾝﾚｽ製手摺34φ(2段)

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

南面・1階:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ 金属系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り(塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰｶﾊﾞｰ共)
南面・1階以外:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り
　　　　　　　(塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰ役物共)

天板:SUS t=20、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼｰﾄ、ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ、ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ、
可動手摺、L型手摺、天吊りｶｰﾃﾝ(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共)

平付型
(2か所)

その他
竪樋:ｽﾃﾝﾚｽ製 139.8φ,t=2.0 ｱｸﾘﾙ焼付塗装
ﾌｪﾝｽ:ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH=3,000
防鳥ﾈｯﾄ

柱、ﾄﾗｽ 鉄骨 ｳﾚﾀﾝ系塗装
柱 根巻き:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(A種)の上、撥水材塗布

平場:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水t=2.0
　　 高反射塗装(ｶﾗｰ) (S-M2工法)　水勾配:1/50
立上り:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)の上合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水t=2.0
　　 　高反射塗装(ｶﾗｰ) (S-F2工法)
笠木:ｱﾙﾐ製笠木W=275

軒天、
荷捌きｽﾍﾟｰｽ 天井

鉄骨柱 DP(3級)塗装

通路:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

踏込:ﾓﾙﾀﾙ下地 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上 
防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

木製ﾊｲｶｳﾝﾀｰ、木製ﾛｰｶｳﾝﾀｰ、壁掛式ｷｰﾎﾞｯｸｽ(40個用)

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上
複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上
複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上
複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上
複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上
複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

荷捌きｽﾍﾟｰｽ 柱

化粧石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5[不燃]

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)

化粧石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5[不燃]

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5[不燃]

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5[不燃]

化粧石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5[不燃]

ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(天井用)t=10[不燃]

ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(天井用)t=10[不燃]

化粧石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5[不燃]

化粧石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5[不燃]

化粧石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5[不燃]

化粧石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5[不燃]

化粧石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5[不燃]

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

化粧石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5[準不燃]

耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5

QM-9828準不燃

準不燃 QM-0493

準不燃 QM-0524

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5

化粧石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5[不燃]

NAD塗装

NM-8619不燃

不燃 NM-1864

準不燃 QM-9816

不燃

竪樋:1～2FL 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管φ100(ｶﾗｰ)、2～RFL SGP 100A DP(3級)塗装
屋上目隠し:ｱﾙﾐ製目隠しﾙｰﾊﾞｰH=1,500
ﾀﾗｯﾌﾟ:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ、ｽﾃﾝﾚｽ製屋上点検用ﾊｯﾁ600角

ｽﾃﾝﾚｽ製点字鋲、案内板、掲示板(ﾏｸﾞﾈｯﾄ式)

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ(SUSHL)

案内ｻｲﾝ、消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型) 消火器(ABC10型)共

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ(SUSHL)

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型) 消火器(ABC10型)共

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ(SUSHL)

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ:軟質PVC製，65×65 t-16 H1,000

強化石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 不燃 NM-8615

化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0 不燃 NM-4227

岩綿吸音板 t=12 NM-8599不燃

不燃耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5［不燃］ NM-9639

高圧岩綿複層板t=12 NM-4133不燃

ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(壁用、天井用)t=10 NM-5224

DP塗装、EP塗装、EP-G塗装 NM-8585不燃

不燃 NM-9744窯業系外壁ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ材

不燃

不燃

金属系外壁ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ材(ﾌｯ素)

金属系外壁ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ材(ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ)

NE-0017

NM-5564(1)

NM-4723不燃庭球場屋根 膜材料

<遮音壁>
強化石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5+12.5(両面)
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 24kg/m3 t=50充填

SOI-0110

FP060NP-0175

遮音

耐火

<ﾃﾞｯｷｽﾗﾌﾞ> 床1時間耐火　FP060FL-0101，FP060FL-0126

※屋根も床と同様の性能を確保できる。

　法22条指定区域に必要な性能を確保できる。

　また，屋根について「平12年建設省告示第1365号」により，

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5［不燃］

耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5［不燃］の上
化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0［不燃］

遮音壁+化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0［不燃］

［不燃］

気密・防湿ｼｰﾄ、
ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(壁用)t=10［不燃］

気密・防湿ｼｰﾄ、

ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(壁用)t=10［不燃］

ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(壁用)t=10［不燃］

ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(壁用)t=10［不燃］

化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0［不燃］

遮音壁+化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0［不燃］

遮音壁+化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0［不燃］

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5［不燃］

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5［不燃］

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5［不燃］

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5［不燃］

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5［不燃］

耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5［準不燃］の上

耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5［準不燃］の上
化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0［不燃］

遮音壁+化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0［不燃］

遮音壁+化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0［不燃］

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5［不燃］

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5［不燃］

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5［不燃］

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5[不燃]捨て張り
の上岩綿吸音板t=12［不燃］

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5[不燃]捨て張り
の上岩綿吸音板t=12［不燃］

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5[不燃]捨て張り
の上岩綿吸音板t=12［不燃］

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5[不燃]捨て張り
の上岩綿吸音板t=12［不燃］

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5[不燃]捨て張り
の上岩綿吸音板t=12［不燃］

の上岩綿吸音板t=12［不燃］
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5[不燃]捨て張り

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5[不燃]捨て張り

耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5［不燃］

耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 ［不燃］
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称

【管理棟】平面図
登録　２２（１）第０５８７号

※ 特記なき床ﾚﾍﾞﾙはFL±0とする｡

±〇〇※    　　はFLからの高さを示す｡

2階平面図　1/100

A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ

多目的室(2) 多目的室(4)多目的室(3)

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

A A

2,
05
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1
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50
0

8,
40

0

ﾊﾞﾙｺﾆｰ
観覧ﾛﾋﾞｰ

多目的
便所(2)

A

A

A

A

S S

2,
05

0

1
2,

50
0

A

B

C

D

1 6 72 3 54

A

案内板

掲示板
(ﾏｸﾞﾈｯﾄ式)

ﾎｰﾙ
▽柱芯

△柱芯

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

▽
柱

芯

▽
柱

芯

廊下

階段

吹抜

DN

PS

多目的室(1)
(27.23㎡) (27.23㎡) (27.23㎡) (27.23㎡)

(96.18㎡)

PS

鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ100φ用 ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150

※    　　はFLからの高さを示す｡±〇〇

※ 特記なき床ﾚﾍﾞﾙはFL±0とする｡1階平面図　1/100

自販機
ｺｰﾅｰ 男子更衣室

倉庫(1)

-100

倉庫(2)

-100

ﾎｰﾙ

案内板

掲示板
(ﾏｸﾞﾈｯﾄ式)

事務室

廊下

上部床ﾗｲﾝ設備基礎C

A

A

A

A

A

A

A A

A

A

A

多目的更衣室
A

A

A

多目的
ｼｬﾜｰ室

PS

SK

男子便所

女子ｼｬﾜｰ室

2,
05

0

1
2,

50
0

B

C

A

D

S

△柱芯

▽柱芯

男子ｼｬﾜｰ室

通路

通路
踏込

踏込

階段

PS

(11.50㎡)

授乳室
(7.72㎡)

女子更衣室

A

A

A

1 6 72 3 54

▽
柱

芯

▽
柱

芯

▽
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

▽
柱

芯

△
柱

芯

降下空間ﾏｰｸ

UP

EV
(13人乗､
ﾄﾗﾝｸ付)

EV
(13人乗､
ﾄﾗﾝｸ付)

A

A
多目的便所(1) A

AA

12

ｱﾙﾐ製笠木W=275

ｽﾃﾝﾚｽ製手摺
H=1,150

ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150

UP
ｽﾛｰﾌﾟ1/15以下

ﾎﾟｰﾁ

ﾎﾟｰﾁ

ｽﾛｰﾌﾟ1/15以下
UP

ｴﾌﾟﾛﾝ

Ｎ

ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150

ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150

室名札(平付型)

S

外部出入口

(点線) 別途工事、備品を示す。

UP

UP

点状ﾌﾞﾛｯｸ

床下点検口 600角(ｱﾙﾐ製)

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

案内ｻｲﾝ

斜降式救助袋伸縮目地W=25 @3,000

降下空間ﾏｰｸ

降下空間ﾏｰｸ

斜降式救助袋

斜降式救助袋

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

A

凡例

ﾋﾟｯﾄ範囲を示す。

50 軽量鉄骨壁下地W=50

A 遮音壁:SOI-0110(ｽﾗﾌﾞ下まで)

※外壁面以外の特記なき軽量鉄骨壁下地はW=65とする。

100 軽量鉄骨壁下地W=100

65 軽量鉄骨壁下地W=65

65

※仕上がある外壁面の軽量鉄骨壁下地はW=50とする。

内壁 凡例

100

100

50 女子便所 50

5050
50

50

65

65

50

50 50

65
50

5050
湯沸室

50

100

100

50 50

50

ﾀﾗｯﾌﾟ

荷捌きｽﾍﾟｰｽ

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型) 消火器(ABC10型)共
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ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ（内部：SUS製　外部：樹脂製）
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-

Ｎ

1/100
登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％

A3版:50％2023年  3月

凡例

(点線) 別途工事、備品を示す。

【管理棟】屋上平面図

1 72 3 4 5 6

2,
05

0

1
2,

50
0

8,
40

0

A

B

C

D

屋上平面図　1/100

鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ100φ用

13

ｱﾙﾐ製笠木W=275

ｱﾙﾐ製目隠しﾙｰﾊﾞｰH=1,500

設備基礎B

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

ｽﾃﾝﾚｽ製
屋上点検用ﾊｯﾁ600角

ｽﾃﾝﾚｽ製脱気筒(計8か所)

目隠しﾙｰﾊﾞｰ基礎

PS立上り

設備基礎A
平場:
ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水t=2.0
高反射塗装(ｶﾗｰ) (S-M2工法)
水勾配1/50
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斜降式救助袋の利用に斜降式救助袋の利用に斜降式救助袋の利用に斜降式救助袋の利用に斜降式救助袋の利用に斜降式救助袋の利用に斜降式救助袋の利用に
支障がある範囲を確認支障がある範囲を確認支障がある範囲を確認支障がある範囲を確認支障がある範囲を確認支障がある範囲を確認支障がある範囲を確認
し、切り欠くこと。し、切り欠くこと。し、切り欠くこと。し、切り欠くこと。し、切り欠くこと。し、切り欠くこと。し、切り欠くこと。
(W800×H900程度)(W800×H900程度)(W800×H900程度)(W800×H900程度)(W800×H900程度)(W800×H900程度)(W800×H900程度)

斜降式救助袋の利用に斜降式救助袋の利用に斜降式救助袋の利用に斜降式救助袋の利用に斜降式救助袋の利用に斜降式救助袋の利用に斜降式救助袋の利用に
支障がある範囲を確認支障がある範囲を確認支障がある範囲を確認支障がある範囲を確認支障がある範囲を確認支障がある範囲を確認支障がある範囲を確認

し、切り欠くこと。し、切り欠くこと。し、切り欠くこと。し、切り欠くこと。し、切り欠くこと。し、切り欠くこと。し、切り欠くこと。
(W800×H900程度)(W800×H900程度)(W800×H900程度)(W800×H900程度)(W800×H900程度)(W800×H900程度)(W800×H900程度)
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斜降式救助袋の利用に斜降式救助袋の利用に斜降式救助袋の利用に斜降式救助袋の利用に斜降式救助袋の利用に斜降式救助袋の利用に斜降式救助袋の利用に
支障がある範囲を確認支障がある範囲を確認支障がある範囲を確認支障がある範囲を確認支障がある範囲を確認支障がある範囲を確認支障がある範囲を確認
し、切り欠くこと。し、切り欠くこと。し、切り欠くこと。し、切り欠くこと。し、切り欠くこと。し、切り欠くこと。し、切り欠くこと。
(W800×H900程度)(W800×H900程度)(W800×H900程度)(W800×H900程度)(W800×H900程度)(W800×H900程度)(W800×H900程度)
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凡例凡例凡例凡例凡例凡例凡例
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竪樋:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管φ100(ｶﾗｰ)竪樋:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管φ100(ｶﾗｰ)竪樋:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管φ100(ｶﾗｰ)竪樋:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管φ100(ｶﾗｰ)竪樋:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管φ100(ｶﾗｰ)竪樋:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管φ100(ｶﾗｰ)竪樋:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管φ100(ｶﾗｰ)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)

笠木:ｱﾙﾐ製笠木W=275笠木:ｱﾙﾐ製笠木W=275笠木:ｱﾙﾐ製笠木W=275笠木:ｱﾙﾐ製笠木W=275笠木:ｱﾙﾐ製笠木W=275笠木:ｱﾙﾐ製笠木W=275笠木:ｱﾙﾐ製笠木W=275
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ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺(東・西・南面):ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺(東・西・南面):ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺(東・西・南面):ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺(東・西・南面):ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺(東・西・南面):ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺(東・西・南面):ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺(東・西・南面):ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150

ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺(北面):ｽﾃﾝﾚｽ製手摺H=1,150ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺(北面):ｽﾃﾝﾚｽ製手摺H=1,150ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺(北面):ｽﾃﾝﾚｽ製手摺H=1,150ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺(北面):ｽﾃﾝﾚｽ製手摺H=1,150ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺(北面):ｽﾃﾝﾚｽ製手摺H=1,150ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺(北面):ｽﾃﾝﾚｽ製手摺H=1,150ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺(北面):ｽﾃﾝﾚｽ製手摺H=1,150
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ｽﾃﾝﾚｽ製屋上点検用ﾊｯﾁｽﾃﾝﾚｽ製屋上点検用ﾊｯﾁｽﾃﾝﾚｽ製屋上点検用ﾊｯﾁｽﾃﾝﾚｽ製屋上点検用ﾊｯﾁｽﾃﾝﾚｽ製屋上点検用ﾊｯﾁｽﾃﾝﾚｽ製屋上点検用ﾊｯﾁｽﾃﾝﾚｽ製屋上点検用ﾊｯﾁppppppp

ｱﾙﾐ製目隠しﾙｰﾊﾞｰH=1,500ｱﾙﾐ製目隠しﾙｰﾊﾞｰH=1,500ｱﾙﾐ製目隠しﾙｰﾊﾞｰH=1,500ｱﾙﾐ製目隠しﾙｰﾊﾞｰH=1,500ｱﾙﾐ製目隠しﾙｰﾊﾞｰH=1,500ｱﾙﾐ製目隠しﾙｰﾊﾞｰH=1,500ｱﾙﾐ製目隠しﾙｰﾊﾞｰH=1,500
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rrrrrrr 室名札(平付型)室名札(平付型)室名札(平付型)室名札(平付型)室名札(平付型)室名札(平付型)室名札(平付型)
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kkkkkkk 外部階段 床:ﾓﾙﾀﾙ下地 150角ﾀｲﾙ張り外部階段 床:ﾓﾙﾀﾙ下地 150角ﾀｲﾙ張り外部階段 床:ﾓﾙﾀﾙ下地 150角ﾀｲﾙ張り外部階段 床:ﾓﾙﾀﾙ下地 150角ﾀｲﾙ張り外部階段 床:ﾓﾙﾀﾙ下地 150角ﾀｲﾙ張り外部階段 床:ﾓﾙﾀﾙ下地 150角ﾀｲﾙ張り外部階段 床:ﾓﾙﾀﾙ下地 150角ﾀｲﾙ張り
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ｽﾛｰﾌﾟ床:ﾓﾙﾀﾙ下地 ｽﾛｰﾌﾟ用150角ﾀｲﾙ張りｽﾛｰﾌﾟ床:ﾓﾙﾀﾙ下地 ｽﾛｰﾌﾟ用150角ﾀｲﾙ張りｽﾛｰﾌﾟ床:ﾓﾙﾀﾙ下地 ｽﾛｰﾌﾟ用150角ﾀｲﾙ張りｽﾛｰﾌﾟ床:ﾓﾙﾀﾙ下地 ｽﾛｰﾌﾟ用150角ﾀｲﾙ張りｽﾛｰﾌﾟ床:ﾓﾙﾀﾙ下地 ｽﾛｰﾌﾟ用150角ﾀｲﾙ張りｽﾛｰﾌﾟ床:ﾓﾙﾀﾙ下地 ｽﾛｰﾌﾟ用150角ﾀｲﾙ張りｽﾛｰﾌﾟ床:ﾓﾙﾀﾙ下地 ｽﾛｰﾌﾟ用150角ﾀｲﾙ張りｽﾛｰﾌﾟ床:ﾓﾙﾀﾙ下地 ｽﾛｰﾌﾟ用150角ﾀｲﾙ張りｽﾛｰﾌﾟ床:ﾓﾙﾀﾙ下地 ｽﾛｰﾌﾟ用150角ﾀｲﾙ張りｽﾛｰﾌﾟ床:ﾓﾙﾀﾙ下地 ｽﾛｰﾌﾟ用150角ﾀｲﾙ張りｽﾛｰﾌﾟ床:ﾓﾙﾀﾙ下地 ｽﾛｰﾌﾟ用150角ﾀｲﾙ張りｽﾛｰﾌﾟ床:ﾓﾙﾀﾙ下地 ｽﾛｰﾌﾟ用150角ﾀｲﾙ張りｽﾛｰﾌﾟ床:ﾓﾙﾀﾙ下地 ｽﾛｰﾌﾟ用150角ﾀｲﾙ張りｽﾛｰﾌﾟ床:ﾓﾙﾀﾙ下地 ｽﾛｰﾌﾟ用150角ﾀｲﾙ張り

hhhhhhh 手摺:ｽﾃﾝﾚｽ製手摺34φ,H=950手摺:ｽﾃﾝﾚｽ製手摺34φ,H=950手摺:ｽﾃﾝﾚｽ製手摺34φ,H=950手摺:ｽﾃﾝﾚｽ製手摺34φ,H=950手摺:ｽﾃﾝﾚｽ製手摺34φ,H=950手摺:ｽﾃﾝﾚｽ製手摺34φ,H=950手摺:ｽﾃﾝﾚｽ製手摺34φ,H=950

iiiiiii ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ

ggggggg 樹脂被覆ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ30×50 @≒500樹脂被覆ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ30×50 @≒500樹脂被覆ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ30×50 @≒500樹脂被覆ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ30×50 @≒500樹脂被覆ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ30×50 @≒500樹脂被覆ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ30×50 @≒500樹脂被覆ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ30×50 @≒500

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り
　　 (塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰ役物共)　　 (塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰ役物共)　　 (塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰ役物共)　　 (塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰ役物共)　　 (塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰ役物共)　　 (塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰ役物共)　　 (塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰ役物共)

外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ 金属系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ 金属系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ 金属系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ 金属系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ 金属系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ 金属系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ 金属系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り
　　 (塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰｶﾊﾞｰ共)　　 (塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰｶﾊﾞｰ共)　　 (塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰｶﾊﾞｰ共)　　 (塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰｶﾊﾞｰ共)　　 (塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰｶﾊﾞｰ共)　　 (塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰｶﾊﾞｰ共)　　 (塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰｶﾊﾞｰ共)

竪樋:SGP 100A DP(3級)塗装竪樋:SGP 100A DP(3級)塗装竪樋:SGP 100A DP(3級)塗装竪樋:SGP 100A DP(3級)塗装竪樋:SGP 100A DP(3級)塗装竪樋:SGP 100A DP(3級)塗装竪樋:SGP 100A DP(3級)塗装

柱:鉄骨柱 DP(3級)塗装柱:鉄骨柱 DP(3級)塗装柱:鉄骨柱 DP(3級)塗装柱:鉄骨柱 DP(3級)塗装柱:鉄骨柱 DP(3級)塗装柱:鉄骨柱 DP(3級)塗装柱:鉄骨柱 DP(3級)塗装
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館名ｻｲﾝ・市章館名ｻｲﾝ・市章館名ｻｲﾝ・市章館名ｻｲﾝ・市章館名ｻｲﾝ・市章館名ｻｲﾝ・市章館名ｻｲﾝ・市章

※開口率50％以上とすること。※開口率50％以上とすること。※開口率50％以上とすること。※開口率50％以上とすること。※開口率50％以上とすること。※開口率50％以上とすること。※開口率50％以上とすること。
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-
1/100

ABCD

B-B断面図　1/100

女子便所 廊下 女子更衣室 倉庫2

男子便所 女子更衣室廊下

▽1FL

▽GL

【管理棟】断面図
登録　２２（１）第０５８７号

1

D

A

ｷｰﾌﾟﾗﾝ

A

A

B

B

7

男子更衣室

A-A断面図　1/100

6 72 3 4 5

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

湯沸室 多目的室(1) 多目的室(2) 多目的室(3) 多目的室(4) 観覧ﾛﾋﾞｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰ

多目的室(2)廊下

▽2FL

▽軒高さ

▽最高高さ

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰ

女子ｼｬﾜｰ室通路

A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

▽1FL

▽GL

1

△
柱

芯

ﾎｰﾙ

▽2FL

▽軒高さ

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽最高高さ

EV
ｼｬﾌﾄ

15

ﾎｰﾙ

EVﾋﾟｯﾄ 床下ﾋﾟｯﾄ床下ﾋﾟｯﾄ

床下ﾋﾟｯﾄ

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事
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足がかりにならないものとする。
※バルコニー手摺について，下部のカバー天端の奥行きは90mmのため，
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-
1/30

登録　２２（１）第０５８７号

AB

女子更衣室廊下

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾎﾞｰﾄﾞt=25
防湿ｼｰﾄ張りt=0.15

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt=50
再生ｸﾗｼｬﾗﾝt=60

竪樋:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管φ100(ｶﾗｰ)

天井:軽量鉄骨天井下地
化粧石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

天井:軽量鉄骨天井下地
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5捨て張りの上

岩綿吸音板t=12

CD

男子更衣室

▽1FL

ﾋﾞﾆﾙ巾木
H=60

竪樋:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管φ100(ｶﾗｰ)

△
柱

芯

△
柱

芯

木製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ
桧集成材150×150

▽RFL(水下)
▽水上

▽軒高さ

▽最高高さ

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端 水勾配 1/50水勾配 1/50

水勾配 1/100 水勾配 1/100

軒天:軽量鉄骨天井下地
高圧岩綿複層板t=12(木目調)

軒天:軽量鉄骨天井下地
高圧岩綿複層板t=12(木目調)

軒天:軽量鉄骨天井下地
高圧岩綿複層板t=12(木目調)

軒天:軽量鉄骨天井下地
高圧岩綿複層板t=12(木目調)

ｱﾙﾐ製笠木W=275ｱﾙﾐ製笠木W=275

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

天井:軽量鉄骨天井下地
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

捨て張りの上
岩綿吸音板t=12

天井:軽量鉄骨天井下地
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5捨て張りの上

岩綿吸音板t=12

D

1

A

7

ｷｰﾌﾟﾗﾝ
C

C

C-C矩計図　1/30

【管理棟】矩計図
A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
抗菌・防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

床:ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質300角ﾀｲﾙ張り

ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺:
ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150

▽GL

▽2FL

樹脂被覆ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ30×50 @≒500 樹脂被覆ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ30×50 @≒500

ｱﾙﾐ製目隠しﾙｰﾊﾞｰH=1,500 ｱﾙﾐ製目隠しﾙｰﾊﾞｰH=1,500

鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ100φ用

16

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(AI-3)
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA
（ｽｷﾝ層付き)t=30
押えｺﾝｸﾘｰﾄt=80
防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ
(木目調)t=2.5

ｱﾙﾐ製笠木W=275

鋳鉄製中継ﾄﾞﾚｲﾝ100φ用

排水溝部分:ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(X-2)

木製額縁

廊下

多目的室(2)

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(AI-3)
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA

（ｽｷﾝ層付き)t=30
押えｺﾝｸﾘｰﾄt=80

防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ
(木目調)t=2.5

ｱﾙﾐ製笠木W=275

鋳鉄製中継ﾄﾞﾚｲﾝ100φ用

ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺:
ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150

排水溝部分:ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(X-2)

男子便所

床下ﾋﾟｯﾄ

ｱﾙﾐ土台水切
防鼠通気ﾀｲﾌﾟ(既製品)

ｱﾙﾐ土台水切
防鼠通気ﾀｲﾌﾟ(既製品)

木製額縁 木製額縁

壁:軽量鉄骨壁下地W=50
耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

<外壁面:ｸﾞﾗｽｳｰﾙ32kg/m3,t=50充填>

外壁面:ｸﾞﾗｽｳｰﾙ32kg/m3,t=50充填

壁:軽量鉄骨壁下地W=50
耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G
<外壁面:ｸﾞﾗｽｳｰﾙ32kg/m3,t=50充填>

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ
窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り

(塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰ役物共)

外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ
窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り

(塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰ役物共)

外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ
窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り

(塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰ役物共)

外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ
　　 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り
　　 (塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰ役物共)

外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ
　　 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り
　　 (塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰ役物共)

外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ
　　 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り
　　 (塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰ役物共)

外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ
　　 金属系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り
　　 (塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰｶﾊﾞｰ共)

外壁:鉄骨胴縁組下地 透湿防水ｼｰﾄ
金属系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16 横張り

(塗装品、金具留め・ｺｰﾅｰｶﾊﾞｰ共)

壁:軽量鉄骨壁下地W=65
耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ32kg/m3,t=50敷込

壁:軽量鉄骨壁下地W=65
耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5の上
化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0

壁:軽量鉄骨壁下地W=50
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

壁:遮音壁 EP-G

壁:遮音壁+化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木 H=60

壁:遮音壁 EP-G

ﾋﾞﾆﾙ巾木
H=60

ﾋﾞﾆﾙ巾木
H=60

ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

壁:軽量鉄骨壁下地
遮音壁 EP-G

壁:軽量鉄骨壁下地
遮音壁 EP

木製ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ
桧集成材150×150

木製ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ
桧集成材150×150

立上り:
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)の上
合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水t=2.0
高反射塗装(ｶﾗｰ) (S-F2工法)

平場:
ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水t=2.0
高反射塗装(ｶﾗｰ) (S-M2工法)
水勾配1/50

立上り:
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)の上

合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水t=2.0
高反射塗装(ｶﾗｰ) (S-F2工法)

竪樋:SGP 100A DP(3級)塗装竪樋:SGP 100A DP(3級)塗装

鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ100φ用

外壁面:ｸﾞﾗｽｳｰﾙ32kg/m3,t=50充填

ｳﾚﾀﾝ断熱材t=25吹付ｳﾚﾀﾝ断熱材t=25吹付

巾木:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)の上
ｼﾗﾝ系浸透性吸水防止材

巾木:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)の上
ｼﾗﾝ系浸透性吸水防止材

ﾋﾞﾆﾙ巾木
H=60

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

ｳﾚﾀﾝ断熱材t=25吹付ｳﾚﾀﾝ断熱材t=25吹付

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上
複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上
複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

天井:軽量鉄骨天井下地
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 NAD

天井:軽量鉄骨天井下地
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 NAD

12,500

8,400 2,050
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0
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60
0
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0
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00

4
0

2,
60

0

50
0

13
0
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120120 13
0
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00
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0
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0
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0

1
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00
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00
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0,
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0

1,
53
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1
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25
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10

0

1
,1
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20

1
,0
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2
,1

00
56

0
10

0

1
,1

30
20

1
,0

80
725

245 480

725

245480

1,
80

0
7
60

1,
80

0
7
60

木材自然塗料塗り木材自然塗料塗り

木材自然塗料塗り

木材自然塗料塗り木材自然塗料塗り

木材自然塗料塗り
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設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号

D

1

A

7

ｷｰﾌﾟﾗﾝ

D D

E

E

【管理棟】階段断面詳細図

天井:軽量鉄骨天井下地
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

捨て張りの上
岩綿吸音板t=12

壁:軽鉄壁下地W=50
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

(1
55

.7
7×

8
段

)
(≒

1
55

.
77

×
11

段
)

水勾配 1/50水勾配 1/50

廊下

ｽﾃﾝﾚｽ製
点字鋲

ﾎｰﾙ

26

木製廻縁50×50 桧
木材保護塗料塗り 天井:軽量鉄骨天井下地

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5捨て張りの上
岩綿吸音板t=12

25

24

23

18

17

16

22

21

20

19

1

2

3

5

6

7

(1
55

.7
7×

8
段

)
(≒

1
55

.
77

×
11

段
)

横材:1.2x16x16 SOP

支柱:25x25 SOP

ｽﾃﾝﾚｽ製
点字鋲

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾎﾞｰﾄﾞt=25
防湿ｼｰﾄ張りt=0.15

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt=50
再生ｸﾗｼｬﾗﾝt=60

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾎﾞｰﾄﾞt=25
防湿ｼｰﾄ張りt=0.15

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt=50
再生ｸﾗｼｬﾗﾝt=60

横材:1.2x16x16 SOP

(
15

5.
77

×
7段

)

A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

▽GL

▽1FL

▽2FL

▽RFL(水下)
▽水上

▽軒高さ

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

廊下

梁型4面:
軽鉄下地W=50
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5
EP-G

梁型3面:
軽鉄下地W=50

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

4

(1
55

.7
7×

7
段

)

a

a部詳細図　1/10

壁:軽鉄壁下地W=100
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

壁:軽鉄壁下地W=100
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

15

14

13

12

11

10

9

8

ｽﾃﾝﾚｽ製
点字鋲

ｽﾃﾝﾚｽ製
点字鋲

手摺:ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ9x50 SOP

支柱:25x25 SOP

横材:1.2x16x16 SOP

ｱﾙﾐ製笠木W=275

段鼻:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ
　　 (ﾀｲﾔ付)

段鼻:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ(ﾀｲﾔ付)

段鼻:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ
　　 (ﾀｲﾔ付)

ｽﾗﾌﾞ見付:
PL-6×130 SOP

1/10,30

ﾋﾞﾆﾙ巾木
H=60

ｽﾃﾝﾚｽ製
点字鋲

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ小口:
PL-6×130 SOP

17

※詳細は昇降路設備図による。

EVｼｬﾌﾄ

EVﾋﾟｯﾄ

1 2

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

▽
柱

芯

C B

E-E断面詳細図　1/30

D-D断面詳細図　1/30

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
ｹｲ酸系塗布防水(C-UI)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)の上
ｹｲ酸系塗布防水(C-UI)

樹脂被膜
2段手摺40φ

樹脂被膜
2段手摺40φ

手摺子:1.2x16x16 SOP @110以下

横材:1.2x16x16 SOP

手摺子:1.2x16x16 SOP
　　　 @110以下

手摺:ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ9x50 SOP

手摺の端部は30cm以上の
水平部分を設け、下方に曲げること。

天井:軽量鉄骨天井下地
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

捨て張りの上
岩綿吸音板t=12

手摺の端部は
下方に曲げること。

ｽﾃﾝﾚｽ製点字鋲

手摺の出:
100以内

軽鉄壁下地W=50
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木 H=60

ﾎｰﾙ

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

床:ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質300角ﾀｲﾙ張り

床:ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質300角ﾀｲﾙ張り

立上り:
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)の上
合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水t=2.0
高反射塗装(ｶﾗｰ) (S-F2工法)

平場:
ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水t=2.0
高反射塗装(ｶﾗｰ) (S-M2工法)
水勾配1/50

上裏:
軽量鉄骨天井下地
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5EP-G

床:ﾓﾙﾀﾙ下地
複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

壁:軽鉄壁下地W=50
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

床:ﾓﾙﾀﾙ下地
複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

平場:
ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水t=2.0
高反射塗装(ｶﾗｰ) (S-M2工法)
水勾配1/50

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上
複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

床:ﾓﾙﾀﾙ下地
　 複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上
複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木 H=60

軽量鉄骨壁下地W=65
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

上裏:
軽量鉄骨天井下地
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

上裏:
軽量鉄骨天井下地

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

ｳﾚﾀﾝ断熱材t=25吹付
ｳﾚﾀﾝ断熱材t=25吹付
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手摺の出: 手摺の出:
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福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-

Ｎ

登録　２２（１）第０５８７号
1/50

展開

A

D

C

B

1

D

A

ｷｰﾌﾟﾗﾝ

7

※ 特記なき床ﾚﾍﾞﾙはFL±0とする｡

±〇〇※    　　はFLからの高さを示す｡

A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

凡例

(点線) 別途工事、備品を示す。

【管理棟】1階平面詳細図

1階平面詳細図　1/50

18

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管
φ100(ｶﾗｰ)

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管
φ100(ｶﾗｰ)

UP
ｽﾛｰﾌﾟ1/15以下

ｽﾃﾝﾚｽ製手摺34φ(2段)

ｽﾛｰﾌﾟ1/15以下

上部床ﾗｲﾝ

上部床ﾗｲﾝ
ｽﾃﾝﾚｽ製手摺34φ(2段)

ｺｲﾝｼｬﾜｰ

(収納棚)

(ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ)

(収納棚)

(収納棚)

(収納棚)

倉庫(2) -100

授乳室

±0

ｺｲﾝ
ｼｬﾜｰ

天板付ﾀｵﾙ掛け
300×150

天板付
ﾀｵﾙ掛け
300×150

ｺｲﾝ
ｼｬﾜｰ

±0女子便所

倉庫(1)

-100

自販機
ｺｰﾅｰ

(ﾍﾞﾝﾁ)

ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ
H=1,900

±0女子ｼｬﾜｰ室

(ﾍﾞﾝﾁ)

ｽﾃﾝﾚｽ製
床見切り

W=20

(靴箱)

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上

PS

L型手摺L=1,600

±0

SK ±0

(ﾍﾞﾝﾁ)

(靴箱)

上部ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ
(ｶｰﾃﾝﾛｯﾄﾞ共)

(ﾍﾞﾝﾁ)

PS(梁面より100以上確保すること。)

±0

男子ｼｬﾜｰ室 ±0

(ﾛｯｶｰ)(ﾛｯｶｰ)

上部ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ
(ｶｰﾃﾝﾛｯﾄﾞ共)

D

C

B

A

△柱芯

△柱芯

ﾎﾟｰﾁ

ﾎﾟｰﾁ

通路:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
塩ﾋﾞ製すのこ

1,915×930
UP

±0

ﾎｰﾙ

上部床ﾗｲﾝ

(ﾍﾞﾝﾁ)

D

C

B

A

柱芯△

柱芯△

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
防塵塗料塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
防塵塗料塗り

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

塩ﾋﾞ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
W=150,L=1,800

多目的ｼｬﾜｰ室
ﾓﾙﾀﾙ下地

磁器質50角
ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質300角ﾀｲﾙ張り

靴ふきﾏｯﾄ
1,300×600

(小児用
手洗器)

女子更衣室 ±0

(ﾛｯｶｰ)(ﾛｯｶｰ)

小便器用手摺

L型手摺

ﾍﾞﾋﾞｰ
ｼｰﾄ

ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ

ｽﾃﾝﾚｽ製床見切り
W=20

ｽﾃﾝﾚｽ製折り畳み棚200×150

ｽﾃﾝﾚｽ製折り畳み棚
200×150

±0

事務室

通路:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
塩ﾋﾞ製すのこ2,375×910

±0

男子更衣室

木製ﾛｰｶｳﾝﾀｰ

木製ﾊｲｶｳﾝﾀｰ

男子便所

化粧鏡
(ﾌﾛﾝﾄ照明付)

750×900

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管
φ100(ｶﾗｰ)

梁型:
軽鉄下地W=50

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

階段
UP

ｽﾃﾝﾚｽ製点字鋲

手摺:ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ9x50 SOP

EVｼｬﾌﾄ

ｽﾃﾝﾚｽ製点字鋲

廊下 ±0

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質300角ﾀｲﾙ張り

多目的便所(1) ±0

L型手摺

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ、
ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼｰﾄ 可動手摺

段鼻:
ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

(ﾀｲﾔ付)

設備基礎C
(2,000×1,100×H100)

靴ふきﾏｯﾄ
1,300×600

天板:
SUS t=20,

L=1,160

天板:
SUS t=20,L=2,175

天板:
SUS t=20,

L=4,250

天板:
SUS t=20,

L=750

天板:
SUS t=20,L=1,830

天板:SUS
t=20,L=890

下部:
ｽﾃﾝﾚｽ製
排水目皿50φ

下部:
ｽﾃﾝﾚｽ製
排水目皿50φ

隔て板
H=2,600

(小児用
手洗器)

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽH=2,600

ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ
H=1,900

ｽﾃﾝﾚｽ製
排水目皿

50φ

下部:ｽﾃﾝﾚｽ製排水目皿50φ

化粧鏡
2,175×900

化粧鏡
1,830×900

下部:
ｽﾃﾝﾚｽ製排水目皿50φ

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
ｹｲ酸系塗布防水(C-UI)

汚垂石
W=600,L=4,250,
t=6.0

下部:
ｽﾃﾝﾚｽ製
排水目皿50φ

樹脂被膜2段手摺40φ

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管
φ100(ｶﾗｰ)

靴ふきﾏｯﾄ
1,300×600

注意喚起用床材

注意喚起用床材

±0

±0

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

踏込:
ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ
t=2.0張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
抗菌・防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

t=2.0張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
抗菌・防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

t=2.0張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
抗菌・防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

t=2.0張り

踏込:
ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

t=2.0張り

ｽﾃﾝﾚｽ製手摺34φ
(2段)<壁付>

ｽﾃﾝﾚｽ製手摺34φ
(2段)<壁付>

ﾓﾙﾀﾙ下地
ｽﾛｰﾌﾟ用磁器質150角ﾀｲﾙ張り

ﾓﾙﾀﾙ下地
ｽﾛｰﾌﾟ用磁器質150角ﾀｲﾙ張り

ﾓﾙﾀﾙ下地 磁器質150角ﾀｲﾙ張り

ﾓﾙﾀﾙ下地 磁器質150角ﾀｲﾙ張り

UP

UP

上部天吊りｶｰﾃﾝ
(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共)

上部天吊りｶｰﾃﾝ(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共)

±0多目的更衣室

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

上部ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ
(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共

(三方枠上部に設置))
L=1,800

L型手摺L=1,500

下部:ｽﾃﾝﾚｽ製
排水目皿50φ

ﾐﾆｷｯﾁﾝL=1,200

ｽﾃﾝﾚｽ製
排水目皿
50φ

ｽﾃﾝﾚｽ製
排水目皿
50φ

L型手摺L=1,450+350

L型手摺L=1,700+2,150

ｽﾃﾝﾚｽ製点字鋲

電動ｽﾃﾝﾚｽ製ﾊﾟｲﾌﾟｼｬｯﾀｰ

降下空間ﾏｰｸ

降下空間ﾏｰｸ

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

1 2 3 54

7,775

40,875

8,050

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)
消火器(ABC10型)共ﾓﾙﾀﾙ下地

複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

L型手摺

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽH=2,600

ﾍﾞﾋﾞｰ
ｼｰﾄ

PS

天板:
SUS t=20,L=770

案内板
900×900

掲示板(ﾏｸﾞﾈｯﾄ式)
900×900

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽH=2,600

案内ｻｲﾝ

案内ｻｲﾝ
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-

Ｎ

登録　２２（１）第０５８７号
1/50

展開

A

D

C

B

【管理棟】2階平面詳細図(1)

ｷｰﾌﾟﾗﾝ

1

D

A

7

※ 特記なき床ﾚﾍﾞﾙはFL±0とする｡

±〇〇※    　　はFLからの高さを示す｡

A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

凡例

(点線) 別途工事、備品を示す。

2階平面詳細図　1/50

19

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

ﾎｰﾙ

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ

多目的室(1) 多目的室(2) 多目的室(3) 多目的室(4)

ｱﾙﾐ製笠木W=275

ｱﾙﾐ製笠木W=275

ｱﾙﾐ製笠木W=275

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(AI-3)
発泡ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ板t=30
押えｺﾝｸﾘｰﾄt=80

防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(木目調)t=2.5

±0

40,875

A

B

C

D

2,
05

0

2 3 5

8,050

4

掲示板(ﾏｸﾞﾈｯﾄ式)
900×900

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

△柱芯

△柱芯

DN階段

吹抜

ｽﾃﾝﾚｽ製点字鋲

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(AI-3)
発泡ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ板t=30
押えｺﾝｸﾘｰﾄt=80

防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(木目調)t=2.5

±0

鋳鉄製中継ﾄﾞﾚﾝ100φ用

鋳鉄製中継ﾄﾞﾚﾝ100φ用

多目的便所(2)

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼｰﾄ

案内板
900×900

±0

湯沸室 (冷蔵庫)

PS

1

△
柱

芯

ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150

ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150

ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150

梁型:
軽鉄下地W=50

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

梁型:
軽鉄下地W=50
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-Gｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ

手摺:ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ9x50 SOP
　　 H=900

手摺:
　　 ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ9x50 SOP

　　 H=1,100

PS
(5通りのみ梁面より
100以上確保すること。)

ｽﾃﾝﾚｽ製
点字鋲

EVｼｬﾌﾄ

ｽﾃﾝﾚｽ製点字鋲

L型手摺

±0
上部ｶｰﾃﾝ

(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共) 可動手摺

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ、
ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

段鼻:
ｽﾃﾝﾚｽ製
ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ
(ﾀｲﾔ付)

天板:
SUS t=20,L=500

天板:
SUS t=20,L=885

ｱﾙﾐ製笠木W=275鋳鉄製中継ﾄﾞﾚﾝ100φ用 排水溝部分:
ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(X-2)

ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150 鋳鉄製中継ﾄﾞﾚﾝ100φ用
排水溝部分:

ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(X-2)

樹脂被膜2段手摺40φ

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
抗菌・防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

t=2.0張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

t=2.0張り

伸縮目地W=25 @3,000

伸縮目地W=25 @3,000

ﾐﾆｷｯﾁﾝ
L=1,200

斜降式救助袋

斜降式救助袋

ﾓﾙﾀﾙ下地
複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

±0

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上
複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ
t=3.0(FT)張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上

複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

廊下

±0

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上

複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上

複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上

複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上

複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

±0 ±0 ±0 ±0

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)
消火器(ABC10型)共

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)
消火器(ABC10型)共
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-

Ｎ

登録　２２（１）第０５８７号
1/50

展開

A

D

C

B

【管理棟】2階平面詳細図(2)

ｷｰﾌﾟﾗﾝ

1

D

A

7

※ 特記なき床ﾚﾍﾞﾙはFL±0とする｡

±〇〇※    　　はFLからの高さを示す｡

2階平面詳細図　1/50

A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

凡例

(点線) 別途工事、備品を示す。

20

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

観覧ﾛﾋﾞｰ

±0

多目的室(4)

ｱﾙﾐ製笠木W=275

埋込型消火器ﾎﾞｯｸｽ

76

4,500

5

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

A

B

C

D

鋳鉄製中継ﾄﾞﾚﾝ100φ用

鋳鉄製中継ﾄﾞﾚﾝ100φ用

ｶﾞﾗｽ手摺H=1,150

ｽﾃﾝﾚｽ製手摺
H=1,150

斜降式救助袋

PS
(5通りのみ梁面より
100以上確保すること。)

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(AI-3)
発泡ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ板t=30
押えｺﾝｸﾘｰﾄt=80
防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ
(木目調)t=2.5

±0

柱芯▽

柱芯△

伸縮目地W=25
@3,000

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上

複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0(FT)張り

±0
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11,347.52,000 402.5

1
,3

50
75

0
25

0

1,350
100

950

9502,000 402.5

8,050

1
2,

50
0

8,
40

0
2,

05
0

7
25

7
25

2,
05

0

2
75

2
75

2251,825

2,050

1,210 40
2,300

40 1,210 70 605 70 1,210 40
2,300

40 1,210 70

1,89011,282.5

867.5

1,210 40
2,300

40 1,210 70 605 70 1,210 40
2,300

40 1,210 70 867.5 1,890

2
,1

15

1
,6

65
70

1,
21

0
4
0

2,
30

0
4
0

1,
21

0
70

2
,1

15
8,
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0

1
,6

65
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

▽1FL

事務室

1

5

A

1階

Ver.2004

1/50

1

6

B

1

C

5

ﾃ

D

1

5

1

5

▽1FL

授乳室
A

7

B

B

99

1 ｱ

5

C

9

1

7 9

1ｱ

ｲ

B

D

79

▽1FL

男子更衣室

1

A

3

ﾆ

B

CD

12

C

3

D

C D

▽1FL

女子更衣室

1

A

12

B

1

B A

12

C

1

ﾆ

D

1

A B

12

▽1FL

多目的更衣室

1

A

ｴ

12

1

B

ｴ

C

1

12

1

D

ｴ

12

▽1FL

A

1

男子更衣室 通路

14

B

D C

1

14

C

1

1214

D

DC

1

14

▽1FL

A

4

1

女子更衣室 通路

14

B

B A

1

14

C

4

1

14

D

BA

1

14

ﾃ

5

4

3

2

1

記 号

ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質50角ﾀｲﾙ張りH=100

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木H=60

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)の上
ｹｲ酸系塗布防水

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP 10

9

8

7

6 遮音壁 EP

軽量鉄骨壁下地現し

遮音壁+化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0

耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5の上
化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0

遮音壁+耐水合板t=12、
気密・防湿ｼｰﾄの上ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(壁用)張り

12

13

11 石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

14

遮音壁 EP-G

耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

ｳ

ｲ

ｱ

ｴ

ｵ

ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ

L型手摺

ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900

ｺｲﾝｼｬﾜｰ

ｹ

ｸ

ｷ

ｶ

ｺ

ｽﾃﾝﾚｽ製折り畳み棚 200x150

隔て板H=1,900

天板付ﾀｵﾙ掛け 300x150

天板:SUS t=20

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽH=2,600 ｾ

ｻ

ｼ

ｽ

ｿ

化粧鏡

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼｰﾄ

小便器用手摺

汚垂石W=600,L=4,250,t=6.0

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ、ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

ﾀ

ﾁ

可動手摺

ﾂ

ﾃ

ﾄ

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ(ｶｰﾃﾝﾛｯﾄﾞ共)

木製ﾊｲｶｳﾝﾀｰ、木製ﾛｰｶｳﾝﾀｰ

ﾆ

ﾇ
木製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ 桧集成材150x150

ﾈ 掃除道具掛ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸL=900

ﾉ 案内ｻｲﾝ

ﾅ ｶｰﾃﾝ(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共) ﾊ

案内板900×900ﾋ

ﾌ 掲示板(ﾏｸﾞﾈｯﾄ式)900×900

ﾍ 室名札(平付型)

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 32kg/m3 t=50充填(外壁面)の範囲を示す。

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 24kg/m3 t=50充填(遮音壁)の範囲を示す。

21

耐水合板t=12の上
気密・防湿ｼｰﾄ、ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(壁用)張り

6

(総合盤:電気工事) (総合盤:電気工事)

14 14

1

14

11

14 14

14

ﾇ

ﾇ

木製ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ 桧集成材150x150

ﾐﾆｷｯﾁﾝL=1,200

【管理棟】展開図(1)

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ(ｱｸﾘﾙ樹脂製)

ﾄ

ﾄ

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)
消火器(ABC10型)共

1,000 2,570 1,000 2,570

1,000 2,095 1,000 2,095

3,350

2
,6

00

3,430 3,350 3,430

2,
60

0

3,150 2,450 3,150 2,450

5,780

2
,6

00

2,570 5,780 2,570

2,
60

0

3,000 4,500 3,000 4,500

2,900

2,
60

0

2,500 2,900 2,500

2
,6

00

2,
60

0

3,350

2
,6

00

3,430 3,350 3,430

2,
60

0

3,150 2,450 3,150 2,450

5,780

2
,6

00

2,570 5,780 2,570

2,
60

0

3,000 4,500 3,000 4,500

2,900

2,
60

0

2,500 2,900 2,500

2
,6

00

2,
60

0

木材自然塗料塗り

木材自然塗料塗り
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

Ver.2004

1/50

倉庫(1)
A

5

▽1FL

54

B

5 5

D C

C

6 5

5 4

D

55

DC

倉庫(2)
A

6

▽1FL

5

B

5

B A

C

5

5

D

6

BA

▽1FL

男子ｼｬﾜｰ室
A

2

8

ｳｶ

ﾂ

ｵ ｵ

B

2 ｷ

13

ｳ

CD

C

8

2

D

8

2

DC

ｶ

▽1FL

A
女子ｼｬﾜｰ室

2

8

ｳｶ

ﾂ

ｵ ｵ

B

2

8

ｳ

B A

C

2

13

D

2 ｷ

13

A B

ｶ

▽1FL

A
多目的ｼｬﾜｰ室

2

8

ｴ

ｳ

5

B

ｳ

13

2

C

2

8

ｴ

5

D

2

ｴ

ﾅ

▽1FL

A
男子便所

1ｲｹｹｹ

9

3

ｴ

B

7

ｸ

1
(小児用手洗器
H=600程度に設置)

ｻ

C

ｺ1 ｽ

7

ｼ ｸ

ｸ

3

D

1ｹ

7

ｽ

ｴ
ｸ

5

4

3

2

1

記 号

ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質50角ﾀｲﾙ張りH=100

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木H=60

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)の上
ｹｲ酸系塗布防水

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP 10

9

8

7

6 遮音壁 EP

軽量鉄骨壁下地現し

遮音壁+化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0

耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5の上
化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0

遮音壁+耐水合板t=12、
気密・防湿ｼｰﾄの上ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(壁用)張り

12

13

11 石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

14

遮音壁 EP-G

耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

ｳ

ｲ

ｱ

ｴ

ｵ

ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ

L型手摺

ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900

ｺｲﾝｼｬﾜｰ

ｹ

ｸ

ｷ

ｶ

ｺ

ｽﾃﾝﾚｽ製折り畳み棚 200x150

隔て板H=1,900

天板付ﾀｵﾙ掛け 300x150

天板:SUS t=20

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽH=2,600 ｾ

ｻ

ｼ

ｽ

ｿ

化粧鏡

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼｰﾄ

小便器用手摺

汚垂石W=600,L=4,250,t=6.0

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ、ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

ﾀ

ﾁ

可動手摺

ﾂ

ﾃ

ﾄ

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ(ｶｰﾃﾝﾛｯﾄﾞ共)

木製ﾊｲｶｳﾝﾀｰ、木製ﾛｰｶｳﾝﾀｰ

ﾆ

ﾇ
木製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ 桧集成材150x150

ﾈ 掃除道具掛ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸL=900

ﾉ 案内ｻｲﾝ

ﾅ ｶｰﾃﾝ(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共) ﾊ

案内板900×900ﾋ

ﾌ 掲示板(ﾏｸﾞﾈｯﾄ式)900×900

ﾍ 室名札(平付型)

22

耐水合板t=12の上
気密・防湿ｼｰﾄ、ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(壁用)張り

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 32kg/m3 t=50充填(外壁面)の範囲を示す。

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 24kg/m3 t=50充填(遮音壁)の範囲を示す。

13

ｴ

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ
(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共)

木製ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ 桧集成材150x150

ﾐﾆｷｯﾁﾝL=1,200

【管理棟】展開図(2)

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ(ｱｸﾘﾙ樹脂製)

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)
消火器(ABC10型)共

2,
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1
0
0
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5
00
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木材自然塗料塗り
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月 1/50

▽1FL

A
女子便所

1ｹｹ ｹ ｹ

9 7

ｸ

3

ｸ

ｴ

B

1

ｻ

7 9 7

ｸ ｸ

AB

ｻ

(小児用手洗器
H=600程度に設置)

C

ｹ ｹ ｹ1 ｹ

9

3

ｴ

D

1ｹ ｹ

ｴ

ｸ

ｴ

A B

7

9

A

▽1FL

多目的便所(1)

4

7

1

ｾ

B

ｴ

ｸ

ﾀ

ﾅ 7

1

C

4

ｿ

ﾅ

ｴ

ﾀ

ｸ

1

7

D

7

ｾ

1

A
SK

5

▽1FL

ｸ

1

4

B

6

ｸ

1

C

1

ｸ

ﾈ

4

5

D

1

5

3

2 3 4 5

ﾊ

11 12

A-2 A-3 B-1
ﾎｰﾙ・廊下

▽1FL

2

33

11 12

11

3

ﾃ

1112 12 12

B-3

3

11

2

C-1 C-2

3 3

11 11 11

ﾎｰﾙ・廊下

▽1FL

B-2

3

11

CD AB D C AB

11

5

4

3

2

1

記 号

ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質50角ﾀｲﾙ張りH=100

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木H=60

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)の上
ｹｲ酸系塗布防水

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP 10

9

8

7

6 遮音壁 EP

軽量鉄骨壁下地現し

遮音壁+化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0

耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5の上
化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0

遮音壁+耐水合板t=12、
気密・防湿ｼｰﾄの上ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(壁用)張り

12

13

11 石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

14

遮音壁 EP-G

耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

ｳ

ｲ

ｱ

ｴ

ｵ

ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ

L型手摺

ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900

ｺｲﾝｼｬﾜｰ

ｹ

ｸ

ｷ

ｶ

ｺ

ｽﾃﾝﾚｽ製折り畳み棚 200x150

隔て板H=1,900

天板付ﾀｵﾙ掛け 300x150

天板:SUS t=20

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽH=2,600 ｾ

ｻ

ｼ

ｽ

ｿ

化粧鏡

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼｰﾄ

小便器用手摺

汚垂石W=600,L=4,250,t=6.0

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ、ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

ﾀ

ﾁ

可動手摺

ﾂ

ﾃ

ﾄ

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ(ｶｰﾃﾝﾛｯﾄﾞ共)

木製ﾊｲｶｳﾝﾀｰ、木製ﾛｰｶｳﾝﾀｰ

ﾆ

ﾇ
木製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ 桧集成材150x150

ﾈ 掃除道具掛ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸL=900

ﾉ 案内ｻｲﾝ

ﾅ ｶｰﾃﾝ(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共) ﾊ

案内板900×900ﾋ

ﾌ 掲示板(ﾏｸﾞﾈｯﾄ式)900×900

ﾍ 室名札(平付型)

23

ﾋ ﾌ

耐水合板t=12の上
気密・防湿ｼｰﾄ、ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(壁用)張り

11 (分電盤:電気工事)

A-1

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 32kg/m3 t=50充填(外壁面)の範囲を示す。

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 24kg/m3 t=50充填(遮音壁)の範囲を示す。

(分電盤:電気工事)

12 ※2

※〇 更衣室、便所出入口上部はその他の範囲と塗りわけること。

<参考色票番号>　※2:Y07-80H

ﾉ

木製ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ 桧集成材150x150

ﾐﾆｷｯﾁﾝL=1,200

【管理棟】展開図(3)

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ(ｱｸﾘﾙ樹脂製)

ﾄ

ﾄ

ﾍ

ﾍ

11

ﾍ

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)
消火器(ABC10型)共
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1,
1
00
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1
00
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00
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1
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0
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20,0001,100 2,000
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0
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60

0
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0

1,
1
00

6,600

1,
1
00

4,500 6,600 4,500

2
,6

00

3,700 1,915 3,700 1,915

2
,6

00

1,100

1
,1

0
0

1,350 1,100 1,350

20,0001,100 2,000
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0

2,920
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60

0
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木材自然塗料塗り

木材自然塗料塗り
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株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月 1/50

4 3 2

12

5 A B C D

D-1

3

11 11 11

▽1FL

C-3

3

12

ﾎｰﾙ・廊下

▽1FL

D C AB

D-2

3

12

5

4

3

2

1

記 号

ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質50角ﾀｲﾙ張りH=100

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木H=60

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)の上
ｹｲ酸系塗布防水

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP 10

9

8

7

6 遮音壁 EP

軽量鉄骨壁下地現し

遮音壁+化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0

耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5の上
化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0

遮音壁+耐水合板t=12、
気密・防湿ｼｰﾄの上ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(壁用)張り

12

13

11 石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

14

遮音壁 EP-G

耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

ｳ

ｲ

ｱ

ｴ

ｵ

ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ

L型手摺

ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900

ｺｲﾝｼｬﾜｰ

ｹ

ｸ

ｷ

ｶ

ｺ

ｽﾃﾝﾚｽ製折り畳み棚 200x150

隔て板H=1,900

天板付ﾀｵﾙ掛け 300x150

天板:SUS t=20

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽH=2,600 ｾ

ｻ

ｼ

ｽ

ｿ

化粧鏡

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼｰﾄ

小便器用手摺

汚垂石W=600,L=4,250,t=6.0

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ、ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

ﾀ

ﾁ

可動手摺

ﾂ

ﾃ

ﾄ

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ(ｶｰﾃﾝﾛｯﾄﾞ共)

木製ﾊｲｶｳﾝﾀｰ、木製ﾛｰｶｳﾝﾀｰ

ﾆ

ﾇ
木製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ 桧集成材150x150

ﾈ 掃除道具掛ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸL=900

ﾉ 案内ｻｲﾝ

ﾅ ｶｰﾃﾝ(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共) ﾊ

案内板900×900ﾋ

ﾌ 掲示板(ﾏｸﾞﾈｯﾄ式)900×900

ﾍ 室名札(平付型)

ﾎｰﾙ・廊下

24

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 32kg/m3 t=50充填(外壁面)の範囲を示す。

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 24kg/m3 t=50充填(遮音壁)の範囲を示す。

耐水合板t=12の上
気密・防湿ｼｰﾄ、ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(壁用)張り

2階

▽2FL

A

66 ﾁ

3

多目的室(1)・(2)

1

B

1

B

6

C

ﾁ

3

55
ﾇ ﾇ

ｵﾍﾟﾚｰﾀ
FL+1,200

ｵﾍﾟﾚｰﾀ
FL+1,200

1

D

1

B

6

1 7

D

A

A-2

A-3 A-3

B-2B-3

B-2

C-3C-3

D-1

C-2
B-3

D-2

D-2

A-1

B-1

C-1

D-1

1階ﾎｰﾙ・廊下 展開図ｷｰﾌﾟﾗﾝ

1212 ※1※2 ※1

※〇 更衣室、便所出入口上部はその他の範囲と塗りわけること。

<参考色票番号>　※1:Y69-80H
　　　　　　　　※2:Y07-80H

ﾉ

木製ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ 桧集成材150x150

ﾐﾆｷｯﾁﾝL=1,200

【管理棟】展開図(4)

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ(ｱｸﾘﾙ樹脂製)

ﾄ

ﾄ

ﾄ ﾄ

ﾄ

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)
消火器(ABC10型)共

12,500

2,
60

0

20,000

2
,6

00

12,500

2
,8

00

9,000
6,050

9,000
6,050

12,500

2,
60

0

20,000

2
,6

00

12,500

2
,8

00

9,000
6,050

9,000
6,050

木材自然塗料塗り

木材自然塗料塗り
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株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月 1/50

5

4

3

2

1

記 号

ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質50角ﾀｲﾙ張りH=100

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木H=60

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)の上
ｹｲ酸系塗布防水

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP 10

9

8

7

6 遮音壁 EP

軽量鉄骨壁下地現し

遮音壁+化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0

耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5の上
化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0

遮音壁+耐水合板t=12、
気密・防湿ｼｰﾄの上ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(壁用)張り

12

13

11 石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

14

遮音壁 EP-G

耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

ｳ

ｲ

ｱ

ｴ

ｵ

ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ

L型手摺

ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900

ｺｲﾝｼｬﾜｰ

ｹ

ｸ

ｷ

ｶ

ｺ

ｽﾃﾝﾚｽ製折り畳み棚 200x150

隔て板H=1,900

天板付ﾀｵﾙ掛け 300x150

天板:SUS t=20

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽH=2,600 ｾ

ｻ

ｼ

ｽ

ｿ

化粧鏡

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼｰﾄ

小便器用手摺

汚垂石W=600,L=4,250,t=6.0

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ、ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

ﾀ

ﾁ

可動手摺

ﾂ

ﾃ

ﾄ

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ(ｶｰﾃﾝﾛｯﾄﾞ共)

木製ﾊｲｶｳﾝﾀｰ、木製ﾛｰｶｳﾝﾀｰ

ﾆ

ﾇ
木製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ 桧集成材150x150

ﾈ 掃除道具掛ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸL=900

ﾉ 案内ｻｲﾝ

ﾅ ｶｰﾃﾝ(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共) ﾊ

案内板900×900ﾋ

ﾌ 掲示板(ﾏｸﾞﾈｯﾄ式)900×900

ﾍ 室名札(平付型)

25

耐水合板t=12の上
気密・防湿ｼｰﾄ、ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(壁用)張り

A

▽2FL

観覧ﾛﾋﾞｰ

6

ﾇﾇ 5

1

FIXFIX FIX FIX FIX

FIXFIX FIX FIX

ｵﾍﾟﾚｰﾀ
FL+1,200

FIX

B

C B

ﾇ

FIX

FIX FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX FIX

C

6

ﾇﾇ 5

1

ｵﾍﾟﾚｰﾀ
FL+1,200

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX FIX

FIX FIX FIX

FIX

▽2FL

観覧ﾛﾋﾞｰ
D

1

B C

6

1

▽2FL

A

7

多目的便所(2)

2

ｾ

B

ｾ

ｿ1

7

ｴ

ｸ

ﾀ

ﾅ

ｸ

1

C

7

2

ｴ

ﾀ

ｸ

D

7

1

ﾅ9

B

B

ｱ

7

1

9 9

C

2

ｱ 1

99

1

D

B

9

▽2FL

A
湯沸室

2

7

1

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 32kg/m3 t=50充填(外壁面)の範囲を示す。

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 24kg/m3 t=50充填(遮音壁)の範囲を示す。

▽2FL

A

66

1

ﾁ

4 5

多目的室(3)・(4)
B

1

B

6

C

1

ﾁ

45

5
ﾇ

5
ﾇ

ｵﾍﾟﾚｰﾀ
FL+1,200

ｵﾍﾟﾚｰﾀ
FL+1,200

D

6

1

B

木製ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ 桧集成材150x150

ﾐﾆｷｯﾁﾝL=1,200

【管理棟】展開図(5)

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ(ｱｸﾘﾙ樹脂製)

(分電盤:
電気工事)

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)
消火器(ABC10型)共
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株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月 1/50

5

4

3

2

1

記 号

ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質50角ﾀｲﾙ張りH=100

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木H=60

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)の上
ｹｲ酸系塗布防水

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP 10

9

8

7

6 遮音壁 EP

軽量鉄骨壁下地現し

遮音壁+化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0

耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5の上
化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0

遮音壁+耐水合板t=12、
気密・防湿ｼｰﾄの上ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(壁用)張り

12

13

11 石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

14

遮音壁 EP-G

耐水石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 EP-G

ｳ

ｲ

ｱ

ｴ

ｵ

ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ

L型手摺

ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900

ｺｲﾝｼｬﾜｰ

ｹ

ｸ

ｷ

ｶ

ｺ

ｽﾃﾝﾚｽ製折り畳み棚 200x150

隔て板H=1,900

天板付ﾀｵﾙ掛け 300x150

天板:SUS t=20

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽH=2,600 ｾ

ｻ

ｼ

ｽ

ｿ

化粧鏡

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼｰﾄ

小便器用手摺

汚垂石W=600,L=4,250,t=6.0

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ、ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

ﾀ

ﾁ

可動手摺

ﾂ

ﾃ

ﾄ

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ(ｶｰﾃﾝﾛｯﾄﾞ共)

木製ﾊｲｶｳﾝﾀｰ、木製ﾛｰｶｳﾝﾀｰ

ﾆ

ﾇ
木製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ 桧集成材150x150

ﾈ 掃除道具掛ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸL=900

ﾉ 案内ｻｲﾝ

ﾅ ｶｰﾃﾝ(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共) ﾊ

案内板900×900ﾋ

ﾌ 掲示板(ﾏｸﾞﾈｯﾄ式)900×900

ﾍ 室名札(平付型)

耐水合板t=12の上
気密・防湿ｼｰﾄ、ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(壁用)張り

▽2FL

ﾎｰﾙ・廊下

5 4 3

12

1

C-1

2

11

1

C-2

▽2FL

ﾎｰﾙ・廊下

B C

11

1

D

▽2FL

ﾎｰﾙ・廊下

2 3 4

11 11 11 11 11 11

5

A

11

1

C C B

B-1 B-2

11

1

12 1211 11

ﾋ ﾌ

1

7

D

A

1

B-1C-1

C-2

D

A

B-2

2階ﾎｰﾙ・廊下 展開図ｷｰﾌﾟﾗﾝ

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 32kg/m3 t=50充填(外壁面)の範囲を示す。

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 24kg/m3 t=50充填(遮音壁)の範囲を示す。

木製ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ 桧集成材150x150

ﾐﾆｷｯﾁﾝL=1,200

26
【管理棟】展開図(6)

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ(ｱｸﾘﾙ樹脂製)

ﾄﾄ

ﾍ

ﾍ ﾍ ﾍ ﾍ

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)
消火器(ABC10型)共

2
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2
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0
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縮尺

図面No

A-

Ｎ

1/100

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称

登録　２２（１）第０５８７号

倉庫(2)

A

A

A A

A

A

A

PS

A

2,
05

0

12
,5

00

B

C

A

D

2,200

1 6 72 3 54

A A

2,
05

0

1
2,

50
0

8
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▽
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芯

▽
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【管理棟】天井伏図

1階天井伏図　1/100

2階天井伏図　1/100

A

A

A

A

吹抜

A

A

A

A

A

A

B

A

廊下

C

ﾎｰﾙ

石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5捨て張りの上、岩綿吸音板t=12C

C

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

E

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

E

E

E

ｱ

ｱ

ｱ ｱｱ

ｱ ｱ

ｱ ｱ

PS

PS

A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

PS

ﾀﾗｯﾌﾟ

A
A

凡例

化粧石こうﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

a

a

b

c c

cc

cccc

d

e e e e

f f

f f

ff

f

f

g g

g

g

gg

h

h

h

h

h

h

h

h

h

h
h

h
ﾎﾟｰﾁ E

ﾎﾟｰﾁ E

ﾎｰﾙ

C

廊下

C

倉庫(1)

A

多目的
ｼｬﾜｰ室

B多目的更衣室

SK

A

通路
男子

更衣室
男子ｼｬﾜｰ室

B

男子便所

A

事務室 A

授乳室

A

多目的便所(1)

A

女子ｼｬﾜｰ室

B

通路

A

女子更衣室
A

女子便所

D

EVｼｬﾌﾄ

C

階段

観覧ﾛﾋﾞｰ

C

多目的室(4)

C

多目的室(3)

C

多目的室(2)

C

多目的室(1)

C湯沸室

A

ｽﾗ
ｲﾃ

ﾞｨ
ﾝｸ

ﾞｳ
ｫｰ

ﾙ

ｽﾗ
ｲﾃ

ﾞｨ
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ﾞｳ
ｫｰ

ﾙ

A

多目的便所(2)

A

ｱ
A

AA

h

a
A

F
F

F

F

階段上裏

天吊りｶｰﾃﾝ
(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共)

27

ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ(天井用)t=10

天吊りｶｰﾃﾝ
(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共)

△上部壁芯ﾗｲﾝ

▽上部壁芯ﾗｲﾝ

上部壁芯ﾗｲﾝ

2階床ｽﾗﾌﾞ下:硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑt=25吹付の範囲を示す。

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

天吊りｶｰﾃﾝ
(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共)

ｱ

ｱ ｱ ｱ ｱ

荷捌きｽﾍﾟｰｽ

F

D ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)

高圧岩綿複層板t=12(木目調)E

ｱ

A 遮音壁:SOI-0110(ｽﾗﾌﾞ下まで)

天井開口一覧

凡例

a

c

b

d

f

g

h

e
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100φ
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3
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6
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1

寸法

48

128

木製ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ/ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ桧集成材150×150
木材保護塗料塗り

25

F 石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5 NAD
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G

PS

f f

f f

5,100 6,5001,1005,780

1,100 2,900 2,500

1,0002,700

2,
05

0

2,
50

0
2,

00
0

3
,5

00
4
,5

00

8
,4

00
2,

05
0

12
,5

00

6,6003,350

2,920

2,450

1,
15

0
1
,3

50

4,825275

275

1,
91

5

27
5

53
5

15,775

2,
05

0
8
,4

00

27
5

52
0

3
,4

30

27
5

2,450 6,600 1,100 3,000

1,000

3,1503,700

2,700

7,775

8,000

40,875

275

7,290 6,600 8,0504,970 5,965

2,
05

0

72
5

72
5

27
5

27
5

2,
05

0

2,
35

0
3,

00
0

3,
05

0

8
,4

00

72
5

72
5

27
5

27
5

7
,8

50

4,500 4,500 4,500 4,500
8,000

11,450

40,875 950

7,290 6,600 8,0504,970 5,965
2,520

275
225

2,050
1,825

5,
45

0
2,

95
0

1,
50

0

5
,4

50
2,

95
0

3,200
2,925

3,880

3,200

2,925 1,825275 13,950

27
5

300

3
00

3
00

天井点検口450×450(25か所)



Ver.2004

縮尺

図面No

A-

Ｎ

1/100

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称

登録　２２（１）第０５８７号
【管理棟】建具配置図

・排煙窓は、開放角度を45°以上とすること。

・外部ｺｰｷﾝｸﾞは、変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)10×10とすること。

A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

※ 特記なき床ﾚﾍﾞﾙはFL±0とする｡

±〇〇※    　　はFLからの高さを示す｡

2階建具配置図　1/100
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AD AD AD

AD AD AD AD
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AD

LSD
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LSD
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SD

※    　　はFLからの高さを示す｡±〇〇

※ 特記なき床ﾚﾍﾞﾙはFL±0とする｡1階建具配置図　1/100
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号

記号 種別

位置 箇所

塗装 枠巾

金物

硝子

備考

記号 種別

位置 箇所

塗装 枠巾

金物

硝子

備考

記号 種別

位置 箇所

塗装 枠巾

金物

硝子

備考

2階 観覧ﾛﾋﾞｰ

AD
ｱﾙﾐ製引き分け扉(ﾗﾝﾏFIX窓・ﾗﾝﾏ排煙窓・袖FIX窓付)

1

70

1

AD

2
ｱﾙﾐ製引き違い扉

2階 ﾎｰﾙ

BB-1種 70

【管理棟】建具表(1)

BB-1種

木製額縁25×173 木材保護塗料塗り

木製額縁25×173 木材保護塗料塗り

6

AD

BB-1種 70

ｱﾙﾐ製引き違い扉(ﾗﾝﾏ排煙窓付)

42階 多目的室(1)～(4)

BB-1種 146

1階 廊下、ﾎｰﾙ 3

AD
ｱﾙﾐ製2枚引き自動扉(ﾗﾝﾏFIX窓・袖FIX窓付)

2

BB-1種 70

AW

1
ｱﾙﾐ製FIX窓

1階 ﾎｰﾙ

ｱﾙﾐ製水切W=110、付属金物一式

木製額縁25×173 木材保護塗料塗り 木製額縁25×100 木材保護塗料塗り 木製額縁25×173 木材保護塗料塗り

3 4

2

BB-1種 70

AW

2
ｱﾙﾐ製引き違い窓

1階 男子更衣室、女子更衣室

戸車、ｸﾚｾﾝﾄ、引手、ｱﾙﾐ製水切W=110、付属金物一式

ｽﾃﾝﾚｽ製網戸、木製額縁25×173 木材保護塗料塗り

BB-1種 70

AW

3
ｱﾙﾐ製片開き窓

1階 廊下

AW

4
ｱﾙﾐ製引き違い窓

1階 事務室 1

BB-1種 70

LSD
軽量鋼製片引き扉

2

2階 湯沸室 1

透明ｶﾞﾗｽt=3

181

ｽﾃﾝﾚｽ製網戸(ﾌﾟﾘｰﾂﾀｲﾌﾟ)、木製額縁25×173 木材保護塗料塗り

LSD
軽量鋼製片引き扉

3

2階 多目的室(1)～(4)、観覧ﾛﾋﾞｰ 5

155

A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

ｸﾚｾﾝﾄ、ｽﾃﾝﾚｽ製引棒L=600(両面)、指詰め防止ｺﾞﾑ、ｽﾃﾝﾚｽﾚｰﾙ、戸車、付属金物一式

複層ｶﾞﾗｽ(型板ｶﾞﾗｽt=4+空気層t=6+透明ｶﾞﾗｽt=5)

透明ｶﾞﾗｽt=5

ｸﾚｾﾝﾄ、ｽﾃﾝﾚｽ製引棒L=600(両面)、指詰め防止ｺﾞﾑ、ｽﾃﾝﾚｽﾚｰﾙ、戸車、

排煙装置一式、付属金物一式

ｱﾙﾐ製水切W=110、丁番、ｶﾑﾗｯﾁﾊﾝﾄﾞﾙ、付属金物一式 本締り錠、ｽﾃﾝﾚｽ製引棒L=600(両面)、指詰め防止ｺﾞﾑ、付属金物一式本締り錠、ｽﾃﾝﾚｽ製引棒L=600(両面)、指詰め防止ｺﾞﾑ、付属金物一式

LSD

1
軽量鋼製片引き扉

210

本締り錠(室内側:ｻﾑﾀｰﾝ付)、ｽﾃﾝﾚｽ製引棒L=600(両面)、指詰め防止ｺﾞﾑ、

付属金物一式

型板ｶﾞﾗｽt=4

1階 男子更衣室、女子更衣室 2

1/50

▽FL

衝突防止ﾏｰｸ 両面

▽FL

▽FL

▽天井面

▽FL
ﾛｰｶｳﾝﾀｰ

ﾊｲｶｳﾝﾀｰ

▽FL

衝突防止ﾏｰｸ 両面

▽FL

▽FL

FIX

▽FL

▽FL

▽FL

戸車、ｸﾚｾﾝﾄ、引手、ｽﾃﾝﾚｽﾌﾗｯﾄﾚ-ﾙ、付属金物一式

2

(右勝手:1、左勝手:1)

ｵﾍﾟﾚｰﾀ
FL+1,200

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｽﾃﾝﾚｽ製引棒L=600(両面)、指詰め防止ｺﾞﾑ、ｽﾃﾝﾚｽﾚｰﾙ、戸車、排煙装置一式、付属金物一式

▽天井面

衝突防止ﾏｰｸ 両面

姿図
(室内側)

姿図
(室内側)

姿図
(室内側)

▽FL

90°90°

FIX

FIX FIX

FIX

FIX

ｵﾍﾟﾚｰﾀ
FL+1,200

FIX FIX

FIX

FIX

FIX FIX FIXFIX

FIXFIX FIX FIX FIX

FIX FIX FIX FIX

FIX FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX FIXFIX

FIX

ｵﾍﾟﾚｰﾀ
FL+1,200

強化ｶﾞﾗｽt=5 A :透明ｶﾞﾗｽt=5、B :強化ｶﾞﾗｽt=5A :複層ｶﾞﾗｽ(透明ｶﾞﾗｽt=5+空気層t=6+透明ｶﾞﾗｽt=5)、B :複層ｶﾞﾗｽ(強化ｶﾞﾗｽt=5+空気層t=6+透明ｶﾞﾗｽt=5)

A

B

A :複層ｶﾞﾗｽ(透明ｶﾞﾗｽt=5+空気層t=6+透明ｶﾞﾗｽt=5)、B :複層ｶﾞﾗｽ(強化ｶﾞﾗｽt=5+空気層t=6+透明ｶﾞﾗｽt=5)、C :複層ｶﾞﾗｽ(強化ｶﾞﾗｽt=6+空気層t=6+透明ｶﾞﾗｽt=6)、D :透明ｶﾞﾗｽt=6

B

A

D DB B B B BC CB B B B B B B B B B B B B B
BB

B

A AA A A A A A A A A AA A A A A A

※は有効排煙高さを示す。

ｵﾍﾟﾚｰﾀは金物露出式、
配線・ﾊﾝﾄﾞﾙは隠蔽式とする。

※は有効排煙高さを示す。

ｵﾍﾟﾚｰﾀ・配線・ﾊﾝﾄﾞﾙは隠蔽式とする。

A

衝突防止ﾏｰｸ 両面

:ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾄﾞの範囲を示す。
 (詳細は建具詳細図による。)

FIX

FIX

BB

A

B

29

木製額縁25×25(両面) 木材保護塗料塗り

型板ｶﾞﾗｽt=4型板ｶﾞﾗｽt=6

焼付塗装鋼板 焼付塗装鋼板 焼付塗装鋼板

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

透明強化ｶﾞﾗｽt=5

2
,1

0
0

1
,4

60
1,

10
0

2,
56

0

800

2
,1

0
02,
76

0

40

8
00

2,
80

0

6
00

1,
20

0

60
0

1,200 1,200

2,470

70

1,
30

0
7
00

2,
00

0

2
,1

0
0

2
,5

60

1
,4

00

2
,1

00

100

有効900 引き残し150

1,050

1,
10

0
1
,4

60

2
,5

60

1,800

1
,4

00

2
,1

00

100

有効900 引き残し150

1,050

2
,5

60

1,800

2
,1

00

有効1,200 引き残し150

1,350

540 60

1,725

1,125

25
0

2
10

有効915
引き残し

2
,8

00

40

80
0

11,282.5

867.5 1,210 605 1,210
70 40 40 2,3002,300

1,210 1,21070
70 40 40

1,220 20 2,320 1,22020 1,220 2,320 1,22020 20

2,
10

02,
76

0

10
0

5
60

1,220 1,2202,32020 20 1,220 20 2,320 1,22020 1,220 20 2,320 1,22020

11,282.5

1,210
2,300

1,210 605 1,210
2,300

1,210 867.5
40 40

7070
40 40 70

8,270

1,665 1,210 2,300 1,210 1,665
70 40 40 70

2,000

2,000

960 20

1,970

990

10
0

56
0

※
56

0
2
00

※
5
60

2
00

7
60

1
,8

00

800

80
0

本締り錠(室内側：ｻﾑﾀｰﾝ付き)、指詰め防止ｺﾞﾑ、ｽﾃﾝﾚｽﾚｰﾙ、ｴﾝｼﾞﾝ装置、付属金物一式
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号

記号 種別

位置 箇所

塗装 枠巾

金物

硝子

備考

記号 種別

位置 箇所

塗装 枠巾

金物

硝子

備考

記号 種別

位置 箇所

塗装 枠巾

金物

硝子

備考

【管理棟】建具表(2)

1

100

LSD

1

軽量鋼製片開き扉

1階 SK

5

LSD

6
軽量鋼製片引き自動扉(ﾄｲﾚｼｽﾃﾑ)

1階 多目的更衣室 1

表示錠(室内側:ｻﾑﾀｰﾝ付)、ｽﾃﾝﾚｽ製引棒L=600(両面)、指詰め防止ｺﾞﾑ、

型板ｶﾞﾗｽt=4

LSD

1

120

4
軽量鋼製親子開き扉

1階 事務室

120

透明ｶﾞﾗｽt=3

155

A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

丁番、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠、ﾌﾗﾝｽ落し、ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ｽﾃﾝﾚｽ沓摺40×20、付属金物一式 丁番､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠、ｱｰﾑｽﾄｯﾊﾟｰ、ｽﾃﾝﾚｽ沓摺40×20､付属金物一式

1/50

▽FL ▽FL ▽FL

(右勝手) (右勝手)

操作ｽｲｯﾁ(室内側、廊下側)、付属金物一式

1

ACW
ｱﾙﾐ製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

南面

BB-1種

付属金物一式

木製額縁25×146 木材保護塗料塗り

▽2FL

▽1FL

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

姿図
(室内側)

姿図
(室内側)

姿図
(室内側)

FIX FIX FIX FIX

FIX FIX FIX FIX

A A A A

B B B B

C C C C

A :透明ｶﾞﾗｽt=6、B :複層ｶﾞﾗｽ(透明ｶﾞﾗｽt=6+空気層t=6+透明ｶﾞﾗｽt=6)、

D D D D

:ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾄﾞの範囲を示す。
 (詳細は建具詳細図による。)

SF

2

ｽﾃﾝﾚｽ製見切りW=20

2

1階 男子更衣室 通路、女子更衣室 通路

120HL

ｽﾃﾝﾚｽ製三方枠
SF

2

3

1階 男子便所、女子便所

SF

4

1階 多目的ｼｬﾜｰ室 1

ｽﾃﾝﾚｽ製見切りW=20

161

ｽﾃﾝﾚｽ製見切りW=20

130

▽FL ▽FL ▽FL

SF

1

1階 男子ｼｬﾜｰ室、女子ｼｬﾜｰ室 2

130

ｽﾃﾝﾚｽ製見切りW=20

ｽﾃﾝﾚｽ製三方枠

HL

▽FL

SD
鋼製片開き扉

1階 PS、2階 PS 3

DP-3 108

丁番､ｱｰﾑｽﾄｯﾊﾟｰ、ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ、ｽﾃﾝﾚｽ沓摺40×20､付属金物一式

▽FL

(右勝手)

3

DP-3 246

SD

1
鋼製親子開き扉

丁番、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠、ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ｽﾃﾝﾚｽ沓摺40×20、ﾌﾗﾝｽ落し、付属金物一式

▽FL

DP-3 246

SD
鋼製親子開き扉

丁番、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠、ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ｽﾃﾝﾚｽ沓摺40×20、ﾌﾗﾝｽ落し、付属金物一式

▽FL

1階 倉庫(1) 1

(右勝手:1)

2

1階 倉庫(2) 1

(右勝手:1)

LSD
軽量鋼製片引き自動扉(ﾄｲﾚｼｽﾃﾑ)

表示錠(室内側:ｻﾑﾀｰﾝ付)、ｽﾃﾝﾚｽ製引棒L=600(両面)、指詰め防止ｺﾞﾑ、

7

161

▽FL

操作ｽｲｯﾁ(室内側、廊下側)、付属金物一式

型板ｶﾞﾗｽt=4

1階 多目的便所(1) 1

LSD
軽量鋼製片引き扉

8

11階 授乳室

210

付属金物一式

型板ｶﾞﾗｽt=4

表示錠(室内側:ｻﾑﾀｰﾝ付)、ｽﾃﾝﾚｽ製引棒L=600(両面)、指詰め防止ｺﾞﾑ、

LSD
軽量鋼製片引き扉

1

▽FL

付属金物一式

型板ｶﾞﾗｽt=4

表示錠(室内側:ｻﾑﾀｰﾝ付)、ｽﾃﾝﾚｽ製引棒L=600(両面)、指詰め防止ｺﾞﾑ、

9

2階 多目的便所(2)

161

ｽﾃﾝﾚｽ製三方枠 ｽﾃﾝﾚｽ製三方枠

HL HL

C :複層ｶﾞﾗｽ(透明ｶﾞﾗｽt=5+空気層t=6+透明ｶﾞﾗｽt=5)、D :複層ｶﾞﾗｽ(強化ｶﾞﾗｽt=6+空気層t=6+透明ｶﾞﾗｽt=6)

衝突防止
ﾏｰｸ 両面

30

▽FL

ｱﾙﾐ製ﾄﾞｱｶﾞﾗﾘ600×100(開口率70％)

焼付塗装鋼板焼付塗装鋼板 焼付塗装鋼板 焼付塗装鋼板 焼付塗装鋼板

焼付塗装鋼板

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

1,
40

0

2,
10

0

2,
10

0

800

1,
40

0

2,
10

0

有効1,200

100

引き残し110

1,3101,200
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3
,0
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8
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5
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8
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00

1
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2
,1

00
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2
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00
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2
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00
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2
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2
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0
0
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00
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0
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1,200

300900

1,
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2,
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有効1,200
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引き残し110

1,310

100

有効900 引き残し150

1,050

1,
40

0

2
,1

0
0
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有効1,200 引き残し150

1,350

300900
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1,
40

0

2,
10

0
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号

記号 種別

位置 箇所

塗装 枠巾

金物

硝子

備考

記号 種別

位置 箇所

塗装 枠巾

金物

硝子

備考

記号 種別

位置 箇所

塗装 枠巾

金物

硝子

備考

1 1

A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

1

1/50

△FL△FL

△FL △FL

TB

1

TB TB

TB

2 3

4

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

隔て板

1階 男子便所 1階 男子便所 1階 女子便所

1階 女子便所 1

【管理棟】建具表(3)

高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板t=40

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木 HL仕上、芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ、付属金物一式

高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板t=40

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木 HL仕上、芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ、付属金物一式

高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板t=40

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木 HL仕上、芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ、付属金物一式

高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板t=40

立上り

姿図
(室内側)

姿図
(室内側)

姿図
(室内側)

31

ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ
SB

1

1階 男子ｼｬﾜｰ室、女子ｼｬﾜｰ室

1

2

SS
電動ｽﾃﾝﾚｽ製ﾊﾟｲﾌﾟｼｬｯﾀｰ

1階 廊下 1

高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板t=40

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木 HL仕上、芯材:発泡ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾎﾞｰﾄﾞ、付属金物一式ｽﾃﾝﾚｽ製巾木 HL仕上、芯材:ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ、付属金物一式

▽FL

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

SUS304、ｽﾃﾝﾚｽｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ、ｽﾃﾝﾚｽﾏｸﾞｻ、ｽﾃﾝﾚｽ座金、ｾﾝｻｰ式安全装置、付属金物一式

開閉機SG13（0.13KW）100V

△FL

6
00

1,
94

0

25
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9
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

▽2FL

△
柱

芯

▽2FL

C

C通り側

△
柱

芯

階段梁型詳細図 1/20

ﾐﾆｷｯﾁﾝ詳細図 1/30

掃除道具掛ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ詳細図 1/10

1通り側

埋木ﾋﾞｽ止め

F
L+

1,
80

0程
度

F
L+

1,
80

0程
度

SUS HL

SUS HL

出入口・段差前後部 通路・誘導部

※仕様:SUS304 HL

1/10 1/20

巾木:
各室の仕上げに準ずる

ｽﾁｰﾙt=1.2
ﾎﾟﾘｯｼｭﾎﾜｲﾄ
焼付塗装

軽鉄壁下地W=50の上
各室の仕上げに準ずる

1/10埋込型消火器ﾎﾞｯｸｽ詳細図

画桟 ﾍﾞｲﾂｶﾞ 60×15 SOP

掃除道具掛け金具:@200(ｽﾃﾝﾚｽ)

掃除道具掛け金具:
@200(ｽﾃﾝﾚｽ)

18

5
00

7
66

一次結線用ﾌﾙｺﾈｸﾀｰ
(ｼﾞｮｲﾝﾄBOX内)

100V用
ｺﾝｾﾝﾄ

換気扇･照明灯
ｽｲｯﾁ

1,
90

0

軽鉄壁下地W=65の上
各室の仕上げに準ずる

225

51

梁型3面:
軽鉄下地W=50
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5
EP-G

参考品番:ﾅｶ工業(株)　NHED-FO-P1N

<1階 SK、女子便所　計2ヶ所>

梁型4面:
軽鉄下地W=50
石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5
EP-G

1/30

参考品番:ｵﾘﾛｰ(株) 斜降式側面展張取付金具屋外用

CP-400×100×3.2

CP-400×150×3.2

鉄材ｻﾋﾞ止塗装及び吹付塗装仕上

樹脂被覆ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ
30×50@≒500

9581,
16
7

70°

71
9

G
Lま

で

CP-3.2

1

3

1,246
3

袋本体

2

25
5
0

2
5

5
0

ｽ
ﾃｯ

ﾌﾟ

救 助 袋

救助袋使用法

屋外用分解型格納箱寸法図 

t1.2 SUS304 HL仕上
ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板t1.2 粉体塗装仕上

斜降式救助袋詳細図

ﾙｰﾊﾞｰについて、斜降式救助袋の利用に
支障がある範囲を確認し、切り欠くこと。
(W800×H900程度)

内部:
樹脂ｶﾗｰ(ｲｴﾛｰ)

内部:
樹脂ｶﾗｰ(ｲｴﾛｰ)

照明 照明

▽FL

ｽﾁｰﾙt=1.2
ﾎﾟﾘｯｼｭﾎﾜｲﾄ
焼付塗装

参考品番:ﾀｶﾗｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ(株)　KUW120R

※ﾀﾞｸﾄ、配管、器具接続は設備工事とする。

※授乳室のみ、設備工事にて温水が出る仕様とする。

ｽﾃﾝﾚｽ点字鋲詳細図(屋内)

▽2FL

△ﾊﾞﾙｺﾆｰFL
　(水下)

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ配置図

正面図側面図

1

建具 衝突防止ﾏｰｸ詳細図 1/1

※ﾏｰｸの形状は監督員と相談すること。

<72か所×2(両面)=計144か所>

基礎詳細図

ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ張り
(両面、ｺｳﾓﾘをｲﾒｰｼﾞしたもの)

<1階 授乳室　1か所、2階 湯沸室　1か所>

1,193

32
1/1,10,20,30【管理棟】部分詳細図(1)

箇所名

屋上

W L 数量

500 2,000 4

400 400 8

設備基礎A

設備基礎B

目隠しﾙｰﾊﾞｰ基礎

基礎名称

1-D13

W+200

W

既製ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ
ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ止め@450

ｼｰﾘﾝｸﾞ(PU-2)10x10

▽RFL（水下）
1-D13

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=50打込

1-D13

D13-@200

1-D13 1-D13

D10-@3001-D13

500 18

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 塗膜防水<X-2>

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)
塗膜防水<X-2>

350

2,000×1,100

W L 数量

2,000 1,100 1

箇所名

外部(倉庫(1)西側)

基礎名称

設備基礎C

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

<2階 ﾊﾞﾙｺﾆｰ　右側面降下:1か所、左側面降下:2か所>

4

4
5

6

7

8

9

10

11

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

名称 備考

入口金具①

入口金具②

入口金具③

φ27.2×2.3

φ19(L=600)

φ34.0×3.2

被覆ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟⅠ φ6

被覆ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟⅡ φ8

被覆ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟⅢ φ10又はφ12

取付金具部材-1

取付金具部材-2

取付金具部材-3

金属製拡張ｱﾝｶｰ&貫通ﾎﾞﾙﾄ

格納箱

□-50×50×2.3

FB-50×9

L-65×65×6

M12又はM16

t1.2 SUS304 HL仕上

<1階 廊下、2階 廊下　計3か所>

※消火器(ABC10型)も建築工事にて設置すること。

20

275

20

275
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0

500

292

87

8
50

1
,0

50

1,193

866
102

18 15

420

70
0

8
7

29
2

540

4006
00

1
30

21
.5

1
00

35
0

35
0

2
00

1,
13

0

732

950

100

150

550

45020

315 35100

90
0

26
5

2
65

3
60

36
0

2
00

20
0
27

0
2
70

73
2

3
31

33
1

3
5

3
5

35315

450

100

530 700 150
150

150

1,84080
80

100

1,
20

0

13
0

1
10

1,
18

0

1,
20

0

550 950

300以上

18
4
99

.5
53

2.
5

8
50

220

240 1515

15
6
06

15

1,
13

0
20

40

2
5

1,160

689

300

100100

57
5

1
80

3
0

4
25

300

12
0

5
0

6
0

1
00

100 100



Ver.2004

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

▽FL

24

ﾏｸﾞﾈｯﾄ掲示用 ｶﾗｰ鋼板t=2.0 焼付塗装横端部曲げ加工

断面詳細図 1/3

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5+12.5 EP-G

1/3、1/100 室名札(平付型)、ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ詳細図 1/5掲示板(ﾏｸﾞﾈｯﾄ式)詳細図

PS立上り詳細図 1/20 床下点検口詳細図 1/20

<計8か所>

ﾏｸﾞﾈｯﾄ掲示用 ｶﾗｰ鋼板t=2.0 焼付塗装

既製ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ
ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ止め@450
ｼｰﾘﾝｸﾞ(PU-2)10x10

D10-@200
2-D13

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種) 撥水材塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)
塗膜防水<X-2>

D10-@200

D10-@200

塗膜防水X-2

2-D13

1-D13

D10-@200

D10-@150ﾁﾄﾞﾘ

2-D13

ｼｰﾘﾝｸﾞPU-2 10x10

▽FL

ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 5×5

ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 5×5

軽鉄壁下地W=65の上
各室の仕上げに準ずる

ﾋﾞﾆﾙ巾木H=100

各室の仕上げに準ずる

手洗器(男子便所、女子便所)

設置個所 W H

200 1,100

ﾗｲﾆﾝｸﾞ詳細図 1/20

<屋上　1か所>

断面図

1/20小便器用手摺詳細図

側面図

樹脂被覆小便器用手摺34φ

平面図

展開図 1/50

化粧ﾋﾞｽ 12φ
ｸﾛｰﾑﾒｯｷ仕上

ﾍﾞｰｽ:白ｱｸﾘﾙ板t=2
表示基板:ｶﾞﾗｽｱｸﾘﾙt=3 ﾃｰﾊﾟｰ加工 UV印刷

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

ﾍﾞｰｽ:白ｱｸﾘﾙ板t=2
表示基板:ｶﾞﾗｽｱｸﾘﾙt=3
         ﾃｰﾊﾟｰ加工 UV印刷

化粧ﾋﾞｽ 12φ
ｸﾛｰﾑﾒｯｷ仕上

ﾍﾞｰｽ:白ｱｸﾘﾙ板t=2
表示基板:ｶﾞﾗｽｱｸﾘﾙt=3 ﾃｰﾊﾟｰ加工 UV印刷

化粧ﾋﾞｽ 12φ
ｸﾛｰﾑﾒｯｷ仕上

正面図

室名札(平付型)

100大便器(多目的便所(1)、(2))

小便器(男子便所) 150 1,400

幼児用小便器 100

掃除流し(女子便所、SK) 200 1,100

※長さは平面詳細図による。

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 塗膜防水<X-2>

(開口塞ぎ:設備工事)

▽RFL(水下)

ｱﾙﾐ製床下点検口
(密閉型・鍵付)600×600

ﾓﾙﾀﾙ充填の上､仕上材張り 600×600

ｱﾙﾐ製枠

▽ﾋﾟｯﾄ内床
ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟSUS304
22φW=400

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt=50
砕石t=60

砕石t=60

止水板
水膨張ｺﾞﾑ弾性ｼｰﾙ材

▽1FL

▽GL

樹脂被覆
固定L型手摺34φ

樹脂被覆
固定L型手摺34φ

樹脂被覆
固定L型手摺34φ

1/20洋便器 L型手摺詳細図

平面図

側面図 正面図

850

850

1-D13

天板:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾌﾟﾚｰﾄt=1.5

10

※軽鉄壁面に取り付ける場合は、補強板を設置する。
　ﾄｲﾚﾌﾞｰｽに取り付ける場合は、挟み込み固定とする。

(軽鉄壁面の場合)
補強板PL-4.5

(軽鉄壁面の場合)
補強板PL-4.5

木胴縁:
杉 19×45

平面図

樹脂被覆小便器用手摺34φ

補強板PL-4.5

※詳細の寸法は、ﾒｰｶｰ仕様による。

<1階 ﾎｰﾙ 1か所、2階 ﾎｰﾙ 1か所>

▽FL

案内板詳細図 1/20

ｱｸﾘﾙ板(透明)
平面案内図:ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ+ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄﾌﾟﾘﾝﾄ

参考品番:(株)研創 MCG12

※点字、ローマ表記による室名の表示を行うこと。

※詳細の寸法は、ﾒｰｶｰ仕様による。

<室名札(平付型):9か所、ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ:11か所>

※取付位置は監督員と相談すること。

※ｻｲﾝの内容、取付位置は監督員と相談すること。

※ﾋﾟｸﾄｻｲﾝはJIS規格に則したものとすること。
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1/3,5,20,100【管理棟】部分詳細図(2)

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

参考品番:㈱LIXIL ｷﾗﾐｯｸｽﾃｯﾌﾟ ｽﾘﾑⅡ

事務室 木製ｶｳﾝﾀｰ詳細図 1/30汚垂ﾀｲﾙ詳細図 1/10

1/201/20ｺｲﾝｼｬﾜｰ(身障者用)詳細図 多目的更衣室、多目的ｼｬﾜｰ室 L型手摺詳細図

▽FL
B B'

長期休止時用
水抜きﾊﾞﾙﾌﾞ

(電磁弁の入口,
出口の2ｶ所)

点
検

口
開

口
29

5

1
,1

30
投

入
口

給湯,給水接続用ﾌﾞﾚ-ﾄﾞﾌﾚｷ500L

裏面配管図 側面図 A-A'断面図正面図

樹脂被覆
固定L型手摺34φ

樹脂被覆
固定L型手摺34φ

側面図

平面図

樹脂被覆
固定L型手摺34φ

正面図

<1階 多目的ｼｬﾜｰ室 1か所>

※配管、器具接続は設備工事とする。

B-B'断面図 切替ｽｲｯﾁ拡大図

有料

無料

OFF
↑
↓

AA

A'

給湯取出口15A

上面図

補強板PL-4.5

補強板PL-4.5

1/5ｽﾃﾝﾚｽ製折り畳み棚

<1階 男子ｼｬﾜｰ室、女子ｼｬﾜｰ室　計6か所>

側面図平面図 耐荷重:約5kg

格子部:樹脂製

本体 ｽﾃﾝﾚｽ製

本体 ｽﾃﾝﾚｽ製

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀｵﾙ掛け10φ

正面図

天板:ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt=20
(表面:ﾒﾗﾐﾝ化粧板)

ｺｲﾝｼｬﾜｰ(一般用)詳細図 1/20

(5
00

)

(
25

0)

(100)

(70)(70)

本体固定用穴
6φ-6

電源引込位置 AC100V
VA1.6×3芯×500L

(
25

0)

(2
00

)
1,

13
0 

ｺｲ
ﾝ投

入
口

ご注意 硬貨専用

B'B

▽FL

裏面配管図 側面図

給水配管15A

長期休止時用
水抜きﾊﾞﾙﾌﾞ

(電磁弁の入口,
出口の2ｶ所)

正面図

1/5天板付ﾀｵﾙ掛け

(
12

5)
(1

25
)

(8
0)

(4
5)

(70)

500

給水入口 15A

B-B'断面図 切替ｽｲｯﾁ拡大図

有料

無料

OFF
↑
↓

A

A'

35
5

給湯、
給水配管、
壁取出接続部(15A)

(70)(70)
355

ｾｯﾄｱｯﾌﾟﾜｯｼｬｰ

M4×45皿ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞ

ﾏﾙﾁﾌﾟﾗｸﾞ下穴6×35mm

拡大図

化粧ｷｬｯﾌﾟ

<1階 男子ｼｬﾜｰ室、女子ｼｬﾜｰ室　計6か所>

A-A'断面図

平面図

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上
抗菌・防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2 5×5
ｼｰﾘﾝｸﾞ

MS-2 5×5
汚垂ﾀｲﾙt=6

耐水合板

壁 下部納まり図　1/2

ｼﾞｮｲﾝﾄ納まり図　1/2

壁 入隅納まり図　1/2

軽量鉄骨壁下地
または
軽量鉄骨壁下地+遮音壁

1/2ｼｬﾜｰ室 ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ詳細図

<1階 男子ｼｬﾜｰ室、女子ｼｬﾜｰ室　計6か所>

天板:ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt=20
(表面:ﾒﾗﾐﾝ化粧板)

参考品番:ﾌｸﾋﾞ化学工業(株) ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ不燃参考品番:(株)ﾀﾆﾓﾄ TP-94MADL-SR(身障者仕様) ﾊﾝﾄﾞｼｬﾜｰ 100円硬貨専用 標準品

参考品番:(株)ﾀﾆﾓﾄ TP-64MADL ﾊﾝﾄﾞｼｬﾜｰ 100円硬貨専用 標準品

※配管、器具接続は設備工事とする。
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1/2,5,10,20,30【管理棟】部分詳細図(3)

ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙt=10

ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙt=10

ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙt=10

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質50角ﾀｲﾙ張り

ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 10×10

平面図　1/30

ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60ｽﾃﾝﾚｽ製巾木H=60

ﾎｰﾙ 事務室

▽1FL

ﾛｰｶｳﾝﾀｰ 断面図　1/30

石こうﾎﾞｰﾄﾞ
t=12.5 EP-G

石こうﾎﾞｰﾄﾞ
t=12.5 EP

ｽﾃﾝﾚｽﾌﾗｯﾄﾚ-ﾙ

ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60ｽﾃﾝﾚｽ製巾木H=60

ﾎｰﾙ

ｽﾃﾝﾚｽﾌﾗｯﾄﾚ-ﾙ

▽1FL

ﾊｲｶｳﾝﾀｰ 断面図　1/30

木製ｶｳﾝﾀｰ
ｶﾊﾞ集成材t=60
CL塗装

事務室

石こうﾎﾞｰﾄﾞ
t=12.5 EP-G

石こうﾎﾞｰﾄﾞ
t=12.5 EP

木製ｶｳﾝﾀｰ
ｶﾊﾞ集成材t=60

CL塗装

(ﾎｰﾙ側)

木製額縁25×25(両面)
木材保護塗料塗り木製ｶｳﾝﾀｰ

ｶﾊﾞ集成材t=60
CL塗装

(事務室側)

方立廻り詳細図　1/10

L型ﾌﾞﾗｹｯﾄt=6
200×100
@450

L型ﾌﾞﾗｹｯﾄt=6
200×100
@450

L型ﾌﾞﾗｹｯﾄt=6
300×150

@450

L型ﾌﾞﾗｹｯﾄt=6
300×150@450

FB-4.5×30
@450 木製ｶｳﾝﾀｰ

ｶﾊﾞ集成材t=60
CL塗装

L型ﾌﾞﾗｹｯﾄt=6
200×150@450
FB-4.5×30@450

L型ﾌﾞﾗｹｯﾄt=6
200×150@450
FB-4.5×30@450

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事
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屋上点検口詳細図屋上点検口詳細図屋上点検口詳細図屋上点検口詳細図屋上点検口詳細図屋上点検口詳細図屋上点検口詳細図 1/10、1/201/10、1/201/10、1/201/10、1/201/10、1/201/10、1/201/10、1/20

<屋上　1か所><屋上　1か所><屋上　1か所><屋上　1か所><屋上　1か所><屋上　1か所><屋上　1か所>

屋上点検用ﾊｯﾁ 参考品番:(株)ﾅｽﾀ  KS-RM6060SK屋上点検用ﾊｯﾁ 参考品番:(株)ﾅｽﾀ  KS-RM6060SK屋上点検用ﾊｯﾁ 参考品番:(株)ﾅｽﾀ  KS-RM6060SK屋上点検用ﾊｯﾁ 参考品番:(株)ﾅｽﾀ  KS-RM6060SK屋上点検用ﾊｯﾁ 参考品番:(株)ﾅｽﾀ  KS-RM6060SK屋上点検用ﾊｯﾁ 参考品番:(株)ﾅｽﾀ  KS-RM6060SK屋上点検用ﾊｯﾁ 参考品番:(株)ﾅｽﾀ  KS-RM6060SK

ｱﾝｶｰ@400ｱﾝｶｰ@400ｱﾝｶｰ@400ｱﾝｶｰ@400ｱﾝｶｰ@400ｱﾝｶｰ@400ｱﾝｶｰ@400

ｽﾃﾝﾚｽ製靴ふきﾏｯﾄ(枠共)ｽﾃﾝﾚｽ製靴ふきﾏｯﾄ(枠共)ｽﾃﾝﾚｽ製靴ふきﾏｯﾄ(枠共)ｽﾃﾝﾚｽ製靴ふきﾏｯﾄ(枠共)ｽﾃﾝﾚｽ製靴ふきﾏｯﾄ(枠共)ｽﾃﾝﾚｽ製靴ふきﾏｯﾄ(枠共)ｽﾃﾝﾚｽ製靴ふきﾏｯﾄ(枠共)
SUS304 H=19SUS304 H=19SUS304 H=19SUS304 H=19SUS304 H=19SUS304 H=19SUS304 H=19

ｽﾃﾝﾚｽ製靴ふきﾏｯﾄ(枠共)ｽﾃﾝﾚｽ製靴ふきﾏｯﾄ(枠共)ｽﾃﾝﾚｽ製靴ふきﾏｯﾄ(枠共)ｽﾃﾝﾚｽ製靴ふきﾏｯﾄ(枠共)ｽﾃﾝﾚｽ製靴ふきﾏｯﾄ(枠共)ｽﾃﾝﾚｽ製靴ふきﾏｯﾄ(枠共)ｽﾃﾝﾚｽ製靴ふきﾏｯﾄ(枠共)
SUS304 H=19SUS304 H=19SUS304 H=19SUS304 H=19SUS304 H=19SUS304 H=19SUS304 H=19

排水溝排水溝排水溝排水溝排水溝排水溝排水溝

ﾏｯﾄ敷き下地:ﾓﾙﾀﾙ塗金ごて仕上ﾏｯﾄ敷き下地:ﾓﾙﾀﾙ塗金ごて仕上ﾏｯﾄ敷き下地:ﾓﾙﾀﾙ塗金ごて仕上ﾏｯﾄ敷き下地:ﾓﾙﾀﾙ塗金ごて仕上ﾏｯﾄ敷き下地:ﾓﾙﾀﾙ塗金ごて仕上ﾏｯﾄ敷き下地:ﾓﾙﾀﾙ塗金ごて仕上ﾏｯﾄ敷き下地:ﾓﾙﾀﾙ塗金ごて仕上

平面図平面図平面図平面図平面図平面図平面図

<1階 ﾎﾟｰﾁ、北側外部出入口　計3か所><1階 ﾎﾟｰﾁ、北側外部出入口　計3か所><1階 ﾎﾟｰﾁ、北側外部出入口　計3か所><1階 ﾎﾟｰﾁ、北側外部出入口　計3か所><1階 ﾎﾟｰﾁ、北側外部出入口　計3か所><1階 ﾎﾟｰﾁ、北側外部出入口　計3か所><1階 ﾎﾟｰﾁ、北側外部出入口　計3か所>

靴ふきﾏｯﾄ詳細図靴ふきﾏｯﾄ詳細図靴ふきﾏｯﾄ詳細図靴ふきﾏｯﾄ詳細図靴ふきﾏｯﾄ詳細図靴ふきﾏｯﾄ詳細図靴ふきﾏｯﾄ詳細図 1/201/201/201/201/201/201/20

断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図

ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900

姿図　1/30姿図　1/30姿図　1/30姿図　1/30姿図　1/30姿図　1/30姿図　1/30

地中排水管:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管φ50,L=300地中排水管:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管φ50,L=300地中排水管:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管φ50,L=300地中排水管:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管φ50,L=300地中排水管:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管φ50,L=300地中排水管:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管φ50,L=300地中排水管:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管φ50,L=300
地中へ浸透地中へ浸透地中へ浸透地中へ浸透地中へ浸透地中へ浸透地中へ浸透

ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ廻り詳細図ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ廻り詳細図ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ廻り詳細図ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ廻り詳細図ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ廻り詳細図ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ廻り詳細図ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ廻り詳細図 1/5,301/5,301/5,301/5,301/5,301/5,301/5,30

断面図　1/5断面図　1/5断面図　1/5断面図　1/5断面図　1/5断面図　1/5断面図　1/5

ﾓﾙﾀﾙ塗金ごて仕上ﾓﾙﾀﾙ塗金ごて仕上ﾓﾙﾀﾙ塗金ごて仕上ﾓﾙﾀﾙ塗金ごて仕上ﾓﾙﾀﾙ塗金ごて仕上ﾓﾙﾀﾙ塗金ごて仕上ﾓﾙﾀﾙ塗金ごて仕上

ｽﾃﾝﾚｽ製排水目皿φ50ｽﾃﾝﾚｽ製排水目皿φ50ｽﾃﾝﾚｽ製排水目皿φ50ｽﾃﾝﾚｽ製排水目皿φ50ｽﾃﾝﾚｽ製排水目皿φ50ｽﾃﾝﾚｽ製排水目皿φ50ｽﾃﾝﾚｽ製排水目皿φ50
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ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ張りｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ張りｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ張りｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ張りｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ張りｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ張りｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ張り

※ﾋﾟｸﾄｻｲﾝはJIS規格に則したものとし、※ﾋﾟｸﾄｻｲﾝはJIS規格に則したものとし、※ﾋﾟｸﾄｻｲﾝはJIS規格に則したものとし、※ﾋﾟｸﾄｻｲﾝはJIS規格に則したものとし、※ﾋﾟｸﾄｻｲﾝはJIS規格に則したものとし、※ﾋﾟｸﾄｻｲﾝはJIS規格に則したものとし、※ﾋﾟｸﾄｻｲﾝはJIS規格に則したものとし、
ｻｲﾝの内容は監督員と相談すること。ｻｲﾝの内容は監督員と相談すること。ｻｲﾝの内容は監督員と相談すること。ｻｲﾝの内容は監督員と相談すること。ｻｲﾝの内容は監督員と相談すること。ｻｲﾝの内容は監督員と相談すること。ｻｲﾝの内容は監督員と相談すること。

屋上点検用ﾊｯﾁ 平面図　1/20屋上点検用ﾊｯﾁ 平面図　1/20屋上点検用ﾊｯﾁ 平面図　1/20屋上点検用ﾊｯﾁ 平面図　1/20屋上点検用ﾊｯﾁ 平面図　1/20屋上点検用ﾊｯﾁ 平面図　1/20屋上点検用ﾊｯﾁ 平面図　1/20

1/21/21/21/21/21/21/2案内ｻｲﾝ(便所前通路)詳細図案内ｻｲﾝ(便所前通路)詳細図案内ｻｲﾝ(便所前通路)詳細図案内ｻｲﾝ(便所前通路)詳細図案内ｻｲﾝ(便所前通路)詳細図案内ｻｲﾝ(便所前通路)詳細図案内ｻｲﾝ(便所前通路)詳細図

<1階 廊下　2か所><1階 廊下　2か所><1階 廊下　2か所><1階 廊下　2か所><1階 廊下　2か所><1階 廊下　2か所><1階 廊下　2か所>

便所、更衣室、ｼｬﾜｰ室のﾋﾟｸﾄｻｲﾝを表示便所、更衣室、ｼｬﾜｰ室のﾋﾟｸﾄｻｲﾝを表示便所、更衣室、ｼｬﾜｰ室のﾋﾟｸﾄｻｲﾝを表示便所、更衣室、ｼｬﾜｰ室のﾋﾟｸﾄｻｲﾝを表示便所、更衣室、ｼｬﾜｰ室のﾋﾟｸﾄｻｲﾝを表示便所、更衣室、ｼｬﾜｰ室のﾋﾟｸﾄｻｲﾝを表示便所、更衣室、ｼｬﾜｰ室のﾋﾟｸﾄｻｲﾝを表示

断面図　1/20断面図　1/20断面図　1/20断面図　1/20断面図　1/20断面図　1/20断面図　1/20

※取付位置は監督員と相談すること。※取付位置は監督員と相談すること。※取付位置は監督員と相談すること。※取付位置は監督員と相談すること。※取付位置は監督員と相談すること。※取付位置は監督員と相談すること。※取付位置は監督員と相談すること。

35353535353535
1/2,5,10,20,301/2,5,10,20,301/2,5,10,20,301/2,5,10,20,301/2,5,10,20,301/2,5,10,20,301/2,5,10,20,30【管理棟】部分詳細図(4)【管理棟】部分詳細図(4)【管理棟】部分詳細図(4)【管理棟】部分詳細図(4)【管理棟】部分詳細図(4)【管理棟】部分詳細図(4)【管理棟】部分詳細図(4)

立上り立上り立上り立上り立上り立上り立上り

1/5,201/5,201/5,201/5,201/5,201/5,201/5,20

断面図　1/5断面図　1/5断面図　1/5断面図　1/5断面図　1/5断面図　1/5断面図　1/5

木 SOP塗装木 SOP塗装木 SOP塗装木 SOP塗装木 SOP塗装木 SOP塗装木 SOP塗装

FB-3x50 @600FB-3x50 @600FB-3x50 @600FB-3x50 @600FB-3x50 @600FB-3x50 @600FB-3x50 @600

木 SOP塗装木 SOP塗装木 SOP塗装木 SOP塗装木 SOP塗装木 SOP塗装木 SOP塗装

PL-3.2PL-3.2PL-3.2PL-3.2PL-3.2PL-3.2PL-3.2
FB-3x50 @600FB-3x50 @600FB-3x50 @600FB-3x50 @600FB-3x50 @600FB-3x50 @600FB-3x50 @600 FB-3x50 @600FB-3x50 @600FB-3x50 @600FB-3x50 @600FB-3x50 @600FB-3x50 @600FB-3x50 @600

事務室事務室事務室事務室事務室事務室事務室事務室以外事務室以外事務室以外事務室以外事務室以外事務室以外事務室以外

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

側面:側面:側面:側面:側面:側面:側面:
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)

ﾓﾙﾀﾙ下地ﾓﾙﾀﾙ下地ﾓﾙﾀﾙ下地ﾓﾙﾀﾙ下地ﾓﾙﾀﾙ下地ﾓﾙﾀﾙ下地ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り磁器質50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り磁器質50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り磁器質50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り磁器質50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り磁器質50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り磁器質50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

ｼｰﾘﾝｸﾞSR-1 5×5ｼｰﾘﾝｸﾞSR-1 5×5ｼｰﾘﾝｸﾞSR-1 5×5ｼｰﾘﾝｸﾞSR-1 5×5ｼｰﾘﾝｸﾞSR-1 5×5ｼｰﾘﾝｸﾞSR-1 5×5ｼｰﾘﾝｸﾞSR-1 5×5

ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽH=1,900
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ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ、ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ詳細図ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ、ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ詳細図ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ、ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ詳細図ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ、ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ詳細図ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ、ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ詳細図ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ、ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ詳細図ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ、ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ詳細図 1/51/51/51/51/51/51/5
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竹ケ端運動公園　庭球場管理棟竹ケ端運動公園　庭球場管理棟竹ケ端運動公園　庭球場管理棟竹ケ端運動公園　庭球場管理棟竹ケ端運動公園　庭球場管理棟竹ケ端運動公園　庭球場管理棟竹ケ端運動公園　庭球場管理棟

正面図　1/20正面図　1/20正面図　1/20正面図　1/20正面図　1/20正面図　1/20正面図　1/20

正面図　1/20正面図　1/20正面図　1/20正面図　1/20正面図　1/20正面図　1/20正面図　1/20

館名ｻｲﾝ・市章　詳細図館名ｻｲﾝ・市章　詳細図館名ｻｲﾝ・市章　詳細図館名ｻｲﾝ・市章　詳細図館名ｻｲﾝ・市章　詳細図館名ｻｲﾝ・市章　詳細図館名ｻｲﾝ・市章　詳細図
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※(　　)寸法は市章をとする。※(　　)寸法は市章をとする。※(　　)寸法は市章をとする。※(　　)寸法は市章をとする。※(　　)寸法は市章をとする。※(　　)寸法は市章をとする。※(　　)寸法は市章をとする。

300×300、13文字300×300、13文字300×300、13文字300×300、13文字300×300、13文字300×300、13文字300×300、13文字

<東外壁面　各1か所><東外壁面　各1か所><東外壁面　各1か所><東外壁面　各1か所><東外壁面　各1か所><東外壁面　各1か所><東外壁面　各1か所>

水抜き穴水抜き穴水抜き穴水抜き穴水抜き穴水抜き穴水抜き穴

△△△△△△△

ｽﾃﾝﾚｽ製箱文字 焼付塗装仕上ｽﾃﾝﾚｽ製箱文字 焼付塗装仕上ｽﾃﾝﾚｽ製箱文字 焼付塗装仕上ｽﾃﾝﾚｽ製箱文字 焼付塗装仕上ｽﾃﾝﾚｽ製箱文字 焼付塗装仕上ｽﾃﾝﾚｽ製箱文字 焼付塗装仕上ｽﾃﾝﾚｽ製箱文字 焼付塗装仕上

ｽﾃﾝﾚｽ製箱文字 焼付塗装仕上ｽﾃﾝﾚｽ製箱文字 焼付塗装仕上ｽﾃﾝﾚｽ製箱文字 焼付塗装仕上ｽﾃﾝﾚｽ製箱文字 焼付塗装仕上ｽﾃﾝﾚｽ製箱文字 焼付塗装仕上ｽﾃﾝﾚｽ製箱文字 焼付塗装仕上ｽﾃﾝﾚｽ製箱文字 焼付塗装仕上
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図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
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下地胴縁
C-100x50x20x3.2

下地胴縁
C-100x50x20x3.2

扉枠C-60×30×20×2.3

本締錠

丁番

下地胴縁
C-100x50x20x3.2

断面図　1/30出入口部 側面図　1/30

▽RFL（水下）

側面図　1/30

ｽﾄﾘﾝｶﾞｰ

ｽﾄﾘﾝｶﾞｰ

ｽﾄﾘﾝｶﾞｰ

ｽﾄﾘﾝｶﾞｰ

開口率 7%
定尺:L≒3,000㎜
山数:33
ｱﾙﾐ押出形材:ｼﾙﾊﾞｰ

L-100×75×7ﾋﾟｰｽ

下地胴縁
C-100x50x20x3.2

ｽﾄﾘﾝｶﾞｰ
EL-8645

ﾊﾟﾈﾙ長さﾊﾟﾈﾙ長さ

胴縁ﾋﾟｯﾁ@900以下胴縁ﾋﾟｯﾁ@900以下

L-100×75×7ﾋﾟｰｽ

ｽﾄﾘﾝｶﾞｰ EL-8645

ｺｰﾅｰ部詳細図　1/10

ｼﾞｮｲﾝﾄ部詳細図　1/10

ｽﾄﾘﾝｶﾞｰ部詳細図　1/5

1/5,10,30

下地胴縁
C-100x50x20x3.2

ｱﾙﾐ製目隠しﾙｰﾊﾞｰ詳細図 1/5、1/10、1/30

平面図　1/30

参考品番:(株)ｴｰﾋﾞｰｼｰ商会  ｼｰﾗｲﾝSS-90

屋上防水詳細図 1/10

1
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2
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11 4 12
9

8

7

6
5

11
9

8

7

6
5

10

4 12

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)
塗膜防水<X-2>

2

8
5

13

7

8

4

14

12

16

15
8

4

8

12

11

4

17

124φ70程度切抜き

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
塗膜防水<X-2>

立上り・平場廻り ﾄﾞﾚﾝ廻り 脱気筒廻り天井点検口廻り 屋上基礎、PS立上り廻り

H-200×100
DP塗装

H-200×100 DP塗装

H-200×100 DP塗装

H-200×100 DP塗装

H-200×100 DP塗装
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竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

増貼り

参考品番:田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ(株) VT-U815

4 4

4

番号

1

2

3

5

6

7

8

10

9

11

12

13

14

15

16

ｱﾙﾐ製笠木W=275

編成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾙ材(MS-1)

ﾌﾞﾁﾙ製ﾃｰﾌﾟ材(幅50mm程度)

塩ﾋﾞｼｰﾄ用接着剤(ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ系)

塩ﾋﾞ被覆鋼板(15*150)

ﾌﾞﾁﾙ製ﾃｰﾌﾟ材(幅35mm)

ｼｰﾄ端末用ｼｰﾙ材

塩ﾋﾞ被覆ﾃﾞｨｽｸ板

ｱﾝｶｰ

絶縁ﾏｯﾄ(t=2.0､ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ製)

塩ﾋﾞｼｰﾄ端末金物

鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ100φ用

ﾄﾞﾚﾝﾌﾟﾚｰﾄ

ｱﾙﾐﾃｰﾌﾟ

名称

養生ﾃｰﾌﾟ

17 塩ﾋﾞｼｰﾄ用ｽﾃﾝﾚｽ製脱気筒

4 合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水t=2.0 高反射塗装(ｶﾗｰ) 
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図面No
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玄関ｽﾛｰﾌﾟ・階段詳細図

ｽﾃﾝﾚｽ製手摺34φ(2段)

靴ふきﾏｯﾄ1,300×600

±0

UP -200ｽﾃﾝﾚｽ製手摺34φ(2段)

立上り天端:
ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 撥水材塗布

b

b

C

C

UP
ｽﾛｰﾌﾟ1/15以下

-200

a a

1
:1FLからの高さを示す。±〇

ｽﾃﾝﾚｽ製手摺34φ(2段)<壁付>

D

C

平面図　1/30

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質150角ﾀｲﾙ張り

ﾓﾙﾀﾙ下地
ｽﾛｰﾌﾟ用磁器質150角ﾀｲﾙ張り

注意喚起用床材
張付けﾓﾙﾀﾙ 下地ﾓﾙﾀﾙ

色:ｲｴﾛｰ

注意喚起用床材詳細図　1/10

下地ﾓﾙﾀﾙ張付けﾓﾙﾀﾙ・磁器質150角ﾀｲﾙ
・ｽﾛｰﾌﾟ用磁器質150角ﾀｲﾙ

ﾀｲﾙ張り詳細図　1/10

手摺脚部詳細図　1/10

1/10、30

※A～B通り間は反転したものとする。

靴ふきﾏｯﾄ
1,300×600

注意喚起用
床材

ｽﾃﾝﾚｽ製手摺34φ(2段)

立上り側面:
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

▽1FL

撥水材塗布

ｽﾃﾝﾚｽ製手摺34φ(2段)

ｽﾃﾝﾚｽ製手摺
34φ(2段)<壁付>

砕石t=60

Ca-a断面図　1/30

ﾓﾙﾀﾙ下地
ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ張り

ﾓﾙﾀﾙ下地
ｽﾛｰﾌﾟ用磁器質150角ﾀｲﾙ張り

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質150角ﾀｲﾙ張り

砕石t=60

ﾓﾙﾀﾙ下地
ｽﾛｰﾌﾟ用磁器質150角ﾀｲﾙ張り

b-b断面図　1/30

ｽﾃﾝﾚｽ製手摺
34φ(2段)

立上り側面:
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

撥水材塗布

ﾓﾙﾀﾙ下地
ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ張り

砕石t=60

▽1FL

C

c-c断面図　1/30

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質150角ﾀｲﾙ張り

段鼻:
ﾓﾙﾀﾙ下地

磁器質150角ﾀｲﾙ張り(ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ)

視覚障がい者用
300角床ﾀｲﾙ

ﾓﾙﾀﾙ下地
ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ張り

手摺の端部は下方に
曲げること。

手摺の端部は下方に
曲げること。
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:変成ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ <MS-2>15×10

50 50

120

1
0

通気金物

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16

透湿防水ｼｰﾄ張り

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ　1-M12
L=300@1,200ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ

GL
+8

00
(
FL

+2
00

)

▽
胴

縁
芯

ﾚﾍﾞﾙ調整付ﾎﾞﾙﾄ@1200
二重ﾅｯﾄ･座金共

ﾚﾍﾞﾙ調整ﾓﾙﾀﾙt=30

ｱﾙﾐ土台水切W=40,t=2.0 防鼠通気ﾀｲﾌﾟ(既製品)

根廻り:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)

ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2　10x15

外部建具 枠廻り詳細図 1/10

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽあり ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ無し

ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2
10x10

15

ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2
10x10
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木製額縁
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ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2
10x10

ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2
10x10

木製額縁

木製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ/ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ
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る
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ｱﾙﾐ額縁ｱﾙﾐ額縁

外壁ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ ｺﾝｸﾘｰﾄ立上り廻り詳細図 1/5
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遮音壁詳細図 1/5

ﾛｯｸｳｰﾙ系充填材

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系充填材

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系充填材または無機質系充填材

ｽﾀｯﾄﾞ90型

12.512.5

千鳥間柱ｽﾀｯﾄﾞ固定用ﾗﾝﾅｰｽﾍﾟｰｻｰﾗﾝﾅｰ100型

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 24kg/m3 t=50充填

12
.
5

1
2.

5

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 24kg/m3 t=50充填 強化石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5

参考品番:吉野石膏(株) S12・WI

強化石こうﾎﾞｰﾄﾞ
t=12.5

遮音構造認定:SOI-0110(TLD-50)

強化石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5不燃認定番号:NM-8615

耐火構造認定:FP060NP-0175 

1/5

150 12.512.5
100

1
50

1
00

303 303

12
.
5

1
2.

5

バルコニー手摺 1/30

ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺:

SUS笠木

1
,1

50

50×25

▽ﾊﾞﾙｺﾆｰFL

側面図　1/30

1,200 1,200

強化合わせｶﾞﾗｽ6+6mm
ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺:

SUS支柱50×50

水勾配 1/100

1
,1

50

1
,1

50

支柱部断面図　1/30 ｶﾞﾗｽ手摺断面図　1/30

SUS笠木:50×25 SUS笠木:50×25

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺:
強化合わせｶﾞﾗｽ6+6mm

ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺:
SUS支柱50×50@1200
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▼ 2FL

Ｃ

B

▼ 2FL

Ｃ

B

60

観覧ﾛﾋﾞｰ

多目的室(4)

3
AD

C

5

B

6 7

2

AD

廊下
1
17

.8

内観姿図　1/50

平面図　1/100

AD-1

矩計図　1/50

･耐風圧性     S-3(1600Pa)

･気密性        A-4

･水密性        W-5

･防火性     非防火ｻｯｼ

･ﾌﾗｯﾄ下枠、指はさみ防止、ﾐﾆｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ付

･内部:大型引手･外部:堀込引手

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

【管理棟】建具詳細図(1)<AD-1参考図>
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図面名称

登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
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A-
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Ver.2004

吊りﾎﾞﾙﾄ
M-10

吊りﾎﾞﾙﾄ用
St.L-40X40X3

ｽﾁｰﾙ補強
St-2.3mm

ｽﾃﾝﾚｰﾙ

ﾗﾝﾏFIX

ﾗﾝﾏFIX ﾗﾝﾏ外倒しﾗﾝﾏFIX

吊りﾎﾞﾙﾄ用
St.L-40X40X3

ｽﾃﾝﾚｰﾙ

結露排水弁
工場組込出荷

ｱﾙﾐ加工品
AL-2.0mm

ﾗﾝﾏFIX ﾗﾝﾏFIX ﾗﾝﾏFIX

木製ｶｰﾃﾝBOX

ﾐﾆｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

先付ｶﾞｽｹｯﾄ
(EPDM-S)

木製ｶｰﾃﾝBOX 木製ｶｰﾃﾝBOX

ｽﾁｰﾙ補強
St-2.3mm

ｱﾙﾐ加工品
AL-2.0mm

ﾐﾆｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

ｱﾙﾐ加工品
AL-2.0mm

St.L-20X17.5X1.6
ｱﾙﾐ加工品
AL-2.0mm

吊りﾎﾞﾙﾄ
M-10

ｱﾙﾐ加工品
AL-2.0mm

ｱﾙﾐ押し出材
AL.□-80X40X2

ｽﾁｰﾙ加工品
St-1.6mm

ｱﾙﾐ押し出材
AL.□-80X40X2

ｽﾁｰﾙ加工品
St-1.6mm

ｱﾙﾐ加工品
AL-2.0mm

吊りﾎﾞﾙﾄ
M-10

St.Ｌ-20X17.5X1.6

ｱﾙﾐ押し出材
AL.□-80X40X2

ｽﾁｰﾙ加工品
St-1.6mm

ｱﾙﾐ押し出材
AL.□-80X40X2

ｽﾁｰﾙ加工品
St-1.6mm

吊りﾎﾞﾙﾄ
M-10

AD-1　ﾗﾝﾏFIX.外倒し･引き分け戸 詳細図 AD-1　FIX(柱部)  詳細図 AD-1　ﾗﾝﾏFIX･FIX(ｺｰﾅｰ部) 詳細図 AD-1　ﾗﾝﾏFIX･引き分け戸 詳細図

AD-1　平面詳細図

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

【管理棟】建具詳細図(2)<AD-1参考図>
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▼ 2ＦＬ

AD-2　姿図・断面詳細図 AD-3　姿図・断面詳細図

▼ 2FL

C

B

B

C

60 h
2

ﾐﾆｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
ｽﾃﾝﾚｰﾙ

木製ｶｰﾃﾝBOX

ｽﾃﾝﾚｰﾙﾐﾆｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

･耐風圧性     S-3(1600Pa)

･気密性        A-4

･水密性        W-5

･防火性     非防火ｻｯｼ

･ﾌﾗｯﾄ下枠、指はさみ防止、ﾐﾆｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ付

･内部:大型引手･外部:堀込引手

･耐風圧性     S-3(1600Pa)

･気密性        A-4

･水密性        W-5

･防火性     非防火ｻｯｼ

･ﾌﾗｯﾄ下枠、指はさみ防止、ﾐﾆｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ付

･内部:大型引手･外部:堀込引手

内観姿図　1/20

断面詳細図　1/5断面詳細図　1/5

平面詳細図　1/5 平面詳細図　1/5

内観姿図　1/20

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

1/5,20
41

【管理棟】建具詳細図(3)<AD-2,AD-3参考図>
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電源AC100V･5A

(電気工事)

▼ 1FL

電源ｽｲｯﾁ

(電気工事)

F

･防火性     非防火ｻｯｼ

･耐風圧性     S-1(800Pa)

･気密性        -

･水密性        -

内観姿図　1/20

断面詳細図　1/5

平面詳細図　1/5

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

【管理棟】建具詳細図(4)<AD-4参考図> 1/5,20
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竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板(下地:MDF)

ｽﾗｲﾄﾞﾛｯｸEC(非常時解錠外開き仕様)

30

C
H

有
効

H

17
0

1
53

7

項 目 部 材 材 料(板厚mm)

ﾊﾟﾈﾙ ﾊﾟﾈﾙ表面材

芯 材 ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ

付属品

ﾛｯｸ

ﾋﾝｼﾞ 中心吊ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ

目板/戸当り ｱﾙﾐ押出形材 <ｱﾙﾏｲﾄｸﾘｱ処理仕上>

その他金物 戸当り帽子掛けSK

壁面ﾚｰﾙ ｱﾙﾐ押出形材 <ｱﾙﾏｲﾄｸﾘｱ処理仕上>/ｺｰﾅｰｶﾊﾞｰ

巾木/床ﾚｰﾙ ｽﾃﾝﾚｽ 0.8mm <ﾍｱﾗｲﾝ仕上>

8

CW

非常解外開通常
ｽﾄﾛｰｸ28ｽﾄﾛｰｸ15

4

DW
4 DW1

BWDWAW

DW1

70

10

4
0

9.
3

40

5
.7

1
5

29
.
3

W 

85

有効開口 引残ｼ 130 8045
ｽﾄﾛｰｸ 20DW 35

ﾕﾆｯﾄW 

ｶｰﾑ ﾊﾟﾈﾙ表面材(ﾄﾞｱﾊﾟﾈﾙ)

芯 材(ﾄﾞｱﾊﾟﾈﾙ)

引手

ﾛｯｸ 非常解錠付樹脂製ｻﾑﾀｰﾝ<SLB-20SW>

ｽﾃﾝﾚｽ鏡面ﾊﾝﾄﾞﾙφ25

ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ

点検ｶﾊﾞ- 冷間圧延鋼板1.2mm <焼付塗装仕上>

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ(PVC)ﾌﾛﾝﾄｺﾞﾑ

亜鉛めっき鋼板2.3mmﾍﾞ-ｽ板

4
4

ﾕﾆｯﾄW 
DW 15

W
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2
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35

40
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◇仕様表

項 目 部 材 材 料

ﾊﾟﾈﾙ

付属品

笠木

目板

壁面ﾚｰﾙ

ｱﾙﾐ押出形材 <ｱﾙﾏｲﾄｸﾘｱ処理仕上>

ｱﾙﾐ押出形材 <ｱﾙﾏｲﾄｸﾘｱ処理仕上>

ｱﾙﾐ押出形材 <ｱﾙﾏｲﾄｸﾘｱ処理仕上>

SWﾊﾟﾈﾙ表面材

SWﾊﾟﾈﾙ芯材

高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

発泡ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾎﾞｰﾄﾞ

脚金物 T型ｻﾎﾟｰﾄ <ﾍｱﾗｲﾝ仕上>

8
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0

46

PH

FL

60

高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板(下地:MDF)

ｽﾃﾝﾚｽ 1.2mm <ﾍｱﾗｲﾝ仕上>
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ﾌﾛﾝﾄｺﾞﾑ

ﾌﾛﾝﾄｺﾞﾑ

笠木

芯材

表面材

床ﾚｰﾙ

巾木

芯材

表面材

天井ﾚｰﾙ

壁面ﾚｰﾙ

壁面ﾚｰﾙ取付下地
建築工事

非常時解錠外開き仕様

中心吊ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ

目板 戸当り

目板

ｶﾁｯﾄｼｽﾃﾑ

天井ﾚｰﾙ

天井固定金具K;
亜鉛めっき鋼板

中心吊ﾋﾝｼﾞ上部ﾏｸﾞﾈｯﾄｷｬｯﾁ

引手HM

ﾛｯｸ受け

ﾛｯｸ

ｽﾃﾝﾚｽ1.5t(HL)
FL~ﾊﾟﾈﾙ上端ﾏﾃ゛

目板

ｱﾙﾐﾚｰﾙ勾配
15/1000

油圧制御装置

ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ

点検ｶﾊﾞｰ

ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ受け;
ｽﾃﾝﾚｽ3.0t

ﾊﾟﾈﾙ表面材

芯材

T型ｻﾎﾟｰﾄ

芯材

笠木

ﾍﾞｰｽ板

 ｵｰﾌﾟﾝ部詳細  SWﾊﾟﾈﾙ詳細  扉詳細  ﾊﾟﾈﾙ詳細 

 ｽｸﾘ-ﾝ端部 

 SK･物入れ用片開き扉  内開きﾄｲﾚ用扉  内開きﾄｲﾚ用扉 

ﾛｯｸ
引残ｼ 130有効開口

引手

Rｺｰﾅｰｶﾊﾞｰ
戸先目板ｶﾊﾞｰ
非常時

非常時戸先目板

表面材(下地材無し)

ｼ
ｬﾜ

ｰﾌ
ﾞｰ

ｽ

SW

4
6

SW

20 20

8 8

15

目板

笠木

目板

壁面ﾚｰﾙ 壁面ﾚｰﾙ

壁面ﾏﾃ゛BW芯ﾏﾃ゛

P
H

H

60
2
0

1/5

天井ﾁﾘ調整範囲:20～30

天井下地

CL

巾木調整範囲:巾木H-10～巾木H+15

CL

戸当り帽子掛け

下部小口防水ﾃｰﾌﾟ

ｱﾙﾐ押出形材

◇仕様表 (参考品番:小松ｳｵｰﾙ工業(株) ｻﾆﾃｨTB-GPRﾀｲﾌﾟ)

/引手HM

非常時外開き対応ﾄﾞｱ 非常時外開き対応ﾄﾞｱ

ｽﾗｲﾄﾞﾛｯｸ

壁面ﾚｰﾙ取付下地

壁面ﾚｰﾙ取付下地

壁面ﾚｰﾙ取付下地

天井下地

 ｶｰﾑ詳細 
便器側 ※戸先ﾌﾛﾝﾄｺﾞﾑ

便器側 ※戸先ﾌﾛﾝﾄｺﾞﾑ

(参考品番:小松ｳｵｰﾙ工業(株) SB-GPRﾀｲﾌﾟ)

壁面ﾚｰﾙ取付下地 壁面ﾚｰﾙ取付下地

ｱﾙﾐ押出形材

 Tﾊﾞ-ｼﾞｮｲﾝﾄ 

 Tﾊﾞ-ｼﾞｮｲﾝﾄ 
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課
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工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事
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図面名称 縮尺
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A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事
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1 2 53 4

ﾚｰﾙ仕様 ﾚｰﾙ

走行輪

吊ﾎﾞﾙﾄ

ﾗﾝﾅｰ仕様

ﾊﾟﾈﾙ仕様

表面材

充填材

表面仕上

ﾌﾚｰﾑ ｱﾙﾐ押出形材(ｱﾙﾏｲﾄ処理)

骨組

召合せ

壁面ｼｰﾙﾄﾞ

上部ｼｰﾙﾄﾞ

下部ｼｰﾙﾄﾞ

水平2段ｽﾗｲﾄﾞ走行輪(ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ内蔵)

M 14

ｺｰﾅｰ部 直角ﾚｰﾙ

亜鉛めっき鋼板 0.5mm (焼付塗装)

下張り:せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 12.5mm

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

ｱﾙﾐﾌﾚｰﾑ + 鉄骨造

固定ｺﾞﾑ嵌合

機械駆動式(ﾊﾝﾄﾞﾙ操作式)

機械駆動式(ﾌﾟｯｼｭｾｯﾄ式+ﾊﾝﾄﾞﾙ操作式)

機械駆動式(ﾌﾟｯｼｭｾｯﾄ式+ﾊﾝﾄﾞﾙ操作式)

ｱﾙﾐ押出型材ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ(ｱﾙﾏｲﾄ処理)

ﾊﾟﾈﾙ分離型構造(廃棄時分別可能)･･･環境対応型

不陸対応±5mm
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後付けｱﾙﾐ戸当り後付けｱﾙﾐ戸当り

ﾌﾗｯﾄﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ
(可倒式)

C

B

3 4
5

後付けｽﾁｰﾙ戸当り

後付けｽﾁｰﾙ戸当り

天井点検口 天井点検口

表面操作口(引き手付)
(上下圧着)
表面操作口(引き手付)
(ｻｲﾄﾞ圧着)

ｼｰﾙｺﾞﾑ(ﾌﾞﾗｯｸ)

ｼｰﾙﾌﾚｰﾑ
ｱﾙﾐ押出型材(ｱﾙﾏｲﾄ)

ﾍﾞｰｽ桟 □-60×30×1.6

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

ｼｰﾙｺﾞﾑ(ﾌﾞﾗｯｸ)

ｼｰﾙﾌﾚｰﾑ
ｱﾙﾐ押出型材(ｱﾙﾏｲﾄ)

ﾄｯﾌﾟ桟 □-60×30×1.6

亜鉛めっき鋼板 0.5mm
(焼付塗装)

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 12.5mm

ｼｰﾙﾌﾚｰﾑ
ｱﾙﾐ押出型材(ｱﾙﾏｲﾄ)

ｴﾝﾄﾞﾌﾚｰﾑ
ｱﾙﾐ押出形材(ｱﾙﾏｲﾄ)

召合せｶﾞｽｹｯﾄ

下地材

下地材

後付け壁面戸当たり
ｱﾙﾐ押出型材
(焼付塗装)

召合せｶﾞｽｹｯﾄ

ﾄﾞｱ枠ｶﾊﾞｰ:ｱﾙﾐ押出形材
(焼付塗装)

ﾄﾞｱ枠:ｱﾙﾐ押出形材
(ｱﾙﾏｲﾄ)

ﾄﾞｱ:表面
ｽﾁｰﾙﾊﾟﾈﾙ(焼付塗装)

ﾀﾞｳﾝｼｰﾙ装置

消音型水平2段ｽﾗｲﾄﾞ走行輪

ｱﾙﾐﾚｰﾙ(ｱﾙﾏｲﾄ)

防振材:ﾈｵﾌﾟﾚｰﾝｽﾎﾟﾝｼﾞ

中桟 □-60×30×1.6

召合せﾌﾚｰﾑ
ｱﾙﾐ押出形材(ｱﾙﾏｲﾄ)

後付け壁面戸当り
ｽﾁｰﾙ
(焼付塗装)

3

L-50x50x4

吊り材 C-100x50x20x2.3

@910(収納部 @300)

GB t12.5(両面)
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填

C-100x50x20x2.3 通し物

ｱﾙﾐﾚｰﾙ

振ﾚ止ﾒ L-30x30x3
@1820(収納部 @600)

受ｹﾈｺ L=300
L-50x50x4
@910(収納部 @300)

受ｹﾈｺ L=120
L-50x50x4

あと施工ｱﾝｶｰM10
@910(収納部 @300)

吊り材 C-100x50x20x2.3

@910(収納部 @300)

GB t12.5(両面)
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填

C-100x50x20x2.3 通し物

ｱﾙﾐﾚｰﾙ

振ﾚ止ﾒ L-30x30x3
@1820(収納部 @600)

L-50x50x4
@910(収納部 @300)

1/3,10,50
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ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ

厚み69mm

2
SLW

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ

厚み69mm

補強材

4
8～

1
25

受ｹﾈｺ L=500

(間仕切部以外はL-30x30x3 2本)

天井裏遮音壁

△CL△CL

(間仕切部以外はL-30x30x3 2本)

天井裏遮音壁

2

SLW

1

SLW

60 106

W 152
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7 DW 7
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152

PW

5
6

69

ﾄﾞｱ枠:ｱﾙﾐ押出型材
(ｱﾙﾏｲﾄ)

ﾄﾞｱ枠ｺﾞﾑ

ﾄﾞｱ枠ｶﾊﾞｰ:ｱﾙﾐ押出形材
(焼付塗装仕上)

ﾌﾗｯﾄﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ
(可倒式)

芯材:
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾊﾆｶﾑ

ﾄﾞｱ:表面
ｽﾁｰﾙﾊﾟﾈﾙ(焼付塗装)

SUS 304

袖:表面
ｽﾁｰﾙﾊﾟﾈﾙt1.6
(焼付塗装仕上)

ﾚｰﾙ取付断面図　1/10

平面図 1/50 ※操作口取付側

展開図　1/50

ﾄﾞｱ縦断面詳細図　1/3 縦断面詳細図　1/3

ﾄﾞｱ横断面詳細図　1/3
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ﾌﾗｯﾄﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ
(可倒式)

表面操作口(引き手付)
(上下圧着)

表面操作口(引き手付)
(ｻｲﾄﾞ圧着)

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ厚み69mm
ﾊﾟﾈﾙ重量140kg/枚

2
SLW

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ厚み69mm
ﾊﾟﾈﾙ重量130kg/枚

1
SLW

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ 厚み69mm

21
SLWSLW

△CL

▽床仕上天

ﾋﾝｼﾞ

横断面詳細図　1/3

【管理棟】ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ詳細図<参考図>
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福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月 1/20

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

標準装備仕様

及び

基本仕様

広角ﾐﾗｰ付操作盤

しきい間すきまﾚｽ

故障時最寄階自動着床運転

ｲｵﾝ発生装置

気配りｱﾅｳﾝｽ機能(非常時4ヶ国語対応)

行先階取消し機能

戸開放時間自動設定

反転時呼び一括ｷｬﾝｾﾙ機能

2D多光軸(ﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑ)ﾄﾞｱｾﾌﾃｨ

照明･換気装置自動休止機能

ﾛｰﾗｰｶﾞｲﾄﾞ(かご､おもり)

概

略

仕

様

有 全自動形(ﾋﾟｯﾄ冠水時(最寄階))浸水時/冠水時

単相

三相3線

(1台)

かご内連絡装置

耐震ｸﾗｽ

停電時自動着床装置

自家発時

火災時

地震時管制運転

照明

動力電源

電動機出力

ﾄﾞｱ方式

出入口寸法(WxH)

かご内法(WxDxH)

停止ヶ所･出入口方向

操作方式

制御方式

速度

積載量(定員)

用途(形式)

号機名(台数)

)ｷﾞﾔﾚｽ(

方向1)2FL,1( ヶ所2

mm2100X

mm2300Xmm1350X

V100 Hz60

Hz60V210

13(

24V同時通話ｲﾝﾀｰﾎﾝ

A14

有

無

有

有(P波+S波感知器(3段検知)ﾘｽﾀｰﾄ機能付)

2枚戸中央開き(電動式)

mm1000

Wk4.5AC-

mm1600

乗合全自動方式

交流ｲﾝﾊﾞｰﾀ制御方式(回生無)

m/min45

kg900

乗用

No.1

乗

場

仕

様

防犯窓

(t3.0)(JIS R3202)を合わせたもの･[ﾄﾞｱ面と面一]

網入ｶﾞﾗｽ(t6.8)(JIS R3204)とﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ全階

敷居 硬質ｱﾙﾐ製全階

ﾄﾞｱ 鋼板製単色塗装仕上全階

三方枠 小枠 鋼板製単色塗装仕上全階

ﾌｪｰｽﾌﾟﾚｰﾄ 板曲げ ｽﾃﾝﾚｽ製ﾍｱﾗｲﾝ仕上 (一部樹脂製)全階

ｲﾝｼﾞｹｰﾀ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ階床表示式全階

ﾎﾞﾀﾝ

ｲﾝｼﾞｹｰﾀ

乗場 ﾎﾞﾀﾝ 抗菌凸矢印ﾎﾞﾀﾝ(SIAA認証)全階

か

ご

仕

様

敷居 硬質ｱﾙﾐ製

床 ﾋﾞﾆﾀｲﾙ (t2)

幅木 化粧鋼板

側板 化粧鋼板

幕板 化粧鋼板

ﾄﾞｱ 化粧鋼板

出入口柱 ｽﾃﾝﾚｽ製ﾍｱﾗｲﾝ仕上

ﾘﾀｰﾝﾊﾟﾈﾙ ｽﾃﾝﾚｽ製ﾍｱﾗｲﾝ仕上

換気装置 ﾌｧﾝ

ﾌｪｰｽﾌﾟﾚｰﾄ 標準(広角ﾐﾗｰ付) 抗菌樹脂成形品(SIAA認証･一部鋼鈑製)

ｲﾝｼﾞｹｰﾀ 液晶(ｶﾗｰﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ認証)

操作盤 ﾎﾞﾀﾝ 抗菌凸文字ﾎﾞﾀﾝ(SIAA認証)

防犯窓

(t3.0)(JIS R3202)を合わせたもの･[ﾄﾞｱ面と面一]

網入ｶﾞﾗｽ(t6.8)(JIS R3204)とﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ

天井照明 [STD-11]ｱﾙﾐﾌﾚｰﾑ導光板LED照明

SPT13-CO45(  ﾄﾗﾝｸ付 車いす仕様 )

人)

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ仕様

部材記号 部材用途

ﾚｰﾙ支持柱

ﾚｰﾙ支持柱

三方枠取付材

ﾊﾞｯｸｱﾝｸﾞﾙ取付材

敷居取付材

吊元(荷重9.8kN用)

ﾄﾛﾘｰﾋﾞｰﾑ(荷重19.6kN)

ﾄﾛﾘｰﾋﾞｰﾑ(荷重9.8kN)

H-175x175x7.5x11

H-125x125x6.5x9

L-75x75x6

L-65x65x6

L-100x100x10

t12(φ75穴付)

H-150x150x7x10

H-125x125x6.5x9

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

部材ｻｲｽﾞ

鉄骨部材記号表 (建築工事)

A-A断面(頂部)　1/20

▽RFL(水下)

す
き

間
50

以
上

H-350×175

B

①
②

⑥⑥

⑦

A

A

(235以上必要)

)2F(H-300×150

)RF(H-350×175

)
RF

(
  

  
H-

39
0×

3
00

)
2F

(
H-

58
8×

3
00

350□
)RF(    H-400×200)2F(H-600×200

制御盤

仕
上

(
建

築
工

事
)

B

50

1

H-
30

0×
1
50

H-
(
 )
×

(
 )

(

2FRF

))

(

床持ち出し

(建築工事)
①①①①

② ②

③

③

⑦⑦⑧ ⑧

⑥
⑥

2階昇降路平面図　1/20

1

地中梁

地中梁

地
中

梁□350

□800

地中梁

仕
上

(
建

築
工

事
)

B

①①①①

②②

③

③

地震感知器(P波+S波)
ﾋﾟｯﾄ部取付

※全階耐火被覆なしとする。

1階昇降路平面図　1/20

電源引込み(受電盤への接続)

配線引込み

･ｲﾝﾀｰﾎﾝ配線､電話線

･動力･照明､接地線

･荷重:

吊元ﾌｯｸ

 kN9.8

 m3引出長さ mm6502階FL-

 mm13502階FL-  m3引出長さ

⑥ 建築工事

電気工事

電気工事

T.C保護金網

ﾋﾟｯﾄ点検用ｺﾝｾﾝﾄ 電気工事

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ工事

▽1,2FL

B

防犯窓

乗場点字
注意銘板

出入口正面図　1/20

【管理棟】昇降機設備図(1)<参考図>
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

Ver.2004

1/20,30

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

C/W側

かご側ﾋﾟｯﾄ衝撃荷重

ﾋﾟｯﾄ反力

No.1

kN71.40

kN55.60

kN82.40

B

▽2FL

▽1FL

出入口壁穴明図　1/20

煙感知器詳細

昇降路頂部

※全周すみ肉溶接脚長8mm

9.8kN吊元ﾌｯｸ荷重:

EHST9吊元ﾌｯｸ詳細

60
0以

内

煙感知器

以上の鋼板製(電気工事)1.5mm

施錠装置付点検扉

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ付(ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ工事)

(電気工事)

【 】

製品の型番は､仕様変更などで
変更･廃止されている場合があります

BV95351+BV95381H(

)NID-T-G(

)FXS J001A-HU(

))W(KUS-1C(

･ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

･ﾆｯﾀﾝ

･能美防災

･ﾎｰﾁｷ

点検ﾎﾞｯｸｽは下記ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ昇降路専用品として下さい｡

屋外の場合は､防水形点検扉とする｡

とする｡

外部に引き出した状態で点検可能な構造

昇降路頂部に煙感知器を設置する場合は

)

2-C4

8φ
75

(電気工事)

｢深さ150以上｣

断面図　1/20

ﾌｪｯｼｧﾌﾟﾚｰﾄ付

かごの床先と壁とのすき間 25

敷居間すき間 25

(ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ工事)

ﾄ
ｯﾌ

ﾟｸ
ﾘｱ

ﾗﾝ
ｽ

出
入

口
高

さ
 2

10
0

1

▽2FL

▽1FL ▽1FL

▽RFL(水下)

▽2FL

▽GL

※煙感知器と天井点検口について打合せの事

警報盤穴明図　1/20

昇降路縦断面図　1/30

φ65

床持ち出し(建築工事)

ｼﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ(ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ工事)

ｼﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ(ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ工事)

ﾋﾟｯﾄ点検用ｺﾝｾﾝﾄ(電気工事)

ﾋﾟｯﾄ内ｹｲ酸系塗布防水(C-UI)(建築工事)

部材記号 部材用途

ﾚｰﾙ支持柱

ﾚｰﾙ支持柱

三方枠取付材

ﾊﾞｯｸｱﾝｸﾞﾙ取付材

敷居取付材

吊元(荷重9.8kN用)

ﾄﾛﾘｰﾋﾞｰﾑ(荷重19.6kN)

ﾄﾛﾘｰﾋﾞｰﾑ(荷重9.8kN)

H-175x175x7.5x11

H-125x125x6.5x9

L-75x75x6

L-65x65x6

L-100x100x10

t12(φ75穴付)

H-150x150x7x10

H-125x125x6.5x9

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

部材ｻｲｽﾞ

鉄骨部材記号表 (建築工事)

※点検用ﾀﾗｯﾌﾟはﾋﾟｯﾄに保管

④

③

③ ③

④

③

③ ③

④

③

③

⑤

④

③

③

⑧ ⑧ ⑦

⑥

④

③

⑤

④

③

【管理棟】昇降機設備図(2)<参考図>
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管理棟新築
鉄骨造 2階建て

UP
ｽﾛｰﾌﾟ1/15以下

ﾎﾟｰﾁ

ﾎﾟｰﾁ

ｽﾛｰﾌﾟ1/15以下

3.00

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上

設備基礎C

Ver.2004

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月 1/100

外構図 1/100

1 7

上部床ﾗｲﾝ

(既存ﾃﾆｽｺｰﾄ)

D

A

3.00

3.00 2.88

2.88

Ｎ

降下空間ﾏｰｸ

UP

UP

(縁石新設:土木工事)

(ﾌｪﾝｽ新設:土木工事)

(関係者用駐車場新設:土木工事)

(ﾃﾆｽｺｰﾄ新設:土木工事)

(U字側溝新設:土木工事)

(舗装新設
 :土木工事)(縁石新設:土木工事)

(舗装新設:土木工事)

(舗装新設:土木工事)

雨水管100φ

(集水桝新設
:土木工事)

(集水桝新設
:土木工事)

2.96

UP

降下空間ﾏｰｸ

降下空間ﾏｰｸ雨水管100φ

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

48

(側溝新設:土木工事)

凡例

(点線)

標高(m)を示す。
(標高2.6m=GL±0とする。)

別途工事または既存のままを示す。

水勾配を示す。

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ張り(歩行者用)の範囲を示す。A

B ｶﾗｰ舗装(歩行者用)の範囲を示す。

C

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ
120×120×600

E

E

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ
120×120×600D

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ
120×120×600

D
地先境界ﾌﾞﾛｯｸ
120×120×600D

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ
120×120×600D

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ
120×120×600D

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ
120×120×600

D

階段

花壇

〇.〇〇

3.00

2.612.61 2.612.61

2.76

2.73 2.70

2.72 2.702.75

2.64

2.62

2.64

2.62

2.88 2.80 2.70

2.88

2.88

2.75

2.73

2.70

2.70

2.762.80 2.80

2.822.64

2.65 2.70 2.75

2.58 2.60

2.64

2.58

2.58

2.58

3.00

3.00

3.00

3.00

3.20

3.10

3.10

ﾀｲﾙ張り(歩行者用)の範囲を示す。

集水桝a集水桝a

集水桝a

集水桝b

E

F

F

FF

F

集水桝a

集水桝aF

雨水管125φ

雨水管125φ

雨水管100φ

雨水管100φ

雨水管100φ

雨水管100φ

【管理棟】外構図
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ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

目地砂

ｸｯｼｮﾝ層(砂)

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=60

Ver.2004
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

【管理棟】外構詳細図 1/10,20,30
49

1/20縁石(120×120 L=600)

※ﾏｰｸの内容、寸法、設置位置は監督員と相談すること。

溶融式白線引き

斜降式救助袋

<外部　3か所>

D

A ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ張り(歩行者用)詳細図 1/10 1/10 1/10B Cｶﾗｰ舗装(歩行者用)詳細図 ﾀｲﾙ張り(歩行者用)詳細図

ﾌﾟﾗｲﾑｺ-ﾄ

ｶﾗｰ舗装

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝRC-40 下地ﾓﾙﾀﾙ磁器質300角ﾀｲﾙ

F 集水桝詳細図 1/10

D10@200
1-D10

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

H

1-D10

ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

記号 名称 深さ(H) 数量

雨水桝

雨水桝

ｶ所

ｶ所

ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋　T-6･細目･ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋　T-6･細目･ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

a

b

大きさ(W×W)

450×450

450×450

300

415

1

5

備考

張付けﾓﾙﾀﾙ

砕石地業t=100 D18@200

1/30降下空間ﾏｰｸ詳細図E

G 階段詳細図 1/10,30

砕石

地先境界ﾌﾞﾛｯｸA型

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

(ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装:土木工事)

ﾓﾙﾀﾙ下地
ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ張り

ﾓﾙﾀﾙ

(ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
 :土木工事)

（
1
20

×
3）

地先境界ﾌﾞﾛｯｸA型

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質300角ﾀｲﾙ張り

▽1FL(3.00)

△GL+340(2.94)

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質300角ﾀｲﾙ張り

断面図 1/30

〇.〇〇：標高(m)を示す。
　(標高2.6m=GL±0とする。)

砕石t=60

段鼻：
ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質100角ﾀｲﾙ張り
(ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ)

花壇壁：
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(A種)の上
撥水材塗布

▽GL-20(2.58)

花壇壁 断面図 1/30

階段側花壇側

花壇壁：
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(A種)の上
撥水材塗布

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質300角ﾀｲﾙ張り

真砂土
埋戻し

▽GL-20(2.58)

花壇壁 詳細図 1/10
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

1/100
50

凡例

地先境界ブロック（撤去）

耐候性土のう(撤去)

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ側溝（残置）

既存外構撤去範囲を示す。

耐候性土のう(撤去)

松杭φ90,H=1,200+ﾅｲﾛﾝﾛｰﾌﾟ3段張り（撤去）

地先境界ブロック（撤去）

【管理棟】新設前 外構図

真砂土

アスファルト舗装（撤去）

松杭+ﾅｲﾛﾝﾛｰﾌﾟ（撤去）

松杭+ﾅｲﾛﾝﾛｰﾌﾟ（撤去）

アスファルト舗装カッター

アスファルト舗装カッター

アスファルト舗装（撤去）

アスファルト舗装（撤去）

アスファルト舗装（撤去）

庭球場管理棟建物位置

庭球場管理棟工事範囲

樹木伐採，伐根（幹周15㎝程度）

樹木伐採，伐根（幹周40cm程度）

新設テニスコート(別途工事）

既存テニスコート（別途工事）

新設駐車場（別途工事）

51,925

2
3
,
9
8
0

縁石ブロック（撤去）

アスファルト舗装カッター
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

H

6

5

ILB
標

E

水

T2

T1 T3

T4

E

Ｎ

1/150

X11

E

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

平面図 1/150

【庭球場屋根】平面図

(既存ﾃﾆｽｺｰﾄ)

3.80
3.74

3.69

3.853.70

(既存
 ｷｭｰﾋﾞｸﾙ)

(既存物置)

上部軒先ﾗｲﾝ

(駐車場改修:別途土木工事)

4.00 4.00 4.00 4.00

(既存U字側溝) ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH=3.0m ﾌｪﾝｽ基礎
ﾌｪﾝｽ扉B
W1,200×H2,000

柱 根巻ﾌｪﾝｽ基礎ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH=3.0m
ﾌｪﾝｽ扉A

W3,000×H3,000

(電灯盤:設備工事)
※基礎のみ建築工事

4.04 4.00

国体(ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ)最小ﾗｲﾝ

3.95

3.60

4.00

3.78

3.95

植栽～道路間
地先境界ﾌﾞﾛｯｸW=120柱 根巻

ﾌｪﾝｽ基礎

ﾌｪﾝｽ扉B
W1,200×H2,000

植栽～道路間
地先境界ﾌﾞﾛｯｸW=120

柱 根巻

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH=3.0m

(既存U字側溝)

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH=3.0m

ﾌｪﾝｽ扉B
W1,200×H2,000

柱 根巻

ﾌｪﾝｽ基礎

(既存U字側溝)

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

ﾌｪﾝｽ扉C
W1,200×H2,000

ﾌｪﾝｽ扉C
W1,200×H2,000

ﾃﾆｽｺｰﾄ～植栽間
地先境界ﾌﾞﾛｯｸ120×120×600

3.61

ﾃﾆｽｺｰﾄ～植栽間
地先境界ﾌﾞﾛｯｸ120×120×600

機器設置壁

S

機器設置壁

S

機器設置壁

S

S

機器設置壁

S

機器設置壁

機器設置壁

S

ﾃﾆｽｺｰﾄ～植栽間
地先境界ﾌﾞﾛｯｸ120×120×600

ﾃﾆｽｺｰﾄ～植栽間
地先境界ﾌﾞﾛｯｸ120×120×600 植栽～道路間

地先境界ﾌﾞﾛｯｸW=120

A A A A A

A A A A A A A

A B C A

ABF

E

E

E

D

D

E

E

E

D

D

A

ﾀﾞﾐｰの竪樋(配線目隠し用)の位置を示す。
※必要箇所は、屋根柱を工場で製作する前に設備工事の
　担当者と協議すること。

凡例

(点線)

〇〇
標高(m)を示す。
(標高2.6m=GL±0とする。)

別途工事または既存のままを示す。

消火器ﾎﾞｯｸｽ(埋込型)S

竪樋の位置を示す。

A ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽの種類を示す。
詳細は「【庭球場屋根】外構詳細図」による。
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月 1/200
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30°

30°

(
50

0)

(
16

,0
00

)

(
50

0
)

(
15

,0
00

)

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

軒樋

屋根膜材

竪樋 竪樋
竪樋

竪樋
竪樋

印は､水流れ方向を示す

竪樋

設計GL

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

屋根膜材

軒樋
軒樋

軒樋

軒樋

Y2

Y1

Y3

Y4

Y5

Y6

屋根仕上(最高高さ)

ﾄﾗｽ上弦R(最高高さ)

30°
30°

(
50

0)

(
16

,0
00

)

設計GL

屋根膜材

軒樋

Y2 Y1Y3Y4Y5Y6

ﾄﾗｽ上弦

竪樋
竪樋竪樋 竪樋竪樋 竪樋

30°
30°

(5
00

)

(
16

,0
00

)

設計GL

屋根膜材

軒樋

Y2 Y1Y3Y4Y5Y6

ﾄﾗｽ上弦

竪樋
竪樋竪樋 竪樋 竪樋

屋根伏図 1/200

南立面図 1/200 西立面図 1/200

竪樋

ﾀﾞﾐｰの竪樋

ﾀﾞﾐｰの竪樋

ﾀﾞﾐｰの竪樋ﾀﾞﾐｰの竪樋 ﾀﾞﾐｰの竪樋

ﾀﾞﾐｰの竪樋 ﾀﾞﾐｰの竪樋 ﾀﾞﾐｰの竪樋 ﾀﾞﾐｰの竪樋

竪樋

【庭球場屋根】屋根伏図、立面図

東立面図 1/200

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

：防鳥ﾈｯﾄの範囲を示す。

：ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH=3.0mの範囲を示す。

　ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾝｸﾞﾘｰﾝﾈｯﾄ15mm目

ﾀﾞﾐｰの竪樋

ﾄﾗｽ:鉄骨 ｳﾚﾀﾝ系塗装

ﾄﾗｽ:鉄骨 ｳﾚﾀﾝ系塗装 ﾄﾗｽ:鉄骨 ｳﾚﾀﾝ系塗装

柱 根巻き:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(A種)の上、撥水材塗布

柱 根巻き:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(A種)の上、撥水材塗布 柱 根巻き:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(A種)の上、撥水材塗布

柱:鉄骨 ｳﾚﾀﾝ系塗装

柱:鉄骨 ｳﾚﾀﾝ系塗装柱:鉄骨 ｳﾚﾀﾝ系塗装
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月 1/200

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

設計GL

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

B

B

設計GL 設計GL

屋根仕上

屋根仕上(最高高さ)

ﾄﾗｽ上弦R(最高高さ)

天井伏図　1/200

A

A

CC

C-C断面図　1/200

A-A断面図　1/200

B-B断面図　1/200

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

【庭球場屋根】天井伏図、断面図
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

H

6

5

ILB
標

E

水

T2

T1 T3

T4

E

E

X1 X11

Ｎ

1/150

凡例

〇〇 標高(m)を示す。(標高2.6m=GL±0とする。)

(点線) 別途工事または既存のままを示す。

水勾配を示す。

【庭球場屋根】外構図

Y1

Y6

外構図 1/150

(既存ﾃﾆｽｺｰﾄ)

3.80
3.74

3.69

3.853.70

(既存
 ｷｭｰﾋﾞｸﾙ)

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH=3.0m

ﾌｪﾝｽ基礎

ﾌｪﾝｽ扉B
W1,200×H2,000

植栽～道路間
地先境界ﾌﾞﾛｯｸW=120

(駐車場改修:別途土木工事)

4.00 4.00 4.00 4.00

柱 根巻

(既存U字側溝)

(既存U字側溝)

(既存U字側溝)

ﾌｪﾝｽ基礎
ﾌｪﾝｽ扉B
W1,200×H2,000

ﾌｪﾝｽ基礎

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH=3.0m
ﾌｪﾝｽ扉A

W3,000×H3,000

(電灯盤:設備工事)
※基礎のみ建築工事

植栽～道路間
地先境界ﾌﾞﾛｯｸW=120

柱 根巻

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH=3.0m

国体(ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ)最小ﾗｲﾝ

3.953.95

植栽～道路間
地先境界ﾌﾞﾛｯｸW=120柱 根巻

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

ﾌｪﾝｽ扉C
W1,200×H2,000

ﾌｪﾝｽ扉C
W1,200×H2,000

4.00

3.78 3.61 3.60

4.004.04

ﾃﾆｽｺｰﾄ～植栽間
地先境界ﾌﾞﾛｯｸ120×120×600

機器設置壁
ﾃﾆｽｺｰﾄ～植栽間

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ120×120×600
機器設置壁

ﾃﾆｽｺｰﾄ～植栽間
地先境界ﾌﾞﾛｯｸ120×120×600

機器設置壁

機器設置壁

機器設置壁

機器設置壁
ﾃﾆｽｺｰﾄ～植栽間
地先境界ﾌﾞﾛｯｸ120×120×600

砕石路盤Rc40t=150の範囲を示す。<524.26㎡>
(開粒度ｱｽｺﾝt=50、砂入人工芝の復旧は土木工事とする。)

真砂土埋戻しの範囲を示す。<273.69㎡>

上部軒先ﾗｲﾝﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH=3.0m

集水枡a集水枡a集水枡a 集水枡a

集水枡a

集水枡a

集水枡a

集水枡a

ﾌｪﾝｽ扉B
W1,200×H2,000

集水枡a

集水枡a

集水枡a

集水枡a

集水枡a

集水枡c

ﾌｪﾝｽ基礎
柱 根巻

集水枡a 集水枡b集水枡a集水枡b集水枡d集水枡e

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装(車両用)復旧の範囲を示す。<1,534.63㎡>

※雨水管の径は、全て150φとする。

(既存物置)
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<既存ﾃﾆｽｺｰﾄ側> <植栽・道路側>

(現地巻き)
亜鉛ﾃ-ﾌﾟ

砕石路盤Rc40t=150
(開粒度ｱｽｺﾝt=50、
砂入人工芝の復旧

:土木工事)

1
,3

00

97
0

2
5

≒
25

00

≒
24

0
0

φ89.1×3.2
(補強入り)

(袖部)

亜鉛･ｱﾙﾐ･ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ
合金めっき鉄線〔                 〕

(ﾊｲﾃﾝｼｮﾝ線)

φ89.1×3.2
(補強入り)

(主柱に溶接)

□600

4
00

9
00

40
25

97
0

97
0

φ60.5×3.2

(主柱に溶接)
φ38.1×2.3

ﾜｲﾔﾒｯｼｭ

(ﾒ
ｯｼ

ｭｼ
-ﾄ

1m
m目

:
既

存
利

用
)

断面図　1/20

参考品番:朝日ｽﾁｰﾙ工業(株)　UN-H3000-40(下部2.5mﾒｯｼｭｼ-ﾄ張り)

一般部

真砂土埋戻し

▽庭球場屋根 柱芯・ﾌｪﾝｽ中心線

開き方向

合金めっき鉄線〔               〕

φ38.1×2.3

□60×30×1.6

φ50.8×2.3

φ139.8×3.5 φ139.8×3.5

落しφ16
舟形落し受付

亜鉛ﾃ-ﾌﾟ
(現地巻き)

□60×30×1.6 ﾎﾞﾙﾄ式蝶番

φ60.5×3.2
(主柱に溶接)(袖部)

□60×30×1.6 施錠装置

亜鉛･ｱﾙﾐ･ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ
(ﾊｲﾃﾝｼｮﾝ線)

ﾜｲﾔﾒｯｼｭ

平面図　1/30

正面図　1/30

庭球場屋根柱

φ89.1×3.2
(補強入り)

(袖部)

蝶番

両面回転施錠
戸当り付

庭球場屋根柱

φ60.5×3.2
(主柱に溶接)

ﾜｲﾔﾒｯｼｭ

亜鉛･ｱﾙﾐ･ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ
合金めっき鉄線〔              〕

(ﾊｲﾃﾝｼｮﾝ線)

 幅   奥行

φ38.1×2.3

亜鉛ﾃ-ﾌﾟ
(現地巻き)

φ50.8×1.6

(主柱に溶接)

ﾃﾆｽｺｰﾄ～植栽間
地先境界ﾌﾞﾛｯｸ120×120×600

真砂土埋戻し

<駐車場側>

砕石路盤Rc40t=150
(開粒度ｱｽｺﾝt=50、砂入人工芝の復旧:土木工事)

平面図　1/30

▽庭球場屋根 柱芯・ﾌｪﾝｽ中心線

庭球場屋根柱

庭球場屋根柱

(ﾒｯｼｭｼ-ﾄ1mm目
:既存利用)

(ﾒ
ｯｼ

ｭｼ
-ﾄ

1m
m目

:既
存

利
用

)

(ﾒ
ｯｼ

ｭｼ
-ﾄ

1m
m目

:
既

存
利

用
)

(
ﾒｯ

ｼｭ
ｼ-

ﾄ1
m
m目

:既
存

利
用

)

ﾌｪﾝｽ扉B

参考品番:朝日ｽﾁｰﾙ工業(株)　片開きくぐり門扉 H2000-40×W1200(下部2.5mﾒｯｼｭｼ-ﾄ張り)

ﾌｪﾝｽ扉C

φ89.1×3.2
(補強入り)

(袖部)

蝶番

両面回転施錠
戸当り付

庭球場屋根柱

φ60.5×3.2
(主柱に溶接)

ﾜｲﾔﾒｯｼｭ

亜鉛･ｱﾙﾐ･ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ
合金めっき鉄線〔              〕

(ﾊｲﾃﾝｼｮﾝ線)

 幅   奥行

(ﾒ
ｯｼ

ｭｼ
-ﾄ

1m
m目

)
[
除

外
品

]
(
ﾒｯ

ｼｭ
ｼ-

ﾄ1
mm

目
)
[除

外
品

]

φ50.8×1.6

亜鉛ﾃ-ﾌﾟ
(現地巻き)

φ38.1×2.3
(主柱に溶接)

正面図　1/30

正面図　1/30正面図　1/30
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

参考品番:朝日ｽﾁｰﾙ工業(株)　片開きくぐり門扉 H2000-40×W1200
(下部2.5mﾒｯｼｭｼ-ﾄ張り)

1/30

※機器設置壁の周囲は切り欠くこと。

<既存ﾃﾆｽｺｰﾄ側>
<植栽・道路側>

【庭球場屋根】外構詳細図(1) 1/30

真砂土埋戻し

ﾃﾆｽｺｰﾄ～植栽間
地先境界ﾌﾞﾛｯｸ
120×120×600

<既存ﾃﾆｽｺｰﾄ側>

ﾃﾆｽｺｰﾄ～植栽間
地先境界ﾌﾞﾛｯｸ120×120×600

砕石路盤Rc40t=150
(開粒度ｱｽｺﾝt=50、砂入人工芝の復旧:土木工事)

開き方向

▽庭球場屋根 柱芯・ﾌｪﾝｽ中心線

平面図　1/30

<植栽・道路側>

真砂土埋戻し

ﾃﾆｽｺｰﾄ～植栽間
地先境界ﾌﾞﾛｯｸ120×120×600

<既存ﾃﾆｽｺｰﾄ側>

砕石路盤Rc40t=150
(開粒度ｱｽｺﾝt=50、砂入人工芝の復旧:土木工事)

開き方向

▽庭球場屋根 柱芯・ﾌｪﾝｽ中心線

平面図　1/30

<植栽・道路側>

ﾃﾆｽｺｰﾄ～植栽間
地先境界ﾌﾞﾛｯｸ120×120×600

真砂土埋戻し

<既存ﾃﾆｽｺｰﾄ側>

砕石路盤Rc40t=150
(開粒度ｱｽｺﾝt=50、砂入人工芝の復旧:土木工事)

一般部

一般部 一般部

ﾌｪﾝｽ扉A

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ詳細図

※外部(駐車場側)に建築工事にて南京錠を設置すること。

参考品番:朝日ｽﾁｰﾙ工業(株)　UN両開き門扉H3000-40×W3000(下部2.5mﾒｯｼｭｼ-ﾄ張り)
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A-登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

≒

≒
[≒

1
15

]

ﾊﾟﾈﾙ断面図　1/3
[  ]内は下部袖H410ﾊﾟﾈﾙを示す｡
( )内は芯径を示す｡

ﾜｲﾔﾒｯｼｭ正面図　1/3

門柱･扉枠位置関係図　1/3

53

開き方向

門柱
扉枠

35 55

(W1200) 開き方向

門柱

扉枠

(W3000)

ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ ﾌﾟﾗｲﾑｺ-ﾄ 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝRC-40

1/10

【庭球場屋根】外構詳細図(2) 1/6,10,20

1/20

消火器ﾎﾞｯｸｽ

平面図

<既存ﾃﾆｽｺｰﾄ側>

<植栽・道路側>

消火器ｽﾃｯｶｰ

消火器ﾎﾞｯｸｽ

正面図

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH=3,000

▽設備盤中心

1,200×1,200

7-D13

1-D13

消火器ﾎﾞｯｸｽ

D13@200･ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13@300

3-D13@200

(設備盤:
設備工事)

□-D13@200

□-D13@200

3-D13@200

1-D13@200

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH=3,000

断面図

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ
H=3,000

(設備盤:
設備工事)

背面水止層付
ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ層
t=5㎜+50㎜

ｽﾀﾃｨｯｸ混合
ｳﾚﾀﾝｽﾌﾟﾚｰ層

t=2㎜以上

1/6,50

C

B

種類別割り付け図<参考>　1/50

1/20

※周囲のﾒｯｼｭﾌｪﾝｽは切り欠くこと。350

庭球場屋根柱

庭球場屋根柱
根巻

b-b断面図　1/20

(電灯盤600×350
 :設備工事)

Ｎ　Ｐ

リモコン
スイッチ

600

庭球場屋根柱
根巻

竪樋

庭球場屋根柱

(電灯盤600×350
 :設備工事)

a-a断面図　1/20平面図　1/20

竪樋

(電灯盤600×350
 :設備工事)

aa

b

b

庭球場屋根柱

庭球場屋根柱 根巻

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH=3,000

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ詳細図

電灯盤廻り詳細図

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH=3,000

機器設置壁詳細図

機器設置壁
※周囲のﾒｯｼｭﾌｪﾝｽは切り欠くこと。

16か所

2か所

1か所

D

E

F

機器設置壁
※周囲のﾒｯｼｭﾌｪﾝｽは切り欠くこと。

4か所

6か所

1か所

種類ごとの設置箇所は、「【庭球場屋根】平面図」による。

A

表面緩衝材 参考品書:ｽﾌﾟﾚｰﾗﾊﾞｰ t=55 ﾖｺﾊﾏ弾性舗装ｼｽﾃﾑ(株)

※周囲のﾒｯｼｭﾌｪﾝｽは切り欠くこと。

※消火器(ABC10型)も建築工事にて設置すること。

記号 名称 深さ(H) 数量

ｶ所 ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋　T-6･細目･ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟa

大きさ(W×W)

450×450 300

備考

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装(車両用)詳細図

集水桝詳細図 1/10

D10@200
1-D10

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

H

1-D10

ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋
雨水桝

雨水桝

雨水桝

雨水桝

雨水桝

450×450

450×450

450×450

450×450

ｶ所 ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋　T-6･細目･ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟb

ｶ所 ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋　T-6･細目･ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

ｶ所 ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋　T-6･細目･ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

ｶ所 ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋　T-6･細目･ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

c

d

e

15

435 2
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570

662

56

φ
5.

0

φ4.0

1
25

40

55 50

11
1

66
4
5

1
50

5
0

180以上

1
60

250100 100

117.5 117.5215

450

1,
90

0

1,
60

0程
度

1,
90

0

1
00

6
00

1
00

70
0

40
0

180以上

340

50
0

50
0

160

5
0

15
0

590

6,108
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No.5No.5No.5No.5No.5No.5No.5

ｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄ
No.6No.6No.6No.6No.6No.6No.6

ｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄ
No.7No.7No.7No.7No.7No.7No.7

ｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄ
No.8No.8No.8No.8No.8No.8No.8

既設8面ｺｰﾄ既設8面ｺｰﾄ既設8面ｺｰﾄ既設8面ｺｰﾄ既設8面ｺｰﾄ既設8面ｺｰﾄ既設8面ｺｰﾄ

ｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄ
No.1No.1No.1No.1No.1No.1No.1

ｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄ
No.2No.2No.2No.2No.2No.2No.2

ｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄ
No.3No.3No.3No.3No.3No.3No.3

ｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄｺｰﾄ
No.4No.4No.4No.4No.4No.4No.4

芦田川芦田川芦田川芦田川芦田川芦田川芦田川

既設4面ｺｰﾄ既設4面ｺｰﾄ既設4面ｺｰﾄ既設4面ｺｰﾄ既設4面ｺｰﾄ既設4面ｺｰﾄ既設4面ｺｰﾄ

AAAAAAADDDDDDD

管理棟新築管理棟新築管理棟新築管理棟新築管理棟新築管理棟新築管理棟新築
鉄骨造 2階建て鉄骨造 2階建て鉄骨造 2階建て鉄骨造 2階建て鉄骨造 2階建て鉄骨造 2階建て鉄骨造 2階建て

1111111

7777777

ｲﾍﾞﾝﾄｲﾍﾞﾝﾄｲﾍﾞﾝﾄｲﾍﾞﾝﾄｲﾍﾞﾝﾄｲﾍﾞﾝﾄｲﾍﾞﾝﾄ
広場広場広場広場広場広場広場

ｲﾍﾞﾝﾄｲﾍﾞﾝﾄｲﾍﾞﾝﾄｲﾍﾞﾝﾄｲﾍﾞﾝﾄｲﾍﾞﾝﾄｲﾍﾞﾝﾄ
広場広場広場広場広場広場広場

散散散散散散散

AsAsAsAsAsAsAs AsAsAsAsAsAsAs
T3T3T3T3T3T3T3

EEEEEEE

止止止止止止止

物置物置物置物置物置物置物置

ｷｭｰﾋﾞｸﾙｷｭｰﾋﾞｸﾙｷｭｰﾋﾞｸﾙｷｭｰﾋﾞｸﾙｷｭｰﾋﾞｸﾙｷｭｰﾋﾞｸﾙｷｭｰﾋﾞｸﾙ

ｺｰﾄNo.10ｺｰﾄNo.10ｺｰﾄNo.10ｺｰﾄNo.10ｺｰﾄNo.10ｺｰﾄNo.10ｺｰﾄNo.10ｺｰﾄNo.11ｺｰﾄNo.11ｺｰﾄNo.11ｺｰﾄNo.11ｺｰﾄNo.11ｺｰﾄNo.11ｺｰﾄNo.11 ｺｰﾄNo.9ｺｰﾄNo.9ｺｰﾄNo.9ｺｰﾄNo.9ｺｰﾄNo.9ｺｰﾄNo.9ｺｰﾄNo.9

Y1Y1Y1Y1Y1Y1Y1

Y6Y6Y6Y6Y6Y6Y6

X11X11X11X11X11X11X11X1X1X1X1X1X1X1

庭球場屋根新築庭球場屋根新築庭球場屋根新築庭球場屋根新築庭球場屋根新築庭球場屋根新築庭球場屋根新築
鉄骨造 平屋建て鉄骨造 平屋建て鉄骨造 平屋建て鉄骨造 平屋建て鉄骨造 平屋建て鉄骨造 平屋建て鉄骨造 平屋建て

T1T1T1T1T1T1T1

EEEEEEE

★★★★★★★

凡例凡例凡例凡例凡例凡例凡例

工事関係車両動線工事関係車両動線工事関係車両動線工事関係車両動線工事関係車両動線工事関係車両動線工事関係車両動線

計画建物位置を示す。計画建物位置を示す。計画建物位置を示す。計画建物位置を示す。計画建物位置を示す。計画建物位置を示す。計画建物位置を示す。

計画建物名を示す。計画建物名を示す。計画建物名を示す。計画建物名を示す。計画建物名を示す。計画建物名を示す。計画建物名を示す。

ﾌﾟﾚｰﾄﾌﾟﾚｰﾄﾌﾟﾚｰﾄﾌﾟﾚｰﾄﾌﾟﾚｰﾄﾌﾟﾚｰﾄﾌﾟﾚｰﾄ

★★★★★★★

★★★★★★★

建物名建物名建物名建物名建物名建物名建物名

交通誘導員交通誘導員交通誘導員交通誘導員交通誘導員交通誘導員交通誘導員★★★★★★★
ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ W6,000×H1,800(管理棟:1か所、庭球場屋根:2か所)ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ W6,000×H1,800(管理棟:1か所、庭球場屋根:2か所)ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ W6,000×H1,800(管理棟:1か所、庭球場屋根:2か所)ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ W6,000×H1,800(管理棟:1か所、庭球場屋根:2か所)ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ W6,000×H1,800(管理棟:1か所、庭球場屋根:2か所)ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ W6,000×H1,800(管理棟:1か所、庭球場屋根:2か所)ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ W6,000×H1,800(管理棟:1か所、庭球場屋根:2か所)

成形鋼板H=2,000(管理棟:142m、庭球場屋根:315m)成形鋼板H=2,000(管理棟:142m、庭球場屋根:315m)成形鋼板H=2,000(管理棟:142m、庭球場屋根:315m)成形鋼板H=2,000(管理棟:142m、庭球場屋根:315m)成形鋼板H=2,000(管理棟:142m、庭球場屋根:315m)成形鋼板H=2,000(管理棟:142m、庭球場屋根:315m)成形鋼板H=2,000(管理棟:142m、庭球場屋根:315m)仮囲い仮囲い仮囲い仮囲い仮囲い仮囲い仮囲い
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敷き鉄板 205枚敷き鉄板 205枚敷き鉄板 205枚敷き鉄板 205枚敷き鉄板 205枚敷き鉄板 205枚敷き鉄板 205枚
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0

599
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17
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1,180 2,500

6
,5

91

8,
00

0

1
,6

23
1
,6

23

14,000

1,112 1,112

（いずれかに配置すること）（いずれかに配置すること）（いずれかに配置すること）（いずれかに配置すること）（いずれかに配置すること）（いずれかに配置すること）（いずれかに配置すること）

仮囲い計画図 1/500仮囲い計画図 1/500仮囲い計画図 1/500仮囲い計画図 1/500仮囲い計画図 1/500仮囲い計画図 1/500仮囲い計画図 1/500

（駐車場整備　別途工事）（駐車場整備　別途工事）（駐車場整備　別途工事）（駐車場整備　別途工事）（駐車場整備　別途工事）（駐車場整備　別途工事）（駐車場整備　別途工事）

（庭球場整備　別途工事）（庭球場整備　別途工事）（庭球場整備　別途工事）（庭球場整備　別途工事）（庭球場整備　別途工事）（庭球場整備　別途工事）（庭球場整備　別途工事）

（駐車場改修　別途工事）（駐車場改修　別途工事）（駐車場改修　別途工事）（駐車場改修　別途工事）（駐車場改修　別途工事）（駐車場改修　別途工事）（駐車場改修　別途工事）
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７

　
鉄
　
骨
　
工
　
事

(4.3.2)

　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）

章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 特　　　記　　　事　　　項項 項章 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項

※ 直接基礎 （ ・ 地盤改良（ 表層改良・ ・ 柱状改良 ） ）

設計地耐力

杭基礎

KN／㎡

・ 最初の１本 ・ 図示による

・ 図示による

図示による・

※ 行わない

※ 行わない

試験杭 位置，本数及び寸法

杭の載荷試験

地盤の載荷試験

試験及び報告書２

３ 既製コンクリート杭

地業

５

杭地業

場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ 施工管理技術者　　※適用する

寸法等

試験杭

本杭

軸径

(mm)

拡底径

(mm)

杭長

(mm)符号 セット数

長期設計支持力

（ｋN／本） 備考

コンクリートの種別

・Ａ種　　　※Ｂ種

・評定等の内容による

コンクリートの設計基準強度

材料

　構造体強度補正値

　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による評定等

　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種

７ コンクリートの材料

セメント

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

　※行う　　・行わない

工場溶接の場合

節

検査基準

※全て

※第６水準

工事現場溶接の場合

ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％

※　全ての溶接部

種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　

寸法，継手，性能等

符号 杭径

(mm）

杭長（ｍ）

及び種類

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

厚さ

(mm）

継手数 本数 ｺﾝｸﾘｰﾄ強度

(N/m㎡）

長期設計支

持力（kN/本）

備考

試験杭

本杭

鋼杭地業４ 施工管理技術者　　※適用する

符号 杭径

(mm）

杭長（ｍ）

及び種類

上杭

中杭

下杭

厚さ

(mm）

継手数 本数 ｺﾝｸﾘｰﾄ強度

(N/m㎡）

長期設計支

持力（kN/本）

備考

試験杭

本杭

　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）

先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形

なお，特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとする

ネガティブフリクション対策

　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）

杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による

　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による

杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する

　処理方法（切断にともなう補強方法含む）

　※構造図による

杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )

施工方法

　・セメントミルク工法

　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度

　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上

　・特定埋込杭工法

　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法

　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法

　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない

杭の精度

　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　

　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　

※普通ポルトランドセメント

セメントの種類 使　用　部　位

・合成スラブ

・

・構造床

Ｂ種・※Ａ種

・・モルタル８

デッキプレート７

羽子板ボルト※

※

ボルトの種類

胴の種類ターンバックル６

・

・

材　料

工　法

材質・形状・寸法

柱底均しモルタル

溶接部の試験９

鉄面錆止め塗装10

耐火被覆材の接着面

亜鉛めっき面

・ＪＩＳ　Ｋ5674

※18章　塗装工事による

現場　　回塗り

現場　　回塗り

工場　　回塗り

工場　　回塗り

・行う ・行わない

11 耐火被覆 種別及び性能

種別

・耐火材吹付け ・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・湿式ロックウール

・　

・高耐熱ロックウール

・　

・繊維混入けい酸カルシウム板

・　

・耐火板張り

・耐火材巻付け

材料・工法
性能

（耐火時間）

適用箇所

（部位・部分）

　　　　　　　―・ラス張りモルタル塗り

材料及び工法は，建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする

・耐火塗料 ・　

・　

・高力ボルト接合

溶融亜鉛めっき13

種　別12

リン酸塩処理 ブラスト処理※

溶融亜鉛めっき工法 ※ Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）

摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による

章

４ １ 基礎

項

　

地

業

工

事

施工管理技術者　　※適用する

種類

　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）

　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　

寸法，継手，性能等

割枠式

(4.2.3)

(4.2.4)

（4.3.1～8)

（4.4.1～6)

（4.5.1～7)

(7.2.6)

(7.2.7)

(7.2.9)

(表7.10.2)

(7.8.1～7.8.4)

(18.7.2)

(7.9.1～7.9.9)

(7.12.4)

表14.2.2

(7.12.5)

(6.3.1)

(4.2.2)

　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による

(4.4.2)

　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）

(4.5.2)

（　　　　）Ｎ/mm2以上

　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による

　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　

　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による

　　　　　　　・リバース工法

　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）

掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）

併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　

鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）

孔壁測定　　　※行う

　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器

　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所

　　　　　　　・行わない

　スランプ値

　　※18cm　・　　　・　

　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う

19章「内装工事」９項「断熱材」による

0.15mm以上※

９

８

７

６ 砂利及び砂地業

断熱材

床下防湿層

捨コンクリート地業

※

・

・ポリエチレンフィルム　厚・

50※厚さ（mm）

再生クラッシャラン※

※

※ 切込砂利又は切込砕石

その他

直接基礎

・

材料

・60厚さ（mm）

・

５
　
鉄
　
筋
　
工
　
事

１ 鉄筋の種別 鉄筋

類　　別 種　　別 径　　　(mm)

・

※ ＪＩＳ Ｇ 3112 ・

２ 溶接金網 網目の形状，寸法及び径（mm）

施工場所 （ ）

３ 柱・梁の鉄筋の継手 ・ ・

溶接継手・ 機械式継手 ・

継手位置 ※ 鉄筋工事仕様書による ・

４ 梁貫通孔補強 ※ 鉄筋工事仕様書による ・ 各部配筋参考図7.1 ・

５ 圧接完了後の検査 検査方法 ※ 超音波深傷試験

・ 引張試験

６ 柱の帯筋 ・ 組み立ての形はＳＰ形とする。

鉄筋かごの補強

　・　

鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　

鉄筋の重ね継手長さ，主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による

杭の精度

　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　

　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　

１

水セメント比

※ 普通コンクリート

※ 軽量コンクリート

適　用　箇　所種類

・１種　・２種

スランプ

（cm）
適　用　箇　所

設計基準強度

設計基準強度 スランプ

（cm）

コンクリートの強度６
　
コ
　
ン
　
ク
　
リ
　ー

　
ト
　
工
　
事

３

※ 屋根床版のスランプは15cmとする。

２ コンクリートの類別

６ コンクリートの

仕上り

打放し仕上げの種別

・Ｃ種

※Ｂ種

・Ａ種

種　別

※ 合板せき板を使用する場合

ＪＡＳ　Ｂ－Ｃ

ＪＡＳ　Ｂ－Ｃ

ＪＡＳ（表面加工品）

せき板の種類 表面・せき板の程度

・

・

※ 図示

適　用　箇　所

・表6.2.4

表6.2.4

表6.2.4

５ コンクリートの

アルカリ総量

・ アルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し，コンクリート中の総アル

４ コンクリート中の

塩化物量

※

図示による

図示による

(4.6.3)

(4.6.2)

(4.6.4)

(4.6.5)

(5.2.2)

(表5.2.1)

(5.3.4)

(5.4.2)

(5.4.10)

(鉄筋工事仕様書)

(6.2.2)(6.2.4)(表6.2.2)

(6.10.1～6.10.4)

(6.2.1)(表6.2.1)

(6.3.2)

(6.3.2)

(6.5.4)

(6.2.5)(表6.2.3)

Fc（N／mm2）

Fc（N／mm2）

カリ量を3.0kg／m3以下とする。

ＳＤ295

ＳＤ345

ガス圧接（ＳＤ295は不可）

　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による

施工方法

　・特定埋込み杭工法

　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法

　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法

杭の精度

　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　

　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　

杭の現場継手　　・溶接継手

　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による

　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による

杭頭の処理　　　・処理しない

　　　　　　　　・処理する

　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による

杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合） ・（　）

　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　，β＝　，γ＝　を採用できる工法

　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による

　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）

　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う

ＡＥ剤，ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）混和材料

※ フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種，Ⅱ種若しくはⅣ種

※ 高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）

※ シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）

コンクリート製造

工場の選定

※８ レディミクストコンクリート工場の選定は，監督員の承諾を受ける。

９ 強度

適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　

上

旬

中
全て

11月 12月 １月 ２月 ３月

旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬

下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

3.0

3.0

3.0

6.0

6.0

6.0 3.0

3.0

4～10月

3.0

セメント

普通ポルトランド

セメント

早強ポルトランド

セメント

地域

市内全域

北部地域

その他

・

・

北部地域

その他

：

：

新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域

上記以外の地域

暑中コンクリート ※ 日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合

寒中コンクリート 適用期間 （ ）

10

11

12 コンクリートの

強度試験

※

13 外部に面する

コンクリート打放し

仕上

※ 打増厚さ （ ）

14 型枠のせき板 ※ 合板（12mm） ・ 合板（15mm）

・ 床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）

・ メッシュ型枠

・ 断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）

・

（

15 マスコンクリート セメントの種類 （ ）

ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）

）

（表6.9.2）による

適用箇所 （ ）

混和材料 （ ）

16 水密コンクリート 水セメント比（　／wt）

※50 ・

スランプ（cm）

※15 ・

適　用　箇　所

17 打継部 止水板 止水ゴムの製造所

適用箇所

（

（

※ ・ 幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上

）

）

打継ぎ目地 図示による

打継ぎ位置 ※ 標仕による ・

18 無筋コンクリート 適用箇所 ※ 6.14.1による ・

粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）

※ 25mm以下

コンクリートの品質

スランプ設計基準強度
種　　類 適　用　箇　所

（cm）

・普通コンクリート 18 15 ・ 18 ・ 捨コンクリート

・

19 流動化コンクリート ・ 適用 （ ）

適用しない・適用する※施工管理技術者

加工能力

製作工場の

監督員の承諾する工場・次表による加工能力のある工場・

鉄骨製作工場

施工管理技術者

鉄骨製作工場及び１

・ 試験を行わない試験を行う※ＪＩＳ規格品以外の場合

使　用　箇　所規　　　　格

ＪＩＳ規格品以外

ＪＩＳ規格品以外

ＪＩＳ規格品以外

ＪＩＳ規格品以外

・

・

・

・

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品

※

※

※

※

材　　質

・

・

・

・

・

・

ＳＴＫ　400

ＳＳＣ　400

ＳＳ　　400

鋼材２

※ボルト径

ボルト及びナットの材料等普通ボルト４

※ボルト径

）

）

）

・

・

・

２種（Ｆ10Ｔ）

２種（Ｓ10Ｔ）

※

※

※

（セットの種類

（セットの種類

（セットの種類

溶融亜鉛めっき高力ボルト

トルシア形高力ボルト

・

・

・高力ボルト３

１種（Ｆ8Ｔ相当）

ＪＩＳ形高力ボルト

・

※

・

図示による

表7.2.3による

図示による

材質材質及び設置

アンカーボルトの５

構造用アンカーボルト

建方用アンカーボルト

・

・ ＡＢＲ400

・ ＳＳ400

・ ＡＢＲ490

・

・ ＡＢＲ520ＳＵＳ

構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法

※ 図示による

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法 Ａ種・ ※ Ｂ種 ・

(表7.10.1)

(7.2.4)(7.10.3)

(7.2.3)

(7.2.2)

(7.2.1)(表7.2.1)

(7.1.3～4)

(6.15.1)

(6.14.1)

(6.14.2)

(6.14.1)

(6.13.2)

(6.8.2)

(6.8.2)

(6.9.1～6.9.5)

(6.11.1～6.11.6)

(6.12.1～6.12.4)

(6.3.2)(表6.3.2)

(6.4.1)

構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）

構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2） 6.0　Ｎ/㎜2

Fc（N／mm2）

・フライアッシュセメントＢ種

・高炉セメントＢ種

・高炉セメントＡ種

・シリカセメントＡ種

・フライアッシュセメントＡ種

その他 ・

無収縮モルタル（表7.2.5）

(7.6.12)(表7.6.2～7.6.3)

(7.8.2)

重ね継手（　　　　）

　　％・ 　　％・

※ ・ Ⅱ　類Ⅰ　類

0.30㎏／m3以下

上杭：JP-PRC φ500（Ⅰ種105N）
下杭：JP-NPH φ500-400-500（A種105N）

P1 φ500 1 12 105

80

下杭  13.0 65

上杭  8.0

中杭  --

Ｄ10～Ｄ16

Ｄ19～Ｄ25

φ6-100×100

QLデッキ

・

15

15, 18

捨てコンクリート

捨てコンクリート以外

※　18

※　24
鉄骨製作工場認定制度により  Mグレード以上

※構造図による

・

1800

413 5.0 0.7　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　 ，β＝  　，γ＝ 　 を採用できる工法

建築工事　特記仕様書　構造関係
S- 1

※

構造図による

1

・ＪＩＳ　Ｋ5552,5551,5551

1

3

　構造体コンクリートの４週強度は，公的機関により確認すること。
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設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

-
登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％

A3版:50％2023年  3月

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

（柱頭又は柱脚部）

鉄筋工事仕様書　　No.１
　この仕様書は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築

工事編）（令和４年版）５章鉄筋工事により作成する。この仕様書及び図面に明示なき

鉄筋の折曲げ基準

折曲げ角度

135°

90°

折曲げ角度

90°未満

折　曲　げ　図

折曲げ内法直径（Ｄ）

SD295，SD345 SD390

D19～D38D19～D38D16以下

4d以上

折曲げ内法直径（Ｄ）

SD295，SD345，SD390

D16以下 D19～D25 D25～D38

8d以上6d以上4d以上

及び

135°

90°

（注）

5d以上

　　を用いる場合には，余長は4d以上とする。

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にフックを付ける。

ｲ）最上階の柱の四隅にある主筋の柱頭の定着（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）

ｳ）梁の出隅及び下端の両隅にある梁主筋の重ね接手（基礎梁を除く。）
　（下図（ｂ）の●印で示す鉄筋）

ｴ）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）

ｵ）杭基礎のベース筋

ｶ）帯筋，あばら筋及び幅止め筋

なお，径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは，細い鉄筋の径による。

　 特記がなければ，耐力壁の鉄筋の重ね接手の長さは，40d（軽量コンクリートの

   場合は50d）又は下表の重ね接手の長さのうちいずれか大きい値とする。

ｲ）ｱ）以外の鉄筋の重ね継手の長さは，下表による。

SD295

SD345

SD390

30，33，36

24，27

21

30，33，36

24，27

21

18

30，33，36

24，27

21

18

Ｌ 1 (フックなし） Ｌ 1h (フックなし）

45d

40d

35d

35d

50d

45d

40d

35d

45d

40d 30d

35d

35d

25d

30d

30d

35d

25d

25d

30d

35d

設計基準強度

Fc(Ｎ/mm2）

コンクリートの

種類

鉄筋の

（注）

50d

１．Ｌ1，Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックありの重ね継手の長さ

２．Ｌ1hは，下図に示すようにフック部分に　を含まない。

３．軽量コンクリートの場合は，表の値に5dを加えたものとする。

種類

鉄筋の

Fc(Ｎ/mm2）

設計基準強度

コンクリートの

SD295

SD345

18

21

24，27

30，33，36

18

21

24，27

30，33，36

21

24，27

30，33，36

直線定着の長さ フックあり定着の長さ

Ｌ 1 Ｌ 2 Ｌ 3

小梁 スラブ

Ｌ 1h Ｌ 2h Ｌ 3h

小梁 スラブ

45d

40d

35d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

40d 35d

40d

40d

30d

35d

35d

40d

30d

30d

35d

40d 35d

30d

25d

25d

35d

30d

30d

25d

35d

35d

30d

30d

25d

20d

20d

30d

25d

25d

20d

30d

30d

25d

20d

の の

かつ
150㎜

10d

以上

小梁
(片持

場合は
25d)

スラブ
(片持

場合は
25d)

（注）

10d －

鉄筋の定着の長さ

2．Ｌ2，Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ

3．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし，基礎耐圧スラブ及びこれを受け

　　　　る小梁は除く。

4．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。

5．フックありの定着の場合は，下図に示すようにフック部分　を含まない。

　 また，中間部での折曲げは行わない。

6．軽量コンクリートの場合は，表の値に5dを加えたものとする。

ｱ）鉄筋の定着の長さは，特記による。特記がなければ，下表による。

ｲ）定着の方法

仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが，フックありの定着の長さを

確保できない場合の折曲げ定着の方法は，特記による。特記がなければ，下図に

(a)全長は，ｱ）の直線定着の長さ以上とする。

(b)余長は，8d以上とする。

(c)仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬa 及びＬb は，下図に示す長さとする。

15d

15d

15d

20d

20d

15d

種類
設計基準強度

SD345

SD390

Ｌ a Ｌ b

21

24，27

30，33，36

18

21

24，27

30，33，36

24，27

21

30，33，36

20d

15d

15d

15d

20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d

15d

20d

20d

15d

SD295

（注）

　　　　 投影定着長さ

　　　　（基礎梁，片持梁及び片持

　　　　　スラブを含む。）

２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁

　　　　 内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　　（片持小梁及び片持スラブを

　　　　　除く。）

３．軽量コンクリートの場合は，表の

　　値に5dを加えたものとする。

Fc(Ｎ/mm2）

18

１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の

隣り合う継手の位置

Ｌ 1Ｌ 3

鉄筋 鉄筋

Ｌ 1Ｌ 2

　 ただし，梁主筋の柱内定着においては，柱せいの3/4倍以上とする。

より，下記の条件を全て満足するものとする。

投影定着長さ

鉄筋の
コンクリートの

15d

鉄筋の重ね継手の長さ

SD390

1．Ｌ1，Ｌ1h：2.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ

場合は,公共建築工事標準仕様書（建築工事編）５章鉄筋工事による。

鉄筋の折曲げ形状及び寸法

折　曲　げ　図

180°

3d以上

ｱ）柱の四隅にある主筋の重ね接手（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）

鉄筋の継手及び定着

鉄筋の重ね継手は，次による。

原則として，D35以上の異形鉄筋については，重ね継ぎ手を用いない。

２．鉄筋の定着

異形鉄筋のフック

１．鉄筋の継手

（ａ） （ｂ）

フックありの重ね継手の長さ

フックありの定着の長さ

直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ

直線定着の長さ

梁主筋の

柱内折曲げ定着の投影定着長さ

折曲げ定着の方法

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

小梁及びスラブの上端筋の

重ね継手

溶接金網の継手及び定着

150㎜以上150㎜以上
1節半以上かつ1節半以上かつ

1.5巻き以上の添え巻き

≧6d

d

≧6d

d

末　端　部

（重ね継手）

≧6d ≧6d

dd

5
0
d

50d

中　間　部

スパイラル筋の継手及び定着

１．鉄筋（溶接金網含む）の最小かぶり厚さ（㎜）

柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は，主筋のかぶり厚さを径の

1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

以外の壁

煙突等高熱を受ける部分

スラブ，耐力壁

鉄筋及び溶接金網の最小のかぶり厚さ（単位：㎜）

構　造　部　分　の　種　別 最小かぶり厚さ（㎜）

20

30

30

30

30

40

40

40

60

60

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし
屋　外

屋　内

梁

柱

耐力壁

土に接し

ない部分

土に接す

る部分

擁壁，耐圧スラブ

柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

1．普通コンクリートに適用し，軽量コンクリートには適用しない。また，塩害を受ける

 　おそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。

2．「仕上げあり」とは，モルタル塗り等の仕上げのあるものとし，鉄筋の耐久性上有効

　　でない仕上げ（仕上塗材，塗装等）のものを除く。

3．スラブ，梁，基礎及び擁壁で，直接土に接する部分のかぶり厚さには，捨てコンクリ

　　ートの厚さを含まない。

4．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは，杭天端からとする。

２．鉄筋相互のあき

1) 次の値のうち最大のもの以上とする。

(ｱ）粗骨材の最大寸法の1.25倍

(ｲ)25㎜

(ｳ)隣り合う鉄筋の径の平均の1.5倍

2）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合，主筋と平行する鉄骨

   とのあきも，同様とする。

3）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは，最小かぶり厚さ以上とする。

３．鉄筋の表示記号

丸　　鋼

異形鉄筋

記　　号

９φ

Ｄ10

13φ

Ｄ13 Ｄ16

16φ 19φ

Ｄ19 Ｄ22

22φ 25φ

Ｄ25 Ｄ28

28φ 32φ

Ｄ32

間隔

鉄筋相互のあき

６．スパイラル筋の継手及び定着

５．溶接金網の継手及び定着

４．隣り合う継手の位置

３．鉄筋の投影定着長さ

基礎の配筋

鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

１．直接基礎の配筋

ｱ）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは，特記による。

G.L

Ａ

独立基礎の配筋

Ａ部詳細

連続基礎の配筋

(１)独立基礎 (２)連続基礎

２．基礎接合部の補強配筋

Ｌ2h
※

Ｌ2h
※

200＜Ｄ≦1,000

基礎接合部の補強配筋

※Ｌ2hを確保できない場合は，鉄筋の継手及び定着の項によることができる。

基礎梁の配筋

１．基礎梁主筋の継手，定着及び余長

(ｱ)梁筋は，原則として，柱をまたいで引き通すものとし，引き通すことができ

1）一般事項

　 ない場合は，柱内に定着する。だだし，やむを得ず梁内に定着する場合は，

　 下図による。

(ｲ)梁筋を柱内に定着する場合は，梁の配筋１．１）（ｲ）による。

梁 梁

柱

梁筋の基礎梁内への定着

2）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手，定着及び余長

主筋の継手，定着及び余長（その１）

１．図示のない事項は，大梁の項

　　による。

２．　　　　　　印は，継手及び

　　余長位置を示す。

３．破線は，柱内定着の場合を示す。

※　Ｌaの数値は，原則として，柱せ

3）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手，定着及び余長

 　ただし，耐圧スラブがつく場合は４）による。

主筋の継手，定着及び余長（その2）

１．図示のない事項は，大梁の項

　　による。

２．　　　　　　印は，継手及び

　　余長位置を示す。

３．破線は，柱内定着の場合を示す。

※　Ｌaの数値は，原則として，柱せ

4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手，定着及び余長

１．図示のない事項は，大梁の項

　　による。

２．　　　　　　印は，継手及び

　　余長位置を示す。

３．破線は，柱内定着の場合を示す。

主筋の継手，定着及び余長（その3）

２．基礎梁のあばら筋

あばら筋組立の形及びフックの位置は，梁の配筋２．1）による。

ただし，梁の上下にスラブがつく場合で，かつ，梁せいが1.5ｍ以上の場合

は，下図によることができる。

Ｌ2

Ｌ2

一般の場合 重ね継手とする場合

あばら筋組立の形及びフックの位置

柱の配筋

１．柱主筋の継手，定着及び余長

h
0

h
0

h
0

継手

h
0
/
2
+
1
5
d

h
0
/
2
+
1
5
d

定着

柱主筋の継手，定着及び余長

１．片持ちスラブ先端，壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フック

3）ハンチのある場合の定着及び余長

（注）

（注）

１．柱の四隅にある主筋で，重ね接手の場合

　　及び最上階の柱頭にある場合には，フック

　　を付ける。

２．隣り合う継手の位置は，「隣り合う継手の

　　位置」による。

３．柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は，

　　ものとする。

４．柱頭柱主筋について，梁上端主筋との取

　　合いを考慮し，適切なかぶり厚さを確保

　　する。

（注）

１．梁の出隅及び下端の両側

　　にある柱主筋が重ね接手

　　の場合，フックを付ける。

２．　　　　　　印は，継手

　　及び余長位置を示す。

３．梁内定着の端部下端筋が

　　接近するときは，

　　のように引き通すことが

　　できる。

４．破線は，柱内定着の場合を

　　示す。

※　Ｌaの数値は，原則として，

２．帯筋組立の形及び割付け

①　Ｈ形

0＜Ｄ≦200

（ロ） （ハ）（イ） （ニ）

②　Ｗ－Ⅰ形

（イ） （ロ）

（注）溶接は，鉄筋の組立前に行う。

（ハ）

③　ＳＰ形（スパイラル筋） ④　丸形

（イ） （ロ）

（ロ）（イ）

帯筋組立の形

（注）

１．柱に取り付く梁に段差がある場合，帯筋の間隔

　　取り付くすべての梁を考慮して適用する。

　　なお，P1＠，P2＠は，特記された帯筋の間隔を

　　示す。

帯筋の割付け

(1)Ｈ形を標準とする。

(2)フック及び継手の位置は，交互とする。

(3)溶接する場合の溶接長さＬは，両面重ねアーク溶接の場合は5d以上，片面重ね

   アーク溶接の場合は10d以上とする。

(5)Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は，Ｗ－Ⅰ形とする。

４．柱の打ち増し補強

１．大梁主筋の継手，定着及び余長

   ただし，やむを得ず梁内に定着する場合は，下図による。

１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

(ｱ)梁主筋は，原則として，柱をまたいで引き通すものとし，引き通すことがで

   きない場合は，柱内に定着することができる。

梁の配筋

2

一方向の打増し 二方向の打増し

梁主筋の梁内定着

柱の打増し補強配筋

※　Ｌaの数値は，原則として，柱せ

　　を1.5P1＠又は1.5P2＠とする範囲は，その柱に

(2)帯筋と同一方向の補強筋は，帯筋と同径，同材質，同間隔とし定着長さはＬ2とする。

(1)柱の打増し幅（ａ，ａ1，ａ2）が70㎜以上の場合の補強を示す。

(3)軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。

梁

柱

梁

(ｲ)梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

　 なお，定着の方法は継手及び定着の項による。

　　　上端筋：曲げ降ろす。

　　　下端筋：原則として曲げ上げる。

(ｳ)段違い梁は，下図による。

段違い梁

梁

柱

梁

２）ハンチのない場合の重ね継手，定着及び余長

　　上端筋：中央　o/２以内

　　下端筋：柱面より梁せい

　　を加えた範囲以内

２．梁の出隅及び下端の両側

　　にある柱主筋が重ね接手

　　の場合，フックを付ける。

３．　　　　　　印は，継手

　　及び余長位置を示す。

４．破線は，柱内定着の場合

　　を示す。

※　Ｌaの数値は，原則として，

　　柱せいの3/4以上とする。

　　（Ｄ）以上離し，　o/４

１．継手中心位置は次による。

（注）

ハンチのある大梁の定着及び余長

最上階

一般階

２．あばら筋（小梁，片持ち梁，基礎梁含む）の組立の形及び割付等

1）あばら筋組立の形及びフックの位置

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

あばら筋組立の形

(1)（イ）形を標準とする。ただし，Ｌ形梁の場合は，（ロ）又は（ハ），Ｔ形梁の場合は，

   （ロ）～（ニ）とすることができる。

(2)フックの位置は，（イ）の場合は交互とし，（ロ）の場合は，Ｌ形ではスラブの付く側，

2）あばら筋の割付け

(ｱ)間隔が一様で，ハンチのない場合
（注）

１．あばら筋は，柱面の位置

　　から割り付ける。

２．図中のＰ＠は，特記され

　　たあばら筋の間隔を示す。

(ｳ)梁の端部で間隔の異なる場合

あばら筋の割付け（その１）

(ｲ)間隔が一様で，ハンチのある場合

あばら筋の割付け（その2）

（注）

１．あばら筋は，柱面の位置

　　から割り付ける。

２．図中のＰ＠は，特記され

　　たあばら筋の間隔を示す。

あばら筋の割付け（その3）

（注）

１．あばら筋は，柱面の位置

　　から割り付ける。

２．図中のＰ＠，Ｐ′＠は，

　　特記されたあばら筋の間

　　隔を示す。

3）腹筋及び幅止め筋

(1)一般の梁

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200 1,200≦Ｄ≦1,500

腹筋及び幅止め筋

２．打増し補強

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2

２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は，D10-1,000＠程度とする。

１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは，150㎜程度とする。

下端の打増し 上端の打増し 側面の打増し ニ方向の打増し

梁の打増し補強配筋

１．梁の打増し幅（ａ，ａ1，ａ2）が70㎜以上の場合の補強を示す。

２．あばら筋と同一方向の補強筋は，あばら筋と同径，同材質、同間隔とし，

    定着長さはＬ2とする。

１．小梁主筋の継手，定着及び余長

１）連続小梁の場合

小梁及び片持ち梁

Ｌ 3h
※

２）単独小梁の場合

Ｌ 3h
※

Ｌ 3h
※

小梁主筋の継手，定着及び余長（その2）

小梁主筋の継手，定着及び余長（その1）

（注） １．　　　　　印は，余長位置を示す。　

２．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合は，斜めにしてもよい。

３．図示のない事項は，基礎梁及び大梁の項による。

※　Ｌ3hを確保できない場合は，鉄筋の継手及び定着の項によることができる。

大梁の重ね継手，定着及び余長

最上階

一般階

上端筋

下端筋

隣り合う継手の位置は，下図による。ただし，スラブ筋でD16以下の場合

及び壁筋の場合は除く。なお，先組み工法等で，柱及び梁の主筋のうち，

隣り合う継手を同一箇所に設ける場合は，特記による。

Ｌ1 は１．ｲ），Ｌ2 及びＬ3 は2．ｱ）による。

スラブの場合 壁の場合

　　いの3/4倍以上とする。

　　いの3/4倍以上とする。

　　いの3/4倍以上とする。

(4)ＳＰ形において，柱頭及び柱筋の端部は，1.5巻以上の添巻きを行う。

　　柱せいの3/4倍以上とする。

   Ｔ形では交互とする。なお，（ハ）の場合は，床版の付く側を90°折曲げとする。

　　構造計算等により必要長さの確認を行う

4d以上

D
d

d
D

6d
以

上

d

D

8
d以

上

4
d
以
上

D

d

D

d

4d
以

上

d

D

Ｌ1h

定着起点 定着起点

Ｌ1h，Ｌ2h又はＬ3hＬ1，Ｌ2又はＬ3

Ｌ
余長

Ｌa（ただし，柱せいの3/4倍以上）

全長

Ｌ
余長

全長

Ｌb

ａ ａ

ａ ａ

ａ≧400㎜ａ

ａ

b

カップラー

ａ≧400㎜,かつ,ａ≧（ｂ＋40）㎜

圧接継手・溶接継手

ａ=0.5Ｌ1h ａ≧0.5Ｌ1h

ａ=0.5Ｌ1 ａ≧0.5Ｌ1

Ｌ1h

Ｌ1h

Ｌ1h Ｌ1h

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ1 Ｌ1

重
ね
継
手

溶
接
継
手

圧
接
継
手

機
械
式
継
手

の場合

フックなし

の場合

フックあり

Ｄは,鉄筋の最大外径

ＤあきＤ

はかま筋

はかま筋

基礎筋 はかま筋

15d

連続基礎主筋

連続基礎配力筋

はかま筋

腹筋と兼ねてよい
基礎梁あばら筋

Ｄ

Ｌ2

3-Ｄ16

3-Ｄ16

Ｌ2

Ｌ2

Ｄ

と同径・同間隔
基礎梁あばら筋

Ｌ2

0

0 0 0/4 /4/2

≧100
継手長さ

継手長さ 15d（余長）Ｌa
※ Ｌa

※

Ｌ2Ｌ2

余長

Ｌ2

Ｌa
※ Ｌa

※

Ｌ2

余長

余長

余長

0

0 0 0/4 /4/2

Ｌa
※

Ｌ2Ｌ2

Ｌ2

Ｌa
※

Ｌ2

継手長さ 15d（余長）15d（余長） Ｌa
※

余長余長

Ｌa
※

余長

継手長さ

20d（余長）
20d（余長）

余長

継手長さ 15d（余長）

継手長さ

0

0 0 0/4 /4/2

Ｌa
※

Ｌ2Ｌ2

Ｌa
※

Ｌ2

Ｌa
※

余長

20d（余長）

余長
余長

Ｌ2

d

基礎筋

基礎筋

基礎梁主筋

梁幅 梁幅

≧8d

Ｌ1h

≦
3
h
0
/
4

≦
3
h
0
/
4

Ｌ
2

1
5
d

1
5
d

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

≧150 ≧150

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

5
0
0
以
上
,
か
つ
,
1
,
5
0
0
以
下

5
0
0
以
上
,
か
つ
,
1
,
5
0
0
以
下

かぶり厚さ

d

≧6d

≧8d

Ｌ Ｌ Ｌ

P
＠

P
＠

≧6d

P
＠

P
＠

≧6d

≧40d

≧6d

d

Ｌ

1.5P1＠

1.5P2＠

P

梁面より割り付ける。

P2＠

P1＠

1.5P1＠

帯筋

上下の柱断面寸法が異なる

場合，帯筋は，一般の帯筋

より１サイズ太い鉄筋又は

同径のものを２本重ねたも

のとする。

300 300
以下以下

ａ

打ち増し部分

帯筋と同径，
同材質，同間隔

Ｌ

ａ1

300以下

300以下

300以下

300 300 300
以下以下以下

打ち増し部分

Ｌ2

ａ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｄ≦100

１サイズ太い鉄筋又は同径のもの

吊上げ筋は，一般のあばら筋より

を２本重ねたものとする。

0/2 /4/40 0

15d(余長)

余長

余長
余長

二段筋

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌa
※

Ｌa
※

Ｌa
※

Ｌ2

Ｌ2

二段筋
余長

余長

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌa
※

Ｌ2

Ｌa
※

Ｌ
1

Ｌ1Ｌ1

Ｌ1

Ｌ
1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1

Ｌa
※

Ｌa
※

Ｌ2

Ｌ2

余長

余長

0

0/4 0/4/20

15d(余長) 15d(余長)

≧6d

d

≧8d ≧8d≧8d

≧6d

Ｄ

≒30 ≒30
Ｐ＠

≦Ｐ＠

Ｐ＠Ｐ＠ Ｐ＠

≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠

Ｄ

Ｄ

Ｐ＠Ｐ′＠

≦Ｐ′＠

/40 /40

0

Ｐ′＠

腹筋
2-Ｄ10

Ｄ

幅止め筋

2-Ｄ10

2-Ｄ10 2-Ｄ10

2-Ｄ10

2-Ｄ10

あばら筋と同径，
同材質，同間隔

ａ

ａ

打増し部分

打増し部分

ｂ ｂ ａ

腹筋は，腹筋
及び幅止め筋の
項による。

ｂａ1

ａ2

0
15d(余長)

0 0

/4 /40 /40 /40

/40/40/40

0/2 0/2

0/20/127

15d(余長)15d(余長)15d(余長)
連続端

0/6

20d(余長) 20d(余長) 20d(余長) 20d(余長)

外端

余長 連続端

Ｌ2

Ｌ2（定着）
Ｌb

/40 /400/2
15d(余長) 15d(余長)

02 /3 0/60/6
0

20d(余長) 20d(余長)

端部 端部
余長 余長

Ｌ2 Ｌ2

Ｌb Ｌb

15d(余長) 15d(余長)継手長さ

継手長さ

Ｄ

余長

余長

余長
余長

Ｌ2

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ2

Ｌa
※Ｌa

※

Ｌa
※ Ｌa

※

/4

0

0 Ｄ

15d(余長)

20d(余長)
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株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

-
登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％

A3版:50％2023年  3月

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

ＫＢ４

ＫＢ３

ＫＢ２

ＫＢ１

配筋種別

D13-200＠

D13，D16-150＠

D13-100＠

D13-150＠

上端筋，下端筋とも（全域） 配筋種別 上端筋，下端筋とも（全域）

ＫＢ６

ＫＢ５

ＫＢ７

D16-125＠

D16-100＠

D16-150＠

二辺固定スラブ形階段の基準配筋

２．二辺固定スラブ形階段

１．　　　　　印は，余長位置を示す。

２．先端の折曲げ長さＬは，梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

（注）

2 /315d

Ｌ

2 /315d

Ｌ

Ｌ2

Ｌ h3
※

Ｌ3
※2
h

Ｌ3h※2．　を確保できない場合は，鉄筋の継手及び定着の項によることができる。

３．先端小梁の連続端は，片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

２．先端小梁終端部の主筋は，片持梁内に水平定着する。

１．図示のない場合は，先端に小梁のない場合の項による。

（注）

垂直断面

片持梁

先端小梁

片持梁筋
折下げ

片持梁筋
折下げ

Ｌ

Ｌ

2

2

先端小梁
（頭つなぎ梁）

片持梁

小梁外端部 小梁連続端部

Ｗ12

Ｗ15Ａ

Ｗ15Ｂ

Ｗ18Ａ

Ｗ18Ｂ

Ｗ20Ａ

Ｗ20Ｂ

D10-200＠シングル

D10-150＠シングル

D10-100＠シングル

D10-150＠ダブル

D10-200＠ダブル

D10-200＠ダブル

D10-150＠ダブル

120

150

180

200

（注）壁筋の配筋順序は，規定しない。

種　別 断　面　図　(㎜)縦筋及び横筋

壁の基準配筋

片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋

種　別 断　面　図　(㎜)

ＫＷ1

ＫＷ2

縦　筋

縦　筋

横　筋

横　筋

D13-200＠

D10-200＠

D10-200＠

D13-150＠

ダブル

ダブル

ダブル

ダブル

ＫＡ1

ＫＡ4

階段の
配筋種別

180

200

縦筋及び横筋

（注）縦筋は，横筋の外側に配筋する。

ＫＡ2

ＫＡ3

１．図中のＰ＠は，特記された壁筋の間隔を示す。

２．壁配筋の重ね継手は　　，定着長さは　　とする。

３．幅止め筋は，縦横ともD10－1,000＠程度とする。

Ｌ1 Ｌ2

（注）

４．原則として，柱及び梁内に，壁筋の継手を設けてはいけない。

柱

梁

≦Ｐ＠

≦Ｐ＠

≦Ｐ＠≦Ｐ＠ Ｐ＠

Ｐ＠

Ｌ2

Ｌ1

壁の配筋

端部（垂直及び水平断面）

外壁の端部（垂直及び水平断面）

1-D13

1-D13

1-D13

1-D13 1-D13 1-D13

1-D13

2-D13

2-D13

Ｌ継手　 Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2 Ｌ2 Ｌ2 Ｌ2

交差部（水平断面）

壁の交差部及び端部の配筋

2-D13

4-D13

1-D13

2-D13

1

壁開口部補強筋（Ｂ形）

補　強　筋 補　強　筋

Ｗ12，Ｗ15 Ｗ12，Ｗ15

Ｗ18，Ｗ20 Ｗ18，Ｗ20

壁 の 種 別 壁 の 種 別
縦　横 縦　横 斜　め斜　め

1-D13 1-D13

2-D13 2-D13

2-D13

2-D13

1-D13

4-D13

壁開口部補強筋（Ａ形）

受け筋（D13）

Ｌ3

2Ｌ

受け筋（D13）

スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

Ｌ3

（イ）

耐圧スラブの場合

Ｌ

Ｌ

Ｌ2

（ハ）

Ｌ

Ｌ3
Ｌ3

（ロ）

一般スラブの場合

Ｌ

受け筋
（D16）（D13）

受け筋

受け筋
（D13）

（D13）
受け筋

2Ｌ

2Ｌ

2Ｌ 2Ｌ

スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

b

b b b

配筋
種別

配筋
種別

短辺方向（主筋） 長辺方向（配力筋） 長辺方向（配力筋）短辺方向（主筋）
全域 全域 全域 全域

Ｓ１

Ｓ２

Ｓ３

Ｓ４

Ｓ５

Ｓ６

Ｓ７

Ｓ８

Ｓ９

Ｓ10

Ｓ11

Ｓ12

Ｓ13

Ｓ14

D13-150＠

D13-100＠

D10，D13-150＠

D10，D13-150＠

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

D13-150＠

D13-150＠

D10，D13-150＠

D10，D13-150＠

D10，D13-150＠

D10-150＠

D10-150＠

D10-200＠

D10，D13-200＠D10，D13-200＠

D10-200＠

D10-200＠

D10-250＠

D10-250＠

D10-200＠

D13-100＠

スラブの基準配筋

柱 柱

短辺方向

長
辺
方
向

大
梁

柱柱

小
梁

大梁

短辺方向（主筋）

長辺方向（配力筋）

スラブの配筋

１．配筋の割付けは，中央から行い，端部は定められた間隔以下とする。

２．鉄筋の重ね継手長さは，   とする。Ｌ1

（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ
1

Ｌ
1

壁配筋

補強筋

開口

壁開口部補強筋の定着長さ

壁の打増し厚さ（a）が50㎜以上の場合の補強を示す

壁の打増し補強配筋

ａ

Ｌ2

打増し部分

Ｌ

先端部補強筋
2-D13

（注）

　　かぶり厚さを除いた長さとする。

　　通してスラブに定着してもよい。

片持ちスラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）

≦600

１．先端の折曲げ長さＬは，スラブ厚さより

２．スラブに段差のない場合は，主筋を引き

Ｌ

先端部補強筋

2-D13

片持ちスラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）

　　かぶり厚さを除いた長さとする。

　　通してスラブに定着してもよい。

（注）

１．先端の折曲げ長さＬは，スラブ厚さより

２．スラブに段差のない場合は，主筋を引き

配筋種別 配筋種別主　　筋 主　　筋

上

上

上

上

上

上

上

下

下

下

下

下

下

下

ＣＳ1

ＣＳ2

ＣＳ3

ＣＳ4

ＣＳ5

ＣＳ6

ＣＳ7

D13-100＠

D13-200＠

D13-150＠

D13-300＠

D10，D13-150＠

D10，D13-300＠

D10，D13-200＠

D10-200＠

D10-200＠

D10-400＠

D10-200＠

D10，D13-200＠

片持ちスラブの基準配筋

受け筋

Ｌ2

D13(   ≦1,000)

D16(   ＞1,000)
主筋

配力筋

Ｌ2

主筋
受け筋 D13

配力筋

1
0
0
以

下

先
端
壁
厚

以
上

垂れ壁のない場合

2-D13

1
0
0
以
下

1
0
0
以
下 先
端
壁
厚
以

上及び間隔に合わせる。
先端壁の縦筋の径

2-D13

垂れ壁のある場合

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

先端に壁が付く場合の配筋

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ
1

本

本

1n

n 2

Ｌ
1

（   )本
2
1n

（   )本
2
n 2

スラブ開口部の補強配筋

斜め筋 縦　筋 横　筋 上下筋
配筋
種別

Ｈ１

Ｈ２

Ｈ３

Ｈ４

Ｈ５

Ｈ６

Ｈ７

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D16

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

な　し

な　し な　し

2-2-D13

2-2-D13 2-2-D13 2-2-D13

2-2-D134-2-D13 3-2-D13

配　　筋　　図

（注）　　　　　は，一般部分のあばら筋を示す。

Ｈ形配筋

配筋
種別

配　　筋　　図縦　筋 溶接金網

（注）　　　　　は，一般部分のあばら筋を示す。

な　し

2-6φ-100＠

4-2-D13Ｍ３

Ｍ４ 6-2-D13

4-2-D13Ｍ２

Ｍ１ 2-2-D13

Ｍ形配筋

配筋
種別

縦　筋 溶接金網斜め筋 配　　筋　　図

（注）　　　　　は，一般部分のあばら筋を示す。

な　し

な　しＭＨ１

2-2-D13

ＭＨ２ 2-2-D13

2-2-D13 2-6φ-100＠

2-2-D13ＭＨ３

ＭＨ４ 4-2-D13

4-2-D16ＭＨ５

ＭＨ６ 4-2-D16

4-2-D13 2-6φ-100＠

4-2-D19ＭＨ７

ＭＨ形配筋

5-D10（   =1,500)

5-D10（   =1,500)

補強筋を上端筋の下側に配置する。

出隅及び入隅部の補強配筋

Ｌ1

Ｌ1
Ｌ

Ｌ
1

Ｌ
1

補強筋の定着長さ

貫通孔が円形の場合 貫通孔が円形でない場合

リング筋
D/2

突合せ溶接

突出し

余長
かぶり

かぶり
余長

突出し

縦筋

あばら筋

溶接金網

斜め筋

リング筋

縦筋斜め筋

余長突出し

貫通孔外径

ＭＨ形及びＭ形

D13

D10

コンクリートブロック帳壁

D16

D10-200＠

Ｌ2

Ｌ2

t

壁付き土間コンクリートの補強配筋

D10-200＠

コンクリートブロック帳壁

D10

800

コンクリートの厚さ

1

　　より，開口部を避けて配筋できる場合は，補強を省略することができる。

1

壁及びその他の配筋

２．片持梁主筋の定着及び余長

１．壁の基準配筋

2）先端に小梁がある場合

1）先端に小梁のない場合

1）壁の基準配筋は下図による。

2）片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋は下図による。

２．壁の継手及び定着

３．壁の交差部及び端部の配筋は，下図による。

４．壁開口部の補強

1）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は，Ａ形又はＢ形とする。

スラブの配筋

１．スラブの基準配筋

1）スラブの基準配筋

２．スラブ筋の定着及び受け筋

３．片持ちスラブの基準配筋

1）片持ちスラブの基準配筋

４．先端に壁が付く場合の配筋は，下図による。

５．スラブ開口部の補強（スラブ開口の最大径が700㎜以下の場合に限る。）

1）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し，隅角部に斜め

 　方向に2 -D13（   =2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。 ２．梁貫通孔の補強形式

（注）

１．大臣認定による既製品を使用する場合は，適用条件はすべて認定内容による。

３．コンクリートブロック帳壁との取合い

５．壁の打増し補強配筋

2）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強

鉄筋工事仕様書　No.２

最上階一般階

３．図示のない事項は，大梁の項による。

Ｌa※1．　の数値は，原則として，柱せいの３／４倍以上とする。

2

水平断面

※1
aＬ

2Ｌ

主筋位置

主筋位置

主筋位置

主筋位置

梁

3）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部

６．パラペットの配筋

パラペットの配筋

2-D13

2-D13

先端補強筋

Ｌ2
Ｌ2

2-D13

2-D13

4-D13
先端補強筋

先端補強筋

余長

余長

余長

余長 余長

Ｈ形

横筋

下縦筋

縦筋

斜め筋

横筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

上縦筋

斜め筋

上縦筋

梁貫通孔及びその他の配筋

１．梁貫通孔の配筋

　　中心とする。

11）溶接金網の割付け始点は，横筋であばら筋の下側とし，縦筋では貫通孔の

　　なお，リング筋は，溶接金網に４箇所以上溶接する。

10）溶接金網の貫通孔部分には，鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。

９）溶接金網の余長は１格子以上とし，突出しは10㎜以上とする。

　　きる。

　　ることにより，開口部を避けて配筋できる場合は，補強を省略することがで

８）孔の径が梁せいの1/10以下，かつ，150㎜未満のものは，鉄筋を緩やかに曲げ

７）補強筋は，主筋の内側とする。また，鉄筋の定着長さは，下図による。

６）縦筋及び上下縦筋は，あばら筋の形に配筋する。

５）孔が並列する場合の中心間隔は，孔の径の平均値の３倍以上とする。

　　ただし，基礎梁及び壁付帯梁は除く。

４）孔は，柱面から，原則として，1.5D（Dは梁せい）以上離す。

　　D/3（Dは梁せい）の範囲に設けてはならない。

１）梁貫通孔補強筋の名称等は，下図による。

２）孔の径は，梁せいの1/3以下とし，孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

片持ちスラブ形階段配筋の定着

階段の配筋

１．片持ちスラブ形階段

片持ちスラブ形階段の基準配筋は，下表及び下図により，寸法及び配筋種別は，
特記による。

配筋種別

配筋種別

配筋図

配筋図

ＫＡ１ ＫＡ２

ＫＡ３ ＫＡ４

D10-300＠ D10-300＠

D13
D13

D10-300＠
D13

2-D13

D10-300＠

D10-300＠

D13

2-D13D13

D13

D10-300＠

片持ちスラブ形階段の基準配筋

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

　　配筋による。

１．壁配筋は，片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準

3Ｌ

３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは，［鉄筋の定着

　　長さ］の   とする。

２．階段主筋は，壁の中心線を越えてから縦におろす。

（注）

3Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

Ｌ
Ｌ

Ｌ3

Ｌ3

0

D10-300＠

D13

D10

D10
D10

D10-200＠
D13

ｔ

ｔ

ｔ

150

150

0

Ｌ3

3Ｌ

ｔ

D10

D10
D10-300＠

0

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

D10-200＠
2

2

2Ｌ

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

b

b

b

余長

余長

余長

３）孔の上下方向の位置は，梁せいの中心付近とし，梁中央部下端は梁下端より

あばら筋

溶接金網

あばら筋

　 を避けて配筋できる場合は，補強を省略することができる。

2）壁開口部補強筋の定着長さは，下図による。

8d以上

10d以上

D13

６．出隅部及び入隅部の補強

2）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で，鉄筋を緩やかに曲げることに

1）屋根スラブの出隅部及び入隅部

1

2

/2

/
2

1

1

Ｌ1

Ｌ
1

Ｌ
3

Ｌ3

補強筋の定着 1

2

/2

/
2

1

1

一般スラブ配力筋

出隅受け部出隅部分
の補強筋

出隅部分

の補強筋

出隅部分の補強配筋 出隅受け部配筋

片持ちスラブ出隅部の補強配筋

（注） １．   ≧   とする。1 2

Ｌ1２．出隅受け部配筋は柱又は梁に   定着する。

（注）１．   ≧   とする。1 2

スラブ筋と同径，
同材質，同間隔

Ｌ

Ｌ

Ｌ2
Ｌ3

ａ
D13 D13

端　部中間部

2Ｌ

2

2

ａ

Ｌ2

打継ぎ補強配筋

（注）基礎梁と土間スラブを一体打ちとしないで，打継ぎを設ける場合の補強を示す。

土間コンクリート補強筋

土間コンクリート
補強筋の鉄筋径及
び間隔に合わせる。

中間部 端　部

ａ

Ｌ2

ａ

Ｌ2

Ｌ2Ｌ2

土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

１．土間コンクリートとは，土に接するスラブのうち，床荷重を直接支持地盤へ

　　伝達できるものをいい，それ以外は土間スラブとして，梁及び柱を介して

　　基礎へ荷重を伝達するものとする。

（注）

Ｈ

Ｌ2

Ｌ2

350㎜5Ｈ

Ｈ

D13

D13

70＜Ｈ≦150の場合Ｈ≦70の場合

段差のあるスラブの補強配筋

150㎜以下の段差のあるスラブの場合に限る。

2）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

８．段差のあるスラブの補強

D13 D13

２．ａが300㎜以下の場合に限る。

７．スラブの打継ぎ補強等

1）土間スラブの打継ぎ補強

2）片持スラブの出隅部
出隅部

Ｄ

1）控壁の配筋

控壁の配筋（水平，垂直とも）

1

Ｌ1

鉄筋工事仕様書　No.２
S- 3
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

-
登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％

A3版:50％2023年  3月

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

S-

・１種（F8T）

100℃　 

（単位：㎜）

65

1

1

（単位：㎜）

   鋼板は，せん断による切断とすることができる。ただし，主要部材の自由端（梁や柱のフランジのへ

 　り等）又は溶接接合部には，せん断へりを用いない。

(1)鋼材の切断面は，材軸に垂直とする。ガス切断による場合は，自動ガス切断とする。厚さ13㎜以下の

(1)ボルトの孔径は，下表による。ただし，母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径は，ねじ

　 の呼び径＋1.0㎜とする。

１．材料

２．縁端距離及びボルト間隔

３．千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

鉄骨工事仕様書　　No.１

（単位：㎜）

（単位：㎜）

・図面及び仕様書に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書

　（建築工事編）（令和4年版）による。

・項目及び特記事項は，○印をつけたものを適用する。○のない場合は，※印を適用する。

材料名

○ 構造用鋼材

２．けがき

・JIS G 3101 （一般構造用圧延鋼材） ※SS400 ・SS490 ・SS540

・JIS G 3106 （溶接構造用圧延鋼材） ・SM400A ・SM400B ・SM400C

・SM490A ・SM490B ・SM490C

・SM490YA ・SM490YB

・SM520B ・SM520C

（溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材）・JIS G 3114 ・SMA400AW，AP ・SMA400BW，BP ・SMA400CW，CP

・SMA490AW，AP ・SMA490BW，BP ・SMA490CW，CP

・JIS G 3136 （建築構造用圧延鋼材） ・SN400A ・SN400B ・SN400C

・SN490B ・SN490C

・JIS G 3138 （建築構造用圧延棒鋼） ・SNR400A ・SNR400B ・SNR490B

・JIS G 3350 （一般構造用軽量形鋼） ※SSC400

・JIS G 3353 （一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼） ・SWH400

・JIS G 3444 （一般構造用炭素鋼鋼管） ※STK400 ・STK490

・JIS G 3466 （一般構造用角形鋼管） ※STKR400 ・STKR490

・JIS G 3475 （建築構造用炭素鋼鋼管） ・STKN400W ・STKN400B ・STKN490B

・JIS G3352 （デッキプレート） ・SDP1T ・SDP2 ・SDP3

・SDP1TG ・SDP2G

○ ボルト・ナット

用鋼材

・JIS G 3101

・JIS B 1220

（一般構造用圧延鋼材）

（構造用両ねじアンカーボルトセット）

・JIS B 1186 （摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット）

・JIS A5540○ ターンバックル

溶接材料○

（建築用ターンバックル）

※割枠式・JIS A 5541 （建築用ターンバックル胴）

ガスシールドアーク

名　　　　称 規　　　　　　　　　　　格

被覆アーク溶接棒
JIS Z 3211 （軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒）

（耐候性鋼用被覆アーク溶接棒）JIS Z 3214 

溶接用ワイヤ

（軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ）

（軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）

（耐候性鋼用のマグ溶接及びミグ溶接用ソリッドワイヤ）

（耐候性鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）

JIS Z 3312

JIS Z 3313

JIS Z 3315

JIS Z 3320

セルフシールドアー

ク溶接用ワイヤ
（軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）JIS Z 3313

サブマージアーク溶

接用材料

JIS Z 3183 （炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶着金属の品質区分）

JIS Z 3351 （炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶接ソリッドワイヤ）

JIS Z 3352 （サブマージアーク溶接及びエレクトロスラグ溶接用フラックス）

エレクトロスラグ溶

接用材料
JIS Z 3353 （軟鋼及び高張力鋼用エレクトロスラグ溶接ワイヤ及びフラックス）

スタッド溶接用材料 JIS B 1198 （頭付きスタッド）

上に掲げるもののほか，建築基準法に基づき指定又は認定を受けた溶接材料－

２．工作上の注意

１．鉄骨製作用の基準巻尺

(1)鋼製巻尺は，JIS B 7512（鋼製巻尺）の１級品を使用する。

2490N/㎜ 級以上の高張力鋼，曲げ加工する外側等には，たがね，ポンチ等による打こんを残さない。た

だし，溶接により溶融する箇所又は切断，切削又は孔あけにより除去される箇所は，この限りでない。

建方用アンカーボルト

構造用アンカーボルト

３．切断

(2)切断面には，有害な凹凸，まくれ，切欠き，スラグの付着等がないものとする。

４．鉄筋の貫通孔の孔径

(1)鉄筋の貫通孔の孔径の最大値は，下表による。

(2)鉄骨面と平行となる鉄筋の間隔は，鉄筋工事における鉄筋相互のあき以上の間隔とする。

(3)鉄骨フランジの鉄筋貫通は，行ってはならない。

D10 D13

21 24

D16

28

D19

31

D22

35

D25

38

D29 D32

43 46

（単位：㎜）

鉄筋の呼び名

鉄筋の貫通孔の孔径

５．現寸図

標準的形状の建築物の場合，実物大の床書き原寸図については，通常作成する必要はない。ただし，曲

難と判断される箇所が存在する場合，納まりが複雑で工作図から読取りが困難な箇所が存在する場合は，

６．その他

施工業者は，施工に先立ち施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。

設備工事等における配管等の貫通穴は，構造耐力上の制約について確認し，設計図又は工作図に従い加

工する。

３．ボルト

１．ボルト孔

率や90°以外の取合い角度を有する変形した建築構造物の場合，溶接作業及び高力ボルトの締付けが困

床書き原寸図やＣＡＤシステムから出力される実寸大のフィルムで作業性等を検討するのがよい。

   以下の場合は，せん断孔あけとすることができる。

(2)孔あけは，ドリル孔あけとする。ただし，普通ボルト，アンカーボルト又は鉄筋の貫通孔で板厚13㎜

(3)溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径は下表による。

種　類

アンカーボルト

高 力 ボ ル ト

普 通 ボ ル ト

孔　径

d ＋2.0

d ＋0.5

d ＋5.0

1

1

1

dねじの呼び径  1

d ＜271

ねじの呼び 縁端距離（ｅ） ボルト間隔（ｐ）

Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22

Ｍ24

40

45

60

70

ｐ ｐ ｅ

千鳥打ち間隔（Pt）
ゲージ

（ｇ）

35

40

45

50

55

60

ねじの呼び

Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22

50

45

40

35

25

Ｍ24

60

55

50

45

40

Pt

ｇ

４．形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

Ａ又はＢ

45

50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

25

1ｇ ｇ 2

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70

90

最大軸径

12

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

最大軸径

12

20

20

22

22

24

24

ｇ 3

30

35

40

40

45

50

55

Ｂ

50

65

70

75

80

90

100

最大軸径

16

16

22

22

24

24

24

24

24

1ｇ ｇ 2Ｂ

56

75

90

105

120

40

70

90

(注)1

150

150

140

140

100

125

150

175

200

250

300

350

400

g
1

g1 g2

Ａ

Ｂ

Ｂ
g 1g g2 2

Ｂ

g3

（単位：㎜）

(2)高力ボルトの場合は，下表による。

(2)確認は工事現場用と鉄骨製作用の基準巻尺を並べた状態で一定の張力（50N程度）を与え，その誤差

  を読み取る。誤差は10ｍにおいて±1.2㎜以下とする。又、気温変化による温度補正を行う。

　(注)1　千鳥打ちとした場合

５．締め付け長さに加える長さ

(1)普通ボルトの場合は，締付け終了後ナットの外に３山以上ねじが出るように選定する。

※２.３.４.までの値は標準であり，高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離を変更する必要がある場合

　は，「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」（平成12年5月31日　建　設省告示第1464号）

　に規定される値を下回らないようにする。

３．部材の組立

(1)組立溶接の位置は，板材の隅角部，本溶接の始点及び終点等の強度上又は工作上支障のある箇所を

   避ける。

(2)開先内には，組立溶接を行わない。

(3)組立溶接で本溶接の一部となるものは最小限とし，欠陥を生じたものは，全て削り取る。

（注）板厚が異なる場合は，厚い方の板厚とする。

（単位：㎜）

板厚

６を超える

６以下　　

手溶接，半自動溶接を行う箇所

30

40

自動溶接を行う箇所

50

70

2 2(5)490N/㎜ 級以上の高張力鋼又は厚さ25㎜以上，かつ，400N/㎜ 級の軟鋼の組立溶接を被覆アーク溶

   接で行う場合は，低水素系溶接棒を使用する。

４．溶接施工

(1)完全溶込み溶接で部材の両面から溶接する場合は，表面から溶接を行った後，健全な溶着部分が現

   れるまで裏はつりを行い，裏はつり部を十分に清掃した後，裏溶接を行う。ただし，サブマージア

   ーク溶接で，溶接施工試験等により十分な溶け込みが得られることを確認した場合は，裏はつりを

   省略することができる。

(2)エンドタブは，適切な材質，形状及び長さをもった鋼製エンドタブを用いる。ただし，監督職員の

   承諾を受けた場合は，この限りでない。鋼製エンドタブの長さの目安は，下表による。

溶接工法

手　溶　接

半自動溶接

自 動 溶 接

長さ

70以上

30以上

30以上

(3)鋼製エンドタブを切断する場合，切断する箇所及び切断範囲は，図示による。

(4)柱梁接合部における鋼製エンドタブの組立溶接は，直接，柱及び梁のフランジに行わない。

   また，裏当て金の組立溶接は，H形鋼のフィレット端から5mm超及び梁フランジ幅端部から5mm超あけ

   るように規定されている。

(5)板厚が異なる場合の突合せ継手の溶接部の形状

　　 ①クレーンガーターのように低応力高サイクル疲労を受ける突合せ継手では，厚い方の材を1/2.5

　 　　以下の傾斜に加工し，開先部分で薄い方と同一の高さにする。

　　 ②上記以外で板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4を超える場合又は10㎜を超える場合は，

　     Ｔ継手に準じた高さの余盛を設ける。

     ③板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4以下，かつ、10㎜以下の場合は，溶接表面が薄い方

　     の材から厚い方の材へなめらかに移行するように溶接する。

①傾斜加工 ②Ｔ継手に準じた余盛 ③なめらかに溶接

2.5
1

(5)隅肉溶接の有効長さの最小値を，隅肉サイズの10倍以上で，かつ40㎜以上とする。(6)隅肉溶接の有効長さの最小値を，隅肉サイズの10倍以上で，かつ40㎜以上とする。

   ブの上下にスカラップを設ける場合は,フランジ側終端の曲率半径を10㎜以上に滑らかに仕上げる。

(7)スカラップを設ける場合には，一般的に半径35㎜の1/4円の扇形とする。柱梁仕口梁端溶接部ウェ

５．溶接入熱とパス間温度

６．予熱

鉄骨構造建築物における主なワイヤの使用区分

溶接条件

入熱

（kJ/cm）

15～30

15～30

15～40

パス間温度

（℃）

≦250

≦450

≦350

適用鋼材の引張強さ

490MPa 級400MPa 級 520MPa 級

ＹＧＷ11，15，18，19

ＹＧＷ11，15，18，19 ＹＧＷ18，19

ＹＧＷ18，19ＹＧＷ11，15

※　上表は，ロボット溶接には適用しない。

(1)気温（鋼材表面温度）が400N/㎜ 級鋼材の場合0℃以上，490N/㎜ 級以上の高張力鋼の場合に5℃以

   上で適用する。

22 22

(2)気温が－5℃未満の場合は溶接を行わない。

(3)気温が－5℃以上で0℃以下の場合で，表に予熱なしとあるときは40℃まで加熱（ウォームアップ）
2 2 2   を行ってから溶接を行う。ただし，400N/㎜ 級鋼材で板厚が50㎜超の場合，490N/㎜ 級及び520N/㎜ 

   以上の場合は，50℃の予熱を行う。

(4)上記の気温の範囲で表により予熱が必要な場合は，予熱温度を高めにするか，電気ヒーター等で確

   実に全体の温度を確保するかのいずれかを行う。

(5)湿気が多く開先面に結露のおそれがある場合は，40℃まで加熱を行う。

(6)予熱は規定値以上，200℃以下で行うものとする。予熱の範囲は溶接線の両側100㎜を行うものとす

   る。

(7)溶接部の補修や組立溶接で拘束が大きいことが予想される場合は，表の値よりも１ランク上の予熱

   温度を適用する。ただし，１ランク上でも予熱なしとなる場合は，気温等の条件を考慮して必要に

   応じて50℃の予熱を行う。

(8)鋼材のJISの炭素当量で0.44％を超える場合は予熱温度を別途検討する。

(9)板厚と鋼種の組合せが異なるときは，予熱温度の高い方を採用する。

鋼種

SM 490 Y

SN 490  
SM 490  

SM 520  

SN 400  

SM 400  

SS 400  

溶接法

低水素系以外の被覆アーク溶接

低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接

   級の鋼材の低水素系被覆アーク溶接の板厚25㎜以上の場合，CO2ガスシールドアーク溶接の板厚40㎜

CO2ガスシールドアーク溶接

サブマージアーク溶接

（注）4

（注）3

低水素系被覆アーク溶接

CO2ガスシールドアーク溶接

サブマージアーク溶接

（注）4

（注）3

余熱温度の標準

板厚（㎜）

t＜25
25≦t

＜32

32≦t

＜40

40≦t

≦50

50＜t

≦75

75＜t

≦100

予熱なし

予熱なし

予熱なし

予熱なし

予熱なし

予熱なし

50℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし

予熱なし

50℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし 予熱なし

予熱なし

50℃

50℃

50℃　 50℃　

50℃　

80℃　

80℃　

50℃　

（注）2  （注）2  （注）2  （注）2  

（注）2  （注）2  （注）2  80℃ 

50℃　（注）1  （注）1  

（注）1  
（注）1  

低水素系被覆アーク溶接

CO2ガスシールドアーク溶接

サブマージアーク溶接

（注）4

（注）3 予熱なし
SM 570  

50℃ 50℃ 80℃ 80℃ 100℃ 120℃

50℃ 50℃ 50℃ 80℃ 100℃

（注）

２．熱加工制御を行った鋼材では，より低い予熱温度の適用を検討してもかまわない。

　　アーク溶接に準ずる。

３．大電流溶接などの特殊な溶接では，個別の検討をすること。

４．フラックス入りワイヤーによるCO2 ガスシールドアーク溶接の予熱温度の標準は，低水素系被覆

７．溶接部の確認

１．鋼種SM 400，SN 400の場合に適用し，鋼種SS 400は別途検討すること。

次の項目について確認を行い,その結果の記録を監督職員に提出する。

(1)溶接着手前

   隙間，食違い，ずれ，ルート間隔，開先角度及びルート面の加工精度等，組立溶接，溶接部の清掃

(2)溶接作業中

   溶接順序，溶接姿勢，溶接棒径，ワイヤ径，溶接電流，アーク電圧，入熱，パス間温度，各層間の

   スラグの清掃，裏はつりの状態等

(3)溶接完了後

   外観及び表面欠陥（ビート表面の整否，ピット，アンダーカット，クレーター等の状態等），溶接

   の良否，予熱，エンドタブの取付け状態，完全溶込み溶接を行う技能資格者の識別等

   部の寸法，内部欠陥，エンドタブの処理状態等

８．溶接部の試験を行う技能資格者

   織体制，所有する探傷機器，技能資格者，試験の実績等の資料を提出し，監督職員の承諾を受ける。

(1)溶接部の試験を行う技能資格者は，次に示す試験機関に所属することとし，試験機関について，組

   (ｱ)当該工事に相応した技術と実績を有する者とする。

   (ｲ)当該工事の鉄骨製作工場に所属せず，かつ，当該工事おける溶接部の品質管理の試験を行ってい

　　　ないこととする。

(2)溶接部の外観試験を行う場合，技能資格者は，鋼構造建築溶接部及びその確認の方法について，十

　 分な知識，技量及び経験に基づく能力を有する者とする。

　 試験技術者の資格及び認証）に従う試験に基づく能力並びに鋼構造建築溶接部及びその試験の方法

   について十分な知識，技量及び経験に基づく能力を有する者とする。

　 JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験を行う。

(1)溶接部の外観試験

(2)完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

   (ｱ)試験の規準は，(一社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」による。

　　　①試験箇所数の数え方は，JASS 6 表10.1［検査箇所数の数え方］に準ずる。

　　　③検査水準は，第6水準とする。

   (ｲ)工場溶接の場合

　　　②AOQL（平均出検品限界）は，4.0％とする。

　　　①試験は，全ての溶接部について行う。

　　　②溶接部の不合格箇所は，全て補修を行い，再試験する。

(3)割れの疑いがある表面欠陥

　 JIS Z 2343-1（非破壊試験－浸透探傷試験－第１部：一般通則：浸透探傷試験方法及び浸透指示模

   様の分類）又はJIS Z 2320-1（非破壊試験－磁粉探傷試験－第１部：一般通則）による試験を行う。

５．スタッド溶接及びデッキプレートの溶接

９．溶接部の試験

(3)超音波探傷試験，浸透探傷試験又は磁粉探傷試験を行う場合，技能資格者は，JIS Z 2305（非破壊

１．スタッド溶接作業は，技能資格者が行う。

      ロットの大きさは，100本及びその端数とする。また，ロットは，スタッドの種類ごと及び溶接

２．スタッドの仕上り

(4)母材及びスタッド材軸部に発生したアンダーカットは，0.5㎜以内とする。

(3)カラーがスタッドの軸全周にわたって形成されているものとする。

３．スタッド溶接施工

(1)スタッド溶接は，アークスタッド溶接の直接溶接とし，下向き姿勢とする。ただし，やむを得ず下

６．本接合に先立ち，ひずみを修正し，建入れ直しを行う。

   向き以外の姿勢で溶接を行う場合は，溶接姿勢に相応した能力を有する者が溶接することとする。

(2)スタッド溶接用電源は，専用電源とする。

(3)溶接面に，水分，錆，塗料，亜鉛めっき等の溶接作業及び溶接結果に支障となるものがある場合は，

   スタッド軸径の2倍以上を丁寧に除去し，清掃を行う。

(4)デッキプレートを貫通させてスタッド溶接を行う場合は，事前に引張試験，曲げ試験，マクロ試験

   等を行い，溶接部の品質が確保できる施工条件を定める。

４．スタッド溶接後の試験（結果を監督職員に提出する。）

(1)外観検査

   (ｱ)全てのスタッド溶接部について，母材及びスタッド材軸部のアンダーカットの有無はを確認する。

(2)打撃曲げ試験

      される部材ごとに構成する。

   (ｲ)スタッドの仕上り高さ及び傾きの試験は抜取りとし，１ロットにつき１本以上抜き取る。

   (ｱ)試験は抜取りとし，１ロットにつき１本以上抜き取る。ロットの大きさは，100本及びその端数

      とする。また，ロットは，スタッドの種類ごと及び溶接される部材ごとに構成する。

５．デッキプレートの溶接

(2)

(1)デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合は，焼抜き栓溶接を行う。なお，デッキプレートが敷込

   み後に強風や突風によって飛散しないように，敷込みと同時に仮留めとしてアークスポット溶接若

   しくは隅肉溶接を行う必要がある。

   (ｱ)手動方法の場合は，JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基）における基本と

(2)焼抜き栓溶接を行う溶接技能資格者

   (ｲ)自動焼抜栓溶接機の場合は，JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準）

      における基本となる級以上の有資格者とする。

      なる級以上の有資格者とする。

１．鉄鋼面錆止め塗料の種別は特記による。塗料塗りの種別は,特記がなければ,見え掛り部分はＡ種とし,

見え隠れ部分はＢ種とする。

２．塗装の範囲

(1)次の部分は塗装をしない。

   (ｱ)コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分

   (ｲ)高力ボルト摩擦接合部の摩擦面

   (ｳ)密閉される閉鎖形断面の内面

   (ｴ)ピン，ローラー等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分

   (ｵ)組立によって肌合せとなる部分

(2)工事現場で溶接を行う部分であっても，溶接に支障となる錆が発生するおそれのある場合は，溶接

   に支障のない適切な防錆措置を講ずる。

(3)工事現場で溶接を行う部分の両側それぞれ100㎜程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範

   囲の塗装は，超音波探傷試験の完了後に行う。

３．工事現場塗装

(1)工事現場で組み立てた接合部の素地ごしらえは，Ｃ種とし，工場塗装と同種の錆止め塗料により塗

   装する。

(2)現場搬入後に塗膜が損傷した部分は，活膜を残して除去し，錆止め塗料で補修する。

１．アンカーボルトは，二重ナット及び座金を用い，ねじがナットの外に３山以上出るようにする。

２．柱底均しモルタルの工法はＡ種とし，モルタルの厚みは50㎜とする。Ｂ種の場合は，30㎜とする。

３．建方は，組立順序，建方中の構造体の補強の要否等の検討を行い，本接合が完了するまで風荷重，自重

　　その他の荷重に対して安全な方法とする。

４．仮ボルトは，本接合のボルトと同軸径の普通ボルト等で損傷のないものを使用し，締付け本数は，１群

　　のボルト数の1/3以上，かつ，２本以上とする。

５．柱又は梁を現場溶接接合とする場合は，エレクションピース等の仮ボルトは，高力ボルトを使用し，全

　　て締め付ける。

７．鉄骨に材料，機械等の重量物を積載する場合や，特殊な荷重を負担させる場合は，補強の要否等の必要

　　な検討を行い，検討結果を監督職員に提出する。

８．吊上げの際に変形しやすい部材は，適切な補強を行う。

９．建方の完了後，形状及び寸法精度を確認し，監督職員の検査を受ける。

１．溶融亜鉛めっき作業は，JIS H 8641（溶融亜鉛めっき） によるJISマーク表示認証工場で行う。

２．鋼材の溶融亜鉛めっきは，［亜鉛めっきの種別］により，種別は，鋼材の板厚に相応したものとする。

３．普通ボルト，ナット類又はアンカーボルト類の溶融亜鉛めっきはＣ種とする。

４．溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理は，ブラスト処理とする。

　　（すべり係数値が0.4以上，摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上，摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）

(2)スタッドの傾きは，5°以内とする。

(1)スタッドの仕上り高さは，所定の高さ-2㎜から所定の高さ+2㎜までの範囲とする。

８．溶融亜鉛めっき

(3)錆が生じた部分は，旧塗膜を除去し，Ｃ種の素地ごしらえを行ったうえ，錆止め塗料で補修する。

７．工場現場施工

６．錆止め塗装

   (ｳ)工場現場溶接の場合

（単位：N･m）

ねじの呼び

Ｍ12

Ｍ16

Ｍ20，Ｍ22

Ｍ24

一次締付けトルク

100程度

 50程度

150程度

200程度

(4)一次締めは，下表によるトルクでナットを回転させて行う。

６．摩擦面の処理

７．組立

(1)摩擦面に摩擦力を低減させるものが生じないよう考慮して組立を行う。また，摩擦面に浮き錆が発

　 生した場合又は油，塗料，じんあい等が付着した場合は，組立に先立ち取り除く。

(2)接合部の材厚の差等により１㎜を超える肌すきがある場合は，フィラープレートを用いて補う。

(3)ボルト頭部又はナットと接合部材の面が，1/20以上傾斜している場合は，勾配座金を使用する。

(4)組立後，ボルトの孔心が一致せずボルトが挿入できない場合は，添え板等を取り替える。

(1)摩擦面の性能及び処理は，すべり係数値が0.45以上確保できるよう，次のいずれかによる。

　　 ①摩擦接合面全面の範囲のミルスケールを除去した後，一様に錆を発生させる。

　　 ②ショットブラスト又はグリッドブラストによる処理を施し，同一の作業条件のもと作成された

　　　 対比試験片との照合等により，摩擦面の表面粗度が50μmRz以上確保された状態であることを

　 　  確認する。

(2)摩擦面には，鋼材のまくれ，ひずみ，へこみ等が無いものとする。

８．締付け

(1)本接合に先立ち，仮ボルトで締付けを行い，板の密着を図る。

(2)ボルトを取り付けた後，一次締め，マーキング，本締めの順序で本接合の締付けを行う。

(3)１群のボルトの締付けは，群の中央から周辺に向かう順序で行う。

１．溶接作業における施工管理技術者

溶接作業においては，施工管理技術者を配置する。溶接作業における施工管理技術者は，JIS Z 3410

（溶接管理ー任務及び責任）に基づく溶接管理を行う能力を有する者とする。

２．開先の加工

開先の加工は，自動ガス切断又は機械加工とする。精度が不良なものは，修正する。

４．溶接接合

(6)本締めは,標準ボルト張力が得られるよう行い,締め付ける。

(5)一次締めしたボルトには,ボルト,ナット，座金及び母材（添え板）にかけてマークを施す。

(7)トルシア形高力ボルトは,専用レンチを用いてピンテールが破断するまで締め付ける。

   JIS形高力ボルトは,トルクコントロール法又はナット回転法で締め付ける。

   ナット回転法の場合のナット回転量の規定値は120°（Ｍ12は,60°）とする。

９．締付け後の確認

(8)ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量は,試験により一次締めを含めて 施工条件

 　・ナット回転法による場合

　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより，共回りが生じていないこと。

　 　②ナット回転量は，規定値-30°から規定値+30°まで（M12は，規定値0°から規定値30°まで）

　 　③ボルトの余長は，ねじ１山から６山までの範囲であること。

 　・トルクコントロール法による場合

　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより，共回りが生じていないこと。

　　　 けトルクの基準値との差が±10％以内にあること。なお，締付け不足が認められた場合は，追

　 　③ボルトの余長は，ねじ１山から６山までの範囲であること。

　 　②ナット回転量に著しいばらつきが認められるボルト群は，トルクレンチを用いて全てのボルト

(1)締付け後に，次を確認した高力ボルトのセットを合格とする。

　(ｱ)トルシア形高力ボルト

　(ｲ)JIS形高力ボルト

(2)(1)の確認の結果，合格とならなかった場合は，高力ボルトのセットを新しいものに取り替える。

10．締付け機器及び確認用機器

(1)締付け機器及び確認用機器は，ボルトに適したものとし，適切に点検整備されたものとする。

(2)トルクコントロール法による締付けを行う場合は，毎日１回作業開始前に，JASS 6 6.4［高力ボル

　 トの締付け］b.(4)に準じて締付け機器の調整を行い，その結果を記録する。

11．普通ボルト接合

(1)ボルトには,有効な戻止めをする。

　  　①ばね座金の使用　②二重ナットの使用　③ゆるみ防止用特殊ナットの使用　④ナットの溶接

(2)ボルトは,ボルト頭の下及びナットの下に座金を用いることとし，締付け終了後にナットの外に３

   山以上ねじ山が出ていることを確認する。

(3)ナットの下に使用する座金の厚さは，JIS B 1256(平座金）の並形-部品等級Ａの寸法による。

　　 ①ピンテールが破断していること。

　 を決定する。

　　 ②一次締めの際につけたマークのずれにより，共回り又は軸回りが生じていないこと。

　　 ③ナットの回転量は，各ボルト群のナットの平均回転角度-30°から平均回転角度+30°までの範

　　　 囲であること。

　　　 の範囲であること。

　　 ④ボルトの余長は，ねじ１山から６山までの範囲であること。

　　　 締めし，所定のトルクであること。

　　　 のナットを追締めする。この結果，締付けトルクと締付け施工法の確認において設定した締付

JIS形高力ボルト

③ ②①

ボルト長さ

締付け長さ 加算長さ
加算長さ

座金厚さ 座金厚さ ﾅｯﾄ高 余長

施工前

施工後

①チップ部

②ネック部

③ボルトネジ部

トルシア形高力ボルト

Ｍ22

40

35

（単位：㎜）

ねじの呼び

JIS形

トルシア形

Ｍ12

25

Ｍ16

30

25

Ｍ20

35

30

Ｍ24

45

40

(4)組立溶接の最小ビート長さは，下表により，組み立てた部分の計上が保持できるよう適切な間隔で

   溶接する。

（構造用トルシア形高力ボルト・六角ナット・平座金のセット）

・JIS B 1180 （六角ボルト）

・JIS B 1181 （六角ナット）

※仕上げの程度：中

※仕上げの程度：中

・JIS B 1256 （平座金） ※並形－部品等級Ａ

ねじの公差域クラス：6H

ねじの公差域クラス：6g 強度区分：4.6

強度区分：5T

・JSS Ⅱ 09

※２種（F10T） ・３種（F11T）

鉄骨工事仕様書　No.１
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設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

-
登録　２２（１）第０５８７号 A1版:100％

A3版:50％2023年  3月

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

S-

ａ＋△ａ

D1＝2（ｔ－2）／3

D2＝（ｔ－2）／3

0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4‐3mm

(2)Ｔ形継手（Ｔ）の開先基準

２．隅肉溶接

(2)隅肉溶接のサイズ

１．製品

２．工事現場

９．溶接部の形状・寸法

鉄骨工事仕様書　　No.2

限界値図項　目

ｔ ｔ ｔ ｔ

35° 45°

60° 60°67

2

2

2

6

D1

D2D2

D1

D1＝（ｔ－6）／2

D2＝（ｔ－6）／2

Ａ（Ｈ

ｔ≦6 ｔ≦12

１（片面溶接） １（片面溶接）２（両面溶接） ２（両面溶接）

）

ｔ ｔ ｔ ｔ

Ｓ
Ｓ

35°35°

2

6

1/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦10

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦22

ｔｔｔｔ

ＳＳＳ Ｓ

ＳＳ

6222

7 7

60°35°45°35°

1/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦10

D1＝2（ｔ－2）／3

D2＝（ｔ－2）／3

1/4ｔ≦Ｓ≦10

D2＝（ｔ－6）／2

1/4ｔ≦Ｓ≦10

D1＝（ｔ－6）／2

1/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦10

ｔ ｔ ｔ ｔ

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ

D1D1

D2 D2

60°

60°

35°35° 45°

60°7 7

2

2

2

6

（単位：㎜）

2

ｔ≦6 ｔ≦12

１（片面溶接）２（両面溶接） ２（両面溶接）

Ａ（Ｈ
１（片面溶接）

）

ｔ ｔ

6

ｔ ｔ

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦19

35° 45° 35° 50°

ｔｔｔｔ

Ｓ Ｓ

6222

7 7

1/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦10

ｔ ｔ ｔ ｔ

ＳＳ

35° 45° 35° 60°

7
7

22 D2

D1
D1

D2

2 6

60°

D1＝2（ｔ－2）／3

D2＝（ｔ－2）／3

1/4ｔ≦Ｓ≦10

D2＝（ｔ－6）／2

1/4ｔ≦Ｓ≦10

D1＝（ｔ－6）／2

1/4ｔ≦Ｓ≦10

（単位：㎜）

Ｈ
２（両面溶接）

16＜ｔ≦40

１（片面溶接）

60°60°

Ｓ Ｓ

S/2 S/2S/2S/2
ＳＳ

ＳＳ

ｔ ｔ

ｔ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

（単位：㎜）

ｔ

Ｓ

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16

名　　　称 図 製作管理許容差 限界許容差 備　　考

(2) 柱の長さ

　　⊿L

(3) 階　高

溶接接合

高力ボル
ト接合

L＋△L

－3㎜≦△Ｌ≦＋3㎜ －5㎜≦△Ｌ≦＋5㎜

名　　　称 図 製作管理許容差 限界許容差 備　　考

　　ｅ ｅ≦ ｅ≦1000 1000

Ｌ 1.5Ｌ
かつ かつｅ≦10㎜ ｅ≦15㎜ｅ

L 

(5) 柱の曲り

　　ｅ ｅ≦ ｅ≦かつ かつ
1500

ｅ≦5㎜
1000

ｅ≦8㎜ｅ

(6) せ　い

(14) 柱のねじれ

(15) メタルタッチ

(16) ベースプレートの

　　δ

　　ｅ

　　ｅ ｅ≦2㎜ ｅ≦3㎜

ｅ≦ ｅ≦

δ≦ δ≦
1000

1000 1000

1000
かつδ≦5㎜ かつδ≦8㎜

δ δ

ｅ

ｅ

ｅ

(13) 仕口部の長さ

(7) 幅

(10) ウェブの心ずれ

(11) ウェブの曲り

(12) 仕口部の角度

　　ｅ

　　ｅ

　　ｅ

　　ｅ

接合部

一般部

ｅ≦2ｂ/100かつｅ≦2㎜

接合部

一般部

ｅ≦3㎜ｅ≦2㎜

　 ,   ≦Ｌ/300

   ≦4㎜    ≦6㎜

かつ かつ

ｂ ｂ

ｅ ｅ

B/2 B/2

t

平面

下ﾌﾗﾝｼﾞ

上ﾌﾗﾝｼﾞ

ﾌﾗﾝｼﾞ

L L

心ずれｅ

ｅ1

ｅ
2

ｅ
2

ｅ
2

ｅ
3

1
ｅ

ｅ1

ｅ1

ｅ1

ｅ1

ｅ3 ｅ3

   ,　 ≦3㎜    , 　≦5㎜ｅ2 ｅ2

ｅ2 ｅ2　 ,   ≦Ｌ/200

立面

B＋△B

－2㎜≦△Ｂ≦＋2㎜ －3㎜≦△Ｂ≦＋3㎜

－3㎜≦△Ｌ≦＋3㎜ －5㎜≦△Ｌ≦＋5㎜

L＋△L L＋△L

　　△L

　　△B

(7) 柱の倒れ

　　ｅ
ｅ≦ ｅ≦

Ｈ Ｈ
1000 700

かつ かつ

ｅ≦10㎜ ｅ≦15㎜

ｅ

H

　　ｅ

L

ｅ ｅ≦Ｌ/1000＋３㎜ ｅ≦Ｌ/700＋5㎜

かつｅ≦10㎜ かつｅ≦15㎜

基準高さ

ベースモルタル

　　ｅ

アンカーボルト

建方用

アンカーボルト

構造用

(2) 建物のわん曲

　　ｅ ｅ

L

ｅ≦Ｌ/4000 ｅ≦Ｌ/2500

かつｅ≦20㎜ かつｅ≦25㎜

　　ｅ

(1) 建物の倒れ

備　　考限界許容差製作管理許容差図名　　　称

かつｅ≦50㎜

ｅ≦Ｈ/2500＋10㎜

かつｅ≦30㎜

ｅ≦Ｈ/4000＋7㎜

H

ｅ

　　△H

H
＋
△

H

－3㎜≦△Ｈ≦＋3㎜ －5㎜≦△Ｈ≦＋5㎜

　　△H H
＋
△
H

－5㎜≦△Ｈ≦＋5㎜ －8㎜≦△Ｈ≦＋8㎜

ｔ≦16 ｔ≦16

ｔ ＜ｔ 　　e≦t ／4　

21

21 1

1

かつe≦5mm

e

1
t

t2

柱
フ
ラ
ン
ジ

ダイヤフラム

梁フランジ

e

2
t

t1

梁フランジ

柱フランジ

ダイヤフラム

t

柱フランジ

梁フランジ

柱フランジ

通しダイア
フラム

e≦1.5㎜

e≦t/10t＞15㎜

t≦15㎜

かつe≦3mm

この場合において，通しダイアフラ

ムと梁フランジの溶接部は，梁フラ

ンジは通しダイアフラムの厚み内で

溶接しなければならない。

②突合せ継手の食違い t
e

t
e

e≦0.3㎜

ただし，上記の数値を超え1㎜以下

の場合，アンダーカット部分の長さ

の総和が溶接長の1/10以下であり断

③アンダーカット

t e e

t

面が鋭角的でないものは許容できる。

10．工作及び組立

図 限界許容差 測定器具管理許容差名　称

限界ゲージ

0≦△S≦0.8S

かつ△S≦8㎜

0≦△S≦0.5S

かつ△S≦5㎜

(1)隅肉溶接の

   サイズ

△Ｓ

溶接ゲージ

△
S

L
S

L S

△S

(3)完全溶込み溶接

   突合せ継手の余

　 盛の高さ

限界ゲージ

△ｈ

溶接ゲージ

溶接ゲージ

△ｈ

限界ゲージ

S

S

L

L

a
△

a

S

S

L

L

a
△

a

B

h
+
△
h

B

B

B

h
+
△
h

(4)完全溶込み溶接

   角継手の余盛の

　 高さ

B B

B B

(2)隅肉溶接の余盛

   の高さ

△ａ

0≦△a≦0.4S

かつ△a≦4mm

0≦△a≦0.6S

かつ△a≦6mm

溶接ゲージ

0≦△h≦7㎜ 0≦△h≦10㎜ 限界ゲージt

t＞40㎜　(h=10mm)

t≦40mm （h=t／4mm) t≦40mm

t＞40㎜　(h=10mm)

0≦△h≦t／4mm

（h=t／4mm)

0≦△h≦t／4‐3mm

溶接ゲージ

△ｈ

(5)完全溶込み溶接

   Ｔ継手(裏当て

   金あり)の余盛

　の高さ

(6)完全溶込み溶接

   Ｔ継手(裏はつり)

   の余盛の高さ

0≦△h≦7㎜ 0≦△h≦10㎜

t≦40mm t≦40mm（h=t／8mm) （h=t／8mm)

t＞40㎜　(h=5mm)

限界ゲージ

溶接ゲージ

△ｈ

名　称 図 管理許容差 限界許容差 測定器具

e≦3㎜(1)Ｔ継手のすき間 e≦2㎜

e(隅肉溶接) 金属製直尺

ｅ

テーパーゲージ

(2)重ね継手のすき e≦2㎜ e≦3㎜ テーパーゲージ

   間 金属製直尺

h
+
△

h

h
+
△
h

h
+
△
h

h
+
△
h

h
+
△
h

h
+
△
h

ｅ

(3）突合せ継手の t≦15㎜ t≦15㎜ 金属製角度直尺

   食違い 金属製直尺

ｅ テーパーゲージ

溶接ゲージ

e

21 tt
e

21 tt

t＞15㎜ t＞15㎜

e≦t/15かつe≦2㎜ e≦t/10かつe≦3㎜

e≦1㎜ e≦1.5㎜

e

21

(4）ルート間隔 被覆アーク溶接 テーパーゲージ

（裏はつり) サブマージアーク溶接 サブマージアーク溶接

ａ＋△ａ

ルール

(6)ルート面

△ａ

コンベックス

金属製直尺

△ａ≦2㎜ △ａ≦3㎜

△ａ≦1㎜ △ａ≦2㎜

　　裏当て金なし

　　裏当て金あり

　　裏当て金なし

　　裏当て金あり

△ａ≦3㎜△ａ≦2㎜

サブマージアーク溶接 サブマージアーク溶接

ａ
＋
△
ａ

(7)ベベル角度 溶接ゲージ

セルフシールドアーク溶接

被覆アーク溶接，

ガスシールドアーク溶接，

被覆アーク溶接，

ガスシールドアーク溶接，

セルフシールドアーク溶接

t=min(t ,t )

1(8)開先角度 限界ゲージ

22 2

12．溶接

名　称 図 管理許容差 限界許容差 測定器具

e

(1)孔の心ずれ

ｅ

検定用型板

(2)孔相互の間隔 コンベックス

△Ｐ ルール

金属製直尺

P＋△P

ルール

(3)孔の食違い

ｅ

コンベックス

直角定規

e

   部の肌すき

(4)高力ボルト接合

ｅ

テーパーゲージ

11．高力ボルト

e≦1㎜ e≦1.5㎜

－1㎜≦△P≦＋1㎜ －1.5㎜≦△P≦＋1.5㎜

e≦1㎜ e≦1.5㎜

e≦1㎜ e≦1㎜

△ａ ≧－2㎜

△ａ ≧－2㎜

△ａ ≧－3㎜

△ａ ≧－3㎜

1 1

2 2

ボルト接合設計施工ガイドブ

ック」の最小縁端距離を満足

すること。

ボルト接合設計施工ガイドブ

ック」の最小縁端距離を満足

すること。

ルール

(5)孔のはしあき

   ・へりあき

△ａ

コンベックス

金属製直尺

1 1

2

ａ ＋△ａ 

ａ
 
＋
△
ａ
 

2

e

e

(9)切断面のあらさ 対比試験片開 先 内　100μmRz以下

自由縁端　100μmRz以下

開 先 内　100μmRz以下

自由縁端　100μmRz以下

e

t

t≦40㎜　e≦1㎜

e≦1.5㎜

t≦40㎜　e≦1.5㎜

e≦2㎜

t＞40㎜　e≦1.5t/40かつ

溶接ゲージ

テーパーゲージ

金属製角度直尺

ルール

コンベックス

測定治具

テーパーゲージ

(12)仕口のずれ

ｅ

ｅ コンベックス
ルールe e

t

t
1

梁フランジ

3

スチフナ
柱フランジ

t
2 e

    深さ

(10)切断面のノッチ

ｄ

開 先 内　d≦1㎜

自由縁端　d≦1㎜

開 先 内　d≦0.5㎜

自由縁端　d≦0.5㎜

溶接ゲージ

1e≦2t /15かつe≦3mm

e≦t /6かつe≦4mm

e≦t /5かつe≦4mm

e≦t /4かつe≦5mm

t

1

柱フランジ

t

スチフナ

3

ダイアフラム
(梁フランジ)

t 2

e

t=min(t ,t )1 2

e≦2mm e≦3mm

(11)切断縁の直角度

直角定規

金属製直尺

直角定規

金属製角度直尺

金属製直尺

t＞40㎜　e≦t/40かつ

t≧t　

t＜t

3

3

t≧t　

t＜t

3

3

(13)溶接組立て部材

　　端部の不ぞろい

かつ「鋼構造設計規準」「高力 かつ「鋼構造設計規準」「高力

貫通ゲージ

コンベックス

ルール

金属製直尺

設計ボルト心

h
△
ｈ

60°30°

ｔ ｔ ｔｔ

35° 45°

2 2 62

7
6

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦22

30° 60°

ｔ ｔ ｔ ｔ

Ｇ＝ｔ
Ｇ

6

１．突合せ溶接

Ａ（Ｈ

ｔ≦6 ｔ≦12

１（片面溶接） １（片面溶接）２（両面溶接） ２（両面溶接）

）
（単位：㎜）

tD
R

h△
h

h
△

h

△
h

h
△

h

D
1

h

R t

D
2

(7)アンダーカット

の長さが3㎜以下。 の長さが5㎜以下。

 対比試験片

ただし，上記の数値を超え1t

e

ゲージ

アンダーカットe≦0.5㎜

e≦0.5㎜

e≦0.8㎜

り総長さが30㎜以下かつ1箇所

㎜以下の場合，溶接長300㎜当

側面隅肉溶接

前面隅肉溶接

完全溶込み溶接

e≦0.5㎜

e≦0.3㎜

e≦0.3㎜

り総長さが30㎜以下かつ1箇所

㎜以下の場合，溶接長300㎜当

ただし，上記の数値を超え0.7

側面隅肉溶接

前面隅肉溶接

完全溶込み溶接

ｅ

et

θ≦5°θ≦3°

限界ゲージ

金属製直尺

ルール

コンベックス

θ －2mm≦△Ｌ≦+2mm－1.5mm≦△Ｌ≦+1.5mm

△Ｌ，θ

と傾き

の仕上がり高さ
(14)スタッド溶接後

－－

－－

著しいものは認めない。(13)オーバーラップ

縦割れ横割れ

150㎜の範囲で7㎜以下。

ド幅25㎜の範囲で4㎜以下。

方向)は溶接の長さ，またはビー

(ビート長さ方向),e (ビート幅2

ビード表面の凹凸の高低差e 

ビード幅の不整e は溶接の長さ3

1

ド幅25㎜の範囲で2.5㎜以下。

方向)は溶接の長さ，またはビー

(ビート長さ方向),e (ビート幅2

ビード表面の凹凸の高低差e 

測定治具

溶接ゲージ

テーパーゲージ

金属製直尺

金属製角度直尺

(溶接金属割れ)

クレーター割れ

て計算する。て計算する。

(11)ピット ルーペ

以下のものは３個を１個とし

だし，ピットの大きさが1㎜

溶接長300㎜当り２個以下。た

以下のものは３個を１個とし

だし，ピットの大きさが1㎜

溶接長300㎜当り１個以下。た

150㎜の範囲で5㎜以下。

ビード幅の不整e は溶接の長さ3

1

テーパーゲージ

溶接ゲージ(10)ビード表面の

ルール

コンベックス

金属製直尺

ｅ

   不整

3

3

3

3

金属製直尺

テーパーゲージ

ｅ

(9)仕口のずれ

ルール

測定治具

コンベックス

e≦t /4かつe≦5㎜

e≦t /5かつe≦4㎜

t ＜t

t ≧t 

e≦t /6かつe≦4㎜

t ≧t 

t ＜t

e≦2t /15かつe≦3㎜

1
t

2
t

e

B -B21e =3

3 21e =B -B

2

1

1

2

a－a断面

e
1

b－b断面

150㎜

B B

a
a

bb

25㎜

e2

B

B

a a

b
b

a
－
a
断
面

2e

2
5
㎜

1
e

2
5
㎜

b
－
b
断
面

21t=min(t ,t )

e

2t

(梁フランジ)
ダイアフラム

3

スチフナ

t

柱フランジ

1

t

e2
t

柱フランジ

スチフナ

3

梁フランジ

1
t

t

1
t

2
t

e

21t=min(t ,t )

(8)突合せ継手の

ｅ

　 食違い

e≦1.5㎜

e≦t/10かつe≦3㎜t＞15㎜

t≦15㎜

e≦t/15かつe≦2㎜

e≦1㎜

t＞15㎜

t≦15㎜

あってはならない。(12)割れ

14．鉄骨工事精度

ａ

0≦a≦2.5㎜

0≦a≦1㎜

セルフシールドアーク溶接

ガスシールドアーク溶接，

0≦a≦2㎜

被覆アーク溶接 0≦a≦4㎜

0≦a≦2㎜

セルフシールドアーク溶接

0≦a≦3㎜

ガスシールドアーク溶接，
a

a

(5)ルート間隔 限界ゲージ

テーパーゲージ

△ａ

①ダイアフラムと

　フランジのずれ

ｔ ≧ｔ 　　e≦t ／5　　

かつe≦4mm

(裏当て金あり)

ガスシールドアーク溶接，

セルフシールドアーク溶接

被覆アーク溶接

△ａ≧-2㎜（θ≧35°）

サブマージアーク溶接

△ａ≧-2㎜（θ≧35°）

-2㎜≦△ａ≦+2㎜

△ａ≧-1㎜（θ＜35°）

サブマージアーク溶接

-3㎜≦△ａ≦+3㎜

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接，

セルフシールドアーク溶接

△ａ≧-3㎜（θ≧35°）

△ａ≧-3㎜（θ≧35°）

△ａ≧-2㎜（θ＜35°）

△θ

θ＋△θ △θ≧-5°（θ≧35°）△θ≧-2.5°（θ≧35°）

△θ≧-1°（θ＜35°） △θ≧-2°（θ＜35°）

△θ

1θ＋△θ 

θ＋△θ θ＋△θ 

1△θ ≧-5°

2

△θ ≧-10°

22△θ ≧-1°（θ＜35°）

△θ ≧-2.5°（θ≧35°） △θ ≧-5°（θ≧35°）

△θ ≧-5°（θ＜35°）

B＜15㎜（h=0㎜）

0≦△h≦3㎜

15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）

0≦△h≦4㎜

25㎜≦B（h=0mm）

0≦△h≦4B/25㎜

0≦△h≦5㎜

B＜15㎜（h=0mm）

15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）

0≦△h≦6㎜

25㎜≦B（h=0mm）

0≦△h≦6B/25㎜

B＜15㎜（h=0mm）

0≦△h≦3㎜

15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）

0≦△h≦4㎜

25㎜≦B（h=0mm）

0≦△h≦4B/25㎜

B＜15㎜（h=0mm）

0≦△h≦5㎜

15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）

0≦△h≦6㎜

25㎜≦B（h=0mm）

0≦△h≦6B/25㎜

t＞40㎜ （h=5mm）

L
+
△
L

13．溶接継手の種類別開先標準

(1)突合せ継手（Ｂ）の開先標準

被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接及び
（サブマージアーク自動溶接）

19＜ｔ≦40 22＜ｔ≦40

被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接及び

セルフシールドアーク溶接
（サブマージアーク自動溶接）

セルフシールドアーク溶接

6

19＜ｔ≦40 22＜ｔ≦40

(3)かど継手（Ｌ）の開先標準

被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接及び

セルフシールドアーク溶接
（サブマージアーク自動溶接）

Ｓ

Ｓ＝ｔ

19＜ｔ≦40 19＜ｔ≦40

(1)隅肉溶接（Ｆ）の開先標準

（被覆アーク溶接,ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

４ 19 25 28 32 36 40

（単位：㎜）

11 13 15 17 19 21 24３

22

(1) 梁の長さ

　　⊿H

H＋△H

H＋△H

Ｈ＜10ｍ

Ｈ≧10ｍ

－3㎜≦△Ｈ≦＋3㎜

－4㎜≦△Ｈ≦＋4㎜

Ｈ＜10ｍ

－5㎜≦△Ｈ≦＋5㎜

－6㎜≦△Ｈ≦＋6㎜

　　⊿h
高力ボル
ト接合

4h ＋△h 4 2h ＋△h 2
3h ＋△h 3 1 1h ＋△h 

溶接接合

h ＋△h 4 24 h ＋△h 2
3h ＋△h 3 1 1h ＋△h 

－3㎜≦△ｈ≦＋3㎜ －5㎜≦△ｈ≦＋5㎜

(4) 梁の曲り

H

Ｈ Ｈ

D＋△D

D
＋
△

D

D
＋
△

D

D＋△D

D
＋
△
D

D＋△D D＋△D

D
＋
△
D

D
＋
△
D

Ｄ＜800㎜ Ｄ＜800㎜

－2㎜≦△Ｄ≦＋2㎜ －3㎜≦△Ｄ≦＋3㎜

Ｄ≧800㎜ Ｄ≧800㎜

－3㎜≦△Ｄ≦＋3㎜ －4㎜≦△Ｄ≦＋4㎜

接合部 接合部

ｅ

ｅ≦3Ｄ/200かつｅ≦3㎜ｅ≦Ｄ/100かつｅ≦2㎜

一般部 一般部

ｅ≦2Ｄ/100かつｅ≦4㎜ ｅ≦3Ｄ/100かつｅ≦6㎜D

(8) 溶接組立

　　ｅ

　　箱形断面の直角度

(9) Ｈ形断面の直角度

ｅ≦ｂ/100かつｅ≦1㎜ ｅ≦3ｂ/200かつｅ≦1㎜

ｅ≦3ｂ/100かつｅ≦2㎜

ｽﾁﾌﾅ

D

l

1 111 ｅ ｅｅｅ　 ≦Ｄ/150かつ   ≦4㎜ 　 ≦Ｄ/100かつ   ≦6㎜

22　 ≦ｌ/150かつ   ≦4㎜ 　 ≦ｌ/100かつ   ≦6㎜ｅ2 2ｅ ｅ ｅ
ただし,ｔ≦6には適用しない ただし,ｔ≦6には適用しない

C CL L

D/2 D/2D/2 D/2

D D

D

D
6Ｄ 9Ｄ

D

1.5Ｄ 2.5Ｄ

　　 折れおよび凹凸

(3) アンカーボルトの

　　位置のずれ
柱心

柱
心

a
±
△
a

a±△a

－3㎜≦ｅ≦＋3㎜

－3㎜≦ｅ≦＋3㎜

－5㎜≦ｅ≦＋5㎜

－5㎜≦ｅ≦＋5㎜

(4) 柱据え付け面の

　　高さ

(5) 工事現場継手階の

　　階高

(6) 梁の水平度

Ｈ≧10ｍ

　　△D

10８５ 12 ５  ６  ７  ８  ９ ４ 10 11７ ８ 10 10６５ 1212

鉄骨工事仕様書　No.２
5



立体トラス工事特記仕様書

株式会社 車田建築設計事務所
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称

登録　２２（１）第０５８７号

Ver.2004

縮尺

図面No

-

立　体　ト　ラ　ス　工　事　特　記　仕　様　書

詰めボルト

図面に示すトラスの寸法は製作寸法とする。

トラスに取り付くあらゆる２次部材は節点に取り付ける事を原則とする。

7　そ　の　他

（トラス自重および固定荷重による変形後の寸法を示すものではない。）

６　防　　　錆

※   上記鉄骨部は現場組立完了後に改めて防錆塗料の欠陥部をタッチアップする。

図２：付加孔詳細図

D

B
／

2

有
効
ね

じ
深

付加孔
有効ねじ深付加孔

M16 18

M20 22

M24 26

300

260

220

200

180

150

φ300／270

φ200／182

φ220／192

φ180／160

φ260／240

φ150／136

10

9

8

7

6

5

270

240

192

182

160

136

130

110

φ　50／ 46

φ　85／ 78

φ130／120

φ110／103

4

3

2

1 46

B

78

120

103

85

50

30

30

30

30

30

30

4.5

4.5

3.2

4.2

4.5

3.2

30

40

2.3

2.3

3.2

3.2

ｔ

1.0

1.045

45

α（°）

φ34.0

φ42.7

φ48.6

φ60.5

φ76.3

φ89.1

φ101.6

φ114.3

φ139.8

φ165.2

φ190.7

φ216.3

φ267.4

φ318.5

5.0

5.3

5.8

8.2

6.6

6.9

パイプ径

30

25

25

50※

50

50

g

1.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

※

※

図３：パイプと鋼管仕口部材の溶接部開先形状図

ｔ

ｇ

α

※α

ｔ：パイプ肉厚
α：開先角度
ｇ：ル－トギャップ

パイプ
鋼管仕口部材

Δｇ：±0.5

（ｔ≧６に適用）

許容差

Δα：0°～5°

溶接の種類：ガスシ－ルドア－ク溶接

, 4.2

, 4.2

, 9.3

, 10.3

D鋼製球形コネクター

図4：支承リブプレ－ト溶接詳細図

（現場塗装）

（現場塗装）エポキシ系中塗

エポキシ系プライマ－ 40μm ×　1回

エポキシ系プライマ－

エポキシ系中塗

乾式亜鉛めっき

30μm ×　1回

30μm ×　1回

40μm ×　2回

（現場塗装）

（現場塗装）

15μm ×　1回無機ジンクプライマ－

素地ごしらえ　　B種（ブラスト）

支承グロ－ブ

グロ－ブ・ワッパ- 

（工場塗装）

（工場処理）15  g／m2

（現場塗装）ウレタン系上塗 25μm ×　1回

ウレタン系上塗 25μm ×　1回（現場塗装）

（現場塗装）厚膜エポキシプライマ－ 500μm ×　1回

パイプ

トラスボルト

乾式亜鉛めっき

ジンクエポキシプライマー

エポキシ系中塗

40μm ×　1回

50μm ×　2回（工場塗装）

（工場塗装）

（工場処理）15  g／m2

ウレタン系上塗 25μm ×　1回（工場塗装）

ワッパ－とボルトを接合させるピン部品。

トラスの節点に使用する球形の接合部材で、部材のボルトと取り合うために

おり、これを回転させることでボルトがグロ－ブにねじ込まれる。

スリ－ブとグロ－ブの中間に位置し、打込みピンにてボルトと接合して

パイプ端末に溶接される部品で、パイプからの力をボルト及びワッパ－に

部材本体の中枢をつかさどる鋼管。

部材端末に位置し、グロ－ブと部材を接合する役割を持つ。軸部には

パイプの端末にスリ－ブを溶接し、ボルト、ワッパ－等の部品

伝える。

を組み込んだもの。

この孔を利用して母屋受金物やその他金物を取付ける。（図２参照）

グロ－ブのボルト孔で部材が取付く以外のものを付加孔という。

打込みピン

（本設計に使用する固有の名称を次のように定める。）

このシステムトラスは、部材とグロ－ブ（球形に加工した接合部材）

１　適　用　範　囲

２　構　造　形　式

４　用　語　の　定　義

グロ－ブ（接合部材）

部材

屋根立体トラス

パイプ（主部材）

スリ－ブ（端部金物）

トラスボルト

ワッパ－

付　加　孔

建築基準法第３７条第二号の規定に適合するトラス用機械式継手を用いた

システムトラスとする。

ねじ孔を有する。

３　構　造　の　概　要

ており、これを回転させることでボルトがグロ－ブにねじ込まれる。（図１参照）

のワッパ－がはまっている。このワッパ－は打込みピンでボルトに接合され

部材の端末にはボルトが組み込まれており、そのボルトの外側にはナット状

よってグロ－ブに伝えられる。

部材応力はスリ－ブを介して引張力はボルトによって、圧縮力はワッパ－に

にて構成される。

ワッパ－と接合するためにピン孔を有する。

溶　接

グロ－ブ 打込みピン

ボルト

パイプ（主部材）

ボルト孔

ワッパ－

（姿　　図）（断　面　図）

グロ－ブ

ワッパ－スリ－ブ（端部金物）

パイプ（主部材）

ボルト

工場塗装（吹付け塗り） 現場塗装（はけ塗り）現場塗装（はけ塗り）

（接合部材）（接合部材）

スリ－ブ（端部金物）

打込みピン

図１：立体トラス接合部詳細図

溶　接（図３参照）

組み合わせたもの。

トラスの支持点に使用する接合部材で、リブ、ベ－スプレ－ト等を溶接で

支承グロ－ブ

プレ－ト類（支承部に使用）

一般構造用圧延鋼材 SS400

JIS　G 3136 建築構造用圧延鋼材 SN490B

打込みピン

機械構造用炭素鋼鋼材 S45C

ワッパ－

JIS　G 4051

JIS  G 3101

普通ボルト（支承部接合ボルト）

JIS B 1180 六角ボルト

JIS　G 4314 ばね用ステンレス鋼線 SUS304WPB M20～M36用

強度区分　4.6,4.8

ピン孔シール

素地ごしらえ　　B種（ブラスト）

t

2 S S 

（t-2）／2（t-2）／2

45°

45
°

t≧19

部分溶込み部分溶込み溶接

t／4≦S≦10

JIS  G 3101 一般構造用圧延鋼材 SS400

5T （支承グロ－ブ ）

JIS　G 3106 溶接構造用圧延鋼材 SM490A相当品

５　材　　　料

グロ－ブ

パイプ

JIS  G 3444 一般構造用炭素鋼管 STK400

スリ－ブ

トラスボルト

クロムモリブデン鋼 SCM435・SCM435H

6T （ 一般グロ－ブ ）

JIS　G 4053・4052 φ110～φ220

9T

クロムモリブデン鋼 M20～M36JIS　G 4053・4052 SCM435・SCM435H

φ260

クロムモリブデン鋼 SCM440・SCM440HJIS　G 4053・4052 φ260～φ300

2023年  3月 A1版:100％
A3版:50％

S-
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s

s

s

s

t

t

s

s

s

s

t

60
°

膜構造建築物　設計概要書(2次部材)

種類・材質

＊摩擦接合では鉄骨の摩擦面の処理に注意する。摩擦面のすべり係数を０．４５以上（溶融亜鉛めっき
　された鉄骨の場合は０．４０以上）確保するため、「ブラスト処理・特殊塗料塗布、他」を行なう。

JIS規格品（SW付き）

F8T（溶融亜鉛めっき高力ボルト）
F10T（S10T）

中ボルト その他

鉄骨工事

構造用鋼材

（　　　　　　　　　　　）

（                    ）

STK400

SSC400  ［軽量形鋼］
その他  （               ）

溶接構造用鋼材

SM490A その他

STKR490　［角形鋼管］
STK490　［炭素鋼鋼管］
STKR400

SS400 ［鋼鈑 ・ 平鋼 ・ 形鋼］

一般構造用鋼材

SN400B
SN400C

建築構造用鋼材

SN400A

溶接

SN490B
SN490C

SN490A

高力ボルト

隅肉溶接のサイズ

（単位：ｍｍ）

30

18

２（両面溶接）

S

S

t

t

1511 13 17

25

43

19 22

4 5

5 5 6

28

76 8

t ≦16

10

13

2419 21

40

87

32 36

9 10

98

1211

10 11

14 15

12

16

2
S S

2
S
2

S
2

16＜ t ≦32

2
S3

t ≦16

１（片面溶接） （単位：ｍｍ）

膜材料
膜工事塗装工事

上塗塗料のＪＩＳ規格（相当品）は 光沢品を規定している為、注意事項
艶調整を行う場合はＪＩＳ規格（相当品）に該当しなくなります。

軒樋

材　質 形　状

PL-1.5t

P-φ139.8×2.0t

樋工事

SUS

塩ビ竪樋

アルミ

溶融亜鉛メッキ

無し

竪樋

SUS

塩ビ竪樋

アルミ

溶融亜鉛メッキ

無し

構造物用さび止めペイント　JIS K 5551 A種

1種ケレン（ブラスト処理）/ ISO Sa 2・1/2 

3　下塗り（2回目）

5　中塗り

6　上塗り

工　程

1　素地調整

2　下塗り（1回目）

吹付・はけ0.14

0.14

0.10

はけ・吹付

はけ・吹付

0.14

塗布量(※)塗　料　名

吹付・はけ

塗装方法　

工場

施工区分

鋼構造物用耐候性塗料　JIS K 5659（中塗り塗料）

鋼構造物用耐候性塗料　JIS K 5659（上塗り塗料3級）

ジンクリッチプライマー　JIS K 5552

2種ケレン（サンダー等） / ISO St 3

（×3回）0.14　　下塗り（1,2,3回） 変性エポキシ樹脂プライマー　JASS 18　M-109

エポキシ樹脂雲母状酸化鉄塗料（MIO）4　下塗り（3回目） 吹付・はけ0.14

2液形ポリウレタンエナメル塗り

※(kg/m )2

- - --

-

仕上げ:アクリル焼付塗装

仕上げ:アクリル焼付塗装

現場

　　　　　　　　アルマイト9μ、クリア7μ仕上

（A-6061S-T6）膜定着プレート:アルミ押し出し型材又はアルミプレート

※膜材は、膜定着プレート又はファスナーでクランプする。

75mm

FEPフィルムを介在した熱板溶着接合。

膜材溶着部

1.膜定着プレート

溶着巾 FEPフィルム37.5mm50mm

膜定着部

国土交通省告示第666号第二、5、一の二に規定する接合とする

(A-6061S-T6)

　　　　　　　　アルマイト9μ、クリア7μ仕上

ファスナー:アルミ押し出し型材

2.膜定着ボルト

ボルト径 M12 M10

材質 SUS316 溶融亜鉛メッキ

国土交通省告示第666号第三、1のイに規定する定着方法とする。

M8

50x15 40x9

38x13 50x12

45x30 40x22

交角　θ≧30°　管径比　d／D≦１
d：支管外径
D：主管外径

一部突合せ一部隅肉溶接

適用条件

ZYX
θ

鋼管分岐継手

α

α
≦2T

0

ψ

ψ

ψ

Te

Te

Te

G

G

G

S

S

S

≦ψ≦

≧1.4T

Ｘ部

Ｙ部

Ｚ部

≦ψ≦ ＜ψ≦

≦2T

≦2T

≧45°

0

≧45°

≧T

≧T

ψ＞120°

≦ψ≦

0

≧1.4T

G

G

G

位置 図 適用管厚 寸　　　法

鋼管の溶接
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図面名称

登録　２２（１）第０５８７号
縮尺

図面No

S-
2023年  3月

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

膜構造部仕様書
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※現場接合・損傷部素地調整

MMEM-0081-1（建築基準法第37条第二号）　　　

NM-4723（建築基準法第２条第九号　不燃材料）

【認定番号】

・

・

　　　　　　　　　　 フッ素樹脂＋酸化チタン光触媒粒子含有（両面）

　　　　　　　　　　 PIAJ認証マーク取得商品同等品

A種膜材料（AP-450）　四フッ化エチレン樹脂コーチングガラス繊維布（厚0.8mm）

国土交通省告示第666号第二、2、二の表の（一）に適合する膜材料:

※下記を保証すること。

　　・瑕疵担保保証：２年

　　・屋根膜からの漏水保証：１０年

※引き渡し１年後及び２年後の定期点検を含むこと。
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

*/**

※
2－

Ｄ

２

　　　梁主筋の柱への定着は 40d とする。

d/5以下

d/4以下

（４）　かぶり厚さ

継 手

20

1.1d以上

（４）

耐 力 壁
は り

柱

非 耐 力 壁
床 ス ラ ブ
屋根スラブ

　５．鉄筋径の差が7㎜を越える場合は、圧接としてはならない
　４．Ｄ29以上の異径鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない
　３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細いほうの鉄筋の継手長さとする
　２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする
　１．末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない

さを確保する。

る箇所についても最小かぶり厚

かぶり、厚さが部分的に減少す

ひび割れ誘発目地部など鉄筋の

かぶり厚さ

約0.5Ｌ　1

1Ｌ

1

1

1.5Ｌ　以上

Ｌ

a≧400

　重ね継手（下記のいずれかとする）　圧接継手

圧接面圧接面圧接面

1.4d以上d

θ＞80゜

θ

3㎜以下

d

6070

4050

4050

（１）
40　（30）50

3040

30（20）

30

40
（１）

（㎜）（㎜）

（４）

（２）

（３）

屋外

屋内

屋外

屋内

設計かぶり厚さ 最小かぶり厚さ

基 礎 ・ 擁 壁

柱・はり・床スラブ・耐力壁

擁 壁

土に接する部分

土に接しない部分

部 位

（単位：㎜）

　ガス圧接形状

21，24

d
Ｒ

Ｒ

d

4d以上

折曲げ角度

図

鉄筋の余長 4d以上 8d以上（※4d以上）6d以上（※4d以上）

キャップタイ

※片持スラブ上端筋の先端

鉄筋の種類 鉄筋の径による区分
鉄筋の使用箇所
による呼称

帯 筋
あ ば ら 筋
スパイラル筋

16φ

Ｄ16

Ｄ19

以下 3d以上

135゜ 90゜180゜ 折曲げ角度90゜はスラブ筋・壁筋の

末端部またはスラブと同時に打ち込

むＴ型およびＬ型梁のキャップタイ

にのみ用いる。

図の　　印の鉄筋の重ね継手の末端にはフックが必要

（a～fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける）

ハンチを付けた場合（a≧3）

余長

d

Ｒ

余
長

d

Ｒ

余
長

d

Ｒ d

8
d
以

上

鉄筋の折曲げ
内法寸法Ｒ

間隔

あき0d 0d d d

間隔

あき

異径鉄筋 丸 鋼

柱

梁

Ｌ
　

o
r
Ｌ

2
3

①

②

ａ

1

7
0

4
0

Ｌ

≧
1
5d

2

1

Ｌ1

Ｌ
1

2Ｌ

2
Ｌ

45゜～60゜

2－Ｄ16以上Ｗ1

3
－

Ｄ
13

Ｈ

300

2
Ｌ

梁
幅

※ ※ ※

※
※

※

（定着、継手）

ｈ
　

／
4

0
ｈ

　
／

4
0

0
ｈ

　
／

2

標
準

1
,
00

0

ｈ
　

／
4

0
ｈ

　
／

4
0

0
ｈ

　
／

2

150以上

0
ｈ

　
／

2
＋

1
5
d

0
ｈ

　
／

2＋
1
5d

0
ｈ

　
0

ｈ
　

2
Ｌ

2

2
Ｌ

Ｌ1

4
0
0以

上
4
00

以
上

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄筋

力に対して必要な定着長さが不足

する箇所にに付ける。

並びに梁のせいが小さく、設計応

Ｄ

第1帯筋

150以下

150以下

〃

〃
Ｐ1

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ｐ1

第1帯筋

イ　Ｈ型（タガ型）

ロ　Ｗ型（溶接型）

ハ　Ｓ型（スパイラル型）

ロ 型 日 型 目 型

6d

135゜

6d
4d

6d

8d

5d以上

10d以上 5d

2d 2d

　は片面溶接10d

12d

12d

15d

Ｌ
Ｌは中間部50dかつ

Ｌ

12d

柱Ｄ

1
.5

Ｄ

2
Ｌ

2

2Ｌ

2Ｌ

柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一

柱Ｄ

1.
5
Ｄ

2
Ｌ

2
Ｌ

柱幅と斜材幅が異なる

Ｐ
Ｐ

Ｐ

柱脚で斜材となる

梁
Ｄ

柱Ｄ

2
Ｌ

1
0
0

1
00

Ｄ

e

帯筋より1サイズ太いもの

又は同サイズ2本

6d

6d

e≦Ｄ／6

6d

Ｄ

e

15d

4
00

Ｌ
1

2
Ｌ

a

a

a

a＝1.5×（呼び名の数値）

4d

a

4d

a

注1.　1.5dの範囲の柱の帯筋は1サイズ太いものか、又は同サイズ2本巻きとし＠100以下とする。

注1.　第1帯筋は、梁づらに入れる。

注2.　Ｗ型で現場溶接をする場合は
　　　主筋の位置をさける。

注3.　フックおよび継手の位置は、
　　　交互とする。

6φ＠1,000

０Ｌ

ｄ･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｂ･･･部材の成　　Ｒ･･･直径

ＳＴ･･･あばら筋　　ＨＯＯＰ･･･帯筋　　Ｓ．ＨＯＯＰ･･･補強帯筋　　φ･･･直径又は丸鋼

丸鋼では径、異径鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上
粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25㎜以上

a.丸鋼　　b.あばら筋、帯筋　　c.煙突の鉄筋
d.柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分の鉄筋（右図参照）
e.単純梁の下端筋
f.その他、本配筋標準に記載する箇所

１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう
　　但し上筋と下筋を読みかえる
２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする
３．②の鉄筋はＤ13いじょうとする
４．埋戻し土のある場合は40㎜を70㎜とする

Ｗ　の三角壁厚さは、200㎜以上又は地中梁幅とし、
配筋は同厚の壁リストにならう。

Ｐ

Ｌ

Ｌ

０＠･･･間隔　　ｒ･･･半径　　Ｃ･･･中心線　　　　･･･部材間の内法距離　　ｈ　･･･部材間の内法高さ

※印筋はＤ10＠200とする

両面溶接は5d以上

柱頭補強かご鉄筋

補強かご鉄筋

主筋と同径

補強かご鉄筋

1

1

1

1

1

１．一般事項

２．鉄筋加工、かぶり

５．地中梁

６．柱

（１）　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）　記号

（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状

（２）　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度９０゜以下

（５）　鉄筋のあき

（６）　鉄筋のフック

（３）　べた基礎

（４）　基礎接合部の補強

（１）　柱主筋の継手 （２）　柱主筋の定着

（３）　帯　筋

（１）　独立基礎、杭基礎の場合

（５）　絞　り （６）　二段筋の保持

（４）　斜め柱・斜め梁

折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ235～ＳＤ345の径16およびＤ16以下は3d以上、

ＳＤ295～ＳＤ345のＤ19～Ｄ38は4d以上、Ｄ41およびＳＤ390は5d以上。

スラブ筋、壁筋には丸鋼は使用しない。

6d以上

4d以上

8d以上

19φ

以上

図

上記以外の鉄筋

Ｄ16 以下

Ｄ19～Ｄ25

鉄筋の種類

定着の長さ

一般　（Ｌ　）　
下端筋　（Ｌ　）

小梁 スラブ

普通、軽量コンクリ

ートの設計基準強度

の範囲（Ｎ／㎜　）

特別の定着および

重ね継手の長さ

２

３

１（Ｌ　）

（３）　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

ＳＤ345

ＳＲ235、ＳＲ295

ＳＤ345

ＳＤ390 Ｄ29～Ｄ41

18以下

35dフック付

45dフック付
25dフック付

35dフック付
150mmフック付

45dフック付

45d又は　35dフック付

40d又は　30dフック付

40d又は　30dフック付

45d又は　35dフック付

ＳＤ390
21，24

27～36

27～36

18以下

21，24

40d又は　30dフック付

35d又は　25dフック付

40d又は　30dフック付

〔注〕許容応力度計算、許容応力度等計算、その他の構造計算を要さない小規模建築物は、

10dかつ150mm以上
フック付

25d又は15d

Ｈ≦300のときは、※印筋は不用とする

1

6～8

ハンチ 梁幅 ハンチ

ハ
ン

チ
梁

幅

｛

｛

※一般のあばら筋と同様なものを2本束ねる

Ｄ

イ

8
d

8
d

の拡大図イ

Ｄ＞1,500の場合

柱

（３）　水平ハンチの場合のあばら筋

　　　　加工要領

（４）　せいの高い梁のあばら筋

　　　　加工要領

2Ｌ

Ｌ1

2Ｌ

2
Ｌ

2
Ｌ

2Ｌ

※
※

15d 15d

0

0 ／4 0 ／40 ／2

外 端 部 内 端 部

(継手範囲)

（定着、継手）

15d

0

0 ／4 0 ／40 ／2

外 端 部 内 端 部

15d

20d20d 2Ｌ

2Ｌ

2
Ｌ

2
Ｌ

※ ※

上端筋継手範囲 上端筋継手範囲下端筋継手範囲

Ｌ1

※上端主筋の定着は、やむを得ない場合

上向きとすることができる（２）　布基礎、べた基礎の場合

（長期荷重が支配的な場合の継手は 7.（2）大梁継手位置とする）

6d

6d

※2－Ｄ

継手の好ましい位置

重ね継手圧接継手

[注]　SA級、A級継手を使用する場合の
　　　継手位置は特記による。

柱、梁の定着L2以上が確保されない

場合はかご鉄筋で補強、または特記

Ｌは50d以上かつ300mm以上とするとする。

の添巻は1.5巻以上

300mm以上、末端部

注2.　　　の鉄筋は2－Ｄ13かつ、2本の1サイズ太い鉄筋とする

6φ＠1,000

a

150以下

150≧e＞Ｄ／6

300＜Ｈ≦1000

40d又は　25dフック付40d又は　20dフック付

40d又は　25dフック付

３．杭

（１）　既製杭、鋼管杭

杭頭補強筋は、S-**図による。

80
0～

10
00

1
00

以
上

φ

杭
主

筋
40
d

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

へりあき200以上

斫り部分

ＣＬ

φ

4
5d

ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接

10dまたは重ね継手40d

杭間隔は2φかつφ＋1,000以上

（各4ヶ所）

スペーサー

フラットバー＠3,000

重
ね

継
手

（２）　現場打ちコンクリート杭

杭頭処理

100

主筋のかぶり厚さは

100以上とする

b ba

d Ｄ

Ｄ

捨ＨＯＯＰ

1

45゜

ベース筋

a＝Ｄ　＋2dの範囲

　主筋間隔は200以下

bの範囲

　主筋間隔の1.5倍かつ300以下

ＣＬ

1

20
d
以

上

かぶり厚さ

20
d
以

上

フック無し

Ｃ Ｌ Ｃ Ｌ

20d 40d （片側）（両側）

４．基　礎

余長4d

（１）　直接基礎

（ ２ ） 　 杭 基 礎

フック付

により増強する。打増し50㎜以上

パネル部分は

0.2％以上とする

設計ピッチ以下

　　　（６）土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。

　　　（５）（　）内は仕上げがある場合。

　　　（４）軽量コンクリートの場合は、10㎜増しの値とする。

　　　　　　ができる。

　　　（３）コンクリートの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認を受けて40㎜とすること

　　　（２）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて40㎜とすることができる。

〔注〕（１）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて30㎜とすることができる。

ＳＤ295

ＳＤ295

ＳＲ235

ＳＤ345

ＳＤ295

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

S-
2023年  3月登録　２２（１）第０５８７号

１級建築士（大臣）　第236981号  渡邉 桂司

１級建築士（大臣）　第248850号
構造設計１級建築士　第　4097号　浜口 修也

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

8
鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）
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S-
*/**

0

補強筋

（２）　梁Ｌ：鉄筋コンクリート構造配筋標準

（１）　定　着

a 大梁

b 小梁の定着

c

（２）　大梁主筋の継手

（３）　あばら筋、腹筋、幅止めの配置

（４）　あばら筋の型

a b c d e

（５）　幅止め筋の本数、加工

腹 筋
2－Ｄ10（9φ）1段

4－Ｄ10（9φ）2段

（１）　定着および継手

上端筋

下端筋

標準継手位置

短 辺 方 向

長 辺 方 向

短辺・長辺方向

Ｂ

Ｂ

Ａ　Ｃ

a 片持床スラブ 一般床スラブb

Ｂ

ＡＣ Ｃ

ＡＣ Ｃ

Ａ Ａ

（２）　屋根スラブの補強

a

b ※の箇所（入隅）は各階補強する

（３）　片持スラブ出隅部補強

（４）　床板開口部の補強 （開口の径500程度の場合）

床板厚さＤ 周 囲 斜 め

150＜Ｄ≦200

200＜Ｄ≦300

各2－Ｄ13Ｄ≦150

各2－Ｄ13 各2－Ｄ13

各2－Ｄ19

各1－Ｄ13

各2－Ｄ16

（５）　床板段差

（１）　定　着

a 梁に

（１）　柱

（４）　コンクリートブロック帳壁

（３）　手摺、パラペット

（２）　スリット部

b 柱に（平面図）

c 床に

600≦Ｄ＜900

600≦Ｄ＜1,200

1,200≦Ｄ

d 壁と壁（平面図）

ダブル配筋

（設計図に記入のあるとき）

手摺 パラペット

一般の場合 下部防水立上りのある場合

増打するときは事前に設計者

及び工事監理者と打合せのこと

500≦Ａ＜1,000

1,000≦Ａ＜1,500

Ａ＜500 3－Ｄ16

4－Ｄ16

6－Ｄ16

ハッチ部分の面積Ａ㎝　2

補強タテ筋

※　柱と同径、同ピッチとする。

（１）　設置可能範囲

貫通孔が連続して間隔等が取れない場合は

設計者又は工事監理者と打合せのこと。

　　図（１）の２－（３）による

不要Ｄ＜600

注）設備の小開口が連続してあく場合は
　　縦、横、斜め補強筋とは別に開口に
　　よって切られる鉄筋と同じ鉄筋を開
　　口をさけて補強する。

注）ho≦25tかつ3,500以下とする。但し直行方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く。
注）hはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、200≦h≦400
注）継手部は必ずモルタルを充填すること。

補強筋は各3－Ｄ13又はスラブ主筋の同一径で
　=1,500とし、上端筋の下に配筋する。

（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）

片持梁の定着

継手位置は原則として下表による

床版配力筋

出隅部分の補強筋

12注　　　　　とする
12注　　　　　とする

出隅受け部補強筋

　それぞれの方向に出隅

　補強筋として出隅部の

　同本数をハッチ部分に

　配置する

＊出隅受け部補強筋は、＊出隅部補強筋は、

　つなぎ部の中間に

　上端筋はD13

　下端筋はD10

　を設ける

出隅部

（出隅部分補強筋） （出隅受け部補強筋）

シングル配筋

完全スリット

（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）（２）　既製品

７．大梁、小梁、片持梁 ８．床　板

９．壁

１０．柱、梁増打コンクリート補強

１１．梁貫通孔補強

幅止め筋 Ｄ10（9φ）＠1,000以内で割り付ける

Ｄ10（9φ）＠1,000以内で割り付ける
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縦筋は、柱面に

１本目を配置する

250 250

シ－リング材使用

D10@400程度

250 250

シ－リング材使用

D10@400程度
部分スリット ≦

かつ7cm

スリット部の鉄筋の被り厚さは

2-(4)被り厚さの表､最少被り厚

さ以上とする

（但し、H>800の場合は設計図による）

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

　印は補強筋を示す。

a及びa’≦200

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）
最 上 階

一 般 階

ことを原則とする

つりあげ筋

（梁主筋を折り曲げるとき）
柱幅が大きい場合

フック付

ＣＬ

ＣＬ

Ｌ2

斜めでもよい

下向きでもよい

斜めでもよい

最終端 連続端

ＣＬ

θ＝45゜

正

面

正 面平 面

先端 端部

あばら筋を入れる

片持梁筋折り下げ

平 面

ＣＬ

×印は幅止め筋

第1あばら筋は柱面より配筋する

つり上げ筋

横筋の配筋は上下端とも梁又は床面に一段目をを配置する

スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合

※ 柱幅が大きくて、直線部だけで

　がとれる場合でも柱中心線を

こえて中間折曲げテール長150

以上又は180゜フック付とする。

補強あばら筋は小梁主筋側

に必ず入れること。

　　　は継手の好ましい

幅止め筋

腹筋

２段筋受け筋

２段筋

バーサポート

折曲げ起点は3/4Dを超える

Ｄ

3/4Ｄ1/4Ｄ

Ｌ2

Ｄ

3/4Ｄ 1/4Ｄ

注：点線は下端筋の曲下げ定着

　　Ｌ2を示す

（SA級、A級継手を使用する場合の継手位置は特記による）

つり上げ筋は、一般のあばら筋と

同サイズ2本巻きとする。

f 梁成の大きい場合や

SRC造のあばら筋の納まり

に使用することができる。

a b

c b

a b

（イ）原則として　のフックは先曲げとする。片側床板付（Ｌ型）梁で　、

（ロ）フックの位置は　にあっては交互、　にあってはスラブ側とする。

　　　両側床板付（Ｔ型）梁で　又は　とすることができる。
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（６）　土間コンクリート
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・補強筋は、梁主筋の1段落し径（Ｄ16以上）とする。

・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする。

・腹筋Ｄ10ピッチは、梁の腹筋と合わせる。

・Ｄ≧400の場合は補強筋を3本とする。

・梁下端増打コンクリートの場合も上端増打コンクリ

　ート補強と同様とする。

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

（開口補強筋については計算により確認すること）

梁端部（スパン　 ／10以内かつ2Ｄ以内）は原則として避ける （　＋　）×3／2以上

X
X

■リング型　　　　□パイプ型　　　　□金網型　　　　□プレート型

メーカー名･型番：テイエム技研株式会社・MAXウエブレン

（８）　打継ぎ補強 （ダメ穴打継面について）

以上1・設計配筋間隔の1／2ピッチ　長さ2Ｌ
・無筋部分Ｄ10＠200　長さ800以上

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

1200×600以下

Ｄ10（9φ）＠300以内

２段筋受け筋

2023年  3月登録　２２（１）第０５８７号

１級建築士（大臣）　第236981号  渡邉 桂司

１級建築士（大臣）　第248850号
構造設計１級建築士　第　4097号　浜口 修也

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

9
鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
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    溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801(手溶接)又はJISZ3841(半自動溶接)    溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801(手溶接)又はJISZ3841(半自動溶接)    溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801(手溶接)又はJISZ3841(半自動溶接)    溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801(手溶接)又はJISZ3841(半自動溶接)    溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801(手溶接)又はJISZ3841(半自動溶接)    溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801(手溶接)又はJISZ3841(半自動溶接)    溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801(手溶接)又はJISZ3841(半自動溶接)

    の溶接術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする    の溶接術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする    の溶接術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする    の溶接術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする    の溶接術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする    の溶接術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする    の溶接術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

Ⅱ)エンドタブの材質は、母材と同質とするⅡ)エンドタブの材質は、母材と同質とするⅡ)エンドタブの材質は、母材と同質とするⅡ)エンドタブの材質は、母材と同質とするⅡ)エンドタブの材質は、母材と同質とするⅡ)エンドタブの材質は、母材と同質とするⅡ)エンドタブの材質は、母材と同質とする

平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細

社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する

(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ) 完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良

仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接

開先面開先面開先面開先面開先面開先面開先面

ttttttt

かつかつかつかつかつかつかつ
以上以上以上以上以上以上以上
以上以上以上以上以上以上以上

35mm35mm35mm35mm35mm35mm35mm
2t2t2t2t2t2t2t

エンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブ

Ⅰ)完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付けるⅠ)完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付けるⅠ)完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付けるⅠ)完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付けるⅠ)完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付けるⅠ)完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付けるⅠ)完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける

(ｲ)(ｲ)(ｲ)(ｲ)(ｲ)(ｲ)(ｲ)

●ＢＯＸ型●ＢＯＸ型●ＢＯＸ型●ＢＯＸ型●ＢＯＸ型●ＢＯＸ型●ＢＯＸ型 断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図

※※※※※※※

（通しダイアフラムの場合）（通しダイアフラムの場合）（通しダイアフラムの場合）（通しダイアフラムの場合）（通しダイアフラムの場合）（通しダイアフラムの場合）（通しダイアフラムの場合）

内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム

●鋼材種別による溶接条件●鋼材種別による溶接条件●鋼材種別による溶接条件●鋼材種別による溶接条件●鋼材種別による溶接条件●鋼材種別による溶接条件●鋼材種別による溶接条件

※※※※※※※はりフランジは、通しダイアはりフランジは、通しダイアはりフランジは、通しダイアはりフランジは、通しダイアはりフランジは、通しダイアはりフランジは、通しダイアはりフランジは、通しダイア

フラムの厚み(t)の内部でフラムの厚み(t)の内部でフラムの厚み(t)の内部でフラムの厚み(t)の内部でフラムの厚み(t)の内部でフラムの厚み(t)の内部でフラムの厚み(t)の内部で

溶接すること溶接すること溶接すること溶接すること溶接すること溶接すること溶接すること

※※※※※※※1111111 ・・・・・・・ ～～～～～～～ とする。とする。とする。とする。とする。とする。とする。又は又は又は又は又は又は又は 555555533333332222222

スカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分は

回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する

平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細

ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の2サイズアップ以上とする。ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の2サイズアップ以上とする。ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の2サイズアップ以上とする。ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の2サイズアップ以上とする。ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の2サイズアップ以上とする。ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の2サイズアップ以上とする。ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の2サイズアップ以上とする。

<柱材料:BCR295、BCP325を使用する場合><柱材料:BCR295、BCP325を使用する場合><柱材料:BCR295、BCP325を使用する場合><柱材料:BCR295、BCP325を使用する場合><柱材料:BCR295、BCP325を使用する場合><柱材料:BCR295、BCP325を使用する場合><柱材料:BCR295、BCP325を使用する場合>

                柱フランジ厚 16mm以上の場合 SN490C を使用する。                柱フランジ厚 16mm以上の場合 SN490C を使用する。                柱フランジ厚 16mm以上の場合 SN490C を使用する。                柱フランジ厚 16mm以上の場合 SN490C を使用する。                柱フランジ厚 16mm以上の場合 SN490C を使用する。                柱フランジ厚 16mm以上の場合 SN490C を使用する。                柱フランジ厚 16mm以上の場合 SN490C を使用する。

ダイアフラムは、柱フランジ厚 16mm未満の場合 SN490C SN490Bダイアフラムは、柱フランジ厚 16mm未満の場合 SN490C SN490Bダイアフラムは、柱フランジ厚 16mm未満の場合 SN490C SN490Bダイアフラムは、柱フランジ厚 16mm未満の場合 SN490C SN490Bダイアフラムは、柱フランジ厚 16mm未満の場合 SN490C SN490Bダイアフラムは、柱フランジ厚 16mm未満の場合 SN490C SN490Bダイアフラムは、柱フランジ厚 16mm未満の場合 SN490C SN490B

θθθθθθθ

～～～～～～～ とする。とする。とする。とする。とする。とする。とする。

※※※※※※※

グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。

裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金

θθθθθθθ

GGGGGGG

θ:開先角度θ:開先角度θ:開先角度θ:開先角度θ:開先角度θ:開先角度θ:開先角度

Ｇ:ﾙ-ﾄ間隔Ｇ:ﾙ-ﾄ間隔Ｇ:ﾙ-ﾄ間隔Ｇ:ﾙ-ﾄ間隔Ｇ:ﾙ-ﾄ間隔Ｇ:ﾙ-ﾄ間隔Ｇ:ﾙ-ﾄ間隔

θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°

fffffff

ttttttt

ttttttt

25mm以上25mm以上25mm以上25mm以上25mm以上25mm以上25mm以上

●●●●●●●

φφφφφφφ θθθθθθθ

BBBBBBB プレートプレートプレートプレートプレートプレートプレート

●フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする●フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする●フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする●フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする●フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする●フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする●フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛

fffffff

ttttttt

fffffff

R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

●AAG●AAG●AAG●AAG●AAG●AAG●AAG

ttttttt

DDDDDDDDDDDDDD

G=0G=0G=0G=0G=0G=0G=0

fffffff fffffff

とするとするとするとするとするとするとする

16mm16mm16mm16mm16mm16mm16mm

SSSSSSS

t≦t≦t≦t≦t≦t≦t≦
ttttttt SSSSSSSSSSSSSS

●但し片面溶接の場合は●但し片面溶接の場合は●但し片面溶接の場合は●但し片面溶接の場合は●但し片面溶接の場合は●但し片面溶接の場合は●但し片面溶接の場合は S=tS=tS=tS=tS=tS=tS=t

以下とする以下とする以下とする以下とする以下とする以下とする以下とする(1+0.(1+0.(1+0.(1+0.(1+0.(1+0.(1+0.1S)mm1S)mm1S)mm1S)mm1S)mm1S)mm1S)mm

●軸力が加わる場合のＳは母材と同厚●軸力が加わる場合のＳは母材と同厚●軸力が加わる場合のＳは母材と同厚●軸力が加わる場合のＳは母材と同厚●軸力が加わる場合のＳは母材と同厚●軸力が加わる場合のＳは母材と同厚●軸力が加わる場合のＳは母材と同厚

とすることが望ましいとすることが望ましいとすることが望ましいとすることが望ましいとすることが望ましいとすることが望ましいとすることが望ましい
ttttttt

溶接棒角度θは30゜～40゜とする溶接棒角度θは30゜～40゜とする溶接棒角度θは30゜～40゜とする溶接棒角度θは30゜～40゜とする溶接棒角度θは30゜～40゜とする溶接棒角度θは30゜～40゜とする溶接棒角度θは30゜～40゜とする

1111111

グラインダー仕上げとするグラインダー仕上げとするグラインダー仕上げとするグラインダー仕上げとするグラインダー仕上げとするグラインダー仕上げとするグラインダー仕上げとする

(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ)(ﾆ) ノンスカラップ工法ノンスカラップ工法ノンスカラップ工法ノンスカラップ工法ノンスカラップ工法ノンスカラップ工法ノンスカラップ工法

Ⅳ)プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者、又は工事監理者の承認を得るⅣ)プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者、又は工事監理者の承認を得るⅣ)プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者、又は工事監理者の承認を得るⅣ)プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者、又は工事監理者の承認を得るⅣ)プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者、又は工事監理者の承認を得るⅣ)プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者、又は工事監理者の承認を得るⅣ)プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者、又は工事監理者の承認を得る

ｒ＝30～35mmｒ＝30～35mmｒ＝30～35mmｒ＝30～35mmｒ＝30～35mmｒ＝30～35mmｒ＝30～35mm

(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ) 裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金裏当て金

(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)

ｒ　スカラップｒ　スカラップｒ　スカラップｒ　スカラップｒ　スカラップｒ　スカラップｒ　スカラップ

r=10r=10r=10r=10r=10r=10r=10

r=35r=35r=35r=35r=35r=35r=35

塗装塗装塗装塗装塗装塗装塗装((((((( )))))))5555555

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様にコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様にコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様にコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様にコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様にコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様にコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様に

なっている部分は、塗装をしないなっている部分は、塗装をしないなっている部分は、塗装をしないなっている部分は、塗装をしないなっている部分は、塗装をしないなっている部分は、塗装をしないなっている部分は、塗装をしない

(ﾍ)(ﾍ)(ﾍ)(ﾍ)(ﾍ)(ﾍ)(ﾍ)

裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)

確認マークを付ける確認マークを付ける確認マークを付ける確認マークを付ける確認マークを付ける確認マークを付ける確認マークを付ける

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に

養生を行う養生を行う養生を行う養生を行う養生を行う養生を行う養生を行う

現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に

但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更することができる但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更することができる但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更することができる但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更することができる但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更することができる但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更することができる但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更することができる

0＜f≦3.0mm0＜f≦3.0mm0＜f≦3.0mm0＜f≦3.0mm0＜f≦3.0mm0＜f≦3.0mm0＜f≦3.0mm

（但し、ｔ≧15mmの時4.0mmとする）（但し、ｔ≧15mmの時4.0mmとする）（但し、ｔ≧15mmの時4.0mmとする）（但し、ｔ≧15mmの時4.0mmとする）（但し、ｔ≧15mmの時4.0mmとする）（但し、ｔ≧15mmの時4.0mmとする）（但し、ｔ≧15mmの時4.0mmとする）

0＜f≦3.0mm0＜f≦3.0mm0＜f≦3.0mm0＜f≦3.0mm0＜f≦3.0mm0＜f≦3.0mm0＜f≦3.0mm

ttttttt

削り面削り面削り面削り面削り面削り面削り面

1111111
aaaaaaa

ttttttt

(平継手で板厚が異なる時)(平継手で板厚が異なる時)(平継手で板厚が異なる時)(平継手で板厚が異なる時)(平継手で板厚が異なる時)(平継手で板厚が異なる時)(平継手で板厚が異なる時)

55555552.2.2.2.2.2.2.

●AAG●AAG●AAG●AAG●AAG●AAG●AAG

1111111ttttttt

(但し、t≧15mmの時4.0mmとする)(但し、t≧15mmの時4.0mmとする)(但し、t≧15mmの時4.0mmとする)(但し、t≧15mmの時4.0mmとする)(但し、t≧15mmの時4.0mmとする)(但し、t≧15mmの時4.0mmとする)(但し、t≧15mmの時4.0mmとする)

ttttttt

ttttttt

fffffff

R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

LLLLLLL
1111111

エンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互に

当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと

25以上かつ25以上かつ25以上かつ25以上かつ25以上かつ25以上かつ25以上かつ

1
0
0
以
上

1
0
0
以
上

1
0
0
以
上

1
0
0
以
上

1
0
0
以
上

1
0
0
以
上

1
0
0
以
上

ガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜き

φ=20φ=20φ=20φ=20φ=20φ=20φ=20

内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱

の角のRに接しないことの角のRに接しないことの角のRに接しないことの角のRに接しないことの角のRに接しないことの角のRに接しないことの角のRに接しないこと

内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム 溶接と添板の内側板溶接と添板の内側板溶接と添板の内側板溶接と添板の内側板溶接と添板の内側板溶接と添板の内側板溶接と添板の内側板
に注意のことに注意のことに注意のことに注意のことに注意のことに注意のことに注意のこと

大梁が斜めの場合は大梁が斜めの場合は大梁が斜めの場合は大梁が斜めの場合は大梁が斜めの場合は大梁が斜めの場合は大梁が斜めの場合は

フランジが柱のRにフランジが柱のRにフランジが柱のRにフランジが柱のRにフランジが柱のRにフランジが柱のRにフランジが柱のRに

接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと

スカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分は

回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する

注）STKR,BCR,BCP材はJIS Z 3312,のみ使用可注）STKR,BCR,BCP材はJIS Z 3312,のみ使用可注）STKR,BCR,BCP材はJIS Z 3312,のみ使用可注）STKR,BCR,BCP材はJIS Z 3312,のみ使用可注）STKR,BCR,BCP材はJIS Z 3312,のみ使用可注）STKR,BCR,BCP材はJIS Z 3312,のみ使用可注）STKR,BCR,BCP材はJIS Z 3312,のみ使用可

　　「新構造設計特記仕様その1　6.鉄骨工事（2）口認定または登録工場」の　　「新構造設計特記仕様その1　6.鉄骨工事（2）口認定または登録工場」の　　「新構造設計特記仕様その1　6.鉄骨工事（2）口認定または登録工場」の　　「新構造設計特記仕様その1　6.鉄骨工事（2）口認定または登録工場」の　　「新構造設計特記仕様その1　6.鉄骨工事（2）口認定または登録工場」の　　「新構造設計特記仕様その1　6.鉄骨工事（2）口認定または登録工場」の　　「新構造設計特記仕様その1　6.鉄骨工事（2）口認定または登録工場」の

　　グレード別に定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。　　グレード別に定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。　　グレード別に定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。　　グレード別に定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。　　グレード別に定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。　　グレード別に定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。　　グレード別に定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。

溶接材料と入熱・パス間温度溶接材料と入熱・パス間温度溶接材料と入熱・パス間温度溶接材料と入熱・パス間温度溶接材料と入熱・パス間温度溶接材料と入熱・パス間温度溶接材料と入熱・パス間温度

級鋼級鋼級鋼級鋼級鋼級鋼級鋼

級鋼級鋼級鋼級鋼級鋼級鋼級鋼490N/mm490N/mm490N/mm490N/mm490N/mm490N/mm490N/mm

2222222

2222222

※※ ※※ ※※ ※※※ ※※ ※※ ※

※※ ※※ ※※ ※

※溶接記号番号を　中に記入のこと※溶接記号番号を　中に記入のこと※溶接記号番号を　中に記入のこと※溶接記号番号を　中に記入のこと※溶接記号番号を　中に記入のこと※溶接記号番号を　中に記入のこと※溶接記号番号を　中に記入のこと

※※ ※※ ※※ ※

１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項 ２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図 (注)ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長(注)ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長(注)ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長(注)ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長(注)ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長(注)ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長(注)ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長

新構造設計特記仕様その１による新構造設計特記仕様その１による新構造設計特記仕様その１による新構造設計特記仕様その１による新構造設計特記仕様その１による新構造設計特記仕様その１による新構造設計特記仕様その１による(a)(a)(a)(a)(a)(a)(a)

(b)(b)(b)(b)(b)(b)(b)

(c)(c)(c)(c)(c)(c)(c)

(a)(a)(a)(a)(a)(a)(a)

(b)(b)(b)(b)(b)(b)(b)

(c)(c)(c)(c)(c)(c)(c)

(a)(a)(a)(a)(a)(a)(a)

(b)(b)(b)(b)(b)(b)(b)

(c)(c)(c)(c)(c)(c)(c)

(a)(a)(a)(a)(a)(a)(a)

(b)(b)(b)(b)(b)(b)(b)

(c)(c)(c)(c)(c)(c)(c)

(d)(d)(d)(d)(d)(d)(d)

(e)(e)(e)(e)(e)(e)(e)

(f)(f)(f)(f)(f)(f)(f)

(g)(g)(g)(g)(g)(g)(g)

適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする

但し、ベースプレートの厚さは除く但し、ベースプレートの厚さは除く但し、ベースプレートの厚さは除く但し、ベースプレートの厚さは除く但し、ベースプレートの厚さは除く但し、ベースプレートの厚さは除く但し、ベースプレートの厚さは除く

鉄骨製作及び施工に先立って｢鉄骨工事施工要領書｣を提出し工事監理者の承認を得る鉄骨製作及び施工に先立って｢鉄骨工事施工要領書｣を提出し工事監理者の承認を得る鉄骨製作及び施工に先立って｢鉄骨工事施工要領書｣を提出し工事監理者の承認を得る鉄骨製作及び施工に先立って｢鉄骨工事施工要領書｣を提出し工事監理者の承認を得る鉄骨製作及び施工に先立って｢鉄骨工事施工要領書｣を提出し工事監理者の承認を得る鉄骨製作及び施工に先立って｢鉄骨工事施工要領書｣を提出し工事監理者の承認を得る鉄骨製作及び施工に先立って｢鉄骨工事施工要領書｣を提出し工事監理者の承認を得る

等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショットブラスト、等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショットブラスト、等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショットブラスト、等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショットブラスト、等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショットブラスト、等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショットブラスト、等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショットブラスト、

(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)(ﾊ)

(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ) (ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)(ﾎ)

(ﾍ)(ﾍ)(ﾍ)(ﾍ)(ﾍ)(ﾍ)(ﾍ)

セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ)セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ)セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ)セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ)セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ)セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ)セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ) アークエアーガウジング(ＡＡＧ)アークエアーガウジング(ＡＡＧ)アークエアーガウジング(ＡＡＧ)アークエアーガウジング(ＡＡＧ)アークエアーガウジング(ＡＡＧ)アークエアーガウジング(ＡＡＧ)アークエアーガウジング(ＡＡＧ)

アークエアーガウジング機（直流）アークエアーガウジング機（直流）アークエアーガウジング機（直流）アークエアーガウジング機（直流）アークエアーガウジング機（直流）アークエアーガウジング機（直流）アークエアーガウジング機（直流）
交流アーク溶接機  300Ａ～500Ａ交流アーク溶接機  300Ａ～500Ａ交流アーク溶接機  300Ａ～500Ａ交流アーク溶接機  300Ａ～500Ａ交流アーク溶接機  300Ａ～500Ａ交流アーク溶接機  300Ａ～500Ａ交流アーク溶接機  300Ａ～500Ａ

サブマージアーク溶接機一式サブマージアーク溶接機一式サブマージアーク溶接機一式サブマージアーク溶接機一式サブマージアーク溶接機一式サブマージアーク溶接機一式サブマージアーク溶接機一式

炭酸ガスアーク半自動溶接機炭酸ガスアーク半自動溶接機炭酸ガスアーク半自動溶接機炭酸ガスアーク半自動溶接機炭酸ガスアーク半自動溶接機炭酸ガスアーク半自動溶接機炭酸ガスアーク半自動溶接機

溶接電流を測定する電流計溶接電流を測定する電流計溶接電流を測定する電流計溶接電流を測定する電流計溶接電流を測定する電流計溶接電流を測定する電流計溶接電流を測定する電流計

溶接棒乾操器溶接棒乾操器溶接棒乾操器溶接棒乾操器溶接棒乾操器溶接棒乾操器溶接棒乾操器

アーク手溶接(ＭＣ)アーク手溶接(ＭＣ)アーク手溶接(ＭＣ)アーク手溶接(ＭＣ)アーク手溶接(ＭＣ)アーク手溶接(ＭＣ)アーク手溶接(ＭＣ) ガスシールドアーク半自動溶接(ＧＣ)ガスシールドアーク半自動溶接(ＧＣ)ガスシールドアーク半自動溶接(ＧＣ)ガスシールドアーク半自動溶接(ＧＣ)ガスシールドアーク半自動溶接(ＧＣ)ガスシールドアーク半自動溶接(ＧＣ)ガスシールドアーク半自動溶接(ＧＣ)

上向　Ｏ上向　Ｏ上向　Ｏ上向　Ｏ上向　Ｏ上向　Ｏ上向　Ｏ横向　Ｈ横向　Ｈ横向　Ｈ横向　Ｈ横向　Ｈ横向　Ｈ横向　Ｈ立向　Ｖ立向　Ｖ立向　Ｖ立向　Ｖ立向　Ｖ立向　Ｖ立向　Ｖ下向　Ｆ下向　Ｆ下向　Ｆ下向　Ｆ下向　Ｆ下向　Ｆ下向　Ｆ

仮付位置仮付位置仮付位置仮付位置仮付位置仮付位置仮付位置

組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

良良良良良良良良良良良良良良 仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良

裏はつり側にする裏はつり側にする裏はつり側にする裏はつり側にする裏はつり側にする裏はつり側にする裏はつり側にする

Ⅲ)エンドタブの長さは、ＭＣ：35mm以上Ⅲ)エンドタブの長さは、ＭＣ：35mm以上Ⅲ)エンドタブの長さは、ＭＣ：35mm以上Ⅲ)エンドタブの長さは、ＭＣ：35mm以上Ⅲ)エンドタブの長さは、ＭＣ：35mm以上Ⅲ)エンドタブの長さは、ＭＣ：35mm以上Ⅲ)エンドタブの長さは、ＭＣ：35mm以上

ＮＧＣ,ＧＣ：40mm以上とし特記のない場合は、ＮＧＣ,ＧＣ：40mm以上とし特記のない場合は、ＮＧＣ,ＧＣ：40mm以上とし特記のない場合は、ＮＧＣ,ＧＣ：40mm以上とし特記のない場合は、ＮＧＣ,ＧＣ：40mm以上とし特記のない場合は、ＮＧＣ,ＧＣ：40mm以上とし特記のない場合は、ＮＧＣ,ＧＣ：40mm以上とし特記のない場合は、

溶接終了後、母材より 10mm 程度残し切断して、溶接終了後、母材より 10mm 程度残し切断して、溶接終了後、母材より 10mm 程度残し切断して、溶接終了後、母材より 10mm 程度残し切断して、溶接終了後、母材より 10mm 程度残し切断して、溶接終了後、母材より 10mm 程度残し切断して、溶接終了後、母材より 10mm 程度残し切断して、

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で 6mm,半自動溶接で 9mm以上、巾は 25mm以上を原則とする材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で 6mm,半自動溶接で 9mm以上、巾は 25mm以上を原則とする材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で 6mm,半自動溶接で 9mm以上、巾は 25mm以上を原則とする材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で 6mm,半自動溶接で 9mm以上、巾は 25mm以上を原則とする材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で 6mm,半自動溶接で 9mm以上、巾は 25mm以上を原則とする材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で 6mm,半自動溶接で 9mm以上、巾は 25mm以上を原則とする材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で 6mm,半自動溶接で 9mm以上、巾は 25mm以上を原則とする
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単位（ｍ）

1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6
単純

（内法）
2.28

2.42
(2.42)

2.64
(2.64)

2.26
2.39
(2.39)

2.61
(2.61)

2.24
2.37
(2.37)

2.59
(2.59)

2.22
2.35
(2.35)

2.57
(2.57)

2.20
2.33

(2.33)
2.54

(2.54)

2連続 3.06
3.24
(3.24)

3.54
(3.54)

3.03
3.21
(3.20)

3.51
(3.51)

3.01
3.18
(3.15)

3.47
(3.47)

2.98
3.15
(3.11)

3.44
(3.44)

2.95
3.12

(3.07)
3.41

(3.41)

3連続 2.82
2.99
(2.99)

3.26
(3.26)

2.80
2.96
(2.96)

3.23
(3.23)

2.77
2.93
(2.93)

3.20
(3.20)

2.75
2.91
(2.91)

3.17
(3.17)

2.72
2.88

(2.88)
3.15

(3.15)
単純

（内法）
3.01

3.18
(3.18)

3.48
(3.48)

2.98
3.15
(3.15)

3.45
(3.45)

2.96
3.13
(3.13)

3.42
(3.42)

2.93
3.10
(3.10)

3.39
(3.39)

2.91
3.07

(3.07)
3.37

(3.37)

2連続 3.58
3.91
(3.67)

4.18
(4.18)

3.54
3.88
(3.62)

4.15
(4.15)

3.49
3.83
(3.58)

4.13
(4.13)

3.44
3.78
(3.53)

4.10
(4.10)

3.40
3.73

(3.49)
4.07

(4.07)

3連続 3.50
3.68
(3.68)

3.93
(3.93)

3.47
3.65
(3.65)

3.91
(3.91)

3.44
3.63
(3.63)

3.88
(3.88)

3.41
3.60
(3.60)

3.86
(3.86)

3.38
3.58

(3.58)
3.83

(3.83)

QL75

支
持
条
件

コンクリート厚(mm)
板厚(mm)

QL50

80 85 90 95 100

■施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）

スラブの配筋標　　準　　納　　ま　　り
コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍになるようレベル保持し、全面に配筋する。

耐火仕様②
溶接金網の重ね代Ｌ1：１メッシュと５０ｍｍ以上、且つ１５０ｍｍ以上ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
（線径６-１５０×１５０の場合２００ｍｍ以上、線径６-１００×１００の場合１５０ｍｍ以上）図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。支持梁:鉄骨梁

　　※２ 溶接方法等は別途検討が必要。(合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照) 溶接金網 Ｌ1

３
０[耐火認定FP060FL-0099,0100,0101,0102,0126,FP120FL-0127用]耐火補強筋不要仕様

Ｄ Ｆ

Ａ：外周梁（デッキスパン方向）Ａ Ｅ
ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 Ｂ：内部梁（　　　 〃 　　　） 横筋 ＱＬデッキ２スパン ２スパン
(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 Ｃ：外周梁（デッキ幅方向）Ｂ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による

小
梁

Ｄ：内部梁（　　 〃 　　） 例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上耐　火　仕　様
2 Ｌ2Ｅ：梁継手（デッキスパン方向）支持梁：鉄骨梁、コンクリート：設計基準強度18～36 N/mm の普通コンクリート○共通事項設　　　　　　計 外

周
部

大
梁

３
０

開口部２スパン １スパン溶接金網[JIS G 3551]又は異形鉄筋[JIS G 3112, G 3117]　寸法は下表参照 Ｆ：　〃　（デッキ幅方向）
耐火補強筋：不要 Ｂ

Ｇ：柱廻り【ＱＬ９９－５０】
［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１００ (床１時間耐火)]
Ｃ

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径)
外周部大梁 Ｇ ※配筋のスペーサーは鉄線またはセメントブロックとし、間隔は１．０ｍ以下とする。ＱＬ９９-５０-１０ 焼抜き栓溶接(φ18以上)

2単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-５０-１２ 2,700mm 以下 80mm 以上 5,400Ｎ/m 以下 打込み鋲(φ4.5)
連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-５０-１６  外周梁 QLデッキスパン方向１  外周梁 QLデッキスパン方向２  外周梁 QLデッキ幅方向  QLデッキを突き合わせた場合頭付きスタッド(φ13以上) Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部

開口部補強案
□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１０１ (床１時間耐火)] 溶接金網又は異形鉄筋 壁

溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋 １）開口がφ150mm程度の場合壁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッドデッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) コンクリート クローサー ＱＬデッキ コンクリート又は打込み鋲 A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径ＱＬ９９-５０-１０ 焼抜き栓溶接(φ18以上)

2単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-５０-１２ 3,000mm 以下 80mm 以上 3,500Ｎ/m 以下 打込み鋲(φ4.5)
開口補強筋Ｄ１３連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-５０-１６ 頭付きスタッド(φ13以上)

*2

※1□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１２６ (床１時間耐火)]
５０ｍｍ以上 ※1梁耐火被覆ＱＬデッキ 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　

※1デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆(頭付きスタッドの場合
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当） 梁耐火被覆 ※1ＱＬ９９-５０-１０ ３０ｍｍ以上)梁耐火被覆*2 板厚１.２ｍｍ,１.６ｍｍに限る 2 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下 焼抜き栓溶接、 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド材料／コンクリート ＱＬ９９-５０-１２ 2,700mm 以下 80mm 以上 7,000Ｎ/m 以下 頭付きスタッド(φ16以上) 又は打込み鋲 頭付きスタッド又は打込み鋲連続支持 D10以上-200×200mm以下 又は打込み鋲 開口補強筋Ｄ１０ＱＬ９９-５０-１６ 開口補強筋Ｄ１０ 種  　　　     類  □普通コンクリート

2 溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下） 耐力補強筋 ２）に準ず QLデッキを離した場合 QLデッキを離した場合  QLデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合 設 計 基 準 強 度  □１８　　　□２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ Ｄ部 Ｄ部Ｂ部 Ｂ部普通コンクリート
または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設）

C)開口が連続している場合 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □７０ □８０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）ｍｍ コンクリート３
０

コンクリート厚さ 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬデッキ 連続する開口の開口群(仮想開口)とみなし、その開口溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ高さ 又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸クローサー 部の大きさにより、2)又は3)に準じて補強を行う材料／溶接金網・異形鉄筋 フラッシング※注２ＱＬデッキ 梁との接合(注1参照)＠300以下 Ｌ梁の耐火被覆５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）□φ６-７５×７５ □φ６-１５０×１５０
 □ 溶 接 金 網  ＪＩＳ Ｇ ３５５１ 仮想開口*3□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　） 鉄骨梁スペーサー(鉄線またはセメントブロック) 支持スパン 支持スパン

間隔1,000以下□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ □ 異 形 鉄 筋 200 mm 以下※1※1□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　） ＱＬデッキ【ＱＬ９９－７５】 ｗＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 ｍｍ50    以上５０ｍｍ以上

*3 線形6㎜以上を用いたもの ※1□認定番号 [ＦＰ０６０ＦＬ-０１０２ (床１時間耐火)] すみ肉溶接 梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ
又は打込み鋲デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) 又は打込み鋲 ※3φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 開口補強筋Ｄ１０ｗ接　　　合

耐力補強筋ａtＱＬ９９-７５-１０
2JIS B 1198 焼抜き栓溶接(φ18以上)単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下□φ１３ □φ１６ □φ１９ □φ２２ ＱＬ９９-７５-１２ 3,000mm 以下 80mm 以上 5,400Ｎ/m 以下  梁継手部 QLデッキスパン方向  梁継手部 QLデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部□頭付きスタッド 開口部*4 頭付きスタッド(φ13以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下（各長さ・ピッチは特記による　） ＱＬ９９-７５-１６ (直交側開口補強筋Ｄ１３)焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁梁 と の 接 合 □焼抜き栓溶接 下記焼抜き栓溶接の項による 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断 この部分の小口は塞がない！□認定番号 [ ＦＰ０６０ＦＬ-００９９ (床１時間耐火)]
□打込み鋲 接合箇所は特記による 現場切断（QLデッキ）

デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) 柱□その他
ＱＬ９９-７５-１０*4 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする 2 頭付きスタッド単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-７５-１２ 3,400mm 以下 80～100mm 3,500Ｎ/m 以下

(φ16以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下 ｗＱＬ９９-７５-１６

□認定番号 [ ＦＰ１２０ＦＬ-０１２７ (床２時間耐火)] ※2 コンクリート箱抜き≧４０･ＤQLデッキ受材耐　　　火
※1 クローサー コンクリート硬化後、QLデッキを切断すみ肉溶接又はドリルねじデッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径)

梁耐火被覆ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号 φ４－１３　＠６００以下 クローサーQLデッキ受材FB65×6等 開口ＱＬ９９-７５-１０ Ｌ2 (APWの場合 FB65×9等)焼抜き栓溶接(φ18以上)単純支持 柱廻りQLデッキ切欠き線径6mm以上-100×100mm以下 焼抜き栓溶接又は打込み鋲 部□ＦＰ０６０ＦＬ－０１２６ ＱＬ９９-７５-１２ 2,500mm 以下 90mm 以上 6,000Ｎ/m 以下
頭付きスタッド(φ13以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-７５-１６ 開口補強筋Ｄ１３QL99-50 □ＦＰ０６０ＦＬ－０１００

床１時間 □ＦＰ０６０ＦＬ－０１０１ 溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下または線径６以上－１００×１００以下） 普通コンクリート (参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項単純/連続 普通 不要 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設） ＱＬデッキ□ＦＰ０６０ＦＬ－０１０２ 大梁上の補強例
コンクリート厚さ３

０

QL99-75 □ＦＰ０６０ＦＬ－００９９ [1]設計上の留意点
ひび割れ 400mm以上 ＭＱＬデッキ高さ床２時間 □ＦＰ１２０ＦＬ－０１２７     1)小梁の剛性を大きくする。 ※3 耐力補強筋 所要断面積ａt＝

ｆt×ｊ
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)※注２ 柱ＱＬデッキ □指定なし  □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他 梁との接合(注1参照)＠300以下 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） 梁の耐火被覆     3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

注）床２時間は床１時間耐火を含む 400mm以上      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)鉄骨梁スペーサー(鉄線またはセメントブロック) 支持スパン 支持スパン ３）ｗ＞600mmの場合特　　　記 小梁補強    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。間隔1,000以下
補強筋D10@200      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てをアークスポット溶接支 保 工 有 無  その他：

注1）梁との接合間隔は、焼抜き栓溶接・打込み鋲・頭付きスタッド共に、デッキ溝と直交する場合300mm以下、平行方向は600mm以下とする｡       するのが望ましい。
 □ 無    □ 有 注2）梁の耐火被覆  梁に所定の耐火性能を要求される場合は、それらに応じて適切な耐火被覆を施す。（本認定仕様外） 開口部柱廻りの補強例[2]施工上の留意点注3）許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレート+コンクリート+鉄筋)を差し引いた値を示す。 ｗ上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□

補強筋(D13)焼抜き栓溶接     1)水セメント比を小さくする。アクセサリー
3    　 [例] 単位水量　175リットル/ｍ 以下デッキプレート幅方向 フラッシング クローサー ハンガー金具        　　 ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm ＬＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５

大梁上 大梁上        　　 高性能ＡＥ減水剤 柱

13
.5

    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)４
０

10
0m
m

    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。２

８

Ｗ（１００～２５０） ２５ ひび割れ
１８５       直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）     5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。 天井インサート用金具 40
d

小梁で補強し、開口部周辺に開口補強筋を配筋（Ｄ10以上）
ＱＬデッキの小口ふさぎ用 梁の耐火被覆用面戸定尺2.4ｍ、ｔ＝1.2ｍｍまたは1.6ｍｍ （ＱＬデッキ下溝を利用して取付）デッキプレートスパン方向

※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」
「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。

１.５Ｑa
Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

ＱD

焼抜き栓溶接Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ Ａw デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査
Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D

施
　
　
　
　
工

３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】鉄骨梁の場合墨　出　しＱa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 □事前検査

 １)墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ板厚 １.０ １.２ １.６ 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。
　　ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。7,350(SPW) 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接大梁Ｑa (Ｎ) 4,000 4,900 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、6,860(APW) アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］
 ２)各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接Ａw ＝（　　　　）mm （注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要です｡ QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ　　ように敷込む。 工　　程 手　　順　・　要　　領

１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。
QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を２）打込み鋲 １ アーク発生 （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 □溶接後の外観検査QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。３）焼抜き栓溶接 JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（３）標準溶接条件：下表

棒径４mmφのもの　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、
3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3２ QLデッキ焼抜き QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）径10㎜弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。（３）標準溶接条件　　５０ｍｍ以上あることを確認する。

□不良部の補修ひび割れ防止筋敷込み ６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５ ３.０～４.０×１度打ち梁フランジ板厚：６mm以上 　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。３ 押し込み・溶着 ９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ ３.０～４.０×２度打ち溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。 ３)デッキプレート長手方向の大梁のかかり
６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３４～３６ ３.５～４.５×１度打ち（４）溶接工の資格検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 １.６ｍｍ整　　形４JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３４～３６ ４.０～４.５×２度打ち上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 【そ　の　他】

（５）手順・要領 注１.デッキプレート　板厚１.０ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度コンクリート打設 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況
右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

S造・施工時のスパンの取り方

【連続支持】【単純支持】

スパンスパン スパン
その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ]

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.0
端部加工

□ＱＬ９９-５０
□ｴﾝｸﾛ有り

*1*2□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５ □無し
□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ]□1.2
□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

□その他(　　　　　　　　　　　　　)　

２０２１／１１／０１

注1：普通コンクリート(単位重量24.0kN/m3)、表面処理が亜鉛めっきの場合
注2：()数値は表面処理が亜鉛めっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注3：上表を超える場合、別途支保工が必要です。
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株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

・建築構造用冷間ロール成形角形鋼管（BCR295、JBCR295、TSC295）
・一般構造用角形鋼管（STKR400、STKR490）

・建築構造用冷間プレス成形角形鋼管

・建築構造用熱間成形角形鋼管

・溶接組立箱型断面柱

・円形鋼管（STK400、STKN400B、STKN400W、STK490、STKN490B）

（BCP235、BCP235C、BCP325、BCP325C、BCP325T）

（SHC400B、SHC400C、SHC490B、SHC490C、BSH325）

（SM400A、SM400B、SM400C、SN400A、SN400B、SN400C、
SM490A、SM490B、SM490C、SN490B、SN490C）

＜適用するはり材品種＞

（１）形状寸法

（２）材質

上部

下部

上部

下部

上部

下部

上部

下部

上部

下部

上部

下部

上部

下部

上部

下部

上部

下部

上部

下部

上部

下部

DS25 DS30

DS30

□450

□450

パネル

パネル

パネル

パネル

パネル

パネル

パネル

パネル

パネル

パネル

パネル

角形鋼管・　

品番
外径 板厚

柱材 柱材

上階柱

パネル材
パネル材

下階柱

ファブラックスDS柱材

50mm以下

50
mm

以
下

50mm以下

50
mm

以
下

50
mm

以
下

50mm以下

50
mm

以
下

上部

下部

パネル

(DS50)

(DS40)

(DS35)

(DS25)

(DS50) (DS50)

(DS30)

(DS35)

DS35

DS35

DS35

DS35

DS40

DS40

DS40

DS40

DS40

DS45

DS45

DS45

DS45

□450

DS50

DS50

DS50

DS50

DS50

□500

□500

□500

□400□350

□350

□300

□250

303

353

DS25 253

(DS45)

□400

DS30

(DS40)

□300

(DS30) DS35

□350 □400

(単位：mm)
（単位：mm）

FabluxeDS（柱取付面）

FabluxeDS（パネル取付面）

FabluxeDS（パネル取付面）

FabluxeDS（柱取付面）

DS45

DS30

DS35

DS40

DS25

DS50

12以下

19以下

16以下

22以下

12以下

品番
外径 板厚 外径

円形鋼管

板厚

φ450

φ400

φ500

φ350

φ457.2

φ406.4

φ267.4

φ355.6

φ216.3

φ318.5

上面図

側面図

柱取付面

パネル取付面

側面

15
mm

以
上

溶接線が干渉しない

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

15
mm

以
上

FabluxeDSを接合部上部に用いる場合

溶接組立箱型断面

＜適用する鋼管品種＞

＜柱材の取付け位置例＞
角形鋼管・溶接組立箱型断面柱

15
mm

以
上

15
mm

以
上

仙　台

札　幌

東　京

TEL

TEL

TEL

011（261）5443

022（223）8171

03（3296）3515

06（7636）3847

082（511）5110広　島

名古屋

大　阪TEL

TEL

TEL TEL 092（526）2104福　岡052（212）2233旭化成建材株式会社

D

D
H

基準強度（F値）が235N/mm または325N/mm の圧延H形鋼及び

溶接組立H形鋼

標準値

6～ 9 2

7 2 356～

G：ルート間隔

R：ルート面

θ：開先角度

裏当て金

柱および

はりフランジ

R T

裏当て金
裏当て金

裏当て金

裏当て金

はり

柱

被覆アーク溶接 下向き

下向き

（単位：mm）

力接合条件を満足しており、本工法を用いた架構の剛性は、柱はりを線材置換して節点剛とした架構剛性として計算する

ことができる。

形状は、接合する角形鋼管とほぼ同一の外径を有する管状の直方体で、はりが接合する側面の内側角部にハンチを有し、

FabluxeDS柱はり接合工法は、鉄骨造建築物の柱はり接合部にFabluxeDSを用いる柱はり接合工法である。

FabluxeDSは100mmを限度とした上下異径の角形鋼管あるいは円形鋼管を接合することができる。

鋼管柱が接合する面に水平ハンチを有する。本工法の適用範囲において、はりのフランジとFabluxeDSの接合部は保有耐

（角形鋼管・円形鋼管）

上階柱材

はり材（H形鋼）

パネル材
（角形鋼管）

下階柱材

（角形鋼管・円形鋼管）

FabluxeDS

　　MSTL-0332（平成23年9月26日付）

・建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定品
　　　建築構造用柱梁接合部鋼材　FX490D

熱間成形角形鋼管、溶接組立箱形断面、円形鋼管
基準強度(F値)が235N/mm ～325N/mm の冷間成形角形鋼管及び

角形鋼管
溶接組立箱型断面柱

□450

□400

□350

□300

□300

□250

□250

□400

□450

□500

□200
□175

□400

□350

□150

25以下

16以下

22以下

25以下

28以下

19以下

19以下

19以下

22以下

22以下

16以下

16以下

12以下

25以下

28以下

32以下

角
形
鋼
管
柱

下
階
柱

円
形
鋼
管
柱

下
階
柱

□200

□300

DS30

（DS30）

長さ（H）外径（D）数量 品番

（F値共通）
厚み 厚み

(F値325材)(F値235材)

はりフランジ はりウェブ

DS50 DS50

DS50

DS50

DS25

DS30

DS30

DS35

DS35

DS40

DS40

DS45

DS45

DS50

DS50

DS30

DS30

(DS30)

DS30

DS35

DS35

DS35

DS35

(DS35)

DS35

DS40 DS40

DS45 DS45

DS45

(DS45)

DS45

DS50

DS50

DS50

DS50

(DS50)

DS50

(DS25)

□150
□175

(DS45)

(DS45)

(DS40)

(DS35)

(DS35)

(DS35)DS25 (DS25) (DS30)

(DS25)

(DS30) DS35

(DS35)

DS45

(DS25)

DS25

(DS25)

DS30

DS35

DS40

DS40 DS45

(DS45)

(DS50)

(DS50)

DS25

DS30

DS25

□300

□250

DS30

□250

□300

□350

□250

□300

□350

DS40

□350

□500 □500 □500

□250

□300

□250 □250

□300

□400

□300

□350

□400

□350

□500

□400

□400

□500

□450

□500

□500

□500

□300

□350

□400

□450

□500

(DS45)

DS40 DS40 (DS45) (DS50)

DS35

(DS35)

□350 □350 □350 □400 □450

□300

DS30

(DS40)

(DS40)

DS30 DS35

(DS40) (DS40) DS45

(DS30)

(DS30)

DS45

□450 □450 □450

□250

DS40 DS40 (DS40)

□450 □450 □450

□400 □400 □400

DS25DS25 DS25

φ216.3□250 □300 □350 □400 □450 □500 φ267.4
φ318.5
φ350

φ355.6
φ400

φ406.4
φ450

φ457.2
φ500□200

※ 下部：柱はり接合部下部に適用できるFabluxeDS

上部：柱はり接合部上部に適用できるFabluxeDS

※( ):パネル材と柱材が同サイズの場合、ダイアフラムを用いても良い

（１）本工法の適用範囲のはりフランジとの接合において、はりフランジとFabluxeDSの接合部は保有耐力接合条件を満足している。

（２）本工法はブレース材が取り付く接合部に使用できない。

（３）本工法は、柱及びはりの接合部の構造方法を通しダイアフラム形式として扱うことができる。

柱及びはりとFabluxeDSの接合は、柱及びはりフランジとは完全溶け込み溶接によるものとする。
また、溶接材料はFabluxeDSの基準強度(325N/mm )を満足する溶接材料を使用する。
溶接部の検査は、「建築工事標準仕様書　JASS6鉄骨工事」に準拠し、それを満足すること。

FabluxeDSを柱はり接合部に用いた架構の剛性は、柱はりを線材置換し、柱はり接合部を
剛な節点として評価できる。

はりウェブにおいてスカラップ等の欠損断面分は除くこととする。
はりフランジとFabluxeDSに接合した部位のはりウェブは全断面有効とすることができる。ただし、

部材とFabluxeDSとの溶接部の材料強度の基準強度は、材料強度の基準強度の1.0倍以下
本工法の適用範囲の柱材、パネル材・はり部材のうち、材料強度の基準強度が325N/mm の

までの数値とする。

2

2

FabluxeDSFabluxeDS

FabluxeDSの接合部溶接詳細 FabluxeDSに接合する柱材および

はりフランジの開先形状

FabluxeDSに接合する柱およびはりフランジの開先標準

許容差標準値標準値 許容差
溶接方法

許容差

レ形

開先

溶接
姿勢

35
-2.5，+∞

（-5，+∞）

-2.5，+∞

（-5，+∞）

-2，+1

（-2，+2）

-2，+1

（-2，+2）

-2，+∞

（-3，+∞）

-2，+∞

（-3，+∞）

許容差　　・記号+∞は制限なしを示す。

 　　     ・2段書きはJASS6付則6「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

ただし、はりフランジのFabluxeDS側面への接合幅がFabluxeDS外径を超えてはならない。
はりフランジは、FabluxeDS側面に対して平面方向に斜めに接合することが出来る。

（１）FabluxeDS側面へのはりフランジの接合位置は、はりフランジ面をFabluxeDSの上下端部から15mm以上離さなければならない。(下図 a、b、c)
　ただし、はりフランジの溶接と取り合う柱の溶接線とが干渉しない（最上階で柱取付面に柱材が接合しない、柱フランジ面がFabluxeDS側面から15㎜以上後退する）場合、
　はりフランジ面と柱取付面を揃えることが出来る。（下図 d、e)
（２）はりフランジは、FabluxeDSの側面に対して鉛直方向に斜めに接合することが出来る。(下図 f）

パネル材はFabluxeDSのパネル取付面に接合するものとする。
柱材はFabluxeDSの柱取付面に接合し、

柱材心はFabluxeDS心と一致させることとする。ただし右記表に示す柱材に限り柱材を25mmを限度として偏心して接合することが出来る。

中柱(はり寄せあり) 中柱(はり寄せなし) 側柱(はり寄せあり) 側柱(水平方向はり斜め取付) 隅柱(はり寄せあり)

e.最上階 f.勾配梁d.上階柱絞りc.上下フランジ段差b.下フランジ段差a.上フランジ段差

心合わせ 側寄せ 隅寄せ

FabluxeDSを接合部下部に用いる場合

2 2

2 2

140

38

53

70

88

109

110

403

453

DS35

DS40

DS45

110

110

110

110

110

DS50 503

□250

□300

□350

□400

□450

□500

φ406.4

φ355.6

φ318.5

φ267.4

φ216.3

φ350

φ400

φ450

φ500
φ457.2

適用
板厚
T(mm)

ルート間隔
 G(mm)

ルート面
 R(mm)

開先角度
θ（°）

(単位：mm)

角形鋼管柱 円形鋼管柱

上階柱

DS45

DS25

(DS50)

(DS45)

DS45

□300

2021年9月作成

上部

下部

パネル

上階柱

ガスシールドアーク溶接

セルフシールドアーク溶接

G

DS40

DS45

DS50

DS25

DS35

DS30

DS35

DS30

DS25

DS40

DS45

DS50

□400

□450

□500

□300

□350

□250
250
以下

300

25以下

25以下

12以下

14以下

16以下

以下

19以下

22以下

25以下

28以下

32以下

16以下

DS30

DS35

DS40

DS45

DS25

DS50

□250

□300

□350

□400

□200

□450

16mm以下

19mm以下

22mm以下

25mm以下

12mm以下

28mm以下

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0195-03」（令和3年8月20日付）

４.標準接合部仕様

３.構造設計の条件１.概要

２.使用する建築材料

FabluxeDSを使用する接合部における上下階柱材とパネル材の組合わせ一覧

FabluxeDSに接合する柱材の適用範囲一覧

－上表の参照方法の例示－

パネル材の適用範囲一覧

FabluxeDSに接合する FabluxeDSに接合するはり材の適用範囲一覧

FabluxeDSに偏心して接合できる柱材

【４.はり材の接合条件（鉛直方向）】

【３.はり材の接合条件（水平方向）】

【２.柱材の接合条件】

【１.接合部（柱材とパネル材の接合条件）】

【１.基本事項】

【３.架構の剛性】

【５.二次設計】

【４.はりの曲げ耐力】

【２.柱およびはりとの接合条件】

【１.FabluxeDS】

【２.FabluxeDSに接合する柱材】

【３.FabluxeDSに接合するパネル材】

【４.FabluxeDSに接合するはり材】

・建築構造用TMCP鋼材（TMCP325B、TMCP325C）

・建築構造用溶接軽量H形鋼（SWH490W、SWH490B）
・一般構造用溶接軽量H形鋼（SWH400)
　　　　　　　　　　 SN490B、SN490C、SN490C-TMC）
・建築構造用圧延鋼材（SN400A、SN400B、SN400C、
　　　　　　　　　　　SM490A、SM490B、SM490C）
・溶接構造用圧延鋼材（SM400A、SM400B、SM400C、
・一般構造用圧延鋼材（SS400、SS490）

・建築基準法・同施行令・国土交通省告示等

・建築工事標準仕様書　JASS6鉄骨工事（日本建築学会）

・鋼構造許容応力度設計規準（日本建築学会）

・鉄骨工事技術指針（日本建築学会）

本標準図に記載のない事項は下記による。

　角形鋼管及び溶接組立箱型断面とする。
　なお、適用する鋼管品種は、柱材に適用する鋼管品種の内、円形鋼管を
　除いたものとする。

（２）パネル材に使用する角形鋼管の曲げ耐力は、上下階柱それぞれの曲げ耐力

　以上とする。

（３）FabluxeDS同士もしくはFabluxeDSと
　通しダイアフラムとを連結するパネル材の長さは100mm以上とする。

（１）パネル材は、外径がFabluxeDSの外径と同一となる右記寸法を満足する

□350

□250

□200

□300

幅
品番

開先

形状

品番
外径 板厚

質量(kg)

30以下

・基準強度(F値):325N/mm 2

パネル：パネル材のサイズ（FabluxeDSの外径と同一とする）

DS30

Fabluxe (ファブラックス )DS柱はり接合工法設計標準図

【管理棟】
Fabluxe (ファブラックス )
DS柱はり接合工法設計標準図
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１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

S-
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本標準図に記載のない事項は下記による。

・建築基準法・同施行令・国土交通省告示等

・鋼構造許容応力度設計基準　2019年改定版（日本建築学会）
・日本産業規格（JIS）

FDtw

FDtw

TEL　03-3296-3515

旭化成建材株式会社

2021年10月作成

　フリードーナツゼロ（以下、本工法）は、鉄骨梁のウェブ貫通孔補

強工法である。

　ウェブ貫通孔の両側にドーナツ状の平鋼（FDリング）を密着させた

後、FDリングに設けられた溶接用孔内と梁ウェブとをプラグ溶接し、

FDリングと梁を一体化させウェブ貫通孔を補強する。

　部品の構成は、呼び径φ100からφ390までのものは、めねじ加工

したFDリング2枚とおねじ加工したスリーブ管（FDスリーブ）1ケからなり

φ420以上のものについてはスリーブ管は使用せず、FDリング2枚(も

しくは1枚)で構成されている。

場合はYGW21,YGW22,YGW23,YGW24を使用することが出来る。

入荷したフリードーナツゼロは、曲がりや変形、ねじ部に傷がつかないように平坦な
台上に整理整頓して保管する。

（1）溶接姿勢は下向きとする。

（3）気温-5℃未満の場合は溶接を行わない。

（4）予熱は梁ウェブの材質により以下の指針に準拠して行う。

（7）プラグ溶接は、十分な溶け込みが得られるように、初層は確実に行う。

（2）溶接部は溶接に先立ち、水分、ごみ、さび、油、塗料などの溶接に支障の

（5）FDリングと梁ウェブの隙間(肌すき)は1mm以下とする。

2

（1）溶接作業の品質を管理する溶接技術者は、鉄骨製作管理技術者2級

    またはWES2級の資格を有する経験者とする。

(2) 溶接技能者はJIS Z 3841に規定された半自動溶接技術検定試験の種類

まわしながら行う。

初層の十分な溶け込みを得るために、トーチ角度を20°～30°に保つよう

（6）溶接開始位置は特に定めないが、

     溶接順序は対角線上に行う。

あるものを取り除く。

SA440 ： 建築構造用高性能590N/㎜ (SA440)設計・溶接施工指針 2004年版(日本鉄鋼連盟)

その他　： 鉄骨工事技術指針・工場製作編(日本建築学会)

28～40JIS Z 3312 YGW11
YGW18

ワイヤ径 アーク電圧 アーク電流

280～360

規格 種類

1.2、1.4

（mmφ） （V） （A）

注）　本工法は、横補剛が必要な梁の横補剛を不要とするものではない。

単位（mm）

［2.3］ プラグ溶接孔形状
（FDリング Ａ、Bタイプ）

※1　FD420N以上はFDスリーブを

　　　使用しない。

タイプ

A・B

C

材　質

SM-FD490A2 MSTL-0320　（F値325N/mm　）
建築基準法第37条第二項に基づく指定建築材料

材　質

STK400(JIS G 3444) (F値235N/mm  )

1800mm以下

32mm以下

ただし、FC,FDランクの梁で、
塑性化が予想される領域に
貫通孔を設けることはできない。

※6　梁の応力状態によって、これ以上の距離が必要になる場合がある。

・建築構造用TMCP鋼材(TMCP325B、TMCP325C、TMCP355B、TMCP355C、

・建築構造用高性能590N/mm 鋼材(SA440B、SA440C、SA440B-U、SA440C-U)

・溶接構造用圧延鋼材(SM400A、SM400B、SM400C、SM490A、SM490B、SM490C、

・建築構造用圧延鋼材(SN400A、SN400B、SN400C、SN490B、SN490C、SN490C-TMC)

・一般構造用圧延鋼材(SS400、SS490)

※5　d:貫通孔径(呼び径)(mm)※4　適用する梁材の材質

F値440N/mm 以下
※4

2箇所まで

L1:梁端からFDリング中心
　　までの距離　

L2:ウェブスプライスプレート端
   およびガセットプレート端
   からFDリング中心までの距離

L3:隣り合うFDリングの
   梁材軸方向中心間距離

e1:梁天端からFDリング
   中心までの距離

2ただし、F値385N/mm を超える梁ウェブに本工法を用いる場合には、
ＦＤリング最外縁のプラグ溶接中心位置が、梁せい中心から梁フランジ側に、
梁せいの37.5%を超えて取り付くことは出来ない。

2

項目 適用範囲 項目 適用範囲

梁の応力に対する検討は、旭化成建材の検討サービス利用のこと。

塑性化が
予想される領域に
設けることができる
貫通孔の数

※7　カタログ参照。

　梁に軸力が作用する場合は使用不可とする。

　梁の材軸に対し鉛直方向(梁せい方向)に複数の貫通孔は不可とする。

注）

注）

　　　　　　　　　　　　　　　　SM490YA、SM490YB、SM520B、SM520C)

　　　　　　　　　　　　　　　　　TMCP385B、TMCP385C、TMCP440B)

※8　梁端部からの距離が梁の長さ(Ｌ)の1/10以内、または梁せい（Ｄ）の2倍以内の範囲。

【FD100N～FD390N】

セット組みされているFDリング・ス
リーブを1枚外し、もう一方のFDリ
ングの位置を調節する。
FDリングの位置は、ウェブの厚み
を考慮しFDスリーブの両側の出
が均等になるようにする。

FDリングの溶接用孔(全箇所)をプラグ溶接する。
(FDリングが１枚の場合は(７)に進む。)

(4)に同じ。

(5)梁の反転 (6) FDリングのセット (8)検査・完成(7)プラグ溶接(3) FDリング・スリーブのセット(2)位置決め

(3)に同じ。梁を反転する。

梁を反転する。

スラグ・スパッタを除去する。
目視にて外観検査を行う。

スラグ・スパッタを除去する。
目視にて外観検査を行う。

(2)で取り外したFDリングを
 FDスリーブに螺合し,締め付ける。
 溶接用孔を利用して追い締めする。

FDリングをシャコ万等を用いて梁ウェブに密着させる。
注）FDリングの溶接用孔をけがき線に合わせる。
注）FDリングを１枚で、且つ連続孔を同じ向きで
　　溶接するとはりが歪む場合があります。

【FD420N～FD740N(FD420Ns～FD740Ns含む)】

(4)プラグ溶接

(2)で用意したFDリング・スリ
 ーブをウェブ孔に挿入する。
注)FDリングの溶接用孔を
   けがき線に合わせる。

FDリングの溶接用孔(全箇所)を
プラグ溶接する。
プラグ溶接はFDリングの表面より

するよう行う。
[4.4](8)に規定する余盛りを確保

注）溶接用孔が梁長さ方向に直交する
　  ようにセットする。

FDリングをシャコ万等を用いて梁ウェブに
密着させる。

(7)検査・完成(6)プラグ溶接(5) FDリングのセット(4)梁の反転(3)プラグ溶接(2)位置決め

【共通】

FDリングの取付け位置を確認し
ウェブにケガキし下孔をあける。

（1）組立て溶接は原則として行わない。

（2）組立て溶接を施す場合は、

　　 ならないようなビード長さ、脚長ピッチを確保する。
　　 プラグ溶接孔内に組立て溶接を施してはならない。

(1)梁ウェブの孔あけ

注） FDリングが梁フィレット部に
　　 干渉しないことを確認する。

注）下孔まわりのバリをグラインダー

    触面の浮きさび、汚れ等を除
    等で取り除き、FDリングとの接

    去する。

（8）余盛り高さ(⊿h)は0mm＜⊿h≦4mmとする。

     FDリングの縁に施し、ショートビードに

記号

FD100N

FD740N(s)

590

670

510

FD420N(s)

FD500N(s)

FD580N(s)

FD660N(s)

FD390N

750

下孔径
dw

（mm）

±2ｍｍ

・鉄骨工事技術指針・工事現場施工編　2018年改定版　（日本建築学会）

・（別紙第1）グレード別の適用範囲と別記事項（日本鉄骨評価センター）

・建築工事標準仕様書・同解説　JASS6鉄骨工事　2018年改定版（日本建築学会）

・鉄骨工事技術指針・工場製作編　2018年改定版　（日本建築学会）

孔径比

梁せい(D)

幅厚比

梁ウェブ厚

材質

注）プラグ溶接は底目地表面
　 より[4.4](8)に規定する余盛
　  りを確保するよう行う。

管理許容差

SM490Ａ (JIS G 3106) (F値325N/mm　)

・ フリードーナツゼロの種類と構成部品

※2　FD100N～FD390N:FDリング2枚とFDスリーブ1個の合計 FD420N～FD740N:FDリング2枚の合計

　　　表記となる(重量についても同様)。

制限なし

0.66以下
FDリングがH形鋼梁の

フィレットに干渉しない範囲

ds

［4.1］保守管理

［4.2］資格

［4.3］溶接材料及び溶接条件

［4.4］プラグ溶接の注意点

［4.5］組立て溶接

［4.6］施工手順

［2.1］FDリング ［2.2］FDスリーブ ［3.1］梁の材質・寸法に関する規定 ［3.2］取付け位置に関する規定※1

（FDリング Cタイプ）

TMCP鋼 ： (別紙第1)グレード別の適用範囲と別記事項(日本鉄骨評価センター)

1

2

34

6 7

8

×

①

②

③

④

※8
※8

1
2 1

※2

Max( L/10 , 2D )

（一財）日本建築センター　BCJ評定-ST0128-05

1. 工法概要 2. 構成部品 3. 適用範囲・使用条件

4. 施工

8×R14×R1
12×R1（R2）

FD125N

FD175N

FD250N

FD200N

FD300N

FD390N

FD340N

FD100N

FD150N

FD580N（FD580Ns）

FD660N（FD660Ns）

FD500N（FD500Ns）

FD740N（FD740Ns）

FD420N（FD420Ns）

※3

※3

※3

※3

※3

3.0

3.8

5.8

7.8

10

13

18

18

23

A

B

B

B

B

C

B

B

A

A

C

C

C

C

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

127

200

102

151

60

60

60

60

枚数

（枚）

呼び径 重量
板厚

孔径 溶接孔深さ
内径 長さ

d
t Ls孔数

175

250

200

300

420

390

340

100

150

580

660

500

740

125 207

300

396

346

470

600

570

500

181

256

800

900

700

1000

9

9

9

9

9

16

9

9

9

9

19

19

19

19

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

20×4

23×8

4 20×

ー

－

－

－

－

ー

ー

ー

ー

ー

ds
　　FDtw(個) R1(R2)

外径
Dr

製品記号

  (kg)

FDリング FDスリーブ

Max( L/10 , 2D )

e1min～e1max
※7

鉄骨梁貫通孔補強工法

2

CタイプＡタイプ Ｂタイプ

FDリング FDリング

余盛り（⊿h）
5

底目地表面

Min( d, D/2 )以上

20mm+Dr/2 以上

Dr /2+Dr /2+20mm 以上1 2

※6

35(17)

53(27)

71(36)

88(44)

106(53)

175 60

249

298

60

60

387 60

337 60

×

23×8

23×8

12

23×8

23×8

×12

×12

×12

×12

31(42)

37(50)

37(50)

37(50)

37(50)

23×8

23×4

430

409

FD200N

FD250N

FD300N

FD175N

FD340N

219

270

321

358

117

142

168

193

FD150N

FD125N

塑性化が予想される領域
塑性化が予想される領域

L2

2

2

2

2

プラグ溶接用孔形状
タ
イ
プ

における下向（SA-2F、SA-3F）の資格を有する者とする。

溶接材料及び溶接条件の標準は下表の通りとする。ただし梁材がSA440材の

※3　Ｃタイプ(FD420N～FD740N)は、片側補強(FDリング1枚)と両側補強(FDリング2枚)があり、片側補強仕様の場合は表中の()内の

・建築構造用高性能590N/㎜（SA440）設計・溶接施工指針　2004年版（日本鉄鋼連盟）2

（d ／ D）
※5

    フリードーナツゼロ 工法標準図

【管理棟】フリードーナツゼロ 工法標準図2023年  3月登録　２２（１）第０５８７号
*/**

１級建築士（大臣）　第236981号  渡邉 桂司

１級建築士（大臣）　第248850号
構造設計１級建築士　第　4097号　浜口 修也

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

13

e1

e1

L1

dw

D

 

L

Dr Dr Dr

R1

R2

R1

R2

R1
R1

Ls

Dr

L2

t

L3

L2

L3

Dr /2Dr /2

20以上

Dr

20

20



株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

S-
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

※本工法が採用された限り、本図書を使用する。

【管理棟】ベースパック柱脚工法設計施工標準図

形状（ハ）
a

t

d

形状（ニ）

65 65

65
65

W

W

ベースパックグラウト

約
３
０
ｍ
ｍ

注入座金
Dナット

Dナット(S)

B.PL

A.Bt

C100

２/３　程度

BT-HT440B-SP 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

(建築構造用高溶接性高性能５９０N/mm　鋼材)２

ベースパック　型

角形鋼管 （一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

65

g dt

12 37

g

g

材質

t

d

70 37

D38

D41,D41H 12

SS400

SS490

レベルモルタル

(ベースパックグラウト)

(注)上記 1 ～ 12 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

(注)上記 8 ～ 11 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Mナット

5 Dナット(S)

6 ベースパックグラウト(グラウト材)

7 定着座金

8 テンプレート

10 フレームベース

11 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

12 ベースプレート

4 Dナット

9 フレームポスト

AB

(e
)

M33

呼び A B (e)

Mナット

Dナット

Dナット(S)

M36

D38

D41

D38

D41

26

29

45

48

30

32

50

55

65

70

65

70

58

64

75

80

75

80

構成部材 ベースプレート

柱脚の定着方法概要

アンカーボルト（Dアンカーボルト）

Mナット・Dナット

定着座金

フレームベース

PD38

記号 a

PD41 100

96

20

20D38

D41,D41H

適用
以

上
90

J
30

65

W

< Cタイプ  >

x 65 65x x

W

< 特Cタイプ >

65x

(アンカーボルト8本)

< Cタイプ  >

(アンカーボルト12本)

< 特Cタイプ >

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

注入座金

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋(6kg)に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の
自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

で組立てを行う。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本(8本)

●本締めはグラウト材の充填前に行い、

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

●Dナット(S)による弛み止めは右図による。

基礎工事

アンカーボルト据付け

配筋およびコンクリート打設

建方

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

ダブルナットを標準とする。

形状・材質 配筋

●コンクリ－ト

SD345(D22,D25)

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計

SD295(D13,D16)

150以上

90
以
上

30

立上り高さ

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

●基礎立上がり高さは5０mm以下とする。

基礎立上がり

角形鋼管

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）

注入枠

a a

a

t

d

C100

W W

Ｄ

Ｄ

立上り筋

フープ筋

e1

e1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

l1
l2

l3
l2

l1
l2

l3
l2

l3

L

d

b

65 65

65
65

W

W

h寸
法

65

以
上

90
J

30
h寸

法

65

以
上

90
J

30
h寸

法

65

以
上

90
J

30
h寸

法

65

基準強度は下表に記載の値とする。

c t d

□-350×350 ～ □-550×550 用

F値295N/mm 以下

●材質

SN490B 【JIS G 3136】

アンカーボルト
適用
アンカーボルト

c

a d

t

ボルト孔
注入口

i) Cタイプ ii) 特Cタイプ

１．工法概要 ３．構成部材・寸法 ４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

２．柱 ５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  ) ２

STKR400

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

より施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースプレート

採用

□-350×350 t≦1935-19R

35-22R

40-16R

40-19R

40-22R

45-22R

50-19R

50-22R

55-19R

55-22R

□-350×350

□-350×350

□-400×400

□-500×500

□-550×550

□-400×400

□-400×400

□-450×450

□-500×500

□-550×550

t≦16

t≦22

t≦19

t≦16

t≦22

t≦22

t≦19

t≦22

t≦19

t≦22

（ハ） 630

630

630

700

700

700

750

820

820

840

900

a

65

65

65

65

65

65

65

65

65

65

65

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

330

330

330

400

400

200

225

260

260

270

300

φ70

d

φ70

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ70

寸法(mm)

8-D38

8-D38

8-D41

8-D41

8-D41

12-D38

12-D41

12-D41

12-D41H

12-D41H

12-D41H

アンカーボルト

立上り筋

12-D25

12-D25

16-D22

12-D25

16-D22

16-D25

20-D25

20-D25

24-D25

24-D25

24-D25

フープ筋

配筋

コンクリート柱型

BT-HT440B-SP

SN490B

材質

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

形状 本数-呼び

390

490

490

490

390

390

390

390

390

390

390

標準ﾌﾚｰﾑ

寸法 W(mm)

特C

フレームベース

寸法 x(mm)

特C

フレームポスト間
J寸法

(mm)

基準強度

l1 l2 l3

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

記号
ベースパック

最低

45

44

44

44

48

48

52

52

60

52

60

t (mm)

h寸法

BT-HT440B-SP

柱

外径 板厚
(mm) (mm)

ｱﾝｶｰ
ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

標準

寸法 D(mm)

標準フレーム 特C

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞

(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1

(-2,+2)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。
・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて

板厚(mm)
溶接方法

低水素系被覆アーク溶接

40≦t≦50

SN490B
CO ガスシールドアーク溶接

BT-HT440B-SP

鋼種

予熱なし

予熱なし

50＜t≦75

50 ℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし

面取り

標準ﾌﾚｰﾑ

SN490B

BT-HT440B-SP

設計基準強度

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

24以上

24以上

76

76

  特Cタイプを選択できる。

形状は正方形とし、寸法は下表に

●形状

記載の値とする。

40-25R

45-25R

50-25R

55-25R

295 JBCR295

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

PD51

M45

D51

D51

□-400×400 t≦25

t≦25

t≦25

t≦25

□-450×450

□-500×500

□-550×550

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

710 48 70 85 200 φ75 12-D41 390

750 65 85 225 φ75 12-D41H52 490

820 φ7560 12-D51 39075 110 225

900 60 75 110 265 φ75 12-D51 390

16-D25

24-D25

24-D25

32-D25

24以上

24以上

24以上

21以上

36 70 81

60 80 92

40 80 92

110 2085 4612

900

1000

910

840 590

590

590

660

660

660

710

780

780

800

860

870

800

800

900

1000

1000

870

800

840

830

910

1030

1120

1050

1100

1100

1050

1100

C

C

C

C

900

1000

1050

1100

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料,SS490】

単位 mm

呼び

D38

L 基準強度(N/mm )

D41

D41H

850

900

995

390

390

490

端部ねじd

M33

M36

M36

b

46

49

49

D51 3901110 M4557

2

岡部株式会社 旭化成建材株式会社
TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336

910

1000

1050

1100

660

710

750

830

TSC295

※トップフープはダブルとし、柱型上端近くに

　配置する。

35-25R □-350×350 t≦25 650 75 85 165 φ70 12-D38 16-D25BT-HT440B-SP 390（ニ） 48 C 21以上 -850 -

45-28R t≦28□-450×450 （ニ）BT-HT440B-SP 770 75 110 200 φ75 12-D5160 390 24-D25 24以上C 1000

50-28R t≦28□-500×500 （ニ）BT-HT440B-SP 820 φ7560 12-D51H 49075 110 225 32-D25 24以上C 1140

55-28R t≦28□-550×550 （ニ）BT-HT440B-SP 900 65 75 110 265 φ75 12-D51H 490 36-D25 24以上C 1150

--

--

--

※立上り筋の頂部にはフックを設けなくてよい。

梁主筋

D51H 4901215 M4557

D51,D51H D51,D51H

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

配筋仕様は下表による。

採用

(注)アンカーボルト12本の場合はつなぎプレートが取り付く。

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

２

(N/mm  ) 2 2

2

(N/mm  )

※※

ベースパック柱脚工法　標準図設計

施工

12

10

1

4

5
8

9

3

1

6

2

45

7

11

１．１

１．２

３．２

３．１ ３．３

３．４

３．７

３．６

３．５

４．１ ４．２

４．３

４．４
６．４

６．３

６．１

６．２

６．６

６．５

45-19R □-450×450 t≦19 750 65 85 225 φ70 12-D38 16-D25BT-HT440B-SP 390（ニ） 48 C 21以上 710950 960

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100

250

250

250

320

320

320

370

440

440

460

520

320

370

380

460

250

330

380

460

370

750

750

800

800

800

800

800

800

850

850

850

800

850

950

950

800

950

800

450

450

450

520

520

520

570

640

640

660

720

520

570

610

690

-

-

-

-

570

380

380

380

450

450

450

500

570

570

590

650

450

500

510

590

380

460

510

590

500

1050

1050

180

180

190

190

190

180

190

190

200

200

200

190

200

230

230

180

230

235

235

180

127

122

140

46

43

58

2021年4月作成

l1

l1 l2 l3 l2 l1

l1

l1 l1l2 l3 l2l3
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図面名称 縮尺
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竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事
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ベースプレート

裏当金

裏当金

※開先形状は参考

（柱端部に開先を設ける）

Ｂ

2021/8

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書・　

注意

軟鋼及び４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼マグ溶接用ソリッドワイヤ（JIS Z3312）相当以上

低水素系４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼用（JIS Z3211、旧JIS Z3212）相当以上

３０≦ｔｍ≦７０ｍｍ

寸　法

ベースプレート

https://www.senqcia.co.jp/ＵＲＬ

開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる

札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７

東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５

本社 　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２ 関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３

中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６

関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１

北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０ 九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１

中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０ ！

イ
プ

タ
G

センクシア株式会社

柱下端

t

7

柱

3
5

。

柱下端

ベースプレート

柱

Ｈ

3
5

7

2

。

（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

（大臣認定取得材）

エコタイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。

降伏比 ７０％以下

メートル並目

アンカーボルト

設　　　　計

MSTL-0404,0180 (Gタイプ用ベースプレート)

MBLT-0042～0046 (アンカー用ボルトセット)

BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

ねじの種類

規　格

ＳＮ４９０Ｂ
備　考

ベースプレート

JIS G3136

１． 材質

-

BCJ評定

大臣認定 １． 溶　接　材　料

※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接

２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け

ベースプレート周辺のモルタル幅（ｅｍ）

中心塗り部分モルタルの厚さ（ｔｍ）

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

基礎柱形

ＳＭ４９０Ａ

-

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

座　金

メートル並目

強度区分5

（六角ナット）

ナット

ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＨＡＢ

ＳＳ４００

圧延鋼材）

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

定着板

（一般構造用

-

工場加工

各　部　名　称

2

ｅｍ≧３０ｍｍ

柱モルタル

Ａ

ｅｍ

ｔｍ

同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

３．ベースプレート下面モルタルの標準寸法

（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）

８．鉄骨建方

（ロ） □ ３００以上□７００以下、φ３００以上φ７１１．２以下、

（ハ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０１６の場合

７．中心塗り部分モルタル施工

ベースプレート

１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）
２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から
（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

探傷は柱フランジ側から行う。

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。下部定着長さLt

上
部

定
着

長
さ

L
t

アンカ－ボルト

基礎柱形主筋

定着板

４．基礎柱形主筋の定着長さ（最小値）

６． 検　　　　査

方　法

中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生

a

a

Ｄ

基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。

１５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

注入方法はヘッド圧工法による。

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３

３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　

中心塗部分モルタル

後詰めモルタル

６．基礎コンクリート打設

５．鉄筋配筋・型枠の立込み

自立できる形式とし、

捨てコンクリートに固定する。

アンカーボルトの設置は

４．アンカーボルト据付（#）

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

５．溶 接 施 工 一 般

対辺ごとに溶接

予　熱

１

柱フランジ

ｅｍ

４

２

ｅｍ

３

設置精度の

アンカーボルト

アンカーボルト

角形鋼管

4
0
m
m

３．組 立 溶 接

40mm

基準高さよりの誤差eh

－３ｍｍ≦eh≦10mm

Ａ
±
ｅ

ｅ≦３ｍｍ

Ａ±e

アンカーボルト

平　面 レ ベ ル

定着板

アンカーボルト

たてアングル

ピンアンカー

アンボンドスリーブ

上部形板

現 場 施 工

備　考

（自動ロボット溶

不良溶接部の

　　 　補正

余　盛
裏当金

ベースプレート

柱

A

B

溶接余盛はベースプレート側A点から

うに施工する。

2

イ
プ

タ
コ

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

-

（一般構造用

定着板

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

圧延鋼材）

ＳＳ４００

※３

※２

ＨＡＢ

※３

ＪＩＳ　Ｂ１１８１

ナット

（六角ナット）

強度区分8 (一重ナット時）

強度区分5 (二重ナット時）

メートル並目

座　金

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

-

ＳＭ４９０Ａ

※１

-

ベースプレート

備　考 ＳＮ４９０Ｂ同等

規　格

ねじの種類

アンカーボルト

メートル並目

降伏比 ７０％以下

※１　国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-０４０４、０１８０）　※２　国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-００４２～００４６）

（大臣認定取得材）

エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）

Ｇタイプ（ＧＢ型式、ＧＭ型式、ＧＨ型式）

※２ ※２

TMCP鋼

-

ＳＮ４９０相当

※２ ※２ ※２

メートル並目

エコナット
※２

大臣認定取得材

-

※４

○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート

（２）ベースプレート下面のモルタル

○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６Ｎ／ ｍｍ

ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれと

○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル

　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。）

鉄　　　　筋

コンクリート

部分モルタル

中 心 塗

（３）基礎・基礎ばり

後　詰　め

モ ル タ ル

２

２． アンカーボルトのセット寸法

アンカーボルト

４本タイプ ８本タイプ

アンカーボルト

アンカーボルト

１２本タイプ

ベースプレート

上端

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

１２本タイプ

アンカーボルト

標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ 許容範囲

許容範囲 eｍ≧２５ｍｍ

４．本 溶 接 の 手 順

高さに準拠する（Ｇタイプ）。

余盛高さは、柱接合突出部形状に対応

４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。

施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。

１．捨てコンクリート打設

柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

２．墨出し

３．アンカーボルト搬入（#）

（架台の形状は異なる場合あり）

アンカーボルトは隙間がないよう確実に

９～１０．モルタル注入枠設置（#）

アンカーボルト締付確認（#）

していることを確認。

１１．モルタル注入枠取り外し

エ

アンカーボルト設置例

施工時は、ねじ山が最低３山

・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。
・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。
　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）

M64

M72

M56 5.5
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さ 径 径

座　金

厚 内 外

( mm )

φｄ1

t2

L

B 下端LP

L ０

ボルト上端

S

※1

a
※2

Ｈ

座金の形状

tw

φＤ1

ナットの形状

Ｂ

Ｃ

角形鋼管

長
着
定

L

600

720

840

960

さ

1120

1280

1440

Ｇタイプ用アンカーボルト部品

！ 注意

注意！

エコタイプ用アンカーボルト部品

1080

さ
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定
着
長
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130
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S
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ベースプレート

φｄ

E

モルタル上端

アンカーボルト

アンボンドスリーブ

余

定着板

軸 ねじ

ナット

アンカーボルト

※２

a

13

16

18

さ

S

ッ径

φｄ

チ

P

130

436

30

42

3.5

4.5

長 長ピ

M30

M42

M36

ね

の
じ

呼
び

ｔ２１

２※
※※

・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。

・エコタイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、

はベースプレート台座厚さを示し、ハイベースＮＥＯ型式によって変わります。
ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。

M24 324 10 29 3619 42 256 565322 46

面
距

55

65

50

38

33

27

75

64

58

B0

幅

H0

さ

C0

離

二

エコナット

高 対
角

３ 上段はEB型式及びEM型式のアンカーボルト４本タイプ、下段はそれ以外のエコタイプの場合の寸法です。※

　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。

110 400
600 800

580

690
925720

480

-

M56

61

-

M48M36

50

70

M42

57

5345

44

M24

38

38-

M30

Ｇタイプ孔径

エコタイプ孔径

87

M64

-

79

M72

-

ねじの呼び

ベースプレートのアンカーボルト孔径

ベースプレートの形状・寸法は、ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックを参照ください。

ベースプレート形状

ベースプレート形状

開先形状

開先形状

！ 注意

柱はベースプレートのフラット面に

アンカーボルト孔周辺に凹加工して

無収縮モルタルと接する面となります。

設置

目標値

エコナットの形状

Ho

Bo

Co φD1

座金の形状ナットの形状

H

C

B

tw

φd1

○強度はこれに接するコンクリートの強度以上

ＮＸ-２０００、クイック３は使用不可。

(#)：センクシアの担当範囲

（形板芯にて検査）

３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。

５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。

※３　Ｍ７２は細目ねじ　　　　　　　　　　　　※４　建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用

コンクリートスラブ天端

　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。

・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。

板厚40mm以下 板厚40mm超

105
95 400

480 645
550

施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。

はベースプレート台座厚さを

※※１

２ｔ

ａ寸法は設置誤差を考慮した設計

※２

上段はGB型式及びGM型式の場合、

※３

M24 324 105 10 29645 3619 42 256 44480

150
130

165
155

190
175

210
185

230
200

955
925

1110
1080

1270
1235

1470
1420

1660
1610

(1)ウェブの両面すみ肉溶接

(2)開先部の溶接

１パスごとに

全周溶接を行

(曲げ負担の場合は、
完全溶込み溶接とする)

H形柱の

溶接

エンドタブの取付とＨ形柱ウェブの

すみ肉溶接 ハイベース
ウェブ突出部

柱ウェブ

エンドタブ

スカラップ
（H形柱の場合）

組立溶接

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

を行う。

接の場合はこれ

によらない）

う。

取り付けてください。

いる面はベースプレート裏面であり、

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

H形柱用（EH型式）

角形鋼管柱用（EB型式） 円形鋼管柱用（EM型式）

H形柱用（GH型式）

円形鋼管柱用（GM型式）角形鋼管柱用（GB型式）

柱側B点へ向かってなめらかになるよ

し突き合わせ継手またはＴ継手余盛り

2

EB,GB,EM,GM,EH型式 GH型式

　　アンカーボルト締付

締め付けを行う。

８．鉄骨建方

後詰めモルタル充填（#）

９．モルタル注入枠設置（#）

後詰めモルタル充填（#）

１０．アンカーボルト締付（#）

予備締め

ナット回転法による本締め

（30°回転、許容差：　　）+10°
-0

マーキング

ベースプレートと座金とナットが密着

スカラップ
（H形柱の場合）

注意！ 柱の溶接時にベースプレートとの組合せによってはベースプレートが溶接熱歪によって曲がることがあります。

ねじの
4本タイプ用 8本タイプ用 12本タイプ用

M24

厚さ 外径 内径

(mm)

長さ 幅

定着板（4本タイプ用）

定着板（8本タイプ用）
32 180 68 12 330 130 68

-16 70 27

16 90 33

19 100 39

22 120 45

25 140 52

28 160 60

9

12

16

33

39

45

52

60

76

68

45

52

60

180

215

240

270

305

65

75

85

95

110

225

260

295

340

375

85

95

110

130

145

M30

M36

M42

M48

M56

M64

M72

厚さ 厚さ内径 内径長さ 幅

td ad bd dd tt at bt dtts Ds ds

- - - - - - -

----

----

- - - 16 380 145 76

9

9

9

9

9

9

9

ｅｍ

定着板（エコタイプ、Gタイプ共通）

スリーブ

アンカー

示し、ハイベースＮＥＯ型式に
よって変わります。

下段はGH型式の場合の寸法です。

ナットの外に出るように余長を

時の最小寸法です。

確保してください。

呼び

(mm)

定着板（12本タイプ用）

t
s

D
s

d
s

t
d

b
d

ad

d
d

bt

dt

b
t

t
t

at

a
t

（大臣認定取得材）

ＨＣＷ４９０ｂ
ＨＣＷ４９０ｓｔ

基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、

定着板上面を境にして上下とも

確保する必要があります。

2

へりあき量は、ベースプレート外形寸法の０．１倍以上確保しなければならない。柱　　　　形

（イ） □ ２５０以下、φ２６７．４以下、H２５０以下の場合

１００ｍｍ ≦ ａ ≦２００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

　　　 および H２５０以上の場合

※高強度柱材を用いる場合、JASS6等の指針に従い柱とハイベースの強度ランクの高い方に適した溶接材料を使用する。　

基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。

同等以上の無収縮性モルタル 

およびこれと同等以上の無収縮性モルタル

※

※

※ センクシアが供給するものに限る

※ センクシアが供給するものに限る

ハイベースNEO工法設計施工標準

※本工法が採用された限り、本図書を使用する。

１級建築士（大臣）　第236981号  渡邉 桂司

１級建築士（大臣）　第248850号
構造設計１級建築士　第　4097号　浜口 修也



株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

S-
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

※本工法が採用された限り、本図書を使用する。

適

用

条

件

●基礎柱型下部の捨てコンクリートは厚さ８０ｍｍ以上とし、上面をコテで

平滑に仕上げる。上面レベルのチェックを行う。

無収縮モルタル用型枠施工（元請施工）１

外リング 内リング
Ｈ

板厚（ｍｍ）

シ

ル

ガ
ス

溶
接

突合せ溶接の開先標準■溶接方法（突合せ溶接）

柱部材の適用
図

（角形鋼管仕様）

１．２

１．１ ２．１

２．３

２．５

２．４

３．１ ４．１

４．２

５．１

５．２

５．現場施工

４．溶接施工

５．７

５．６

２．アンカーボルト・ロックナット・定着ナット・座金・ジャストリング１．柱脚構成部材及び基礎廻り標準図

溶　　接

溶接部の検査

捨てコンクリート地業（元請施工）

３．ベースプレート

座金（材質：ＳＳ４００）

基礎廻りの標準図

構成部材

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１

コトブキ技研工業株式会社

広　島 TEL 0823-70-0721  FAX 0823-70-0722（角形鋼管仕様）

覆

テンプレート用ボルト孔
Ｌ

Ｂ Ｃ

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１ 64

64

64

Ｄ５１

46

55

60

65

80

53.1

63.5

69.3

75.0

92.4

56

e

Ｄ ｄ

ＨB
Ｈ

76

Ｃ

Ｈ

定着ナット（材質：Ｓ４５Ｃ　熱処理Ｈ）

t
φ
A
1

φ
A
1

φA1

φ
A
2

φA2

ｅｅφdｈ ｈ

64

φd ｈ ｅ

54

64

69

74

95

47

58

63

69

90

56

64

64

76

28.3

34.3

37.5

40.3

50.0

2.95

3.30

3.55

4.50

3.65

10

10

10

10

10Ｄ５１

φＤ

t

94

88

100

25

22

28

φｄ

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１

Ｄ５１

Ｈ

φＤ

74

119

34

41

45

48

59

19

25

φｄ

Ｈ

Ｄ５１

Ｄ４１

Ｄ３８

Ｄ３５

Ｄ２９

M8

M8

M8

M8

M8

20

20

20

20

2031.7

38.1

41.9

45.4

M8 2057.5 990

ｄ ｅＤ

Ｄ35(SD390)

Ｄ35(SD490)

Ｄ38(SD490)

Ｄ41(SD490)

Ｄ51(SD390)

51.0 42.8

59.0 49.8

65.0 54.9

69.0 58.8

84.5 72.4

42.3 33.5

49.2 40.0

54.2 44.0

58.0 47.5

71.6 59.5

26

32,40

48

56

64.5

θ

110

110

110

110

90
θ

ジャストリング（材質：Ｓ２５Ｃ又はＦＣＤ４５０－１０）

a b a

a
b

a

a c d c a

a
c

d
c

a

a c d c a

a
c

c
a

４本

４本

４本

４本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

12本

55

600

60

60

60 80

75 60 80

60 80

75 60 80

75 60 80

80

80

80

8075

85 80

80

8085

ｔ Ａ ａ ｂ ｃ d φタイプ

12本

12本

85 80

80

80

12本

12本

12本 80

80

12本

12本

12本 80

80

12本

12本

４本

28 300 45 210 52

52

32 325 45 235 52

32 350 45 260

４本 32 380 55 270

36 430 55 320 60

４本 40 430 320

８本 40 480 50 75 230

40 480 55 370 60

36 500 50 250

40 540 60 75 270

45 540 60 270

40 580 55 320

50 55 75 340 60

50 640 75 85 320 66

55 640 70 95 310 70

40 640 60 370 60

45 670 70 360 66

50 710 75 95 370 70

60 710 70 400 66

66

808570 400 6660 710

12本 50 710 65 410

55 740 75 85 420 66

60 760 80 95 410 70

8060 760 80 95 410 70

55 800 80 95 450 70

840 85 95 480 70

80

60

65 840 85 105 460 85

60 850 75 95 510 70

65 920 75 95 580 70

8092065 90 530 85105

種類

ア

被

ク

ー

ド

d

α
１

Ｒ

Ｇ

α1（度）

Ｈ

Ｖ

Ｆ

Ｈ

Ｖ

Ｆ

開先角度

，

，

，

，

ルート間隔

Ｇ（ｍｍ） Ｒ（ｍｍ）

ルート面

7

9

6

7

-2

∞

∞＋

-2

+1

-2

+1

-2

35

35

45

45

＋

-2.5

∞

＋ ∞

-2.5

標準値許容差 標準値 許容差 標準値許容差

溶接姿勢

６以上

６以上
ベースプレート

＋

2

2

，

，

ー

フレーム及びアンカーボルトの設置（※１）

無収縮モルタル注入

J150-12K

J175-12K

J200-09K

J200-12K

J250-09K

J250-12K

J250-16K

J300-09K

J300-12K

J300-16K

J300-19K

J350-12K

J350-19K

J350-22K

J400-12K

J400-16K

J400-19K

J400-22K

J400-25K

J450-16K

J450-19K

J450-22K

J450-25K

J500-19K

J500-22K

J500-25K

J550-19K

J550-22K

J550-25K

接

ア

ク
溶

ー

※溶接姿勢は下向きを原則とする

特記以外は元請会社の施工とする。

余
長

角形鋼管

柱型主筋

柱型帯筋

▽

基礎柱型Ｃ×Ｄ

埋
込
長
さ
ｌ

基
礎
柱
型
高
さ
Ｈ

▽
基礎柱型上端

8
0
以
上

（注）基礎柱型の施工は

JASS5による

150

3
0

基礎梁上端

２．２

８
８

７ ７

角形鋼管

５５

３ ３

４４

角形鋼管

ロックナット（材質：Ｓ４５Ｃ 熱処理Ｈ）

１ １

J175-12K

J200-09K

J200-12K

J250-09K

J250-12K

J250-16K

J300-09K

J300-12K

J300-16K

J300-19K

J350-12K

J350-16K

J350-19K

J350-22K

J400-12K

J400-16K

J400-19K

J400-22K

J400-25K

J450-16K

J450-19K

J500-19K

J500-22K

J550-19K

J550-22K

J500-25K

J450-25K

J450-22K

J550-25K

J150-12K

ジャストベース
記号

(基礎柱上端から50mm下がりまで)

                (Ｆ値

●基礎コンクリート　普通コンクリート (21・24N/mm2) 以上

●柱材：角形鋼管(Ｆ値

                (Ｆ値 325N/mm2) - STKR490,BCP325,SHC490B・C

認定した有資格者が行う。

※１；現場施工及び施工管理は、ジャストベース施工技術委員会が

角形鋼管

型枠

無収縮モルタル材

シュート

シュート形状

基礎柱

【４本アンカーボルトタイプ】 【８本アンカーボルトタイプ】

２

６ ６

２

▽ アンカーボルト天

ｈ

725

785

880

720

660

Ｌ

38.1

φ
A
2

φdｈ ｈ

【アンカーボルト４本タイプ】

【アンカーボルト８本タイプ】 【アンカーボルト１２本タイプ】

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

●角型鋼管のベースプレートへの溶接は突合せ溶接とする。

開先条件はＪＡＳＳ６に準じ下表による。

●超音波探傷検査とし、合否の判定は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査基準・同解説」

テンプレート設置　：テンプレートをアンカーボルトに

上部からボルトにて固定し、テン

プレート中心線を、柱中心地墨に

インアンカーで固定する。

調整ボルトにて固定し垂直を確認する。

ｅ1

柱中心

テンプレート中心

許
容

差
誤 －５≦ｅ２≦５

－５≦ｅ１≦５

ｅ
2

▽ 基準高

５．３ 基礎柱型配筋及びコンクリート打設（元請施工）

５．４

５．５

調整する。レベル調整用ボルトで

１

２

３

４

（○印）

適用
適用角形鋼管　（該当するＦ値　○印）

６・８・９・１２

350×350

300×300

250×250

200×200

175×175

150×150

400×400

450×450

500×500

550×550

サイズ Ｆ=２３５N/mm2

６・９・１２

６・９・１２

６・８・９

６・８・９

６・８・９・１２

９・１２

ジャストベース

記号

フレームベース

フレームポスト

●鋼製クサビをロックナットとアンカーボルトの隙間に全数セットし、打ち込む。

基礎コンクリート清掃・水洗いの後、２

無収縮モルタルをシュートにより一方向

から注入する。（※１）

落下防止リブ

柱脚構成部材

12-D41×880

アンカーボルト

SD490

SD490

SD390

SD390

SD490

SD390

SD490

SD390

SD390

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

165

165

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

n-φ×L 材質 h

12-D51×990

12-D51×990 SD390

SD390

Ｆ=３２５N/mm2

６・９

６・９

６・８

６・８・９

６・８

６・８・９

６・８・９・１２

4-D29×660 SD490 165

4-D29×660

4-D29×660

4-D35×720 180

4-D35×720 180

4-D35×725 185

8-D35×720 180

4-D35×725 185

8-D35×720 180

8-D35×720 180

8-D35×725 185

8-D35×720 SD390 180

8-D35×725 190

8-D38×785 200

8-D41×880 210

8-D35×725 185

8-D38×785 200

8-D41×880 210

12-D38×785 200

12-D38×785 SD490 200

12-D38×785 200

12-D38×785 200

12-D41×880

12-D41×880 SD490 210

210

12-D41×880 210

230

12-D41×880 210

12-D41×880 210

230

t×A×A

ベースプレート

28×300×300

32×325×325

32×350×350

32×380×380

36×430×430

40×430×430

40×480×480

40×480×480

36×500×500

40×540×540

45×540×540

40×580×580

50×600×600

50×640×640

55×640×640

40×640×640

45×670×670

50×710×710

60×710×710

60×710×710

50×710×710

55×740×740

55×800×800

60×840×840

65×840×840

60×850×850

65×920×920

65×920×920

210 60×760×760

60×760×760

６・８・９・１２

６・８・９

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

Ｆ=２９５N/mm2

６・９・１２

６・９・１２

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

６・８・９・１２・１４・１６・１９

９・１２

９・１２・１４・１６

ジ

ャ

ス

ト

ベ

ス

柱

脚

工

法

標

準

仕

様

一

覧

表

（

Ｊ
Ｅ

型

（

（

形

管

鋼

角

Ⅱ

（

コーナー

Ｒ

５

６

８

７

フレーム部材(テンプレート含む）

無収縮モルタル

１

２

３

４

ベースプレート

アンカーボルト

ジャストリング

座金

（注）１２本アンカーボルトタイプ図は省略

ロックナット及び固定用クサビ

定着ナット及び固定用クサビ

●鉄筋　：　異形鉄筋　SD295(D10～D16) SD345(D19～D25)

235N/mm2) - STKR400,BCP235,SHC400B・C

295N/mm2) - BCR295,JBCR295,TSC295

固定用クサビの設置（元請施工）

※（　）はＢＣＰのみ適用

９・（１２）

９・（１２）

による。

（財）日本建築センターＢＣＪ評定－ＳＴ０１５３－０７（平成３０年１１月１６日付） 工

施

計

設 ●柱脚の選定　：　別冊「ジャストベースカタログ」により設計者が選定する。

●現場施工　　：　別冊「ジャストベース施工ガイド」によりジャストベース認定施工業者が行う。

●柱脚の溶接　：　別冊「工場製作管理要領書」により鉄骨工場にて溶接施工を行う。

30N/mm2以下 

アンカーボルト（材質：ＪＢ-ＳＤ３９０・ＪＢ-ＳＤ４９０）

定着ナット固定措置　：定着ナットをアンカーボルト下部

900×900

500×500

530×530

550×550

560×560

620×620

620×620

650×650

680×680

700×700

740×740

740×740

780×780

800×800

830×830

830×830

850×850

870×870

900×900

920×920

920×920

950×950

1,000×1,000

1,000×1,000

1,050×1,050

1,050×1,050

1,080×1,080

1,130×1,130

1,130×1,130

1,000×1,000

25×94

座金

t×φD

19×74

19×74

19×74

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

25×94

25×100

22×88

25×100

25×100

25×100

25×100

25×100

25×94

25×94

25×94

25×94

25×100

25×100

28×119

28×119

800

550

600

700

750

800

800

550

800

800

850

850

600

600

600

600

600

600

600

600

750

750

800

800

800

800

800

850

850

850

12,000

17,000

21,000

30,000

47,000

47,000

61,000

66,000

80,000

89,000

90,000

119,000

129,000

148,000

156,000

159,000

182,000

207,000

220,000

219,000

248,000

266,000

289,000

303,000

351,000

379,000

397,000

452,000

490,000

502,000

柱脚回転剛性

kN･m/rad

D13 @ 150

D13 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

設計基準強度

（N/mm2 ）

12-D16

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

12-D16

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

16-D22

12-D19

16-D22

12-D22

16-D25

12-D22

16-D22

16-D25

24-D25

16-D22

16-D25

20-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

32-D25

24-D25

24-D25

D16 @ 100

D16 @ 100

D16 @ 100

32-D25

D13 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 100

D16 @ 100

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

帯筋主筋
備考

C×D（標準寸法）C×D（最大寸法）

寸法（ｍｍ）

ＲＣ基礎柱型（下記の寸法・配筋とする）

H

以上

620×620

650×650

670×670

680×680

740×740

740×740

850×850

800×800

900×900

940×940

940×940

980×980

1,000×1,000

1,030×1,030

1,030×1,030

1,050×1,050

1,070×1,070

1,100×1,100

1,100×1,100

1,120×1,120

1,120×1,120

1,150×1,150

1,200×1,200

1,200×1,200

1,200×1,200

1,250×1,250

1,250×1,250

1,280×1,280

1,330×1,330

1,330×1,330

６・８・９・１２・１６・１９

６・（９）

９・１２・（１６）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２

９・１２・１６・１９・２２

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）・（３２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）・（３２）

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

６・８・９・（１２）

６・８・９・１２・（１６）

６・８・９・１２・１６・１９

６・８・９・１２・１６・１９

１２・１４・１６・１９・２２・２５

１２・１４・１６・１９・２２

１２・１４・１６・１９

６・８・９・（１２）

６・８・９・１２・（１６）

６・８・９・１２・１６・（１９）

※設計基準強度が21N/mm2以上と

24N/mm2以上 の仕様があります。

（但しFcの上限値は全機種30N/mm2）

頂部フックが不要です。

※トップフープはダブルフープ。

※ジャストベース(JEⅡ型)工法の柱型主筋は

Ｄ29(SD490)

呼径

呼径

呼径

呼径

ア
ン
カ
ー
長
Ｌ

φＤ２

φＤ１ φＤ２φＤ１φＤ２φＤ１

フレームベース設置：柱中心地墨に対し、平面位置を

フレームベースを水平にする。

アンカーボルト設置：フレームポスト上部の部材にアンカー

調整後、フレームベースをホール

位置に取り付け、アンカーボルト

と定着ナットの隙間に鋼製クサビ

を打ち込む。

鉄骨柱の建入れ（元請施工）

ジャストリング設置及びロックナット本締め（元請施工）

●ジャストリングを全数設置し、レンチ等でロックナットを本締めする。

　トルク値は３００Ｎ・ｍとする。（マーキング等による確認推奨）

ベースプレート（材質：ＳＮ４９０Ｂ又はＴＭＣＰ３２５Ｂ）

呼径

孔径φ（３．５Ｃ面取）
孔径φ（３．５Ｃ面取）

4-R4-R
孔径φ（３．５Ｃ（２．５Ｃ）面取）

（2.5CはD51用）

資料番号：ＪＢ（ＪＥⅡ）－０３－０２

J350-16K〇

【管理棟】
ジャストベース（ＪＥⅡ型）柱脚工法
設計施工標準図

ジャストベース（ＪＥⅡ型）柱脚工法設計施工標準図

2023年  3月登録　２２（１）第０５８７号
*/**
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構造設計１級建築士　第　4097号　浜口 修也
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株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

S-
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

2023年  3月

Ｃ Ａ
Ｂ

Ｅ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｅ

Ｃ Ａ
Ｂ

Ｅ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｃ Ａ
Ｂ

Ｅ

Ｄ

Ｆ

Ｃ

Ａ
Ｂ

Ｅ

Ｅ

Ｄ
Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｅ

Ｄ

Ｆ

Ｄ

Ｃ

Ｂ
Ａ

開口径
1％以上1％未満

2組1組　　 H＜150

3組2組150≦H＜300

3組3組300≦H 　　

（２）　孔際あばら筋の組数は、下表の標準組数以上とする。

（１）　開口部あばら筋の組数は、開口が無いとした場合に配置されるあばら筋組数以上とする。

【開口に対して片側に配置する孔際あばら筋の標準組数】

ダイヤレンＮＳ

【1　組】 【2　組】 【3　組】

50

孔際あばら筋

ダイヤレンＮＳ ダイヤレンＮＳ

孔際あばら筋 孔際あばら筋50

50

50 5050※ ※ ※

４．開口部あばら筋の配筋要領

ダイヤレンＮＳ設計・施工標準仕様書

【ダイヤレンＮＳ　標準形状】

８．ダイヤレンＮＳ標準製品寸法表１．一般事項

サイズ
寸　　法

A CB D E
Ⅰ 6 205 115 127 45

205 115 45

205

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

8

10

13

16

210

230

95

80

100

127

155

183

183

55

65

65

289

289

289

296

325

100φ

(H≦115)

スリーブ径
(対応径)

形状 Ho

① 204

①

重量
(kgf/枚)

②

②

③

205

206

211

227

0.55

0.85

1.14

2.01

3.46

（特記外単位：mm）

45

45

F

45

48

55

５．開口部上下補強要領（350φ以上の場合）

（１）　本仕様書は、ダイヤレンＮＳの標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本仕様書に

　　　　優先して適用する。

（２）　本設計仕様に記載のない事項については、建築基準法・同施行令、（一財）日本建築センター及び

　　　　（一社）日本建築学会の関連する諸指針や諸規準、ダイヤレンＮＳ技術マニュアルによる。

（１）　開口の左右に配筋する1組目の孔際あばら筋の間隔が梁せいの1/2以上または450mm以上（開口径で

　　　　350mm以上）になる場合は、開口部上下補強筋と水平補強筋により主筋を拘束するための補強を行う。

（２）　開口部上下補強筋は、一般部あばら筋と同径以上かつ同鋼種とし、一般部あばら筋のピッチ以下と

　　　　なるように配筋する。（丸鋼及びインデントは不可）

（３）　梁幅が400mm未満もしくはコ型補強筋の梁主筋側重ね長さが25d（dは鉄筋の呼び径）以下の場合は、

　　　　Ｕ型またはΠ型の形状で補強を行う。

（４）　水平補強筋は、一般部あばら筋より1段上の径以上とし（SD295A程度）、開口径の2.5倍以上の長さとする。

開口上下部分の補強要領（Ｕ型補強筋で補強する場合の例）

腹筋

ダイヤレンＮＳ

水平補強筋

水平補強筋

ダ
イ

ヤ
レ

ン
Ｎ

Ｓ

＋

キャップタイ

Ｕ型補強筋

D

　40mm以上とする。
※印部分のかぶり厚さは2.5H以上

（水平補強筋の長さ）

※

※
　　一段上の径以上)
(一般部あばら筋より
水平補強筋

H≧350

開口部上下補強筋
450mm以上

７．施工における注意事項

ダイヤレンＮＳ

保持鉄筋（SD295A程度）

（１）　補強設計によってダイヤレンＮＳが3枚以上になった場合で中子筋が無い場合は下図のように

　　　　保持鉄筋等に結束する。

（２）　ダイヤレンＮＳはあばら筋に対して斜め45度の傾きをもって必要な耐力が期待できるため、

可 可 不可 不可

２．使用材料の適用範囲

（１）　コンクリート

（２）　鉄筋

　　　　　・ダイヤレンＮＳ：KSS785-K（MSRB-0004）、MK785（MSRB-0067）

柱 柱

３．貫通孔適用範囲

（１）　開口の形状は円形または多角形とし、多角形の場合はその外接円を開口とみなす。

（２）　開口径（H）は開口外径とし、750mm以下かつ梁せいの1/3以下とする。ただし、上下に複数の開口を

　　　　設ける場合は、当該複数孔の開口径の合計は梁せいの1/3以下とする。

（３）　隣接する開口の水平及び鉛直方向中心間距離（L）は開口径の3倍以上とし、隣接する開口の径が異なる

（５）　水平方向の開口位置は、柱際から開口中心までの距離（L'）を梁せい以上とする。

D

　　　　場合は、両開口径の平均値の3倍以上とする。また、上下に複数の開口を設ける場合には、最大径の

　　　　範囲内にその他の開口を配置することとする。

 　　　 ただし、ダイヤレンＮＳをあばら筋の内側に施工することとする。

L'≧D L≧(H1＋H2)/2×3

H1 H2

HC1

HC2

（４）　へりあき（HC1,HC2）の最小寸法は下式による。

　　　　　へりあき≧(ダイヤレンＮＳのE寸法－開口径H)/2＋ダイヤレンＮＳの鉄筋径/2

H3,H4≦750mm かつ Σ(H3,H4)≦D/3

HC1,HC2≧(ダイヤレンＮＳのE寸法－H1)/2＋ダイヤレンＮＳの鉄筋径/2

L≧(H3＋H4)/2×3

H3＜H4のとき、
H3をH4の範囲内に配置する

L'≧1.5D

H3

H4

H1,H2≦750mm かつ H1,H2≦D/3

　　　　下図の「可」のように施工すること。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

230

230

235

240

240

140

140

125

110

110

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

325

325

332

339

339

(H≦141)

125φ

①

①

②

②

③

222

223

227

232

234

0.60

0.94

1.27

2.26

3.57

45

45

48

50

50

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

255

255

260

260

265

165

165

150

130

135

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

360

360

367

367

374

(H≦166)

150φ

①

①

②

②

③

239

240

245

246

251

0.66

1.03

1.38

2.41

3.88

45

45

47

47

50

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

280

280

285

285

290

190

190

175

155

160

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

395

395

403

403

410

(H≦191)

175φ

①

①

②

②

③

257

258

263

264

269

0.71

1.12

1.50

2.61

4.19

45

45

47

47

50

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

305

305

310

310

320

215

215

200

180

190

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

431

431

438

438

452

(H≦216)

200φ

①

①

②

②

③

275

276

280

282

290

0.77

1.20

1.61

2.81

4.57

45

45

47

47

50

50

50

45

45

45

5.31

3.29

1.83

1.40

0.89

326

324

316

315

314

②

②

②

①

①

250φ

(H≦270)

523

523

509

509

509

80

65

55

45

45

226

183

155

127

127

210

240

250

270

270

370

370

360

360

360

16

13

10

8

6

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

50

50

45

45

45

5.93

3.69

2.05

1.57

1.01

361

359

351

350

349

②

②

②

①

①

300φ

(H≦320)

593

593

579

579

579

80

65

55

45

45

226

183

155

127

127

260

290

300

320

320

420

420

410

410

410

16

13

10

8

6

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

50

50

45

45

45

6.55

4.09

2.28

1.75

1.12

396

395

386

385

384

②

②

②

①

①

350φ
(H≦370)

664

664

650

650

650

80

65

55

45

45

226

183

155

127

127

310

340

350

370

370

470

470

460

460

460

16

13

10

8

6

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

※寸法は、鉄筋の芯－芯間とする

　開口中心までの距離

※表中Hoは、かぶり厚さ40mm、あばら筋16mmとした場合のコンクリート面から

　厚さを40mmとした場合の開口外径

※対応径は、スリーブ面とダイヤレンＮＳ内リング筋の内側面までのかぶり

60

60

50

45

60

60

50

45

60

60

50

45

60

60

50

45

55

55

50

45

55

55

50

45

55

55

50

45

55

55

50

45

45

45

19.05

11.94

7.35

4.11

18.11

11.32

6.95

3.89

17.17

10.69

6.55

3.67

16.24

10.07

6.16

3.44

14.92

9.18

5.68

3.17

13.98

8.56

5.28

2.95

13.04

7.94

4.88

2.73

2.10

12.11

7.31

4.48

2.50

1.92

780

700

685

676

745

665

649

641

710

630

614

605

674

594

579

570

625

545

536

528

589

509

501

492

554

474

466

457

456

519

439

430

422

421

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

①

④

②

②

②

①

750φ

700φ

650φ

600φ

550φ

500φ

450φ

400φ

(H≦750)

(H≦730)

(H≦680)

(H≦630)

(H≦570)

(H≦520)

(H≦470)

(H≦420)

1432

1272

1244

1230

1362

1202

1173

1159

1291

1131

1103

1088

1220

1060

1032

980

820

806

791

791

909

749

735

721

721

1018

1121

961

947

933

1050

890

876

862

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

45

80

65

55

80

45

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

127

292

226

183

155

127

806

740

750

760

756

690

700

710

706

640

650

660

656

590

600

610

586

520

540

550

536

470

490

500

486

420

440

450

470

436

370

390

400

420

900

900

880

870

850

850

830

820

800

800

780

770

750

750

730

720

680

680

670

660

630

630

620

610

580

580

570

560

560

530

530

520

510

510

16

13

10

16

16

13

10

16

16

13

10

16

16

13

10

16

16

13

10

16

16

13

10

16

8

16

13

10

8

16

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

16

13

10

16

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

16

16

16

16

16

16

16

16

230 65154 237 455 57 ⑤ 6.14 292

237 65 ⑤

237 65 ⑤

237 65 ⑤

237 65 ⑤

240 164 469 49 6.31 299

189 504 49 6.78 316

290 214 540 49 7.25 334

320 244 582 52 7.82 355

370 276 292 80 683 50 ④ 9.11 406

④

④

420 326 292 80 753 50 10.04 441

470 376 292 80 824 50 10.98 476

※へりあきの最小寸法

D
E

265

②1箇所溶接型
　(2重リング)

③2箇所溶接型
　(2重リング)

④1箇所溶接型
　(3重リング)

⑤3箇所溶接型
　(3重リング)

①一筆型
(2重リング)

（６）　上下に複数の開口を設ける場合の水平方向の開口位置は、L'を梁せいの1.5倍以上とする。

　　　 　　　　　　　＋あばら筋径＋かぶり厚さ(40㎜以上)

　　　　　＋あばら筋径＋かぶり厚さ(40mm以上)

　位置とし、標準は50mmとする。

※必要なかぶり厚さを確保した

（かぶり厚さ40mm、あばら筋径を16mmと仮定した数値）

ダイヤレンＮＳを使用した場合のコンクリート面から

開口中心までの距離（Ho）を左表に示す。

かぶり厚さ＋あばら筋径

６．施工要領例

（１）　型枠上に開口の位置と開口径等を墨出しする。

　　　　（束ね配筋は、2組までは束ねることができるが、3組以上は束ねてはならない。）

（５）　孔際あばら筋を配筋するのが困難な場合は、束ね配筋にすることができる。

（３）　ダイヤレンＮＳを左右の孔際あばら筋の間から挿入し、孔際あばら筋等に4か所以上結束する。

（４）　スリーブをダイヤレンＮＳのスリーブ受け筋にセットし、針金等で固定する。

（２）　補強設計上必要な孔際あばら筋と一般部あばら筋を配筋する。孔際あばら筋は、1組目は必要なかぶり厚さを

　　　　確保した所定の位置に配置し、2組目以降はそれぞれ50㎜ピッチで配筋する。孔際あばら筋と一般部あばら筋

　　　　の間隔は、設計ピッチ以下とする。

（６）　開口部周囲のそれぞれの鉄筋のかぶり厚さが適正に確保されていることを確認する。

型

　　　　Fc＝21～100N/mm

　　　　　・主筋　　　　　：基準強度295～490N/mm のJIS鉄筋、490を超え685N/mm 以下の大臣認定品

　　　　　・あばら筋　　　：基準強度295～490N/mm のJIS鉄筋、490を超え1275N/mm 以下の大臣認定品

2 2

2 2

一般部あばら筋比（p ）w

2

（一財）日本建築センター　ＢＣＪ評定-RC0124-08

E'

E'＝E/2＋鉄筋径/2

Ho

Ho＝かぶり厚さ＋あばら筋径＋E'

登録　２２（１）第０５８７号
*/**

１級建築士（大臣）　第236981号  渡邉 桂司

１級建築士（大臣）　第248850号
構造設計１級建築士　第　4097号　浜口 修也

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事
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梁貫通孔補強材

【管理棟】梁貫通孔補強材　標準仕様書（参考）







株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

S-
1/100 (A1)

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

B

C

A

D

1

2,
05

0

12
,5

00

8
,4

00

2 3

△
柱
芯

7,290
7,015

4

40,875

5

5,965

6 7

8,000

▽柱芯

△柱芯

7
,8

50

杭伏図　1/100

P1 P1 P1 P1

P1 P1 P1 P1

P1 P1 P1

P1 P1 P1

【管理棟】杭伏図・杭リスト

8,050

2023年  3月

杭リスト

杭工法：プレボーリング拡大根固め工法（大臣認定工法）

　　　　また、根固め液は認定基準に基づくメーカー仕様とする。

杭符号

P1

記号 杭径(mm)・杭種杭
（区間）

杭長
(m)

8.0

13.0
1.4

杭全長
(m)

21.0
650

(1.18)

杭天端
設計GL-

(m)

根固め部径
(mm)

（拡大比ωp）

650

拡大
掘削部径

(mm)

拡翼掘削
部長
(m)

-

杭下拡大根
固め部長さLL

(m)

0.50 1800 kN/本

長期支持力 本数 杭先端深さ

GL-22.4ｍ14本
下杭

上杭

JP-NPH φ500-400-500（A種105N）

備考

PJ継手
本数・径

12-D25

定着長さ

40d

杭頭補強筋
（パイルスタッド工法）

(KSW490材)

　　　　（Smart-MAGNUM工法同等）

下表支持力が確保できる仕様とすること。

登録　２２（１）第０５８７号

 杭頭レベルはGL-1,400とする。

特記無き限り下記による

１級建築士（大臣）　第236981号  渡邉 桂司

１級建築士（大臣）　第248850号
構造設計１級建築士　第　4097号　浜口 修也

JP-CPRC φ500（Ⅳ種105N）

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事
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株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

S-
1/100 (A1)

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

B

C

A

D

1

2
,0

50

12
,5

00

8
,4

00

2 3

△
柱
芯

7,290
275 7,015

4

40,875

5

5,965

6 7

8,0008,050

▽柱芯

△柱芯

7
,8

50

基礎伏図　1/100

 土間コンクリート

F1 F1 F1 F1

F1 F1 F1 F1

厚さ
全　　域

長辺方向

全　　域

短辺方向
位置

上端筋

下端筋
150

D10@200

D10@200 D10@200

D10@200

スラブリスト

符号

土間
コンクリート

F1 F1 F1

F1 F1 F1

GL

10
0
5
0

1
00

1,
10

0

P1

3
00

下
端

筋

上
端

筋

上端筋

下端筋

6-D19

6
-D

19

6
-D

16

6-D16

ベース筋配筋要領図

コーナー部分

Ｆ１

【管理棟】基礎伏図・基礎リスト2023年  3月

3
5d

杭頭接合部要領図

▽基礎下端

D
（

杭
径

）

基礎コンクリート打設時に施工

スタッド溶接

中詰コンクリート　Fc=24N/mm2

12-D25（SD345） L=1,000mm

接合鋼板

登録　２２（１）第０５８７号

中詰めコンクリート

 基礎天レベルはGL-400とする。

 土間天レベルはGL-1050(1FL-1650)とする。

特記無き限り下記による

１級建築士（大臣）　第236981号  渡邉 桂司

１級建築士（大臣）　第248850号
構造設計１級建築士　第　4097号　浜口 修也

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事
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株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

1/100 (A1)

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

【管理棟】１階梁床伏図・コンクリート部材リスト
S-

C

A

D

1

2,
05

0

1
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8
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00

2 3

△
柱

芯

7,290
7,015

4

40,875

5

5,965

6 7

8,0008,050

▽柱芯

△柱芯

7
,8

50

１階梁床伏図（見下げ）　1/100

FC1 FC1

FC1

FC1

FC1

FC1

FC1

FC1

FC1

FC1

FC1

FC1

FC1

FG2 FG2 FG1 FG1 FG1

FG
1

FG
1

FG1 FG2 FG2 FG1 FG1 FG1

S1

S2 S2

S2

S2 S1

S3

S3

S3

S3 S3

S3S3S4

S4 S4

S4

FG1

S2

Fb
1<

-9
50

>

Fb4<-850> Fb4<-850>

B

FC
G1

F
CG

1

FC
G1

FC
G1

F
CG

1

Fb10 Fb10Fb9Fb8

Fb10 Fb10Fb9Fb8

F
CG

1
FC

G1

FC
G1

F
CG

1

Fb
1<

-8
00

>

Fb3<-300>

Ｘ

Ｙ

FG
3

FG
3

FG
3

FG
3

FG
3

FS1
[-1250]

左
端

右
端

右端左端

Fb5<-850>Fb
2<

-3
00

>

FC1

S1

S3

S3

Fb
2<

-3
00

>

符号

位置

Ｂ×Ｄ

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

腹　筋

断面

全断面

-D10@200

Fb1

2-D10

3-D22

300x700

3-D22

両端 中央

-D10@200

2-D10

300x700

3-D22 3-D22

3-D22/2-D19

Fb2

両端 中央

4/2-D25

4-D25

4-D25

4-D25

-D10@150

400x1200

6-D10

Fb3

3-D22

両端 中央

350x800

3-D22

3-D22

3-D22

3/2-D22

-D10@200

4-D10

Fb4 Fb6

中央

3-D22

3-D22

350x800

4-D10

-D10@150

左端 右端

3/2-D22

3/2-D223-D22

3-D22

Fb5

中央

3-D22

350x800

4-D10

-D10@150

左端 右端

3-D22

3/2-D22

3/2-D22

3-D22

3-D22

小梁リスト　S=1/30

1FL

両端 中央

350x800

3-D22

4-D10

3/2-D22 3-D22

3-D22

Fb7

-D10@200

Fb8

300x750

左端・中央

3-D22 3-D223-D22

3-D22

左端

3-D22

3-D22

3-D22

3-D22

全断面

-D10@200

300x750

Fb9

-D10@200

300x750

Fb10

大梁・片持梁リスト　S=1/30

符号

位置

1F階

断面寸法

上端筋

下端筋

あばら筋

腹筋

FG1

全断面

500 x 1000

-D10-@150

4-D13

1FL

500

4/4-D22

4/4-D22

1
0
0
0

9
0
0

FCG1

元端 先端

550

550 x 1000 550 x 750

4-D25

6/4-D22

550

4-D13

-D13-@150

FG2

全断面

500 x 1000

-D10-@150

4-D13

500

1
0
0
0

3/3-D22

3/3-D22

9
0
0

全断面

FG3

Ｄ

Ｂ

1
0
0
0

9
0
0

9
0
0

7
5
0

-D10@150

2-D10 2-D10 2-D10

3-D22/2-D16 3-D22/2-D16

右端 中央・右端
t＜180

D10@200 ﾀﾃﾖｺ 
ｼﾝｸ゙ ﾙ(端部1-D13)

意
匠

図
寸

法
に

よ
る

立上り壁配筋要領図

 ※土間スラブの鉄筋を地中梁に定着させる。

 <　>内数値は、1FLからの梁天端レベルを示す。

 [　]内数値は、1FLからのスラブ天端レベルを示す。

 基礎柱 FC1 は柱脚配置図による。

 ※土間スラブの撤去は不可である。

B
補強主筋

補強横筋

但し、H ＜ 100

補強主筋

の場合は、 補強不要

B ＜ 350
B ≧ 350

の場合
の場合

2-D16
3-D16

補強あばら筋 梁あばら筋と同径、 同ﾋ゚ ｯﾁ

補強横筋 H ≧ 300の場合のみD10@250

H
L
2

D

基礎梁増打補強要領図

補強あばら筋

ＥＶピット 配筋要領図 　S=1/30

土間ｽﾗﾌﾞと地中梁の取合い部補強要領

L2

余
長
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※本工法が採用された限り、本図書を使用する。

【管理棟】柱脚配置図　ベースパック柱脚工法
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※本工法が採用された限り、本図書を使用する。

【管理棟】柱脚配置図　ハイベースNEO工法
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※本工法が採用された限り、本図書を使用する。

【管理棟】柱脚配置図　ジャストベース（ＪＥⅡ型）工法

B

C

A

D

1

2,
05

0

12
,5

00

8
,4

00

2 3

△
柱
芯

7,290
7,015

4

40,875

5

5,965

6 7

8,0008,050

▽柱芯

△柱芯

7
,8

50

１階梁床伏図（見上げ）　1/100

 柱脚部のみS=1/30で作図

J350-16K

J350-16K

J350-16K

J350-16K

J350-16K

J350-16K

J350-16K

J350-16K

J350-16K

J350-16K

J350-16K

J350-16K

J350-16K

J350-16K

符号

Ｂ×Ｄ

主筋

フープ筋

断面

基礎柱リスト　S=1/30

FC1

D13-@100

800x800

Ｄ

Ｂ

16-D22

2023年  3月登録　２２（１）第０５８７号

特記無き限り下記による

１級建築士（大臣）　第236981号  渡邉 桂司

１級建築士（大臣）　第248850号
構造設計１級建築士　第　4097号　浜口 修也

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

25

2,
05

0

6,600
275

27
5

27
5

4,970



株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

S-
1/100 (A1)

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

【管理棟】2階・R階梁床伏図2023年  3月登録　２２（１）第０５８７号

は、SN490B材を示す。

 △ は梁の継手位置を示す。

 ▲ は大梁の切断・溶接加工を示す。

 <　>内数値は、FLからの梁天端レベルを示す。

 [　]内数値は、FLからのスラブ天端レベルを示す。

特記無き限り下記による

 デッキプレートはDS1とする。

 大梁継手は柱面から500とする。

 梁天端レベルはFL-130とする。

 は、デッキプレート敷込み方向及びスパンを示す。
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 基礎柱はFC1とする。

特記無き限り下記による

 大梁継手は柱面から500（柱芯から675）とする。

 梁天端レベルはFL-130とする。

G400

DS35
Fabluxe

縦胴縁:C-100x50x20x2.3@600

▽1FL

▽2FL G600

G400

G600 G600

G400 G400

G600

G400

G600

G400

C1 C1 C1 C1 C1
C1 C1

C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2

G600

CG400

1 2 3

7,015
7,290

4

40,875

5

5,965

6 7

8,0008,050

△
柱
芯

▽GL

P1

F1

P1

F1

P1

F1

P1

F1

P1 P1 P1

F1 F1 F1

縦胴縁:C-100x50x20x2.3@600

G400

G390

B C

8,400
2757,850△

柱
芯

▽
柱
芯

▽軒高さ

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

6

8,000

Bフレーム軸組図　1/100

P2 P2

sb150

G390

G400 G400sb350sb350sb350

sb350

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽軒高さ

H-150×150×7×10

H-150×150×7×10

▽軒高さ

B+2,440通り　詳細図　1/30

7

7

sb150sb150 sb150

sb150 sb150

sb150

sb350

1,825

sb150

 は、基礎梁打増し補強を示す。

 は、縦胴縁を示す。

sb150

4PL-12

GPL-6　中ボルト　2-M12

H-150×150×7×10

RibPL-9

GPL-9　HTB　2-M20

H-150×150×7×10 H-150×150×7×10

▽1FL

ネコ L-75×75×6　L=80
中ボルト　1-M12

C-100×50×20×2.3　@600

▽1FL

縦胴縁
C-100×50×20×2.3　@600

C-100×50×20×2.3

A.Bolt 1-M12 L=360 @1200

中ボルト　1-M12
ネコ L-75×75×6　L=80PL-6×90×90

座金

１級建築士（大臣）　第236981号  渡邉 桂司

１級建築士（大臣）　第248850号
構造設計１級建築士　第　4097号　浜口 修也

FG1 FG1 FG1 FG1FG2 FG2

FG2 FG2FG1 FG1 FG1 FG1

7-1,960通り　軸組図　1/100

B+2,440通り　軸組図　1/100

胴縁柱脚部取付要領図　1/30

HB2 HB2

P1 P1 P1 P1 P1 P1

P1

P1
P1P1 P2 P2

HB1

HB2 HB2

P1 P1 P1 P1 P1 P1
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P1 P2

HB1HB1 HB1

P2P1

P1 P1

P1 P1

HB1

HB1 HB1 HB1HB1 HB1

1,
50

0
1
,5

0
0

CG440

CG440

C-100×50×20×2.3

柱廻り補強
縦筋：12-D13
横筋：D13@150

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事
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株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

S-
1/100 (A1)

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

CG390b

G588B CG588b

C2

C1

CG390b

CG588b

C2

C1

△
柱

芯
△

柱
芯

▽
柱

芯
▽

柱
芯

G390B

▽1FL

▽GL

▽2FL

▽軒高さ

▽1FL

▽GL

▽2FL

▽軒高さ

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

G588B

C1

C2

CG390a

C2

CG390aG390B

G588B

C1

C2

CG390a

C1

C2

CG390aG390A

CG588a

CG390a

G588B

C2

C1

CG390a

CG588b

C2

C1

△
柱

芯

▽
柱

芯

G390B

CG588bCG588a CG588a

△
柱

芯

▽
柱

芯

CG400

G588A

C1

C2

CG400

C1

C2

G390A

CG440 CG440

DS35 DS35

B C

8,400

６フレーム軸組図　1/100

2757,850△
柱
芯

▽
柱
芯

B C

8,400

２フレーム軸組図　1/100

2757,850

B C

8,400

３・４フレーム軸組図　1/100

2757,850

B C

8,400

５フレーム軸組図　1/100

2757,850

B C

8,400
2757,850

１フレーム軸組図　1/100

△
柱
芯

▽
柱
芯

△
柱
芯

▽
柱
芯

△
柱
芯

▽
柱
芯

△
柱
芯

▽
柱
芯

【管理棟】軸組図2

P1

F1

P1

F1

P1

F1

P1

F1

P1

F1

P1

F1

FG1

FCG1FG3 FCG1 FCG1FG3 FCG1 FCG1FG3 FCG1 FCG1FG3

P1 P1

F1 F1

P1 P1

F1 F1

2023年  3月登録　２２（１）第０５８７号

FCG1

縦胴縁:C-100x50x20x2.3@600

1

CG588a

特記無き限り下記による

 基礎柱はFC1とする。

 大梁継手は柱面から500（柱芯から675）とする。

 梁天端レベルはFL-130とする。

C

▽1FL

▽GL

△
柱
芯

▽
1
F
L

▽
G
L

1,090.391,246.16

ささらPL-19

RibPL-9

▽2FL

ささらPL-19

ささらPL-19

△柱芯

□-150×150×6

ささらPL-19

BPL-16×200×350
A.Bolt　2-M16　L=400
Wナット　フック付き

BPL-16×300×150
A.Bolt　2-M16　L=400
Wナット　フック付き

ささらPL-19

ささらPL-19

H-200×200×8×12

ささらPL-19

ささらPL-19

PL-19

PL-19

G
P
L-

1
2　
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2
-
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0
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さ
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ら
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9
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0
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0
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M
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2
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H
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M
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ささらPL-19
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段
板

P
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4
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さ
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ら
P
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1
9

□-150×150×6

G
P
L
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2
　

H
TB

　
2
-
M2

0

TP
L
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×
2
0
0×

31
0

HT
B
　

2
-M

2
0

GPL-12　HTB　2-M20

L-65×65×6
GPL-6×80×150
HTB　2-M16

L-65×65×6
GPL-6×80×150
HTB　2-M16

△
柱

芯

▽
柱

芯

CG400

C1

C2

CG400

C1

C2

G390A

CG440 CG440G588A

FG1

P1 P1

F1 F1

７フレーム軸組図　1/100

B C

8,400
2757,850△

柱
芯

▽
柱
芯

GPL-19　HTB　2-M20

PL-19

H-200×200×8×12
250

250

は、SN490B材を示す。

 は、地中梁打増し補強を示す。

 は、縦胴縁を示す。

R
ib

P
L-

9
（

２
枚

）

C1

１級建築士（大臣）　第236981号  渡邉 桂司

１級建築士（大臣）　第248850号
構造設計１級建築士　第　4097号　浜口 修也
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P1

※Y2-2190通りの
壁支持材を示す。 P1P1

階段詳細図　1/50
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設計

工事名称

図面名称 縮尺

符号

2F

G588B

G588C

RF

部材

H-588x300x12x20

H-588x300x12x20

H-600x200x11x17G600

G400

G390B

G390A

G588A

H-588x300x12x20

H-588x300x12x20

H-588x300x12x20

両端部SN490B材

CG440

CG400

H-390x300x10x16

H-390x300x10x16

H-390x300x10x16

H-390x300x10x16

H-400x200x8x13

H-400x200x8x13

柱側SN490B材

柱側SN490B材

CG588b

CG390b

CG588a

CG390a

大梁・片持梁リスト

符号

断面

BCR295

C1

BCR295

C2

1階 2階

□-350x350x16.0 □-350x350x12.0

片側ハンチ
BH-768x300x12x25

フランジ

ウェブ

PL-440×110×12(内添板)

PL-440×300×12(外添板)

8-M20

5-M202PL-320×170×9

440

40 40

90

45 45〃 〃45 45

90

170

4040

10

440

40 40

90

45 45〃 〃45 45

4
4
0

1
5
0

3
0
0

3
5

4
0

4
0

3
5

6
0

3
2
0

〃
〃

4
0

4
0

6
0

フランジ

ウェブ

PL-530×300×12(外添板)

2PL-440×290×9

10-M20

8-M20

10

15
0

30
0

3
5

40
4
0

3
5

60 60

290

40 90 40

4045〃〃45
90

45〃〃4540

530

530

40 45〃〃4545〃〃45 40
90

1
20

〃
1
20

40
4
0

44
0

H-588×300×12×20

フランジ

PL-410×200×12(外添板)

PL-410×80×12(内添板)

6-M20

4
0

40

12
0

〃

410

40 60 60 60 60 40
90

10

410

40 60 60 60 60 40
90

40 90 4060 60

290

1
20

1
20

4
0

4
0

44
0

60
0

20
0

ウェブ 2PL-440×290×9 8-M20

H-600×200×11×17

58
8

PL-530×110×16(内添板)

大梁・片持梁継手リスト　S=1/20

H-440x300x11x18

440

40 40

90

45 45〃 45 45

90

170

4040

10

440

40 40

90

45 45〃 〃45 45

3
5

3
9
0

2
6
0

4
0

4
0

〃
6
0

6
0

1
5
0 4
0

3
0
0

3
5
4
0

フランジ

ウェブ

PL-440×300×12(外添板)

PL-440×110×12(内添板)

2PL-260×170×9

8-M20

4-M20

フランジ

ウェブ

6-M20

4-M20

PL-410×200×9(外添板)

PL-410×80×9(内添板)

2PL-260×170×9

410

906060 606040 40

410
9040 40606060 60

40
0

170

90 4040

26
060

〃
6
0

12
0

20
0

40
40

40
40

10

H-390×300×10×16 H-400×200×8×13

小梁継手リスト２　S=1/20 特記無き高力ボルトはF10T(S10T)とする。

※ハンチ付きの場合、RH鋼側にフィラープレート設置
  t=4.5　SN400A　自然発錆処理

D13@150D13 D13D13

DS2
（バルコニー側）

（G600） （sb500）

D13@150D13@150

L=210

50-300
L=260

コ-200×80×7.5×11.0

（G600一部） （CG588*、CG440、G588A、G600一部）

PL-50x180x6.0
ピッチ400L-65x65x6.0 コンクリート止め

t=3.2
PL-50x50x6.0
ピッチ500

L-65x65x6.0

PL-50x50x6.0
ピッチ500

7

柱脚

BASE.PL

A.BOLT

備考

RF

支持柱

Rib.PL-6x330x150

B.PL-16x330x150(SN400B)

4-M16(有効埋め込み長さ35d＝560、180°フック付)
tb100取合い要領図

大梁 小梁 5
0

tb100

40

40
60

60

支持柱
□-150x150x6.0

PL-9.0

4-M16

50
50

150

300

B.PL-16x300x150

▽1FL

50
10

0
15

0

PL-4.5

300
A.BOLT 2-M16 L=400 ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ ﾌｯｸ付

120

符号

接合形式

DS1

ワイヤーメッシュ

30

6φ－100×100

QL99-50-12　同等品

大梁：スタッド φ16@300 L=80 ダブル

その他の梁：スタッド φ16@300 L=80 シングル

形状

D10 @200

1-D13

1-D13

1-D13

D10 @200

1-D13

120

H-440x300x11x18

L-65x65x6.0

シングルまたは
ダブル

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士事務所　　

図面No

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

登録　２２（１）第０５８７号

フランジ

ウェブ

H-300×150×6.5×9

PL-290×150×9(外添板)

PL-290×60×9(内添板)

2PL-200×170×6

4-M20

2-M20

フランジ

ウェブ

H-350×175×7×11

PL-290×175×9(外添板)

PL-290×70×9(内添板)

2PL-260×170×6

4-M20

3-M20

3
5
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●
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4040 6060
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9
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4
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●
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● ●

●
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●
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●

▽2FL

3-D13

D10＠150

福山市建設局建築部営繕課

S-
1/100 (A1)【管理棟】鉄骨部材リスト・部分詳細図2023年  3月
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H T B

G. PL PL-12.0

〃
〃

4
0

80
8
0

4
0

H-500×200×10×16

H T B

G. PL PL-12.0

H T B

G. PL PL-12.0

H-450×200×9×14

〃
40

4
0

70
70

H-400×200×8×13

H T B

G. PL PL-9.0

H-350×175×7×11

5-M20 3-M224-M20 4-M20

〃
8
0

8
0

H-300×150×6.5×9

H T B

G. PL PL-9.0

3-M20

sb300A

140

sb300B

H-300×150×6.5×9

H T B

G. PL

6-M22

PL-12.0

C-100×50×20×2.3

PL-6.0

中ボルト

G. PL

2-M12

60

6
0

〃

30
6
0

〃
30

60
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0

3
0

6030 6030

26
0

26
0
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0

26
0 1
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13

0

1
30

1
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30

5
0

8
0

柱断面リスト   S=1/20

階段詳細図　S=1/20

パラペット配筋図　S=1/30

合成デッキスラブリスト   S=1/30

ﾊﾞﾙｺﾆｰ先端 配筋図　S=1/30

30-3006

小梁・胴縁継手リスト１　S=1/20 特記無き高力ボルトはF10T(S10T)とする。

H-200×100×5.5×8

特記無き高力ボルトはF10T(S10T)とする。 スプライスプレートはSN400A材とする。

デッキ段差補強要領

同DS1

DS2

大梁：スタッド φ16@300 L=80,260 ダブル
片持梁：スタッド φ16@300 L=130 シングル
小梁：スタッド φ16@300 L=80 シングル

C-100×50×20×2.3　＠600

ネコ L-75×75×6　L=80
中ボルト　1-M12

C-100×50×20×2.3

GPL-6
中ボルト　2-M12＠150

支持梁H-200x200x8x12

ルーバー支持柱詳細図   S=1/10

ｻｻﾗ桁:PL-19

　主筋:8-D16　フープ:D10@100基礎柱 B×D:350×500　

〃

両側ハンチ
BH-768x300x12x25

特記なき部材は　SS400小梁・二次部材リスト

部材 G.PL BOLT 備考符号

 G.PL-12.0H-500×200×10×16

 G.PL-12.0

sb500

sb450

 G.PL-12.0H-400x200x8x13

 G.PL-9.0H-350x175x7x11sb350

 G.PL-9.0  HTB.3-M20

tb100

 HTB.5-M20

sb300A

 HTB.4-M20

 HTB.4-M20

 HTB.3-M22

H-450x200x9x14

H-300x150x6.5x9

sb300B  HTB.6-M22H-300x150x6.5x9

sb150

sb400

 G.PL-6.0 4T普通ボルト2-M12

 G.PL-12.0  HTB.2-M20

 HTB.4-M16

階段
踏板・踊場床:PL-4.5

階段支持梁

階段支持柱 □-150x150x6.0 STKR400

 G.PL-6.0  HTB.2-M16 SSC4002C-100x50x20x3.2

SSC400  ピッチ600

H-150x150x7x10  G.PL-9.0 横使い

 G.PL-12.0

SN400B

 G.PL-6.0  HTB.2-M16 SSC400

C-100x50x20x2.3

 HTB.2-M20

縦胴縁

HB2

P2

P1  G.PL-6.0 STKR400

□-100x100x4.5  G.PL-6.0

□-100x100x4.5  G.PL-6.0 STKR400

4T普通ボルト2-M12

4T普通ボルト2-M16

4T普通ボルト2-M16

□-100x100x3.2

STKR400

HB1  G.PL-6.0 4T普通ボルト2-M12□-100x100x3.2 STKR400

 G.PL-6.0 4T普通ボルト2-M12□-100x100x3.2 STKR400開口補強

H-200x200x8x12

ｻｻﾗ桁:PL-300(210)x19

 B.PL-16.0

 B.PL-16.0

ルーバー取付梁 C-100x50x20x3.2  ピッチ360

ルーバー支持柱 H-200×100×5.5×8

SN400B

頭付スタッドφ16@300

備考

φ16スタッド
48本以上

φ16スタッド
48本以上

φ16スタッド
48本以上

φ16スタッド
48本以上

φ16スタッド
48本以上

φ16スタッド
34本以上

φ16スタッド
34本以上
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福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

S-
1/100 (A1)

ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

H
1 H2

t
f2

t
f2

t
f
1

t
1

・通しダイヤフラム　SN490C
　ｔ1≧tf1、tf2の大きい方+6㎜を原則とする

　かつ、（H1-H2）+tf2+6㎜
・内ダイヤフラム　SN490B
　ｔ1≧tf1、tf2の大きい方+3㎜を原則とする

　かつ、（H1-H2）+tf2+3㎜

tf1、tf2　１つの柱に取合う各々の大梁フランジ厚さ

仕口の標準

　 ｔ2≧tf1、tf2の大きい方+6㎜

 H1、H2　　１つの柱に取合う各々の大梁せい

 　ｔ2≧tf1、tf2の大きい方+3㎜

t
f1

t2

▽GL

▽1FL

6
00

1

7,015

7

8,000

▽GL

▽1FL

6
00

C

8,400

B

2 6

7,290 25,585

2757,850

□
-
35

0x
35

0x
16 細長比

□
-
35

0x
35

0x
16

▽2FL

Fabluxe(ファブラックス)
DS35

D.PL-25.0

□
-3

50
x3

50
x1

2

H-588x300x12x20

G588C

D.PL-22.0

H-600x200x11x17

G600

□
-3

50
x3

50
x1

2

ノンスカラップ工法

D.PL-25.0

D.PL-32.0

ハンチ部加工要領同G588B

H-600x200x11x17

G600

□
-
35

0x
35

0x
16

□
-
35

0x
35

0x
16

▽2FL

細長比

□
-3
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x3
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x1

2

H-588x300x12x20

SS400　自然発錆処理

R

ノンスカラップ工法

4
1

CG588b

□
-3

50
x3

50
x1

2

G600:H-600x200x11x17

内D.PL-22.0
下フランジ曲げ加工R=200
ハンチ部 BH-768x300x12x25

D.PL-32.0

CG588bG588B

H-588x300x12x20

4,
05

0
4,

05
0

細長比 細長比

3
,9

00

CG390a

3
,9

00
5
80

5
80

R=200

SN490B

D.PL-25.0

PL-19.0 SN490C
右側詳細図参照

CG390a

H-390×300×10×16
H-390×300×10×16

G390B

G390A・G390B中央部施工要領図

ハンチ部リブプレート要領図
Lib.PL-12.0

D.PL-32.0
D.PL-25.0 D.PL-25.0

CG588a:H-588x300x12x20 CG588b:H-588x300x12x20
CG440:H-440x300x11x18

D.PL-32.0

D.PL-22.0

D.PL-32.0

内D.PL-22.0

内D.PL-22.0
D.PL-25.0

D.PL-25.0

CG440:H-440x300x11x18

大梁フランジ部共通

SN490B
sb400sb400

sb450 sb450

フィラープレート t=4.5

sb400
（断面未描画）

sb350

sb400sb400
sb500

tb100 tb100

tb100

G390:H-390×300×10×16
G400

H-400×200×8×13

D.PL-22.0

G400

H-400×200×8×13

G400

H-400×200×8×13

CG400:H-400×200×8×13

sb300A:H-300x150x6.5x9

tb100 tb100

tb100 tb100

C2 C2

C1 C1

C2 C2

C1 C1

細長比
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□
-
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0x
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0x
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□
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C1
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□
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□
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x1

2

C2

C1

細長比

細長比

△
柱

芯

▽
柱

芯

△
柱

芯

【管理棟】鉄骨架構図

５フレーム鉄骨架構図　1/50

Ｃフレーム鉄骨架構図　1/50

λ＝49.5 λ＝49.5

λ＝49.5 λ＝49.5 λ＝49.5

ｉ＝13.47 ｉ＝13.47

ｉ＝13.47 ｉ＝13.47 ｉ＝13.47 ｉ＝13.47

細長比

ｉ＝13.68

λ＝39.9 λ＝39.9

ｉ＝13.68

ｉ＝13.68 ｉ＝13.68 ｉ＝13.68 ｉ＝13.68

λ＝40.5 λ＝39.9 λ＝39.9 λ＝42.8

λ＝47.8
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sb350:H-350x175x7x11

D.PL-25.0

sb300A

sb400
sb350 ガセットプレート兼用はさみ板

SN490C

60°

Lib.PL-12.0
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D.PL-32.0

(SS400)

CG440:H-440x300x11x18

(sb400, sb350)
小梁大梁
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工事名称

図面名称 縮尺

図面No

1/150
A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11X1

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

特記なき限り下記による

杭伏図　1/150

S-
【庭球場屋根】杭伏図、杭リスト

1.

2.

杭はP1とする。

通り芯＝杭芯とする。

杭リスト

杭工法：プレボーリング拡大根固め工法（大臣認定工法）

　　　　また、根固め液は認定基準に基づくメーカー仕様とする。

杭符号 記号 杭径(mm)・杭種杭
（区間）

杭長
(m)

杭全長
(m)

杭天端
設計GL-

(m)

根固め部径
(mm)

（拡大比ωp）

拡大
掘削部径

(mm)

拡翼掘削
部長
(m)

-

杭下拡大根
固め部長さLL

(m)

0.50
下杭

上杭 JP-CPRC φ400（Ⅳ種85N） 5.0

9.0JP-NPH φ550-400（C種85N）
14.0 3.4

本数 杭先端深さ 備考

PJ継手
本数・径 定着長さ

40d

杭頭補強筋
（パイルスタッド工法）

(KSW490材)
長期支持力

750 kN/本

短期
引抜抵抗力

470 kN/本 GL-17.4ｍ
8-D25

下表支持力及び引抜抵抗力が確保できる仕様とすること。

P1

　　　　（Smart-MAGNUM工法（標準型）同等）

750
750

(1.25)
56本

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
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１級建築士事務所　　登録　２２（１）第０５８７号 34

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

70,000

7,000 7,000 7,000 7,000

8
,
00

0
8,

0
00

8,
0
00

8
,0

0
0

8
,
00

0

4
0
,0

0
0

1
,
50

0
1,

5
00

1
,5

0
0
1
,
50

0

1,500 1,500 1,500 1,500



福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

１級建築士事務所　　
1/150

A1版:100％
A3版:50％2023年  3月 【庭球場屋根】基礎伏図

F1 F1

F1F1
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F2

F2 F2

F2
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X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11X1
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Y3

Y4

Y5

Y6

F3 F3 F3 F3 F3 F3 F3 F3 F3

F3 F3 F3 F3 F3 F3 F3 F3 F3

S-
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登録　２２（１）第０５８７号

FG1 FG1

FG1 FG1FG2FG2FG2FG2FG2FG2FG2FG2
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1
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F
G
1
1

F
G
1
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F
G1

2
F
G1

2
F
G
12

F
G
12

F
G1

2

F2 F2

FG
1
2

基礎伏図　1/150

特記なき限り下記による

1.

2.

3.

4.

5.

地中梁天端は、 GL -2,050 とする。

特記なき基礎下端レベルは、GL-3,500 とする。

柱はRC1とし、根巻き柱脚天端は、GL+500 とする。

通り芯＝基礎芯＝柱芯とする。

設計GL＝3.73ｍ
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１級建築士事務所　　 A1版:100％
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S-
【庭球場屋根】基礎リスト 1/30
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▽
柱

芯

はかま筋　6-D13

は
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筋

　
6
-D

1
3

ベース筋　9-D16

ベ
ー

ス
筋

　
9
-D

1
6

2
0
d

D13

F1

▽基礎下端
▽杭天端

▽柱芯 ▽柱芯

▽
柱

芯

2
0
d

あばら筋

F2

4
0
d

あばら筋
27-D16-＠150

▽杭天端
▽基礎下端

▽柱芯

▽
柱

芯

11-D19

27-D16

4
0
d

あばら筋
27-D16-＠150

基礎リスト　1/30

▽柱脚、地中梁天端 ▽柱脚、地中梁天端

▽GL

▽根巻き天端

▽GL

▽根巻き天端

▽基礎下端

D
（

杭
径

）

スタッド溶接

L=1,000mm

接合鋼板

8-D25（SD345）

杭頭接合部要領図

基礎コンクリート打設時に施工

中詰コンクリート　Fc=24N/mm2

D13

2-D16 2-D16

登録　２２（１）第０５８７号

2
0
d

あばら筋

▽杭天端
▽基礎下端

F3

▽GL

▽根巻き天端

▽柱脚、地中梁天端

2-D16

11-D22
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3-D22

3-D22 27-D16

27-D16-＠150 27-D16-＠150

＠150 ＠150
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１級建築士事務所　　 A1版:100％
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S-
1/30
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符号

位置

▽GL

幅止め筋　D10-@1000地中梁リスト 1/30

全断面全断面

FG1

全断面 全断面

FG11

全断面 全断面

1/40柱リスト

符号

位置

寸法(bxD)

主筋

帯筋

備考

断面

RC1

脚部 根巻き部

1,300x1,300

32-D25

-D16@100

1,300x1,300

32-D25

-D16@100

【庭球場屋根】基礎梁、柱脚リスト
登録　２２（１）第０５８７号

上端筋

下端筋

寸法(bxD)

あばら筋

腹筋

備考

断面

4-D10

6
0

50

450×900

6-D25

6-D25

-D13@200

4-D10

6
0

50

450×900

6-D25

6-D25

-D13@200

4-D10

6
0

50

450×900

-D13@200

5-D25

5-D25

4-D10

6
0

50

450×900

-D13@200

4-D25

4-D25

Y方向配筋　上端筋

X方向配筋　上端筋

大梁主筋の位置関係の優先は上記とする

X方向配筋　下端筋

Y方向配筋　下端筋

FG12
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トラス伏図　立面図
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図面名称

登録　２２（１）第０５８７号
縮尺

図面No
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特記事項

斜材

上弦材

下弦材

グロ－ブ

支承部

2023年  3月 A1版:100％
A3版:50％

S-

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11X

Y

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y1Y2Y3Y4Y5Y6
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Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

設計GL 設計GL

X

Z

Y

Z

屋根仕上

鉄骨柱：φ812.8×16.0

　　　　　　　 STK400

屋根仕上

屋根仕上（最高高さ）

トラス上弦R（最高高さ）

トラス伏図

X1 立面図

立面図 X11 立面図 1：200

1：200

1：200

1：200

1:200
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支承配置図　アンカープラン図　鉄骨柱図 1:300 1:100 1:60
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支承：普通Bolt 4-M30 

計 30 基

計 30 基

支承配置図

アンカープラン図

φ812.8×16.0, STK400
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支承配置図

Y1,Y6 鉄骨柱図 X11 鉄骨柱図

1：200（1：40）
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1：200 1：200

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事
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支承詳細図　柱脚詳細図 1:10
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Ver.2004
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S-

＜施工誤差許容量：±2.5mm＞

A.Bolt 4-M30 , SNR400B

（L=600,ダブルナット締め）

柱脚詳細図 1：10

鉄骨柱：φ812.8×16.0, STK400

裏アテ

B.PL下端

基礎天端（GL-2050）

裏アテ

定着板　100×100×t16

 （ボルト孔 φ32）, SS400

無収縮モルタル　厚50

下部RC強度と同等以上とする

鉄骨柱：φ812.8×16.0, STK400

B.PL-32 ，SN490B

B.PL-36 ，SN490B

施工誤差：±15mm

大座金 PL-19，SN490B

普通Bolt 4-M30

（全ネジ、ジャストリング仕様、Wﾅｯﾄ締ﾒ）

部分溶込み

丸鋼 φ100（ネジキリM20），SS400

R.PL-19（スカラップﾟ R35），SN490B

球状支承グローブ φ260/240

 SM490A相当品

部分溶込み

支承詳細図 1：10

計 30 基

Top.PL天

支承グローブ芯

R.PL-19，SN490B（スカラップ　R35）

Top.PL-36×φ550（ボルト孔4-φ32），SN490B
部分溶込み

裏アテ

鉄骨柱：φ812.8×16.0, STK400

End.PL-36×φ850，SN490B

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

43

1050

6093060

465 465

10
50

60
93

0
60

46
5

46
5

35

50

100

60
0

50

465

32

465

15

55 55

12
5

12
5

12
5

12
5

50
0

125 125 125 125

500

11061

65
14

9

30
0

30
0

50
36

20

125 125



下弦伏図　照明取付金具
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X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11X

Y

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

上弦外周ライン

下弦伏図

印　は照明取合金物位置を示す　（50ヶ所）

1：200

計　50 個照明取付金具　 1:10

1:200　1:10

丸鋼　φ30（ねじ切り　M20）

PL-t6.0

ルーズボルト孔　4箇所

下弦グローブ　

M20用ナット，スプリングワッシャー付

照明機器

30

竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事
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運搬・加工を検討の上、鉄骨業者にて最終決定とする。
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mG3

J

J

J

J

J

J

mG1

mB2

mB3
mB3

mB3
J

J

J

J

J

J

mB1

mB1

mB1

mB1
mB1

mB1

mB1
mB1 mB1

mB1
mB1

mB1

mB1

mB1

mB1

mB1

mB1

mB1
mB1

mB1
mB1 mB1

mB1
mB1

mB1

mB1

mB1

mB1

軒樋

軒樋

軒樋

軒樋

mB3

屋根膜材
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Ｓ＝1:5mG4-グローブ取合い部詳細図

トラス上弦グローブ 9 φ-260/240

※　特記なき溶接は　隅肉溶接とする

E.PL-4.5t

G.PL-9t

mG4:P－139.8φ×4.5ｔ

Base PL-12t 125×125

Base PL-12t 125×125

1-M20（中ボルト）

1-M20（中ボルト）

キリ孔２２φ

Ｓ＝1:10

mG1:P－114.3φ×4.5ｔ mG2:P－139.8φ×4.5ｔ

G.PL-6t

G.PL-6t

mB2:P－101.6φ×4.2ｔE.PL-3.2t
E.PL-3.2t

mB2:P－101.6φ×4.2ｔ

Ｓ＝1:10mB2-mG1 取合詳細図 Ｓ＝1:10mB2-mG2 取合詳細図

Ｓ＝1:10mG4 フランジ詳細図mG2,mG3 フランジ詳細図

フランジPL－パイプ間は突きあわせ溶接とする。 フランジPL－パイプ間は突きあわせ溶接とする。

断面図

フランジ PL-16t(SN490C)

H.T.B 8-M16 
(F10T)

フランジ PL-16t(SN490C)

H.T.B 8-M16 
(F10T)

側面図

mG2,mG3:P－139.8φ×4.5ｔ

mG2,mG3:P－139.8φ×4.5ｔ

断面図

フランジ PL-19t(SN490C)

H.T.B 8-M16 

(F10T)

H.T.B 2-M16(F10T)

H.T.B 2-M16(F10T)

H.T.B 2-M20(F10T)

E.PL-4.5t

G.PL-9t

H.T.B 2-M20(F10T)

Ｓ＝1:10

mG2,mG3:P－139.8φ×4.5ｔ

G.PL-6t G.PL-6t

E.PL-2.3t
mB1,mB3:P－89.1φ×3.2ｔ

E.PL-2.3t

mG1:P－114.3φ×4.5ｔ

mB1,mB3-mG1 取合詳細図 Ｓ＝1:10 Ｓ＝1:10mB1,mB3-mG2,mG3 取合詳細図

H.T.B 2-M16(F10T) H.T.B 2-M16(F10T)

PL-9t

mB1,mB3:P－89.1φ×3.2ｔ

Ｓ＝1:5mG1-グローブ取合い部詳細図

mG1:P－114.3φ×4.5ｔ

Base PL-12t 125×125

1-M20（中ボルト）

トラス上弦グローブ10 φ-300/270

mG1:P－114.3φ×4.5ｔ

Base PL-12t 125×125

1-M20（中ボルト）
キリ孔２２φ

PL-9t

1-M20（中ボルト）

Base PL-12t 125×125

Ｓ＝1:5mG2-グローブ取合い部詳細図

トラス上弦グローブ 9 φ-260/240

mG2:P－139.8φ×4.5ｔ

Base PL-12t 125×125

1-M20（中ボルト）

トラス上弦グローブ 9 φ-260/240

mG2:P－139.8φ×4.5ｔ

1-M20（中ボルト）

Base PL-12t 125×125

キリ孔２２φ

PL-9t

Base PL-12t 125×125

1-M20（中ボルト）

mB1:P－89.1φ×3.2ｔ

トラス上弦グローブ10 φ-300/270

mB4:P－139.8φ×4.5ｔ

mB4:P－139.8φ×4.5ｔ

mB4-mG2 取合詳細図Ｓ＝1:10mB4-mG3 取合詳細図

mG3:P－139.8φ×4.5ｔ

mG2:P－139.8φ×4.5ｔ

mB1:P－89.1φ×3.2ｔ

側面図

フランジ PL-19t(SN490C)

H.T.B 8-M16 

(F10T)

STK490
mG4:P－139.8φ×4.5ｔ

mG4:P－139.8φ×4.5ｔ
STK490

Ｓ＝1:10mG4-mG3 取合詳細図 Ｓ＝1:10mG4-mG2 取合詳細図

mG2:P－139.8φ×4.5ｔ

mG4:P－139.8φ×4.5ｔ

mG4:P－139.8φ×4.5ｔ

mG3:P－139.8φ×4.5ｔ

Ｓ＝1:10mG1 フランジ詳細図

フランジPL－パイプ間は突きあわせ溶接とする。

断面図

フランジ PL-16t(SN490C)

H.T.B 6-M16 

(F10T)

mG1:P－114.3φ×4.5ｔ

側面図

フランジ PL-16t(SN490C)

H.T.B 6-M16 

(F10T)

mG1:P－114.3φ×4.5ｔ

mB1:P－89.1φ×3.2ｔ

mG4:P－139.8φ×4.5ｔ

Ver.2004

株式会社 車田建築設計事務所
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

１級建築士事務所　　

福山市建設局建築部営繕課

設計

工事名称

図面名称

登録　２２（１）第０５８７号
縮尺

図面No

鉄骨詳細図

PL-9t

PL-6t

PL-9t

PL-6t

PL-9t

PL-6t

PL-9t

PL-6t

PL-9t

PL-6t

1/10(A1)1/20(A3)2023年  3月 A1版:100％
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KEY PLAN Ｓ＝1:300
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b

b

外周膜定着部詳細図（水下部）

Ｓ＝1:5a a 断面図

膜定着ボルト　M10(SUS316)

（アクリル焼付塗装）
軒樋:PL-1.5t（SUS）

PL-4t（SUS）@500

軒樋吊りボルト:2-Ｍ8（SUS316）

（アクリル焼付塗装）
竪樋：P-139.8φ×2.0ｔ（SUS）

平ワッシャー（SUS316）
3種ナット:M10（SUS316）

袋ナット:M10（SUS316）

mG3:P－139.8φ×4.5ｔ

R.PL-6t @500

3R程度面取り

ベ－スゴム　2t（CSM）白

クランプベ－ス：FB-150×9t

膜定着プレ－ト　38×13t（アルミ）

カバーゴム　2t（CSM）白

エッジロープ:14φ(ポリエステル)

軒樋受:ＰＬ-6ｔ ＠500

屋根膜材

下地プレート　PL-6t（曲げ加工）

アルミ　ロープエッジクランプ 45×30

エッジロープ　14φ（ポリエステル）

R.PL-6t @500

ジョイントボルト　M12 （SUS316）
1種ナット M12（SUS316）
SW＋平W M12（SUS316）

クランプベース　FB-150ｘ9t

3R程度面取り
（左右共）

フラップ膜
（現場溶着）

エッジロープ:14φ(ポリエステル)

ベ－スゴム　2t（CSM）白

カバーゴム　2t（CSM）白

膜定着プレ－ト　38×13t（アルミ）

平ワッシャー（SUS316）
3種ナット:M10（SUS316）

袋ナット:M10（SUS316）

膜定着ボルト　M10(SUS316)

屋根膜材

断面図 Ｓ＝1:5

中間膜定着部詳細図

b b

mG1:P－114.3φ×4.5ｔ

mG1:P－114.3φ×4.5ｔ

mG2,mG4:P－139.8φ×4.5ｔ

mB4:P－139.8φ×4.5ｔ

屋根膜材

屋根膜材

ガイドパイプ：Ｐ-42.7φ×2.3ｔ

R.PL-6t @500

R.PL-6t @500

面出し材：Ｐ-42.7φ×2.3ｔ

断面図 Ｓ＝1:5

膜分割部詳細図

c c 断面図 Ｓ＝1:5d d

中間膜接触部詳細図

d

d

d

d
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設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

株式会社 車 田 建 築 設 計 事 務 所
ＫＵＲＵＭＡＤＡ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ　＆　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＳ．

１級建築士事務所　　登録　１７（１）第０５８７号
1/150

A1版:100％
A3版:50％2023年  3月

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11X1

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

腹起し
H-350×350×12×19

切梁　＠4000以内
H-300×300×10×15

切梁　＠4000以内
H-300×300×10×15

切梁　＠4000以内
H-300×300×10×15

腹起し
H-350×350×12×19

腹起し
H-350×350×12×19

▽GL

▽掘削ライン
腹起し
H-350×350×12×19

切梁　＠4000以内
H-300×300×10×15

土留め計画図　1/150

火打ち
H-300×300×10×15

切梁　＠4000以内
H-300×300×10×15

腹起し
H-350×350×12×19

切梁　＠4000以内
H-300×300×10×15

腹起し
H-350×350×12×19

山留め、及び水替えについては、予め施工計画書を監督官に提出して承認を受けること。

鋼矢板　Ⅲ型　H=9.5ｍ、L=244ｍ
（バイブロ工法）

鋼矢板　Ⅲ型　H=9.5ｍ、L=162ｍ
（バイブロ工法）

鋼矢板　Ⅲ型　H=9.5ｍ
（バイブロ工法）

鋼矢板　Ⅲ型　H=9.5ｍ
（バイブロ工法）

（水替）

【庭球場屋根】土留め計画図（参考）

（山留め）

鋼矢板　Ⅲ型　H=9ｍ　山留め面積＝3,857㎡　

有振動工法（バイブロ工法）

S-

釜場排水

仮設水替ポンプ10台、ノッチタンク2台

52
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§工事名称 竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

§工事場所 福山市水呑町４７４８番地

1 この数量書は，福山市建設工事請負契約約款１条に定める「設計図書」ではなく

参考数量です。従って，契約後の変更等を含意するものではありません。

2 数量の算出は次の基準によっています。

※ 「建築数量積算基準・同解説」 （建築工事建築数量積算研究会制定）

参考数量書

特記事項



工事名称 竹ケ端運動公園庭球場整備上家新築工事

工事場所 福山市水呑町４７４８番地

（ 工事価格 ）

【管理棟】
構造・規模：鉄骨造  ２階建
延べ面積  ：886.27㎡

【庭球場屋根】
構造・規模：鉄骨造  平家建
延べ面積  ：2,800㎡

（別途工事）
・電気設備工事
・給排水衛生ガス設備工事
・昇降機設備工事
・冷暖房換気設備工事
・カーテン取付工事
・庭球場整備工事

主務 検算 審査 課長



工事費内訳 1

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接工事費

建築工事

1

式

計

共通費

共通仮設費

1

式

現場管理費

1

式

一般管理費等

1

式

計

工事価格

1

式

消費税等相当額

1 消費税率 10 ％

式

工事費

1

式



工事種別内訳 2

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

管理棟

1

式

庭球場屋根

1

式

計



管理棟 種目別内訳 3

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

建築主体工事

1

式

計



庭球場屋根 種目別内訳 4

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

建築主体工事

1

式

計



管理棟 科目別内訳 5

建築主体工事

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接仮設

1

式

土工

1

式

地業

1

式

鉄筋

1

式

コンクリート

1

式

型枠

1

式

鉄骨

1

式

防水

1

式

タイル

1

式

木工

1

式

屋根及びとい

1

式

金属

1

式

左官

1

式

建具

1

式

塗装

1

式

内外装

1

式

ユニット及びその他

1

式

とりこわし

1

式

管理棟外構

1

式

発生材処理

1

式



管理棟 科目別内訳 6

建築主体工事

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

計



庭球場屋根 科目別内訳 7

建築主体工事

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接仮設

1

式

土工

1

式

地業

1

式

鉄筋

1

式

コンクリート

1

式

型枠

1

式

防 水

1

式

左 官

1

式

庭球場屋根

1

式

ユニット及びその他

1

式

とりこわし

1

式

庭球場屋根外構

1

式

発生材処理

1

式

計



管理棟 中科目別内訳 8

建築主体工事

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接仮設

1
式

計

土工

1
式

計

地業

1
式

計

鉄筋

1
式

計

コンクリート

1
式

計

型枠

1
式

計

鉄骨 本体鉄骨

1
式

鉄骨 屋内階段

1
式

鉄骨 胴縁

1
式

鉄骨 ﾙｰﾊﾞｰ鉄骨

1
式

鉄骨 昇降機

1
式

計

防水 外部

1
式

防水 内部

1
式



管理棟 中科目別内訳 9

建築主体工事

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

計

タイル 外部

1
式

タイル 内部

1
式

計

木工

1
式

計

屋根及びとい

1
式

計

金属 外部

1
式

金属 内部

1
式

計

左官 外部

1
式

左官 内部

1
式

計

建具 アルミニウム製建具

1
式

建具 鋼製建具

1
式

建具 鋼製軽量建具

1
式

建具 ステンレス製建具

1
式

建具 シャッター

1
式

建具 トイレブース

1
式



管理棟 中科目別内訳 10

建築主体工事

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

建具 スライディングウォール

1
式

建具 ガラス

1
式

計

塗装 外部

1
式

塗装 内部

1
式

計

内外装 外部

1
式

内外装 内部

1
式

計

ユニット及びその他 外部

1
式

ユニット及びその他 内部

1
式

ユニット及びその他 サイン

1
式

計

とりこわし

1
式

計

管理棟外構 構内舗装等

1
式

管理棟外構 雨水排水

1
式

計

発生材処理 運搬

1
式

発生材処理 処分

1
式



管理棟 中科目別内訳 11

建築主体工事

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

計
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建築主体工事

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接仮設

1
式

計

土工

1
式

計

地業

1
式

計

鉄筋

1
式

計

コンクリート

1
式

計

型枠

1
式

計

防 水

1
式

計

左 官

1
式

計

庭球場屋根

1
式

計

ユニット及びその他

1
式

計
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建築主体工事

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

とりこわし

1
式

計

庭球場屋根外構 構内舗装等

1
式

庭球場屋根外構 雨水排水

1
式

庭球場屋根外構 フェンス設置

1
式

計

発生材処理 運搬

1
式

発生材処理 処分

1
式

計
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建築主体工事 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

遣方 別紙 00-0001

1
式

墨出し 別紙 00-0002

1
式

養生 別紙 00-0003

1
式

整理清掃後片付け 別紙 00-0004

1
式

地足場 別紙 00-0005

1
式

外部足場 別紙 00-0006

1
式

内部足場 別紙 00-0007

1
式

災害防止 別紙 00-0008

1
式

仮設材運搬 別紙 00-0009

1
式

計
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建築主体工事 土工

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

根切り 総掘り

自立山留め内 576
ｍ3

床付け 総掘り

276
㎡

杭間ざらい 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭 φ350～600mm

14
本

埋戻し(B種) - 発生土

261
ｍ3

盛土 ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3

- 21
ｍ3

建設発生土運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3 土砂 DID区間有り 295
ｍ3

建設発生土運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3 土砂 DID区間有り 140
ｍ3

建設発生土処分 場外処分

処分費 295
ｍ3

杭残土処分 場外処分

処分費 140
ｍ3

土工機械運搬 排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型0.8m3

(ﾊﾞｯｸﾎｳ) 2
往復

計
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建築主体工事 地業

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

砂利地業 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

65.1
ｍ3

床下防湿層敷き ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 厚0.15

174
㎡

土間下断熱材敷き 2種b 厚さ25㎜

174
㎡

［既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭］

材料費 PRC105-Ⅳφ500+NPH-Aφ500-400 別紙 00-0010

上杭 8ｍ+下杭13ｍ 1
式

杭降ろし費

1
式

施工費 機械組立・解体費，機械運搬，掘削

サイロ設置費，ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ圧縮試験費 1
式

杭頭接合筋 ﾊﾟｲﾙｽﾀｯﾄﾞ KSW490 D25-L1000

ﾊﾟｲﾙｽﾀｯﾄﾞ 168
本

計
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建築主体工事 鉄筋

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D10

異形棒鋼 10.7
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D13

異形棒鋼 8.8
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D16

異形棒鋼 2.3
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD345 D19

異形棒鋼 0.7
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD345 D22

異形棒鋼 9.9
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD345 D25

異形棒鋼 3.1
ｔ

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0011

1
式

鉄筋加工組立 RCﾗｰﾒﾝ構造

階高3.5～4.0ｍ程度 形状単純 34.2
ｔ

鉄筋運搬費 10ｔ車 30㎞程度

34.2
ｔ

ｶﾞｽ圧接 別紙 00-0012

1
式

溶接金網敷 別紙 00-0013

1
式

計
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建築主体工事 コンクリート

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度18 S15

粗骨材20 20.7
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度18 S15

粗骨材20 15.3
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 FC=24 S15

粗骨材20 231
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 FC=24 S18

粗骨材20 139
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度18 S15

粗骨材20 13.4
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 ポンプ圧送含む 別紙 00-0014

1
式

構造体強度補正値 6N 別紙 00-0015

1
式

計
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建築主体工事 型枠

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

型枠 普通合板型枠

- 基礎部 899
- ㎡

型枠 普通合板型枠

- 地下軸部 102
階高5.0m程度 ㎡

型枠 打放合板型枠B種

ﾗｰﾒﾝ構造 地上軸部 42.1
階高3.5～4.0m程度 ㎡

型枠 打放合板型枠B種

ﾗｰﾒﾝ構造 地上軸部 105
階高3.5～4.0m程度 ㎡

型枠運搬費 10ｔ車 30㎞程度 往復

1,148
㎡

計
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建築主体工事 鉄骨 本体鉄骨

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

H形鋼 SS400

H-300×150×6.5×9 5.7
ｔ

H形鋼 SS400

H-350×175×7×11 12.1
ｔ

H形鋼 SS400

H-400×200×8×13 9.4
ｔ

H形鋼 SS400

H-450×200×9×14 1.2
ｔ

H形鋼 SS400

H-500×200×10×16 0.7
ｔ

H形鋼 SS400

H-150×150×7×10 0.6
ｔ

H形鋼 SN400B

H-400×200×8×13 6.1
ｔ

H形鋼 SN400B

H-600×200×11×17 7.6
ｔ

H形鋼 SN400B

H-390×300×10×16 8.3
ｔ

H形鋼 SN400B

H-440×300×10×16 1.5
ｔ

H形鋼 SN400B

H-588×300×12×20 10.6
ｔ

H形鋼 SN490B

H-390×300×10×16 0.4
ｔ

H形鋼 SN490B

H-588×300×12×20 1.2
ｔ

角形鋼管 BCR295

□-350×350×12 7.4
ｔ

角形鋼管 BCR295

□-350×350×16 11.2
ｔ

溝形鋼 SS400

[-200×80×7.5×11 0.5
ｔ

山形鋼 SS400

L-65×65×6 1
ｔ

軽量ﾘｯﾌﾟ溝形鋼 SSC400

C-100×50×20×3.2 0.9
ｔ

切板 SS400

PL-3.2 30
kg

切板 SS400

PL-6 0.3
ｔ
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建築主体工事 鉄骨 本体鉄骨

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

切板 SS400

PL-9 0.9
ｔ

切板 SS400

PL-12 0.3
ｔ

切板 SN400 A

PL-9 1.9
ｔ

切板 SN400A

PL-12 2.7
ｔ

切板 SN400A

PL-16 0.8
ｔ

切板 SN400B

PL-12 0.9
ｔ

切板 SN490B

PL-25 1.7
ｔ

切板 SN490C

PL-19 0.4
ｔ

切板 SN490C

PL-22 0.7
ｔ

切板 SN490C

PL-25 0.5
ｔ

切板 SN490C

PL-32 1.5
ｔ

[特殊高力ﾎﾞﾙﾄ] 別紙 00-0016

1
式

[頭付ｽﾀｯﾄﾞ] 別紙 00-0017

1
式

[弾性露出柱脚] ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸｸﾞﾗｳﾄ，ﾚﾍﾞﾙﾓﾙﾀﾙ含む 別紙 00-0018

1
式

[ﾌｧﾌﾞﾗｯｸｽ] 建築構造用柱梁接合部鋼材 別紙 00-0019

1
式

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0020

1
式

工場製作費 別紙 00-0021

1
式

現場施工費 別紙 00-0022

1
式

鉄骨運搬費 別紙 00-0023

1
式

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み 別紙 00-0024

1
式
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建築主体工事 鉄骨 本体鉄骨

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 別紙 00-0025

1
式

計
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建築主体工事 鉄骨 屋内階段

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

H形鋼 SS400

H-200×200×8×12 0.1
ｔ

角形鋼管 STKR400

□-150×150×6 0.1
ｔ

山形鋼 SS400

L-65×65×6 10
kg

切板 SS400

PL-4.5 0.8
ｔ

切板 SS400

PL-6 10
kg

切板 SS400

PL-9 20
kg

切板 SS400

PL-12 20
kg

切板 SS400

PL-16 20
kg

切板 SS400

PL-19 1.3
ｔ

[ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ] M16 L=400ﾌｯｸ付 別紙 00-0026

材工共 1
式

[特殊高力ﾎﾞﾙﾄ] 別紙 00-0027

1
式

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0028

1
式

工場製作費 別紙 00-0029

1
式

現場施工費 別紙 00-0030

1
式

鉄骨運搬費 別紙 00-0031

1
式

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み 別紙 00-0032

1
式

柱底均しﾓﾙﾀﾙ 別紙 00-0033

1
式

計
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建築主体工事 鉄骨 胴縁

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

角形鋼管 STKR400

□-100×100×3.2 2.4
ｔ

角形鋼管 STKR400

□-100×100×4.5 0.5
ｔ

山形鋼 SS400

L-75×75×6 0.7
ｔ

軽量ﾘｯﾌﾟ溝形鋼 SSC400

C-100×50×20×2.3 6.6
ｔ

切板 SS400

PL-6 1.5
ｔ

[普通ﾎﾞﾙﾄ] 別紙 00-0034

1
式

[ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ] 別紙 00-0035

1
式

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0036

1
式

工場製作費 別紙 00-0037

1
式

現場施工費 別紙 00-0038

1
式

鉄骨運搬費 別紙 00-0039

1
式

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み 別紙 00-0040

1
式

計
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建築主体工事 鉄骨 ﾙｰﾊﾞｰ鉄骨

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

H形鋼 SS400

H-200×100×5.5×8 0.6
ｔ

軽量ﾘｯﾌﾟ溝形鋼 SSC400

C-100×50×20×3.2 1.3
ｔ

切板 SS400

PL-6 20
kg

切板 SS400

PL-16 0.1
ｔ

[普通ﾎﾞﾙﾄ] 別紙 00-0041

1
式

[ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ] 別紙 00-0042

1
式

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0043

1
式

工場製作費 別紙 00-0044

1
式

現場施工費 別紙 00-0045

1
式

鉄骨運搬費 別紙 00-0046

1
式

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み 別紙 00-0047

1
式

柱底均しﾓﾙﾀﾙ 別紙 00-0048

1
式

計
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建築主体工事 鉄骨 昇降機

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

H形鋼 SS400

H-175×175×7.5×11 1.2
ｔ

H形鋼 SS400

H-150×150×7×10 0.2
ｔ

H形鋼 SS400

H-125×125×6.5×9 0.5
ｔ

山形鋼 SS400

L-100×100×10 40
kg

山形鋼 SS400

L-75×75×6 0.1
ｔ

山形鋼 SS400

L-65×65×6 20
kg

吊元ピース 荷重9.8KN用

t-12 φ75穴付 1
式

特殊高力ﾎﾞﾙﾄ 別紙 00-0049

1
式

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 別紙 00-0050

1
式

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み 別紙 00-0051

1
式

柱底均しﾓﾙﾀﾙ 別紙 00-0052

1
式

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0053

1
式

工場製作費 別紙 00-0054

1
式

現場施工費 別紙 00-0055

1
式

鉄骨運搬費 別紙 00-0056

1
式

計
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建築主体工事 防水 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 AI-3(保護密着断熱) 立上り部

- - 20
㎡

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 AI-3(保護密着断熱) 平場

絶縁ｼｰﾄ含 押出ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ3種bAｽｷﾝ付 167
㎡

塗膜防水(ｳﾚﾀﾝ系) X-2 排水溝部

58.9
㎡

塗膜防水(ｳﾚﾀﾝ系) X-2 基礎天端等

39.5
㎡

合成高分子系 S-M2 機械固定工法（軽歩行）

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水 塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂 表面塗装なし 550
(材工共) t-2.0 ｼｰﾙ材共 ㎡

合成高分子系 S-F2 接着工法

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水 塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂 表面塗装なし 40.2
(材工共) - ｼｰﾙ材共 ㎡

仕上げ保護塗料 高反射機能付き高耐久アクリルウレ

タン系保護塗料 590
㎡

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

15×10 272
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系(PU-2)

10×10 79.4
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

20×10 43.1
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 変成ｼﾘｺｰﾝ(2成分形) MS-2 25×10

9.5
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

10×10 448
ｍ

防水押え金物 ｱﾙﾐ製 ｼｰﾄ防水用

72.8
ｍ

ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒

8
か所

計
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建築主体工事 防水 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｹｲ酸系塗布防水 壁 C-UI

13.2
㎡

ｹｲ酸系塗布防水 床 C-UI

6.9
㎡

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

5×5 80.1
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 ｼﾘｺｰﾝ系(SR-1)

5×5 12
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 ｼﾘｺｰﾝ系(SR-1)

10×10 52.7
ｍ

計
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建築主体工事 タイル 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

床ﾀｲﾙ張り 一般床ﾀｲﾙ張 Ⅰ類 無ゆう

150㎜角 下地ﾓﾙﾀﾙ別途 5.1
㎡

ｽﾛｰﾌﾟ用床ﾀｲﾙ張り 一般床ﾀｲﾙ張 Ⅰ類 無ゆう

150㎜角 下地ﾓﾙﾀﾙ別途 11.6
㎡

視覚障がい者用床 Ⅰ類（磁器質相当） 無ゆう

ﾀｲﾙ張り 300角 下地ﾓﾙﾀﾙ別途 0.6
㎡

計
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建築主体工事 タイル 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

汚垂ﾀｲﾙ 厚6mm 幅600

4.3
ｍ

床ﾀｲﾙ張り 一般床ﾀｲﾙ張 Ⅰ類 無ゆう

300㎜角 下地ﾓﾙﾀﾙ別途 103
㎡

床ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ張 Ⅰ類 無ゆう

50㎜角 下地ﾓﾙﾀﾙ別途 18.4
㎡

内装壁ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張 ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ ﾏｽｸ張り Ⅰ類

り 施ゆう 50角 平 45×45 3.8
下地ﾓﾙﾀﾙ別途 ㎡

計
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建築主体工事 木工

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

木製天井廻縁 桧 50×50

7.6
ｍ

壁 耐水合板張り 厚12 T1

67.7
㎡

木製額縁 50*25

11.3
ｍ

木製額縁 100*25

26.2
ｍ

木製額縁 130*25

102
ｍ

木製額縁 25*25

4.4
ｍ

木製ｶｳﾝﾀｰ ｶﾊﾞ集成材t=60

(ﾊｲ･ﾛｰｶｳﾝﾀｰ) 350*2520(1265+1255･300H) 1
か所

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ 集成材t=20 W150×H150

49.7
ｍ

ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ 集成材t=20 W150×H150

4.2
ｍ

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ 集成材t=20 W150×H150

(露出ﾀｲﾌﾟ) 2.8
ｍ

計
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建築主体工事 屋根及びとい

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ 縦形ろく屋根用 ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｼｰﾄ防水用

SGP 100A 張掛け幅 100 6
か所

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ ﾊﾞﾙｺﾆｰ中継用 ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｼｰﾄ防水用

VP100(差込み式) 張掛け幅 100 6
か所

鋼管とい 径100

24.2
ｍ

硬質ﾎﾟﾘ塩化 径100

ﾋﾞﾆﾙ管とい(ｶﾗｰ) 26.3
ｍ

計



管理棟 細目別内訳 33

建築主体工事 金属 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

軽量鉄骨天井下地 25形(屋外) ふところ1.0ｍ未満

下地張りなし @300 ｲﾝｻｰﾄ別途 535
㎡

軽量鉄骨天井 別紙 00-0057

開口部補強 1
式

天井ｲﾝｻｰﾄ ﾃﾞｯｷ用

535
㎡

ｱﾙﾐ製笠木 W=275

207
ｍ

ｽﾃﾝﾚｽ製手摺 34φ(2段)･H=750 HL

8.8
ｍ

ｽﾃﾝﾚｽ製壁付手摺 34φ(2段)･HL

7.3
ｍ

ｽﾃﾝﾚｽ製靴ふきﾏｯﾄ 1300*600

3
か所

ｱﾙﾐ製目隠しﾙｰﾊﾞｰ ｱﾙﾐ押出形材(ｼﾙﾊﾞｰ)84×16@90

取付用ｽﾄﾘﾝｶﾞｰ共 65.7
㎡

ｱﾙﾐ製笠木 W=275

ｺｰﾅｰ役物 8
か所

ｽﾃﾝﾚｽ製 600角

屋上点検用ﾊｯﾁ 1
か所

ｱﾙﾐ製 扉枠:C-60*30*20*2.3 丁番･本締錠

目隠しﾙｰﾊﾞｰ用 ｱﾙﾐ製目隠しﾙｰﾊﾞｰ別途 1
両開き扉 か所

樹脂被覆 30×50 @≒500

ｱﾙﾐ製ﾙｰﾊﾞｰ 299
㎡

ｽﾃﾝﾚｽ製排水目皿 50φ

3
か所

天井廻縁 ｱﾙﾐ製

97.2
ｍ

ｶﾞﾗｽ手摺 H=1150･足元取付金物共

ｶﾞﾗｽ別途 98.1
ｍ

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ 樹脂製

65×65×16 H=1000 20
か所

鋼製ﾀﾗｯﾌﾟ W=400･H=2400

ﾀﾗｯﾌﾟ:21φ@300 1
か所

計
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建築主体工事 金属 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

軽量鉄骨壁下地 50形 下地張りなし @300

79.4
㎡

軽量鉄骨壁下地 65形 下地張りなし @300

228
㎡

軽量鉄骨壁下地 65形 下地張りあり @450

114
㎡

軽量鉄骨壁下地 100形 下地張りなし @300

31.3
㎡

軽量鉄骨壁 別紙 00-0058

開口部補強 1
式

軽量鉄骨天井下地 19形(屋内) ふところ1.5ｍ未満

下地張りなし @225 ｲﾝｻｰﾄ別途 127
㎡

軽量鉄骨天井下地 19形(屋内) ふところ1.5ｍ未満

下地張りなし @300 ｲﾝｻｰﾄ別途 57.8
㎡

軽量鉄骨天井下地 19形(屋内) ふところ1.5ｍ未満

下地張りあり @360 ｲﾝｻｰﾄ別途 371
㎡

軽量鉄骨天井 別紙 00-0059

開口部補強 1
式

天井ｲﾝｻｰﾄ ﾃﾞｯｷ用

556
㎡

床点検口 屋内用 一般型充填用 ｱﾙﾐ製枠

ｱﾙﾐ目地 鍵有 600角 8
か所

天井点検口 一般ﾀｲﾌﾟ ｱﾙﾐ製 内外枠共額縁

450角 25
か所

ｽﾃﾝﾚｽ製床見切 W=20

8.2
ｍ

ﾀﾗｯﾌﾟ(足掛) ｽﾃﾝﾚｽ製 8-31-1

32
本

鋼製手摺H=1150 手摺:FB-9*50･支柱:□-25*25

横材･手摺子:16*16*1.2@110 6.8
樹脂被覆手摺40φ2段共 ｍ

階段すべり止め金 ｽﾃﾝﾚｽ製 ｺﾞﾑなし W=35 接着工法

物 32.5
ｍ

樹脂被覆壁付手摺 40φ･ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｹｯﾄ共

(2段) 3.4
ｍ

鋼製階段手摺(斜 手摺:FB-9*50･支柱:□-25*25

部)H=900 横材･手摺子:16*16*1.2@110 14.8
樹脂被覆手摺40φ2段共 ｍ

鋼製階段手摺(水 手摺:FB-9*50･支柱:□-25*25

平部)H=900 横材･手摺子:16*16*1.2@110 3.8
樹脂被覆手摺40φ2段共 ｍ

ｽﾃﾝﾚｽ製排水目皿 50φ

10
か所
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建築主体工事 金属 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

天井廻縁 塩化ﾋﾞﾆﾙ製

468
ｍ

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木 高さ60･HL

82
ｍ

ｽﾃﾝﾚｽ製天板 W=150*20*1.5･HL

2.2
ｍ

ｽﾃﾝﾚｽ製天板 W=200*20*1.5･HL

9.1
ｍ

ｽﾃﾝﾚｽ製天板 W=100*20*1.5･HL

2.3
ｍ

ｽﾃﾝﾚｽ製足元笠木 140*25･HL

6
ｍ

塩ﾋﾞ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 W=150

1.8
ｍ

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木見切 40*25･HL

り 3.9
ｍ

手摺 樹脂被覆 L型φ34 1450+350*700

1
か所

手摺 樹脂被覆 L型φ34 1700+2150*700

1
か所

手摺 樹脂被覆 L型φ34 1250+350*700

1
か所

手摺 樹脂被覆 L型φ34 1500*700

1
か所

手摺 樹脂被覆 L型φ34 600*700

12
か所

手摺 樹脂被覆 小便器用φ34(木目調)

1
か所

手摺 樹脂被覆 可動φ34

2
か所

手摺取付下地補強 PL-4.5*900*800

3
か所

手摺取付下地補強 PL-4.5*200*360

2
か所

手摺取付下地補強 PL-4.5*300*500

2
か所

手摺取付下地補強 PL-4.5*W200

20.6
ｍ

視覚障害者誘導表 300*300 ｽﾃﾝﾚｽ鋲(4個/枚)

示(誘導) 28
か所
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建築主体工事 金属 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

視覚障害者誘導表 300*300 ｽﾃﾝﾚｽ鋲(25個/枚)

示(注意喚起) 33
か所

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ SUSHL

50×50 t-0.8 H=1000 20
か所

計
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建築主体工事 左官 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 防水下地

仕上げ - 777
㎡

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 薄張物下地

仕上げ 167
㎡

床ﾓﾙﾀﾙ塗り 木ごて 一般ﾀｲﾙ下地 厚37

16.7
㎡

靴拭きﾏｯﾄ底部 金ごて ﾓﾙﾀﾙ仕上げ 厚30

ﾓﾙﾀﾙ塗り 2.4
㎡

ﾚﾍﾞﾙ調整ﾓﾙﾀﾙ 厚30 W=100

76.1
ｍ

笠木天端ｺﾝｸﾘｰﾄ 金ごて 幅300

直均し仕上げ 9
ｍ

建具周囲 内部建具

ﾓﾙﾀﾙ充填 11
ｍ

建具周囲防水 外部建具

ﾓﾙﾀﾙ充填 95.3
ｍ

撥水材塗付 ｺﾝｸﾘｰﾄ面

3.4
㎡

計
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建築主体工事 左官 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 直均し仕上げ

仕上げ - 11
㎡

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 薄張物下地

仕上げ 398
㎡

床ﾓﾙﾀﾙ塗り 木ごて 一般ﾀｲﾙ下地 厚37

122
㎡

床ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて ﾋﾞﾆﾙ系床材下地 厚28

13.2
㎡

床ﾓﾙﾀﾙ塗り 木ごて ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ下地 厚22

3.8
㎡

側溝ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて 糸幅200

1.8
ｍ

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ 厚10mm ｾﾒﾝﾄ系

277
㎡

計
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建築主体工事 建具 アルミニウム製建具

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ACW-1 ｱﾙﾐ製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

4750*8400 1
か所

AD-1 ｱﾙﾐ製引分扉

(ﾗﾝﾏ:FIX窓+排煙窓･袖:FIX窓) 1
11282.5+8270+11282.5*2760 か所

AD-2 ｱﾙﾐ製引違い扉

2000*2100 6
か所

AD-3 ｱﾙﾐ製引違い扉

(ﾗﾝﾏ:排煙窓付) 4
1970*1760 か所

AD-4 ｱﾙﾐ製2枚引き自動扉

(ﾗﾝﾏ･袖:FIX窓付) 3
1725*2560 か所

AW-1 ｱﾙﾐ製FIX窓

1800*1450 2
ｱﾙﾐ製外額縁25x46 か所

AW-2 ｱﾙﾐ製引違い窓

1800*1450 2
ｱﾙﾐ製外額縁25x46 か所

AW-3 ｱﾙﾐ製片開き窓

800*1460 2
ｱﾙﾐ製外額縁25x46 か所

AW-4 ｱﾙﾐ製2連引違い受付窓

2470*600･1300 1
両面ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ か所

取付調整費 法定福利費含む

1
式

運搬費

1
式

計
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建築主体工事 建具 鋼製建具

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

SD-1 鋼製親子開き扉

1200*2100 1
か所

SD-2 鋼製親子開き扉

1200*2100 1
か所

SD-3 鋼製片開き扉

600*2100 3
か所

取付調整費 法定福利費含む

1
式

運搬費

1
式

計
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建築主体工事 建具 鋼製軽量建具

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

LSD-1 軽量鋼製片引き扉

1050*2100 2
か所

LSD-2 軽量鋼製片引き扉

1050*2100 1
か所

LSD-3 軽量鋼製片引き扉

1350*2100 5
か所

LSD-4 軽量鋼製親子開き扉

1200*2100 1
か所

LSD-5 軽量鋼製片開き扉

800*2100 1
か所

LSD-6 軽量鋼製片引き自動扉(ﾄｲﾚｲｽﾃﾑ)

1310*2100 1
か所

LSD-7 軽量鋼製片引き自動扉(ﾄｲﾚｲｽﾃﾑ)

1310*2100 1
か所

LSD-8 軽量鋼製片引き扉

1050*2100 1
か所

LSD-9 軽量鋼製片引き扉

1350*2100 1
か所

取付調整費 法定福利費含む

1
式

運搬費

1
式

計
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建築主体工事 建具 ステンレス製建具

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

SF-1 ｽﾃﾝﾚｽ製三方枠

800*2100 2
か所

SF-2 ｽﾃﾝﾚｽ製三方枠

900*2100 2
か所

SF-3 ｽﾃﾝﾚｽ製三方枠

1000*2100 2
か所

SF-4 ｽﾃﾝﾚｽ製三方枠

1800*2100 1
か所

取付調整費 法定福利費含む

1
式

運搬費

1
式

計
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建築主体工事 建具 シャッター

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

SS-1 ｽﾃﾝﾚｽ製ﾊﾟｲﾌﾟｼｬｯﾀｰ

1875*2600 1
か所

取付調整費 法定福利費含む

1
式

運搬費

1
式

計
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建築主体工事 建具 トイレブース

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

SB-1 ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ

2561･1500.5*1900H 2
か所

TB-1 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ(男子便所)

4780.5･1525*2600H(扉2000H) 1
か所

TB-2 隔て板(男子便所)

750*2600H 1
か所

TB-3 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ(女子便所)

4925･1525*2600H(扉2000H) 1
か所

TB-4 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ(女子便所)

4700.5･1525*2600H(扉2000H) 1
か所

取付調整費 法定福利費含む

1
式

運搬費

1
式

計
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建築主体工事 建具 スライディングウォール

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

SLW-1 亜鉛ﾒｯｷ鋼板製(焼付塗装)

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ ﾊﾝﾄﾞﾙ回転式･ﾌﾟｯｼｭ式 1

5437.5*2800 遮音性能36dB以上 か所

SLW-2 亜鉛ﾒｯｷ鋼板製(焼付塗装)

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ ﾊﾝﾄﾞﾙ回転式･ﾌﾟｯｼｭ式 1

5852.5*2800 遮音性能36dB以上 か所

取付調整費 法定福利費含む

1
式

運搬費

1
式

計
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建築主体工事 建具 ガラス

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

複層ｶﾞﾗｽ 特寸 2.0㎡以下

(F4+A6+FL5) ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 2.7
㎡

複層ｶﾞﾗｽ 特寸 2.0㎡以下

(FL5+A6+FL5) ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 24.6
㎡

複層ｶﾞﾗｽ 特寸 2.0㎡以下

(FL6+A6+FL6) ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 11.9
㎡

複層ｶﾞﾗｽ 特寸 2.0㎡以下

(強化5+A6+FL5) ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 69.8
㎡

複層ｶﾞﾗｽ 特寸 2.0㎡以下

(強化6+A6+FL6) ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 20.9
㎡

強化ｶﾞﾗｽ 厚さ 5㎜ 特寸 2.0㎡以下

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 26.3
㎡

型板ｶﾞﾗｽ 厚さ6 特寸 2.18㎡以下

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 2.3
㎡

型板ｶﾞﾗｽ 厚さ4 特寸 2.18㎡以下

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 1.5
㎡

ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ 厚さ6 特寸 2.18㎡以下

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 11.1
㎡

ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ 厚さ5 特寸 2.18㎡以下

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 18.1
㎡

ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ 厚さ3 特寸 2.18㎡以下

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途 0.3
㎡

ｶﾞﾗｽ手摺用ｶﾞﾗｽ H=1000

強化合わせｶﾞﾗｽt=6+6 98.1
ｍ

ｶﾞﾗｽとめ(ｼｰﾘﾝｸﾞ) ｼﾘｺﾝ 1成分形

SR-1 632
ｍ

ｶﾞﾗｽ清掃

190
㎡

衝突防止ﾏｰｸ 40×20 ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ

(こうもりｲﾒｰｼﾞ) 144
か所

計
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建築主体工事 塗装 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

DP塗り 鉄鋼･亜鉛めっき鋼･鋼製建具面

(糸幅300㎜以下) 3級 素地ごしらえ及び下塗り別途 24.2
ｍ

DP塗り 鉄鋼･亜鉛めっき鋼･鋼製建具面

3級 素地ごしらえ及び下塗り別途 26.1
㎡

浸透形吸水防止材 ｼﾗﾝ系 高耐久性仕様

塗り 41
㎡

計
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建築主体工事 塗装 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ＳＯＰ塗り 鉄鋼面 工程B種

(糸幅300㎜以下) 錆止現場1回共 268
ｍ

ＳＯＰ塗り 鉄鋼面 工程B種 塗料1種

錆止工程B塗料A 13.3
㎡

ＣＬ塗り 木部 工程B種

素地B種 2.2
㎡

ＥＰ塗り せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面

工程B種(一般) 242
素地B種 ㎡

ＥＰ塗り ｺﾝｸﾘｰﾄ面

工程B種(一般) 1.6
素地B種 ㎡

ＥＰ－Ｇ塗り せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面

工程B種(一般) 488
素地B種 ㎡

ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分 ﾎﾞｰﾄﾞ面 B種

散形塗料塗り 素地B種 39.3

（NAD) ㎡

木材自然塗料塗り 木部

24.3
㎡

木材自然塗料塗り 木部

(細幅) 7.6
ｍ

木材自然塗料塗り 木部 建具額縁

(細幅) 144
ｍ

計
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建築主体工事 内外装 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 無地 厚さ2.5(木目調)

織布積層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS 167
屋外床 熱溶接工法 ㎡

壁 ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ 55×55 ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ同材

ｺｰﾅｰｶﾊﾞｰ 23.8
ｍ

壁 ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ 横張り

ｺｰﾅｰ役物 8.5
ｍ

壁 ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ 金属系 厚18 横張り

張り 塗装品 金具留め 197
㎡

壁 ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ 窯業系 厚16 横張り

張り 塗装品 金具留め 428
㎡

透湿防水ｼｰﾄ張り

626
㎡

土台水切 ｱﾙﾐ製 防鼠通気ﾀｲﾌﾟ 既製品

W=40 76.1
ｍ

天井 厚12

高圧岩綿複層板 535
(木目調) ㎡

計
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建築主体工事 内外装 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

床防塵塗料塗り

14.6
㎡

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ張り 無地 厚さ2.0

織布積層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS 15.1
多湿部 熱溶接工法 ㎡

複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ張 厚3.0 複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙFT 多湿床

り 277
㎡

防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 無地 厚さ2.0

織布積層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS 38.7
多湿部 熱溶接工法 ㎡

防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 無地 厚さ2.0

織布積層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS 6
一般床 熱溶接工法 ㎡

防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 無地 厚さ2.0 織布積層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS

(抗菌性) 多湿部 熱溶接工法 52.1
㎡

防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 無地 厚さ2.0 織布積層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS

(抗菌性) 一般床 熱溶接工法 7.2
㎡

ﾋﾞﾆﾙ幅木張り 高さ60

238
ｍ

壁 厚12.5 不燃

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 突付けV目地 365
張り(GB-R) - - ㎡

壁 厚12.5 不燃

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ RC､CB直張り 突付けV目地 0.1
張り(GB-R) - - ㎡

壁 ｼｰｼﾞﾝｸﾞ 厚12.5 不燃

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ RC､CB直張り 突付けV目地 0.2
張り(GB-S) - - ㎡

壁 ｼｰｼﾞﾝｸﾞ 厚12.5 不燃

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 突付けV目地 20.7
張り(GB-S) - - ㎡

壁 ｼｰｼﾞﾝｸﾞ 厚12.5 不燃

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 突付け 102
張り(GB-S) - - ㎡

壁 ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ張り 厚10

67.7
㎡

天井 ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ張り 厚10

18.4
㎡

壁 厚6

化粧けい酸 目地ｼｰﾘﾝｸﾞ共 223
ｶﾙｼｳﾑ板張り ㎡

天井 厚12.5 不燃 突付け

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 39.3
張り(GB-R) ㎡

天井 不燃化粧 厚9.5 不燃 突付け

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 109
張り ㎡

天井 不燃積層 厚 9.5 不燃

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 化粧有り(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ) 突付け 18.2
張り(GB-NC) ㎡

天井 ﾛｯｸｳｰﾙ ﾌﾗｯﾄ内部用 厚12 不燃

化粧吸音板張り 下張GB-NC 厚 9.5共 371

(DR) ㎡
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建築主体工事 内外装 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

壁ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填 厚さ50 32kg/m3

163
㎡

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ敷込み 厚50 24kg/m3

199
㎡

遮音間仕切壁 LGS65型下地

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24kg/m3 t=50充填 457
強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5+12.5(両面) ㎡

断熱材吹付け 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ（現場発泡）

ﾉﾝﾌﾛﾝ A種1 厚25mm 406
㎡

計
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建築主体工事 ユニット及びその他 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

傾斜式救助袋 右側面降下

1
か所

傾斜式救助袋 左側面降下

2
か所

計
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建築主体工事 ユニット及びその他 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

掲示板 900×900

ﾏｸﾞﾈｯﾄ掲示用:ｶﾗｰ鋼板t=2.0 2
か所

ﾍﾞﾋﾞ-ﾁｪｱ TOTO:YKA15R同等

2
か所

ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ TOTO:YKA24R同等

3
か所

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼｰﾄ LIXIL:AC-US-41同等

2
か所

ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ TOTO:YKA41R同等

2
か所

ﾐﾆｷｯﾁﾝ 1200*500*1900H

1口IHﾋｰﾀｰ･換気扇･照明付 2
か所

化粧鏡 2175*900

1
か所

化粧鏡 1830*900

1
か所

化粧鏡 750*900 ﾌﾛﾝﾄ照明付

1
か所

ｺｲﾝｼｬﾜｰ 一般用

6
か所

ｺｲﾝｼｬﾜｰ 多目的用

1
か所

ｶｰﾃﾝ 1990*2000H 片引き

1
か所

ｶｰﾃﾝ 2500*2000H 片引き

1
か所

ｶｰﾃﾝ 2395*2000H 片引き

1
か所

天吊ｽﾃﾝﾚｽｶｰﾃﾝﾚｰﾙ ｼﾝｸﾞﾙ H=500･L=1990･R付

1
か所

天吊ｽﾃﾝﾚｽｶｰﾃﾝﾚｰﾙ ｼﾝｸﾞﾙ H=500･L=2500･R付

1
か所

天吊ｽﾃﾝﾚｽｶｰﾃﾝﾚｰﾙ ｼﾝｸﾞﾙ H=500･L=2395

1
か所

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ 900*1800

6
か所

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ 1800*2000

1
か所

ｶｰﾃﾝﾛｯﾄﾞ L=837

6
か所
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建築主体工事 ユニット及びその他 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｽﾃﾝﾚｽｶｰﾃﾝﾚｰﾙ ｼﾝｸﾞﾙ L=1800

1
か所

塩ﾋﾞ製ｽﾉｺ 2375*910

1
か所

塩ﾋﾞ製ｽﾉｺ 1915*930

1
か所

掃除道具掛け 米栂60*15*900 ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ4本

埋木 ﾋﾞｽ止め 2
か所

天板付ﾀｵﾙ掛け 300*150

6
か所

壁掛式ｷｰﾎﾞｯｸｽ 80個用

KC-80BK 1
か所

ｽﾃﾝﾚｽ製折り畳み 200*150

棚 6
か所

消火器ﾎﾞｯｸｽ 埋込型 270×155×636

3
か所

消火器 ABC粉末 10型

3
本

計
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建築主体工事 ユニット及びその他 サイン

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

館名ｻｲﾝ 文字300*300*20

SUS_焼付塗装仕上 13文字 1
式

市章 1,000*625*50

SUS_焼付塗装仕上 1
式

案内板 900×900 ﾍﾞｰｽ透明ｱｸﾘﾙ板

平面案内図ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ+ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ印 2
刷 か所

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ 200×200 ﾍﾞｰｽ白ｱｸﾘﾙ板t=5

表示基板ｶﾞﾗｽｱｸﾘﾙt=3 UV印刷 11
か所

室名札(平付型) 200×50 ﾍﾞｰｽ白ｱｸﾘﾙ板t=5

表示基板ｶﾞﾗｽｱｸﾘﾙt=3 UV印刷 2
屋外 か所

室名札(平付型) 200×50 ﾍﾞｰｽ白ｱｸﾘﾙ板t=5

表示基板ｶﾞﾗｽｱｸﾘﾙt=3 UV印刷 7
屋内 か所

案内ｻｲﾝ 200×2600H

ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ+ﾋﾟｸﾄｻｲﾝｼｰﾄ張り 2
か所

計
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建築主体工事 とりこわし

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装ｶｯﾀｰ 舗装面 厚さ50㎜程度

102
ｍ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

24.2
ｍ3

舗装路盤撤去

72.8
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石撤去 集積共

113
ｍ

伐採抜根 幹周15～25㎝未満 人力

30
本

伐採抜根 幹周40～60㎝未満 機械併用

4
本

計
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建築主体工事 管理棟外構 構内舗装等

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

土工事 別紙 00-0060

1
式

床ﾀｲﾙ張り 一般床ﾀｲﾙ張 Ⅰ類 無ゆう

300㎜角 下地ﾓﾙﾀﾙ別途 122
㎡

床ﾓﾙﾀﾙ塗り 木ごて 一般ﾀｲﾙ下地 厚37

122
㎡

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ 厚さ6㎝ 路盤材共

舗装 544
㎡

ｶﾗｰｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 50-150

再生密粒度､再生ｸﾗｼｬｯﾗﾝ 201
㎡

縁石 9-11-7,9 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

213
ｍ

白線引き 溶融式 W=150

43.7
ｍ

計
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建築主体工事 管理棟外構 雨水排水

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｺﾝｸﾘｰﾄ製集水桝 450*450*450H

ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋(T-6)共 5
か所

ｺﾝｸﾘｰﾄ製集水桝 450*450*565H

ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋(T-6)共 1
か所

地中埋設管 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管100φ

25.1
ｍ

地中埋設管 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管125φ

16.3
ｍ

計
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建築主体工事 発生材処理 運搬

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｺﾝｸﾘｰﾄ類 機 械

集積、積込み 101
ｍ3

発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 24.2
ｍ3

発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3 がれき類 72.8
ｍ3

発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3 木くず 3
ｍ3

発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類 4.2
ｍ3

計
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建築主体工事 発生材処理 処分

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

とりこわし ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

発生材処分 24.2
ｍ3

とりこわし 舗装路盤

発生材処分 72.8
ｍ3

とりこわし 木くず

発生材処分 3
ｍ3

とりこわし 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類

発生材処分 4.2
ｍ3

計



庭球場屋根 細目別内訳 61

建築主体工事 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

遣方 別紙 00-0061

1
式

墨出し 別紙 00-0062

1
式

養生 別紙 00-0063

1
式

整理清掃後片付け 別紙 00-0064

1
式

地足場 別紙 00-0065

1
式

外部足場 別紙 00-0066

1
式

内部足場 別紙 00-0067

1
式

災害防止 別紙 00-0068

1
式

敷き鉄板 t=22 6096x1524

6ｶ月 1,904
㎡

仮設材運搬 別紙 00-0069

1
式

墜落制止用器具費 フルハーネス型

月額損料 1
式

計
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建築主体工事 土工

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

根切り 総掘り

自立山留め内 4,990
ｍ3

床付け 総掘り

330
㎡

杭間ざらい 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭 φ350～600mm

56
本

埋戻し(B種) - 発生土

4,451
ｍ3

建設発生土運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3 土砂 DID区間有り 539
ｍ3

建設発生土運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3 土砂 DID区間有り 580
ｍ3

建設発生土処分 場外処分

処分費 539
ｍ3

杭残土処分 場外処分

処分費 580
ｍ3

土工機械運搬 排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型0.8m3

(ﾊﾞｯｸﾎｳ) 2
往復

計
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建築主体工事 地業

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

砂利地業 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

19.8
ｍ3

山留め 鋼矢板 Ⅲ型h=9.5m

ﾊﾞｲﾌﾞﾛ工法 1段切り梁 材工共 4,180
㎡

小計

［既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭］

材料費 PRC105-Ⅳφ400+NPH-Aφ550-400 別紙 00-0070

上杭 5ｍ+下杭9ｍ 56本 1
式

杭降ろし費

1
式

施工費 機械組立・解体費，機械運搬，掘削

サイロ設置費，ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ圧縮試験費 1
式

先行削孔(ケーシ 機械組立・解体費，

ングロック） 掘削施工費 1
式

杭頭接合筋 ﾊﾟｲﾙｽﾀｯﾄﾞ KSW490 D25-L1000

ﾊﾟｲﾙｽﾀｯﾄﾞ 448
本

小計

計
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建築主体工事 鉄筋

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D10

異形棒鋼 0.5
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D13

異形棒鋼 3.2
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D16

異形棒鋼 12.3
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD345 D22

異形棒鋼 17.2
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD345 D25

異形棒鋼 17
ｔ

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0071

1
式

鉄筋加工組立 RCﾗｰﾒﾝ構造

階高3.5～4.0ｍ程度 形状単純 48.3
ｔ

鉄筋運搬費 10ｔ車 30㎞程度

48.3
ｔ

ｶﾞｽ圧接 別紙 00-0072

1
式

計
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建築主体工事 コンクリート

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度18 S15

粗骨材20 16.5
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 FC=24 S15

粗骨材20 322
ｍ3

構造体強度補正値 別紙 00-0073

1
式

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 別紙 00-0074

1
式

計
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建築主体工事 型枠

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

型枠 普通合板型枠

- 基礎部 666
- ㎡

型枠 打放合板型枠B種

ﾗｰﾒﾝ構造 基礎部 83.4
- ㎡

型枠運搬費 10ｔ車 30㎞程度 往復

750
㎡

計
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建築主体工事 防 水

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

浸透形吸水防止材 ｼﾗﾝ系 高耐久性仕様

塗り 119
㎡

計
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建築主体工事 左 官

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 防水下地

仕上げ 36.1
㎡

計
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建築主体工事 庭球場屋根

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

【鉄骨工事】

１．柱工事

鋼材費 プレート材 別紙 00-0075

1
式

鋼材費 ボルト類 別紙 00-0076

1
式

ｱﾝｶｰｾｯﾄ 手間のみ

120
本

工場加工費

85,811
kg

副資材

85,811
kg

回転灯取付台 170*100

8
か所

ｽﾋﾟｰｶｰ取付台 141*30

2
か所

ｽﾋﾟｰｶｰ取付台 314*50

6
か所

工場防錆塗装費 ｼｮｯﾄ+ｼﾞﾝｸ+MIO

697
㎡

横持費

1
式

運搬費

11
台

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ運搬費

1
台

現場建方費

85,811
kg

現場塗装費 ｳﾚﾀﾝ塗装

697
㎡

柱底均しﾓﾙﾀﾙ

30
か所

現場施工費

1
式

小計

２．ﾄﾗｽ工事
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建築主体工事 庭球場屋根

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

部材製作費1 φ60.5*3.2*M20

（TMﾊﾟｲﾌﾟ） 1,565
本

φ76.3*3.2*M20

1,203
本

φ89.1*4.2*M24

621
本

φ101.6*4.2*M27

152
本

φ114.3*4.5*M30

45
本

φ139.8*4.5*M36

14
本

部材製作費2 φ110

（TMｸﾞﾛｰﾌﾞ） 460
個

φ130

271
個

φ150

55
個

φ180

66
個

φ200

20
個

φ220

14
個

φ260

26
個

φ300

4
個

部材製作費3 φ260

（支承部） ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ・ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ・座金込み 30
か所

副資材

1
式

治具工具損料

3,197
㎡

現場組立費

3,197
㎡

中間足場 掛のみ

ﾊﾞﾗｼ別途 3,197
㎡

現場塗装費 ｳﾚﾀﾝ塗装

ｸﾞﾛｰﾌﾞ・支承部・ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ 3,197
㎡
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建築主体工事 庭球場屋根

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

照明下地 170*100

φ160 PL6t 60
個

防鳥ﾈｯﾄ取付用ｱｲﾎ SUS M20

ﾞﾙﾄ 64
個

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ・型板 材料費のみ

1
式

運搬費

1
式

法定福利費

1
式

小計

３．膜下地鉄骨工

事

鋼材費 所要数量：51,442Kg 別紙 00-0077

1
式

鋼材費 曲げ材 別紙 00-0078

1
式

鋼材費 ﾎﾞﾙﾄ 別紙 00-0079

1
式

曲げ加工費 冷間曲げ

24,991
kg

曲げ横持費

5
台

工場加工

（主架構材） 37,550
kg

工場加工 A種 外周膜定着部

（二次部材） 224
ｍ

工場加工 A種 中間膜定着部R

（二次部材） 1,014
ｍ

工場加工 A種 膜分割部R

（二次部材） 407
ｍ

工場加工 A種 膜接触部R

（二次部材） 17
ｍ

副資材

49,368
kg

工場防錆塗装 ｼｮｯﾄ+ｼﾞﾝｸ+ｴﾎﾟ+MO

1,593
㎡

横持費

1
式
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建築主体工事 庭球場屋根

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

運搬費

9
台

現場建方費

49,368
kg

ﾌﾗﾝｼﾞｮｲﾝﾄ部補修

238
か所

現場塗装費

1,593
㎡

仕上塗装ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

費 1,593
㎡

現場施工費

1
式

小計

【屋根工事】

４．膜工事

膜材料 フッ素樹脂酸化チタン光触媒膜

(厚0.8㎜） 3,354
裁断・溶着・加工含む ㎡

膜押え金物製作費 外周膜定着部（直）

1 ｱﾙﾐFB38*13・ｺﾞﾑ・SUSﾎﾞﾙﾄ 224
ｍ

膜押え金物製作費 中間膜定着部R

2 ｱﾙﾐﾌｧｽﾅｰ30*45・SUSﾎﾞﾙﾄ 1,014
ｍ

膜押え金物製作費 膜分割部R

3 ｱﾙﾐ2FB38*13・ｺﾞﾑ・SUSﾎﾞﾙﾄ 407
ｍ

運搬費

1
式

現場取付費

3,354
㎡

現場溶着費

407
ｍ

小計

５．金属工事

軒樋 SUS1.5t（ｱｸﾘﾙ焼付）

224
ｍ

落葉ｶﾞｰﾄﾞ

224
ｍ
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建築主体工事 庭球場屋根

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

堅樋 SUS-P139.8*2.0（ｱｸﾘﾙ焼付）

※GL迄とします。 18
本

設備配線用堅樋 SUS-P139.8*2.0（ｱｸﾘﾙ焼付）

※GL迄とします。 12
本

吊金物

476
個

運搬費

1
式

現場取付費

1
式

小計

計
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建築主体工事 ユニット及びその他

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

防鳥ﾈｯﾄ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｰﾝﾈｯﾄ･15mm目

634
㎡

ｽﾌﾟﾚｰﾗﾊﾞｰﾌｪﾝｽ 450*1900

ｽﾀﾃｨｯｸ混合ｳﾚﾀﾝｽﾌﾟﾚｰ層t=2mm 6
背面水止層付ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ層5mm+50mm か所

消火器ﾎﾞｯｸｽ 埋込型 270×155×636

6
か所

消火器 ABC粉末 10型

6
本

計
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建築主体工事 とりこわし

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装ｶｯﾀｰ 舗装面 厚さ50㎜程度

85
ｍ

ｶｯﾀｰ入れ ｺﾝｸﾘｰﾄ面 厚さ20～30㎜

196
ｍ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

76.7
ｍ3

舗装路盤撤去

230
ｍ3

伐採抜根 幹周15㎝未満 人力

210
本

伐採抜根 幹周15～25㎝未満 人力

79
本

伐採抜根 幹周25～40㎝未満 機械併用

11
本

伐採抜根 幹周40～60㎝未満 機械併用

1
本

フェンス撤去 Ｈ＝1.0程度

支柱、パネル共 66.8
ｍ

フェンス撤去 Ｈ＝3.0程度

支柱、パネル共 153
ｍ

フェンス基礎撤去

78
か所

すきとり 積み込み共 H300程度

282
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石撤去 集積共

344
ｍ

ｺﾝｸﾘｰﾄ階段撤去 集積共

0.6
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁撤去 集積共

23.6
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ排水溝撤去 集積共

6.5
ｍ3

計
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建築主体工事 庭球場屋根外構 構内舗装等

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

躯体工事 別紙 00-0080

1
式

砕石路盤 厚150､再生ｸﾗｼｬｯﾗﾝ

524
㎡

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 A-5-15 再生密粒 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

1000-2500㎡未満 1,535
㎡

縁石 9-11-7,9 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

337
ｍ

計
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建築主体工事 庭球場屋根外構 雨水排水

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｺﾝｸﾘｰﾄ製集水桝 450*450*450H

ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋(T-6)共 15
か所

ｺﾝｸﾘｰﾄ製集水桝 450*450*585H

ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋(T-6)共 2
か所

ｺﾝｸﾘｰﾄ製集水桝 450*450*平均736H

ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋(T-6)共 3
か所

地中埋設管 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管150φ

144
ｍ

計
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建築主体工事 庭球場屋根外構 フェンス設置

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ H=3000 40mm目ﾀｲﾌﾟ

194
ｍ

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ（袖部） H=2520 40mm目ﾀｲﾌﾟ

60
か所

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ扉 H=3000，W=1200

片開き 材工共 5
か所

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ扉 H=3000，W=3000

両開き 材工共 1
か所

ﾌｪﾝｽ基礎 600口 600ｘ600ｘH900

材工共 107
か所

ﾌｪﾝｽ扉基礎 600ｘ1700ｘH900

材工共 5
か所

ﾌｪﾝｽ扉基礎 900口 900ｘ900ｘH1200（両側）

材工共 1
か所

計
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建築主体工事 発生材処理 運搬

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｺﾝｸﾘｰﾄ類 機 械

集積、積込み 343
ｍ3

発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 76.7
ｍ3

発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3 がれき類 230
ｍ3

発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3 木くず 4.3
ｍ3

発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類 36.4
ｍ3

発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3 廃プラ 0.14
ｔ

建設発生土運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3 土砂 DID区間有り 282
ｍ3

計
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建築主体工事 発生材処理 処分

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

とりこわし ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

発生材処分 76.7
ｍ3

とりこわし 舗装路盤

発生材処分 230
ｍ3

とりこわし 木くず

発生材処分 4.3
ｍ3

とりこわし 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類

発生材処分 36.4
ｍ3

とりこわし 廃ﾌﾟﾗ

発生材処分 0.14
ｔ

建設発生土処分

282
ｍ3

ｽｸﾗｯﾌﾟ運搬

3.3
ｔ

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ﾍﾋﾞｰ H3

3.3
ｔ

計
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建築主体工事 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

遣方 別紙 00-0001

1
式

遣方 一 般

508
㎡

計

墨出し 別紙 00-0002

1
式

墨出し 一 般

S造 地上階 886
㎡

計

養生 別紙 00-0003

1
式

養生 一 般

S造 地上階 886
㎡

計

整理清掃後片付け 別紙 00-0004

1
式

整理清掃 一 般

後片付け S造 地上階 886
㎡

計

地足場 別紙 00-0005

1
式

地足場 掛払い手間 供用60日賃料 基本料

修理費含む 508
㎡

計
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建築主体工事 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

外部足場 別紙 00-0006

1
式

枠組本足場 建枠 900×1700 布枠500+240

(手すり先行方式) 掛払い手間 供用120日賃料 基本料 1,093
修理費含む 12m未満 ㎡

外部仕上足場 脚立足場

掛払い手間 供用120日賃料 基本料 535
修理費含む ㎡

計

内部足場 別紙 00-0007

1
式

内部仕上足場 脚立足場

掛払い手間 供用90日賃料 基本料 859
修理費含む ㎡

内部階段仕上足場 掛払い手間 供用90日賃料 基本料

修理費含む 27.8
㎡

計

災害防止 別紙 00-0008

1
式

安全手すり 枠組本足場用

(手すり先行方式) 掛払い手間 供用120日賃料 基本料 120
修理費含む ｍ

養生ｼｰﾄ張り 防炎Ⅰ類

掛払い手間 供用120日賃料 基本料 1,093
修理費含む ㎡

安全ﾈｯﾄ張り 防炎ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ

(水平張り) 掛払い手間 供用120日賃料 基本料 510
修理費含む ㎡

計
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建築主体工事 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

仮設材運搬 別紙 00-0009

1
式

仮設材運搬 建枠幅900(二枚布)

(枠組本足場) 1,093
(手すり先行方式) ㎡

仮設材運搬 枠組本足場用(手すり先行方式)

(安全てすり) 120
ｍ

仮設材運搬

(地足場) 508
㎡

仮設材運搬 2階建

(内部仕上足場 535
脚立足場) ㎡

仮設材運搬 2階建

(内部仕上足場 859
脚立足場) ㎡

仮設材運搬

(内部階段 27.8
仕上足場) ㎡

仮設材運搬

(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類) 1,093
㎡

仮設材運搬

(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類) 510
㎡

計
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建築主体工事 地業

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

材料費 PRC105-Ⅳφ500+NPH-Aφ500-400 別紙 00-0010

上杭 8ｍ+下杭13ｍ 1
式

既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭 ﾌﾟﾚﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ拡大根固工法 8+13m

JP-CPRCφ500+JP-NPHφ500-400-500 14
本

計
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建築主体工事 鉄筋

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0011

1
式

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ﾍﾋﾞｰ H2

1
ｔ

計

ｶﾞｽ圧接 別紙 00-0012

1
式

ｶﾞｽ圧接 径22㎜

282
か所

ｶﾞｽ圧接 径25㎜

80
か所

計

溶接金網敷 別紙 00-0013

1
式

溶接金網敷 径6.0 100×100

1,100
㎡

計
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建築主体工事 コンクリート

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 ポンプ圧送含む 別紙 00-0014

1
式

＜捨てｺﾝ＞

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

30m3/回程度 S15～S18 20.7
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 30m3以上 50m3/回未満

圧送 基本料金別途加算 20.7
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満

基本料金 1
回

＜ﾋﾟｯﾄ土間ｺﾝ＞

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 土間 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

50m3/回程度 S15～S18 15.3
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 30m3以上 50m3/回未満

圧送 基本料金別途加算 15.3
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満

基本料金 1
回

＜1階床ｺﾝ＞

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 土間 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

50m3/回程度 S15～S18 35.5
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 30m3以上 50m3/回未満

圧送 基本料金別途加算 35.5
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満

基本料金 1
回

＜基礎ｺﾝ＞

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 基礎部 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

100m3/回以上 S15～S18 195
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 100m3/回以上

圧送 基本料金別途加算 195
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 100m3/回以上

基本料金 1
回

＜2FLﾃﾞｯｷｺﾝ＞

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 躯体 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

100m3/回以上 S15～S18 66
標準階高 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 50m3以上100m3/回未満

圧送 基本料金別途加算 66
ｍ3
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建築主体工事 コンクリート

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 ポンプ圧送含む 別紙 00-0014

1
式

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 50m3以上100m3/回未満

基本料金 1
回

＜RFLﾃﾞｯｷｺﾝ＞

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 躯体 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

100m3/回以上 S15～S18 61.4
標準階高 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 50m3以上100m3/回未満

圧送 基本料金別途加算 61.4
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 50m3以上100m3/回未満

基本料金 1
回

＜屋根雑ｺﾝ＞

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 防水保護ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

50m3/回程度 S15～S18 11.6
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 30m3以上 50m3/回未満

圧送 基本料金別途加算 11.6
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満

基本料金 1
回

＜防水押えｺﾝ＞

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 防水保護ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

50m3/回程度 S15～S18 13.4
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 30m3以上 50m3/回未満

圧送 基本料金別途加算 13.4
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満

基本料金 1
回

計

構造体強度補正値 6N 別紙 00-0015

1
式

構造体強度補正値 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ +6N

呼び強度=30-24N/mm2 S=15 231
ｍ3

構造体強度補正値 上部ｺﾝｸﾘｰﾄ +6N

呼び強度=30-24N/mm2 S=18 139
ｍ3

計
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建築主体工事 鉄骨 本体鉄骨

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

[特殊高力ﾎﾞﾙﾄ] 別紙 00-0016

1
式

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ S10T

M22×60 37
本

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ S10T

M22×50 162
本

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ S10T

M20×80 1,082
本

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ S10T

M20×70 1,414
本

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ S10T

M20×60 1,739
本

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ S10T

M20×55 233
本

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ S10T

M20×50 128
本

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ S10T

M20×45 229
本

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ S10T

M16×35 137
本

計

[頭付ｽﾀｯﾄﾞ] 別紙 00-0017

1
式

頭付ｽﾀｯﾄﾞ 16φ H=260

154
本

頭付ｽﾀｯﾄﾞ 16φ H=130

132
本

頭付ｽﾀｯﾄﾞ 16φ H=80

3,809
本

計
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建築主体工事 鉄骨 本体鉄骨

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

[弾性露出柱脚] ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸｸﾞﾗｳﾄ，ﾚﾍﾞﾙﾓﾙﾀﾙ含む 別紙 00-0018

1
式

弾性露出柱脚 BCR295 □-350-16用

大臣認定品 J350-16K 14
か所

計

[ﾌｧﾌﾞﾗｯｸｽ] 建築構造用柱梁接合部鋼材 別紙 00-0019

1
式

ﾌｧﾌﾞﾗｯｸｽ DS35

大臣認定品 2
か所

計

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0020

1
式

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ﾍﾋﾞｰ H2

3.1
ｔ

計

工場製作費 別紙 00-0021

1
式

工場加工組立 溶接材料及び溶接手間共

93.7
ｔ

軽量鉄骨加工 母屋.胴縁の類 一 般

・組立 普通ﾎﾞﾙﾄ締共 0.8
ｔ

工場溶接 隅肉6mm換算

3,147
ｍ

錆止め塗料塗り K5674

工場1回塗り 1,936
㎡

DP塗装下塗 JIS K5552,5551,5551

18.5
㎡

計
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建築主体工事 鉄骨 本体鉄骨

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

現場施工費 別紙 00-0022

1
式

鉄骨現場建方 低層(標準) 建方機械別途

93.7
ｔ

現場取付費 軽量鉄骨

0.8
ｔ

ﾄﾙｼｱ形 ﾋﾞﾙ鉄骨

高力ﾎﾞﾙﾄ締付け 1,000本未満 4,963
施工手間 本

錆止め塗料塗り K5674

現場1回塗り 1,936
㎡

計

鉄骨運搬費 別紙 00-0023

1
式

鉄骨運搬 11t車

94.6
ｔ

計

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み 別紙 00-0024

1
式

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み 径28以上(主柱) 取付手間

(B種) 112
本

計

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 別紙 00-0025

1
式

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 合成ｽﾗﾌﾞ用ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

QL 99-5-12 Z12 24.3
ｔ

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ敷き込 焼き抜き栓溶接

み 1,866
㎡

計
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建築主体工事 鉄骨 屋内階段

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

[ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ] M16 L=400ﾌｯｸ付 別紙 00-0026

材工共 1
式

[ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ] M16 L=400ﾌｯｸ付

材工共 8
か所

計

[特殊高力ﾎﾞﾙﾄ] 別紙 00-0027

1
式

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ S10T

M20×65 2
本

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ S10T

M20×60 4
本

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ S10T

M20×50 25
本

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ S10T

M16×35 17
本

計

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0028

1
式

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ﾍﾋﾞｰ H2

0.1
ｔ

計

工場製作費 別紙 00-0029

1
式

工場加工組立 溶接材料及び溶接手間共

2.3
ｔ

工場溶接 隅肉6mm換算

30.4
ｍ

錆止め塗料塗り K5674

工場1回塗り 65.5
㎡

計
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建築主体工事 鉄骨 屋内階段

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

現場施工費 別紙 00-0030

1
式

鉄骨現場建方 低層(標準) 建方機械別途

2.3
ｔ

ﾄﾙｼｱ形 ﾋﾞﾙ鉄骨

高力ﾎﾞﾙﾄ締付け 1,000本未満 46
施工手間 本

錆止め塗料塗り K5674

現場1回塗り 65.5
㎡

計

鉄骨運搬費 別紙 00-0031

1
式

鉄骨運搬 11t車

2.3
ｔ

計

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み 別紙 00-0032

1
式

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み 径16～19(主柱) 取付手間

(B種) 8
本

計

柱底均しﾓﾙﾀﾙ 別紙 00-0033

1
式

柱底均しﾓﾙﾀﾙ A種 200×200 厚30

4
か所

計
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建築主体工事 鉄骨 胴縁

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

[普通ﾎﾞﾙﾄ] 別紙 00-0034

1
式

普通ﾎﾞﾙﾄ 4T 仕上中

M12×130 87
本

普通ﾎﾞﾙﾄ 4T 仕上中

M12×45 12
本

普通ﾎﾞﾙﾄ 4T 仕上中

M12×30 2,548
本

計

[ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ] 別紙 00-0035

1
式

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ Wﾅｯﾄ締め 180°ﾌｯｸ付

M12×360 93
本

計

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0036

1
式

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ﾍﾋﾞｰ H2

0.4
ｔ

計

工場製作費 別紙 00-0037

1
式

軽量鉄骨加工 母屋.胴縁の類 一 般

・組立 普通ﾎﾞﾙﾄ締共 11
ｔ

工場溶接 隅肉6mm換算

423
ｍ

錆止め塗料塗り K5674

工場1回塗り 938
㎡

計
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建築主体工事 鉄骨 胴縁

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

現場施工費 別紙 00-0038

1
式

普通ﾎﾞﾙﾄ締付 径 9～13 施工手間

2,546
本

錆止め塗料塗り K5674

現場1回塗り 938
㎡

計

鉄骨運搬費 別紙 00-0039

1
式

鉄骨運搬 11t車

11
ｔ

計

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み 別紙 00-0040

1
式

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み 径13～16(間柱等) 取付手間

(B種) 93
本

計
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建築主体工事 鉄骨 ﾙｰﾊﾞｰ鉄骨

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

[普通ﾎﾞﾙﾄ] 別紙 00-0041

1
式

普通ﾎﾞﾙﾄ 4T 仕上中

M12×30 75
本

計

[ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ] 別紙 00-0042

1
式

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ Wﾅｯﾄ締め 180°ﾌｯｸ付

M16×560 72
本

計

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0043

1
式

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ﾍﾋﾞｰ H2

0.1
ｔ

計

工場製作費 別紙 00-0044

1
式

工場加工組立 溶接材料及び溶接手間共

0.7
ｔ

軽量鉄骨加工 母屋.胴縁の類 一 般

・組立 普通ﾎﾞﾙﾄ締共 1.2
ｔ

工場溶接 隅肉6mm換算

13
ｍ

DP塗装下塗 JIS K5552,5551,5551

129
㎡

計
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建築主体工事 鉄骨 ﾙｰﾊﾞｰ鉄骨

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

現場施工費 別紙 00-0045

1
式

鉄骨現場建方 低層(標準) 建方機械別途

0.7
ｔ

普通ﾎﾞﾙﾄ締付 径 9～13 施工手間

72
本

計

鉄骨運搬費 別紙 00-0046

1
式

鉄骨運搬 11t車

1.9
ｔ

計

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み 別紙 00-0047

1
式

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み 径13～16(間柱等) 取付手間

(B種) 72
本

計

柱底均しﾓﾙﾀﾙ 別紙 00-0048

1
式

柱底均しﾓﾙﾀﾙ A種 200×200 厚30

18
か所

計
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建築主体工事 鉄骨 昇降機

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

特殊高力ﾎﾞﾙﾄ 別紙 00-0049

1
式

特殊高力ﾎﾞﾙﾄ S10T

M16×45 54
本

計

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 別紙 00-0050

1
式

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ Wﾅｯﾄ締め

M16×400 12
本

計

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み 別紙 00-0051

1
式

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み 径13～16(間柱等) 取付手間

(B種) 12
本

計

柱底均しﾓﾙﾀﾙ 別紙 00-0052

1
式

柱底均しﾓﾙﾀﾙ A種 200×200 厚30

6
か所

計

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0053

1
式

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ﾍﾋﾞｰ H2

0.1
ｔ

計
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建築主体工事 鉄骨 昇降機

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

工場製作費 別紙 00-0054

1
式

工場加工組立費

2.1
ｔ

工場溶接 隅肉溶接

1
式

鉄骨工場錆止め 一般 30㎡/t程度 鉄鋼面 工程B種

塗料塗り 鉛･ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止め 素地C種 2.1
ｔ

計

現場施工費 別紙 00-0055

1
式

鉄骨現場建方 低層(標準) 建方機械別途

2.1
ｔ

ﾄﾙｼｱ形 ﾋﾞﾙ鉄骨

高力ﾎﾞﾙﾄ締付け 1,000本未満 54
施工手間 本

錆止め塗料塗り 鉄鋼面 工程A種

現場2回目 水系さび止め(屋内) 83
1回目別途 ㎡

計

鉄骨運搬費 別紙 00-0056

1
式

鉄骨運搬 11t車

2.1
ｔ

計
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建築主体工事 金属 外部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

軽量鉄骨天井 別紙 00-0057

開口部補強 1
式

軽量鉄骨天井 25形 150角、150φ以下

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ切込み共 30
か所

軽量鉄骨天井 25形 100φ

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ切込み共 5
か所

軽量鉄骨天井 25形 400角

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ切込み共 1
か所

計
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建築主体工事 金属 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

軽量鉄骨壁 別紙 00-0058

開口部補強 1
式

軽量鉄骨壁 65形 ﾀﾞｸﾄ等四方補強

開口部補強 2470×1300㎜程度 1
か所

軽量鉄骨壁 65形 扉等三方補強

開口部補強 1050×2100㎜程度 4
か所

軽量鉄骨壁 65形 扉等三方補強

開口部補強 1350×2100㎜程度 6
か所

軽量鉄骨壁 65形 扉等三方補強

開口部補強 1200×2100㎜程度 1
か所

軽量鉄骨壁 65形 扉等三方補強

開口部補強 800×2100㎜程度 3
か所

軽量鉄骨壁 65形 扉等三方補強

開口部補強 1310×2100㎜程度 2
か所

軽量鉄骨壁 65形 扉等三方補強

開口部補強 600×2100㎜程度 3
か所

軽量鉄骨壁 65形 扉等三方補強

開口部補強 900×2100㎜程度 2
か所

軽量鉄骨壁 65形 扉等三方補強

開口部補強 1000×2100㎜程度 2
か所

軽量鉄骨壁 65形 扉等三方補強

開口部補強 1800×2100㎜程度 1
か所

軽量鉄骨壁 100形 扉等三方補強

開口部補強 1000×2100㎜程度 2
か所

計
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建築主体工事 金属 内部

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

軽量鉄骨天井 別紙 00-0059

開口部補強 1
式

軽量鉄骨天井 19形(屋内) 1250×150㎜

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 20
か所

軽量鉄骨天井 19形(屋内) 150φ

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 128
か所

軽量鉄骨天井 19形(屋内) 100φ

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 48
か所

軽量鉄骨天井 19形(屋内) 1300×760㎜

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 3
か所

軽量鉄骨天井 19形(屋内) 1200×670㎜

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 1
か所

軽量鉄骨天井 19形(屋内) 850×850㎜

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 8
か所

軽量鉄骨天井 19形(屋内) 600×600㎜

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 1
か所

軽量鉄骨天井 19形(屋内) 700×700㎜

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 1
か所

軽量鉄骨天井 19形(屋内) 400×400㎜

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 12
か所

軽量鉄骨天井 19形(屋内) 280×280㎜

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 6
か所

軽量鉄骨天井 19形(屋内) 300× 300㎜程度

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 13
か所

軽量鉄骨天井 19形(屋内) 450× 450㎜程度

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 25
か所

計
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建築主体工事 管理棟外構 構内舗装等

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

土工事 別紙 00-0060

1
式

砂利地業 再生切込砕石

7.3
ｍ3

異形鉄筋 SD295A D13

1.3
ｔ

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ﾍﾋﾞｰ H2

0.1
ｔ

鉄筋加工組立 RCﾗｰﾒﾝ構造

階高3.5～4.0ｍ程度 形状単純 1.3
ｔ

鉄筋運搬費 10ｔ車 30㎞程度

1.3
ｔ

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度18 S15

粗骨材20 14.7
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 土間 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

50m3/回程度 S15～S18 14.7
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 30m3以上 50m3/回未満

圧送 基本料金別途加算 14.7
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満

基本料金 1
回

計
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建築主体工事 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

遣方 別紙 00-0061

1
式

遣方 一 般

2,800
㎡

計

墨出し 別紙 00-0062

1
式

墨出し 一 般

S造 ﾋﾟﾛﾃｨｰ 2,800
㎡

計

養生 別紙 00-0063

1
式

養生 一 般

S造 ﾋﾟﾛﾃｨｰ 2,800
㎡

計

整理清掃後片付け 別紙 00-0064

1
式

整理清掃 一 般

後片付け S造 ﾋﾟﾛﾃｨｰ 2,800
㎡

計

地足場 別紙 00-0065

1
式

地足場 掛払い手間 供用60日賃料 基本料

修理費含む 2,800
㎡

計
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建築主体工事 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

外部足場 別紙 00-0066

1
式

枠組本足場 建枠 900×1700 布枠500+240

(手すり先行方式) 掛払い手間 供用120日賃料 基本料 1,392
修理費含む 12m未満 ㎡

計

内部足場 別紙 00-0067

1
式

内部仕上足場 枠組棚足場 掛払い手間

(手すり先行方式) 供用120日賃料 基本料 修理費含む 2,800
階高5.7m以上7.4m未満 平家用 ㎡

計

災害防止 別紙 00-0068

1
式

安全手すり 枠組本足場用

(手すり先行方式) 掛払い手間 供用120日賃料 基本料 232
修理費含む ｍ

養生ｼｰﾄ張り 防炎Ⅰ類

掛払い手間 供用120日賃料 基本料 1,392
修理費含む ㎡

安全ﾈｯﾄ張り 防炎ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ

(水平張り) 掛払い手間 供用120日賃料 基本料 2,800
修理費含む ㎡

計
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建築主体工事 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

仮設材運搬 別紙 00-0069

1
式

仮設材運搬 建枠幅900(二枚布)

(枠組本足場) 1,392
(手すり先行方式) ㎡

仮設材運搬 枠組本足場用(手すり先行方式)

(安全てすり) 232
ｍ

仮設材運搬

(地足場) 2,800
㎡

仮設材運搬(内部 5.7m以上7.4m未満

仕上足場 棚足場) 2,800
(手すり先行方式) ㎡

仮設材運搬

(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類) 1,392
㎡

仮設材運搬

(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類) 2,800
㎡

仮設敷鉄板運搬

1,904
㎡

計
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建築主体工事 地業

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

材料費 PRC105-Ⅳφ400+NPH-Aφ550-400 別紙 00-0070

上杭 5ｍ+下杭9ｍ 56本 1
式

既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭 ﾌﾟﾚﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ拡大根固工法 5+9m

JP-CPRCφ400+JP-NPHφ500-400 56
本

計
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建築主体工事 鉄筋

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0071

1
式

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ﾍﾋﾞｰ H2

1.4
ｔ

計

ｶﾞｽ圧接 別紙 00-0072

1
式

ｶﾞｽ圧接 径25㎜

304
か所

計
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建築主体工事 コンクリート

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

構造体強度補正値 別紙 00-0073

1
式

構造体強度補正値 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ +6N

呼び強度=30-24N/mm2 S=15 322
ｍ3

計

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 別紙 00-0074

1
式

＜捨てｺﾝ＞

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

30m3/回程度 S15～S18 16.5
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 30m3以上 50m3/回未満

圧送 基本料金別途加算 16.5
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満

基本料金 1
回

＜基礎ｺﾝ＞

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 基礎部 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

100m3/回以上 S15～S18 322
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 100m3/回以上

圧送 基本料金別途加算 322
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 100m3/回以上

基本料金 2
回

計
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建築主体工事 庭球場屋根

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

鋼材費 プレート材 別紙 00-0075

1
式

プレート材 ｔ-16

72,699
kg

プレート材 ｔ-19(SN490B)

1,484
kg

プレート材 ｔ-32(SN490B)

8,557
kg

プレート材 ｔ-36(SN490B)

7,030
kg

計

鋼材費 ボルト類 別紙 00-0076

1
式

A・ﾎﾞﾙﾄ M30

120
本

計
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建築主体工事 庭球場屋根

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

鋼材費 所要数量：51,442Kg 別紙 00-0077

1
式

ｶﾞｲﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ P-42.7*2.3

584
kg

ｶﾞｲﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ P-89.1*3.2

7,384
kg

ｶﾞｲﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ P-101.6*4.2

650
kg

ｶﾞｲﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ P-114.3*4.5

15,554
kg

ｶﾞｲﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ P-139.8*4.5

4,917
kg

ｶﾞｲﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ P-139.8*4.5(STK490)

2,007
kg

ﾌﾟﾚｰﾄ材 2.3

142
kg

ﾌﾟﾚｰﾄ材 3.2

15
kg

ﾌﾟﾚｰﾄ材 4.5

6
kg

ﾌﾟﾚｰﾄ材 6

6,891
kg

ﾌﾟﾚｰﾄ材 9

2,427
kg

ﾌﾟﾚｰﾄ材 12

752
kg

ﾌﾟﾚｰﾄ材 16(SN490C)

2,641
kg

ﾌﾟﾚｰﾄ材 19(SN490C)

528
kg

FB 150*9

6,944
kg

計



庭球場屋根 別紙明細 111

建築主体工事 庭球場屋根

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

鋼材費 曲げ材 別紙 00-0078

1
式

ｶﾞｲﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ P-42.7*2.3

5
kg

ｶﾞｲﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ P-114.3*4.5

1,318
kg

ｶﾞｲﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ P-139.8*4.5

120
kg

ｶﾞｲﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ P-139.8*4.5(STK490)

408
kg

FB 150*9

687
kg

計

鋼材費 ﾎﾞﾙﾄ 別紙 00-0079

1
式

ﾎﾞﾙﾄ M20*40[SW+W（1）］

516
本

ﾎﾞﾙﾄ M16*40

2,130
本

ﾎﾞﾙﾄ M16*60

1,394
本

ﾎﾞﾙﾄ M16*70

250
本

ﾎﾞﾙﾄ M20*55

17
本

計



庭球場屋根 別紙明細 112

建築主体工事 庭球場屋根外構 構内舗装等

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

躯体工事 別紙 00-0080

1
式

根切り 総掘り

法付ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ 59.7
ｍ3

床付け 総掘り

20.9
㎡

埋戻し(B種) - 発生土

53.4
ｍ3

建設発生土運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3 土砂 DID区間有り 6.3
5.0㎞以下 ｍ3

建設発生土処分

6.3
ｍ3

砂利地業 再生切込砕石

2.3
ｍ3

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D13 少量

異形棒鋼 0.6
ｔ

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ﾍﾋﾞｰ H2

0.02
ｔ

鉄筋加工組立 RCﾗｰﾒﾝ構造

階高3.5～4.0ｍ程度 形状単純 0.6
ｔ

鉄筋運搬費 10ｔ車 30㎞程度

0.6
ｔ

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度18 S15

粗骨材20 0.6
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度18 S18

粗骨材20 9.8
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度18 S18

粗骨材20 2
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

30m3/回程度 S15～S18 0.6
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 基礎部 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

100m3/回以上 S15～S18 9.8
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 躯体 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

100m3/回以上 S15～S18 2
標準階高 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 30m3以上 50m3/回未満

圧送 基本料金別途加算 9.8
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満

基本料金 1
回

型枠 普通合板型枠

- 基礎部 63.4
- ㎡
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建築主体工事 庭球場屋根外構 構内舗装等

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

躯体工事 別紙 00-0080

1
式

型枠 打放合板型枠B種

ﾗｰﾒﾝ構造 地上軸部 18
階高3.5～4.0m程度 ㎡

型枠運搬費 10ｔ車 30㎞程度 往復

81.4
㎡

計



共通仮設費(積上) 明細 114

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

仮囲い 12ヶ月賃料

修理費含む 仮囲鉄板，運搬共 457
H=2.0m t=1.2㎜ w=500 ｍ

キャスターゲート W6000×H1800 片開き

賃料 12ヶ月 3
架払い手間，運搬費，維持管理費共 か所

交通誘導員B

176
人日

ノッチタンク 2ヶ月

1
式

水替ポンプ 排水ﾎｰｽ300m共

1
式

現場建方重機 ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ共

(管理棟) 25t ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 54
日・台

現場建方重機 ｵﾍﾟﾚｰﾀ共

(庭球場屋根) 150t ｸﾛｰﾗｰｸﾚｰﾝ 1
式

超音波探傷試験 第三者検査

(管理棟) 80
か所

超音波探傷試験 第三者検査

(庭球場屋根) 60
か所

VOC濃度測定 6項目

4
か所

イメージアップ費

1
式

計


